
本書の見かた

本書ではお車の各装置や装備の正しい取り扱いかたと、快適ド
ライブ情報やお手入れのしかた、万一のときの応急処置などを
記載しています。

◎ お車を安全･快適にお使いいただくため、ご使用前に必ず
   お読みください。
◎ 「警告」「注意」は安全のために特に重要です。
   よく読んでお守りください。

●

●

●

●

●

●

コントロールパネルのスイッチは＜＊＊＊＊＞、操作画面に表示
されるメニューや項目は［＊＊＊＊］と表示しています。
参照して読んでいただきたいページなどを、　マークで表示し
ています。
日産販売会社で取り付けられた装備（ディーラーオプション）
については、その装備に付属の取扱説明書をお読みください。
点検･整備、保証については別冊のメンテナンスノートをお
読みください。
別冊のナビゲーションシステム取扱説明書も合わせてお読みく
ださい。
その他、ご不明な点はカーライフアドバイザー（営業部員）に
お申しつけください。

　　本書の中で使用しているマークと意味は次のようになってい
　ます。
●

守らないと装備品や車両の破損につながる
おそれがあります。

安全のために守っていただきたいこと。
守らないと生命の危険または重大な傷害
につながるおそれがあります。
守らないと傷害につながるおそれがあり
ます。

お車のために守っていただきたいこと。

お車を使ううえで知っておいていただきたいこと。
知っておくとお車の性能を十分にお使い
いただけるとともに、いろいろな装備を
上手に使うことができます。
安全のためにしてはならない行為。
（イラスト内に表示されています）

知識

アドバイス

警告

注意

●

●

●

●

●

交通ルールやマナーを守って運転しましょう。
自然環境保護に配慮してください。
本書と別冊のメンテナンスノートはお車の中に保管してく
ださい。
お車をゆずられるときは次に所有される方のために、本書
をお車に付けておいてください。
車両の仕様変更により、本書の内容が実車と一致しない場
合がありますのであらかじめご了承ください。
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3☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

ワイパー（ P.133）
ボンネット（ P.259）
車幅灯（ P.128、 P.282）
デイタイムランニングランプ（ P.128、 P.282）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ P.132、 P.282）
ヘッドランプ（前照灯）（ P.128、 P.282）
ソナー（ P.79、 P.276）
フロントレーダー（ P.274）
マルチセンシングフロントカメラ（ P.275）
ドアミラー（ P.99）
パワーウインドー（ P.101）
ドア（ P.88）
タイヤ（ P.262）



外観リヤ

イ
ラ
ス
ト
目
次

4

外観リヤ
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5☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

ハイマウントストップランプ（ P.282）
リヤウインドーデフォッガー（ P.246）
バックビューモニターカメラ（ P.275）
バックドアオープナースイッチ（ P.90）
後退灯（ P.282）
リヤフォグランプ（ P.132、 P.282）
番号灯（ P.128、 P.282）
バックドア（ P.90）
燃料補給口（ P.103）
制動灯（ P.128、 P.282）
尾灯（ P.128、 P.282）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ P.132、 P.282）
サイドレーダー（ P.274）
ソナー（ P.79、 P.276）
リヤスポイラー（ P.91、 P.271）
リヤフォグランプ（ P.132、 P.282）
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車室内
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7☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

ルームランプ（マップランプ兼用）（ P.192）
ドア連動スイッチ（ P.192）
SOSコールスイッチ（ P.197）
ルームミラー（ P.99）
サンバイザー（ P.204）
ロックノブ（ P.89）
ドアミラースイッチ（ P.99）
ドアロックスイッチ（ P.89）
パワーウインドースイッチ（ P.101）
電源ソケット（ P.201）
センターコンソールボックス（ P.194）
カップホルダー（ P.195）
アクティブ・ノイズ・コントロール用マイク★（ P.206）
SRSカーテンエアバッグ（ P.26）
シートベルト（ P.18）
リヤアクセサリーケース（ P.194）
ラゲッジルームランプ（ P.192）
ラゲッジフック（ P.205）
ジャッキ★（ P.255）
工具★（ P.255）
タイヤ応急修理キット（ P.213）
SRSサイドエアバッグ（ P.25）
シート（ P.93、 P.95）
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運転席まわり



運転席まわり
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9☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

パドルシフト（オートマチック車）（ P.116）
3連サブメーター（ P.45）
ワイパー・ウォッシャースイッチ（ P.133）
ドライブモードセレクター（オートマチック車）（ P.120）
Sモードスイッチ（マニュアル車）（ P.121）
セレクトレバー（オートマチック車）（ P.115）
車内バックドアオープナースイッチ（ P.90）
ヒーターシートスイッチ★（ P.200）
ライトスイッチ（ P.128）
方向指示器スイッチ（ P.132）
リヤフォグランプスイッチ（ P.132）
VDC OFFスイッチ（ P.136）
ステアリングスイッチ（右）
- インテリジェント クルーズコントロール（ P.147）
- ハンズフリーフォン（ P.79、別冊※）
- 音声操作（ P.80、別冊※）
トリップ切り替えスイッチ（ P.41）
イルミネーションコントロールスイッチ（ P.81）
ボンネットオープナー（ P.259）
ステアリングスイッチ（左）
- アドバンスドドライブアシストディスプレイ（ P.54）
- ショートカットメニュースイッチ（ P.63）
- オーディオ（別冊※）
シフトレバー（マニュアル車）（ P.120）

※ ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
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インストルメントパネル



インストルメントパネル
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11☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

非常点滅表示灯スイッチ
助手席SRSエアバッグ（ P.23）
オートエアコン（ P.105）
グローブボックス（ P.194）
発炎筒（ P.209）
USB電源ソケット（ P.202）
エンジンスイッチ（ P.112）
パーキングブレーキ（ P.124）
ナビゲーションシステム（別冊※）
メーター（ P.38、 P.39、 P.40）
運転席SRSエアバッグ（ P.23）
ETCユニット（別冊※）
ハンドル位置調節レバー（ P.97）
リヤウインドーデフォッガースイッチ（ P.246）

※ ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
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運転する前に
運転前の準備 P.14
運転するときに注意すること P.15
心臓ペースメーカーなどをご使用の方の注意事項 P.17

シートベルト
3点式シートベルト P.18
シートベルトの注意事項 P.19

エアバッグ
SRSエアバッグ P.21
SRSエアバッグ（運転席／助手席） P.23
SRSサイドエアバッグ P.25
SRSカーテンエアバッグ P.26

ポップアップエンジンフード
ポップアップエンジンフード P.27

お子さまの安全のために
お子さまを乗せるときに注意すること P.30
チャイルドシート P.31

盗難防止機能
イモビライザー（盗難防止装置） P.36
13
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運転する前に

運転前の準備
正しい運転姿勢をとれるよう、ハンドル（ P.97）、シート（ P.93、 P.95）、ミ
ラー（ P.99）を調節し、 シートベルトを着用してください。

正しい運転姿勢について
シートベルトの着用
●必ず走行前にシートベルトを正しく着用
してください。
シートベルト  (P.18)

●小さなお子さまを乗せるときは、適切な
チャイルドシートをご使用ください。
チャイルドシート  (P.31)

ミラーの調節
●シートおよびハンドルの調節が完了した
ら、ミラーを調節します。確実に後方
確認ができる位置に、ミラーを調節して
ください。
ドアミラー  (P.99)
ルームミラー  (P.99)

 警告
● ハンドル、シート、ミラーの調節
は、必ず走行前に行う。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● ハンドルやシートを調節したあと
は、確実に固定されていることを確
認する。
固定されていないと運転姿勢が突然
変わり、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

● 背もたれと背中の間にクッションな
どを入れない。
運転姿勢が不安定になり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。
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15☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

運転するときに注意すること

 警告
排気ガスには十分注意する
● 排気ガスには無色無臭で有害な一酸
化炭素が含まれています。一酸化炭
素を吸い込むと一酸化炭素中毒にな
り、重大な健康障害におよぶか、
死亡につながるおそれがあります。

● 次の状況では、暖機運転をしたりエ
ンジンをかけたままにしたりしな
い。
排気ガスが車両周辺に滞留したり、
車室内に侵入したりするおそれがあ
ります。
― 雪が積もった場所に駐停車すると
き

― 降雪時に駐停車するとき
― 車庫や屋内、壁などに囲まれた換
気が悪い場所に駐停車するとき

― 仮眠や長時間の駐車をするとき
― 排気管が腐食または損傷している
おそれがあるとき

― 他車の排気口が近くにあるとき
● 走行する前に、バックドアが確実に
閉まっていることを確認する。
走行中に排気ガスが侵入するおそれ
があります。

● 車室内に排気ガスが侵入したと感じ
たときは、窓を開けて十分に換気を
する。

● 排気管に穴や亀裂がある場合や排気
音に異常があるときは、日産販売会
社で点検を受ける。
排気ガスが車室内に侵入するおそれ
があり危険です。

車室内に人やペットを残さない
● お子さま、介護を必要とされる方、
ペットを車室内に残さない。
炎天下では車室内が高温になり、生
命にかかわるおそれがあり危険で
す。

診断機接続用のコネクターにはご注意を
● 診断機接続用のコネクターには、後
付け用品を取り付けないでくださ
い。バッテリーがあがったり、警
告灯が点灯したりするなど、思わぬ
トラブルを招くおそれがあります。

燃料が入った容器やスプレー缶などを積
まない
● ガソリンや可燃性ガスの入ったスプ
レー缶などは積まない。
引火や爆発するおそれがあり危険で
す。

火気には十分注意する
● 操作部が露出しているガスライター
をグローブボックスなどの小物入れ
に入れない。また、床やシートの
すき間に落としたままにしない。

荷物を押し込んだときやシートを動
かしたときに、ライターの着火ボタ
ンが押されてガスが噴出し、火災に
つながるおそれがあります。また、
ライターを使用したあと、すぐに収
納すると火災を起こすおそれがあり
ます。

● 灰皿を使ったあとは、マッチやタバ
コの火が消えていることを確認し、
必ずふたを閉める。
紙くずなど燃えやすいものは入れな
いでください。出火するおそれがあ
ります。

故障や破損したまま走行しない
● 排気音が大きくなったときは、日産
販売会社で点検を受ける。
排気管が腐食したり路面干渉などで
損傷したりしているおそれがありま
す。また、排気管に穴が開いたま
ま走行を続けると、高温の排気ガス
が漏れ、排気ガスが車室内に侵入
し、火災につながるおそれがありま
す。

● 事故などでランプが破損したまま走
行しない。
内部に水などが入ると、発煙し火災
につながるおそれがあります。
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 警告
空ぶかしをしたり、エンジンをかけたま
ま仮眠をしない
● 万一、シフトポジションが 以外
（オートマチック車）またはシフト
ポジションがN以外（マニュアル
車）に入っていると、急発進し、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。 また、無意識にセレクトレ
バーまたはシフトレバーを操作した
り、アクセルペダルを踏み込んだり
して思わぬ事故やエンジン過熱によ
る火災などにつながるおそれがあり
危険です。

 注意
● ウインドーにアクセサリーを取り付
けない。
視界の妨げになったり、吸盤がレン
ズの働きをしたりして火災を起こす
おそれがあります。また、SRSエ
アバッグが作動したときアクセサ
リーが飛んでケガをするなど、思わ
ぬ事故につながるおそれがありま
す。

改造しない
● 市販の不適合品のマフラー取り付け
や、日産純正部品以外の車両の性能
や機能に適さない部品を使用しな
い。
正常な性能を発揮できないだけでな
く、故障や火災など思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

● 電装品などを取り付けるときは、必
ず日産販売会社にご相談ください。
不適切な取り付けや誤った配線は、
故障や火災など思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

● ハンドルの取り外しや交換を不適切
に行うと、SRSエアバッグが正常
に作動しなかったり、不意に作動し
たりして、思わぬ傷害を受けるおそ
れがあります。

● シフトノブの取り外しや交換はしな
い。
シフトノブは接着剤でシフトレバー
に固定されているため交換できませ
ん。シフトノブを交換する場合はシ
フトレバーとセット交換になります
ので、日産販売会社にご相談くださ
い。

 アドバイス
改造しない
● バッテリーの端子に電装品やアース
線などを直接つながないでくださ
い。バッテリーがあがるおそれがあ
ります。

● 日産自動車が国土交通省に届け出を
した部品以外を装着すると、違法改
造になることがあります。

無線送信機の取り付けについて
● お車に無線送信機を取り付けると、
電装システムに影響をおよぼす可能
性があります。悪影響を防ぐための
措置や取り付け方法については、必
ず日産販売会社にご相談ください。
お客さまのご要望により、無線送信
機の取り付けに関する詳しい情報
（周波数帯域・電力レベル・アン
テナ位置・取り付け条件）を日産
販売会社にてご提供します。

性能を十分に引き出すため、ならし運転
を行う
● エンジン本体、駆動系などこの車両
の持っている性能を十分に引き出す
ためには、ならし運転が必要です。
走行距離約2,000kmまでは適度な
車速、エンジン回転数で運転してく
ださい。

フロントスポイラーと路面との干渉につ
いて
● フロントスポイラー下部は路面との
間隔が狭いため、段差の大きい場所
や縁石などには特に注意してくださ
い。路面と干渉して傷が付くおそれ
があります。
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17☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

心臓ペースメーカーなどをご使用
の方の注意事項

心臓ペースメーカーなどをご使用の方は、次
のことにご注意ください。

 アドバイス
NISMO専用エアロパーツについて
（NISMO仕様車）
● フロントバンパーに足をかけたり、
乗ったりしないでください。また、
乗り降りの際にサイドシルプロテク
ターに乗らないでください。フロン
トバンパーおよびサイドシルプロテ
クターが破損するおそれがありま
す。

 警告
インテリジェントキーについて

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）を使用
されている方は、アンテナから約
22cm以下の範囲に装着部位を近づ
けない。
ドアおよびバックドア開閉時、ドア
ハンドルのスイッチ操作時、エンジ
ン始動時などにキーの電波が植込み
型心臓ペースメーカーおよび植込み
型除細動器（ICD）の作動に影響
を与えるおそれがあります。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）以外の
医療電気機器を使用されている方
は、医療電気機器製造業者などへ影
響を確認してから使用する。
キーの電波が医療電気機器の動作に
影響を与える場合があります。

SOSコールについて
● SOSコールは無線通信機能を利用し
ているため、心臓ペースメーカーや
その他医療用電気機器を使用する場
合は、当該の各医療用電気機器メー
カー、もしくは販売業者に電波によ
る影響について必ず確認する。
SOSコールの電波が医療用電気機器
の動作に影響を与える場合がありま
す。
先進事故自動通報システム  

(P.197)
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シートベルト

3点式シートベルト
シートベルトは、シートに身体を固定するこ
とで安全を確保するための安全装置です。
走行するときは、必ずシートベルトを正しく
着用してください。

ELR（緊急固定）付シートベルトに
ついて

●身体の動きに合わせて伸縮し、衝突時な
ど強い衝撃を受けると、ベルトがロック
し身体を固定します。

ロードリミッター付プリテンショ
ナーシートベルトについて

●正面衝突などで車両前方から強い衝撃を
受けたときに、装着したシートベルトを
瞬時に巻き取るプリテンショナーと乗員
に加わるシートベルトの拘束力を一定レ
ベルに保つロードリミッターが付いてい
ます。

●運転席・助手席SRSエアバッグシステ
ムと同時に作動します。

SRSエアバッグ  (P.21)

シートベルトの着用のしかた

1. 正しい姿勢でシートに座り、タング
を持ってベルトをゆっくり引き出し
ます。
ベルトを腰骨のできるだけ低い位置
に掛け、たるみがないように密着さ
せます。

 注意
● プリテンショナーシートベルトの部
品や配線を修理しない。また、電
気テスターを使ってプリテンショ
ナーのシステムの回路診断をしな
い。
誤って作動したり、正常に作動しな
くなったりするおそれがあります。

 警告
● SRSエアバッグ警告灯［ ］が
点灯しているときは走行しない。
電源ポジションをONにしてから約7
秒間はシステムチェックを行うた
め、プリテンショナーが作動しませ
ん。必ずSRSエアバッグ警告灯が
消灯してから走行してください。

 注意
● 廃車にするときやプリテンショナー
シートベルトを廃棄するときは、必
ず日産販売会社に相談する。

 アドバイス
● プリテンショナーが作動したとき作
動音や白煙が出ますが、火災ではあ
りません。

● プリテンショナーは、一度作動する
と再使用できません。衝突を起こし
たときは必ず日産販売会社で点検を
受け、作動済みの場合は交換してく
ださい。

 警告
● ベルトアーム位置は、肩に確実に掛
かるように調節する。
万一のときに肩からベルトが外れる
など、シートベルトが十分な効果を
発揮せず、重大な傷害につながるお
それがあります。
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2. ベルトがねじれないようにして、タ
ングをバックルに “カチッ” と音
がするまで確実に差し込みます。

3. ベルトアームを上下に動かし、ベル
トが肩にきちんと掛かる位置に調節
します。

4. 外すときは、バックルのボタンを押
し、タングを持ってゆっくり戻しま
す。

●ベルトがロックして引き出せないとき
は、一度ベルトを強く引いてからゆる
め、再度ゆっくり引き出してください。

テンションリデューサー機構
●電源ポジションがONで、シートベルト
を装着した状態から一旦シートベルトを
30～50cm引き出すと、巻き取り力が
弱くなり、圧迫感を軽減します。

シートベルトの注意事項

 警告
● 走行する前に全員がシートベルトを
着用する。
着用しないと、万一の事故時や急ブ
レーキ時に、生命にかかわる重大な
傷害につながるおそれがあります。

● シートベルトを着用するときは、次
のことを必ず守る。
シートベルトを正しく着用しない
と、万一のとき重大な傷害につなが
るおそれがあります。
― 運転者は正しい運転姿勢で、同乗
者は正しい着座姿勢で着用してく
ださい。

― 2人以上で1本のベルトを使用しな
いでください。

― ベルトはねじれた状態で着用しな
いでください。ねじれがあるとベ
ルトの幅が狭くなり、万一のとき
衝撃力が分散できず、局部的に強
い力を受けることがあります。

― 腰部ベルトは腰骨のできるだけ低
い位置にぴったりと着用してくだ
さい。ベルトが腰骨からずれてい
ると、腰部に強い圧迫を受けるこ
とがあります。

― 肩ベルトは脇の下を通さず、確実
に肩に掛けてください。肩に十分
に掛かっていないと、上半身が拘
束できないことがあります。

― クリップなどで故意にベルトにた
るみをつけ、身体から浮いた状態
に調節しないでください。ベルト
にたるみがあると、十分な効果が
発揮できないことがあります。

● シートの背もたれを倒したまま走行
しない。
シートベルトが効果を十分発揮せ
ず、衝突時などに身体がシートベル
トの下に入り込み、ベルトにより重
大な傷害を受けるおそれがありま
す。

● バックルや巻き取り装置の中に異物
を入れない。
シートベルトが正常に機能を発揮せ
ず、万一のとき重大な傷害につなが
るおそれがあります。

● 妊娠中や疾患のある方も、万一のと
きのためにシートベルトを着用す
る。
ただし、局部的に強い圧迫を受ける
おそれがあるため医師に相談し、注
意事項を確認してください。妊娠中
の方は、腰ベルトを腹部から避け腰
部のできるだけ低い位置にぴったり
と着用してください。肩ベルトは確
実に肩を通し、腹部を避けて胸部に
掛かるように着用してください。

● お子さまにも必ずシートベルトを着
用させる。
お子さまをひざの上に抱いている
と、衝突時などにお子さまを支える
ことができず、お子さまが重大な傷
害を受けるおそれがあります。
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 警告
● シートベルトが首や顔に当たるな
ど、適正な着用ができない小さなお
子さまには、チャイルドシートを使
用する。
チャイルドシート  (P.31)

● 事故などで衝撃を受けたり傷がつい
たりしたシートベルトは、日産販売
会社に点検を依頼する。
一度強い衝撃を受けたシートベルト
やベルト部分に傷がついたり破れた
りしているシートベルトは、機能を
十分に発揮しないことがあります。

 注意
● シートベルトの清掃にベンジンやガ
ソリンなどの有機溶剤は絶対に使用
しない。
ベルトの性能が落ち、シートベルト
が機能を十分に発揮できないことが
あります。シートベルトの清掃は中
性洗剤かぬるま湯で行い、乾かして
からお使いください。
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エアバッグ

SRSエアバッグ
SRSエアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けたときにふくらみ、乗員へ
の衝撃を緩和します。
シートベルトと併用することで安全性を高めるため、シートベルトは必ず着用してください。

SRSエアバッグの種類

SRSエアバッグ／ SRSサイドエアバッグ／ SRSカーテンエアバッグ
21

●SRSエアバッグは高温のガスにより高速
でふくらむため、事故の状態によって
は、擦過傷、打撲、やけどなどを負う
ことがあります。

●SRSエアバッグがふくらむとき、作動
音や白煙が出ますが火災ではありませ
ん。また、発生するガスによりむせる
ことがありますが毒性はありません。

●SRSとは、「Supplemental 
Restraint System」の略でシートベル
トの補助拘束装置の意味です。

 アドバイス
● 廃車にするときやSRSエアバッグを
廃棄するときは必ず日産販売会社に
ご相談ください。

● SRSエアバッグは、一度ふくらむ
と再使用できません。日産販売会社
で交換してください。
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SRSエアバッグの作動

SRSエアバッグは、電源ポジションがON
のときに作動可能です。
電源ポジションをONにしたあと、約7秒
間はメーター内のSRSエアバッグ警告灯が
点灯します。このとき、システムチェッ
クを行うため、SRSエアバッグは作動し
ません。警告灯が消灯してから走行してく
ださい。
SRSエアバッグは、正面衝突や側面衝突
で衝撃を受けたときに作動します。ただ
し、衝撃が車体で吸収または分散され、
車両の損傷は大きくても乗員への衝撃が強
くならないときは、作動しないことがあり
ます。
●助手席SRSエアバッグ、助手席側の

SRSサイドエアバッグおよびSRSカーテ
ンエアバッグは、乗員がいなくても作動
します。

SRSエアバッグの注意事項

 警告
● SRSエアバッグ警告灯が次の状態の
ときは走行しない。
― 電源ポジションをONにした直
後、SRSエアバッグ警告灯が約7
秒間点灯しないとき（消灯したま
まのとき）

― SRSエアバッグ警告灯が点灯し続
けるとき

SRSエアバッグが正常に作動せず、
重大な事故につながるおそれがあり
ます。日産販売会社にご相談くださ
い。

● 正しい姿勢でシートベルトを正しく
着用する。
SRSエアバッグはシートベルトを補
助する装置です。SRSエアバッグ
だけでは、身体の飛び出しなどを防
止することはできません。また、
SRSエアバッグの効果が発揮されな
いおそれがあります。

● 助手席には、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けない。
SRSエアバッグが作動したときに強
い衝撃を受け、死亡または重大な傷
害につながるおそれがあります。や
むをえず助手席に取り付けるとき
は、シートをできるだけ後ろに下
げ、必ず前向きに取り付けてくださ
い。
チャイルドシート  (P.31)

● 必ず次のことを守る。
SRSエアバッグが誤って作動したり
正常に作動しなくなったりし、重大
な傷害につながるおそれがありま
す。
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SRSエアバッグ（運転席／助手席）
車両前方から強い衝撃を受けたときSRSエア
バッグが瞬時にふくらみ、乗員の頭部にかか
る衝撃を緩和します。

格納場所

運転席SRSエアバッグは、ハンドル部に
格納されています。
助手席SRSエアバッグは、助手席側イン
ストルメントパネル部に格納されていま
す。

SRSエアバッグが作動するとき
●次のような衝撃が強いときに作動しま
す。
― 25km/h以上の速度で厚いコンクリー
トのような壁に正面衝突したとき

― 車両前方左右、約30°以内の方向か
ら強い衝撃（上記と同等）を受けた
とき

●次のような車両下部に強い衝撃を受けた
ときも作動することがあります。（車両
の損傷は少なくても乗員への衝撃は強い
とき）
― 高速で縁石などに衝突したとき
― 深い穴や溝に落ち込んだとき
― ジャンプして地面にぶつけたとき

●助手席SRSエアバッグが作動した衝撃で
フロントガラスが割れることがありま
す。

●運転席、助手席SRSエアバッグはふく
らんだあとすぐにしぼむので、視界の妨
げになることはありません。

SRSエアバッグが作動しにくいとき
次のような衝撃が弱いときは作動しないこ
とがあります。
●停車している同クラスの車に約50km/h
以下の速度で衝突したとき

 警告
― SRSエアバッグ格納部を修理する
ときは、日産販売会社にご相談く
ださい。また、SRSエアバッグ
格納部に傷がついているとき、お
よびひび割れがあるときは、その
まま使用せず日産販売会社で交換
してください。
運転席・助手席のSRSエアバッ
グの格納場所は（ P.23）をお
読みください。
SRSサイドエアバッグの格納場所
は（ P.25）をお読みくださ
い。
SRSカーテンエアバッグの格納場
所は（ P.26）をお読みくださ
い。

― SRSエアバッグ格納部に過度の衝
撃を与えないでください。

― 電気テスターを使用したSRSエア
バッグの回路診断、または回路を
変更しないでください。

― エアロパーツなどの取り付けや、
サスペンションを改造するとき
は、日産販売会社にご相談くださ
い。不適正な改造をすると衝撃を
正しく検知できません。

● SRSエアバッグが作動したときは、
30分経過するまでエアバッグに触ら
ない。
高温になるため、やけどをするおそ
れがあります。

● SRSエアバッグ作動時の残留物
（カス）などが目や皮膚に付着した
ときは、できるだけ早く水で洗い流
す。
皮膚の弱い方などは、まれに皮膚に
刺激を感じることがあります。

 知識
● エアバッグが作動したときは、自動
で先進事故自動通報システム
（ P.197）が作動します。
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●衝突時に折れない電柱などに約30km/h
以下の速度で正面衝突したとき

●トラックなどの荷台の下にもぐり込んだ
ようなとき

●斜め前方からガードレールなどに衝突し
たとき

SRSエアバッグが作動しないとき
一度、SRSエアバッグが作動したあとに
衝突しても作動しません。また、次のよ
うなときは作動しません。
●横方向や後ろから衝突されたとき
●横転、転覆したとき

SRSエアバッグの注意事項

 警告

● SRSエアバッグ格納部に身体を近づ
けない。また、内がけでのハンド
ル操作はしない。

ハンドルから顔をできるだけ（約
30cm以上）離し、ハンドルにも
たれかかるなど、手や顔、胸など
を不必要に近づけないでください。
SRSエアバッグ作動時に強い衝撃を
受け、重大な傷害につながるおそれ
があります。

● 不適正なハンドルに交換したり、
SRSエアバッグ格納部にステッカー
などを貼ったりしない。
SRSエアバッグ作動時に正常に作動
しなくなり、重大な傷害につながる
おそれがあります。

● フロントガラスにアクセサリーなど
を付けない。
SRSエアバッグ作動時に重大な傷害
につながるおそれがあります。

● SRSエアバッグ格納部に身体を近づ
けない。また、お子さまを近づか
せない。
SRSエアバッグ作動時に強い衝撃を
受け、重大な傷害につながるおそれ
があります。
SRSエアバッグ格納部に手や足を置
いたり、顔や胸などを不必要に近づ
けたりしないでください。また、
お子さまをSRSエアバッグ格納部の
前に立たせたり、ひざの上に抱いた
りせず、チャイルドシートに乗せて
ください。

● チャイルドシートは前向きに取り付
ける。
SRSエアバッグ作動時に重大な傷害
につながるおそれがあります。
やむをえず助手席シートに取り付け
るときは、シートをできるだけ後ろ
に下げ、必ず前向きに取り付けてく
ださい。
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SRSサイドエアバッグ
車両側面から強い衝撃を受けたとき、衝撃を
受けた側のSRSサイドエアバッグが瞬時にふ
くらみ、乗員の主に胸部にかかる衝撃を緩和
します。

格納場所

SRSサイドエアバッグは、運転席、助手
席ともにシート背もたれ側面（外側）に
格納されています。

SRSサイドエアバッグが作動すると
き

次のような衝撃が強いときに作動します。
●一般的な乗用車に25km/h以上の速度で
側面に真横から衝突されたとき

SRSサイドエアバッグが作動しにく
いとき

次のような衝撃が弱いときは作動しないこ
とがあります。

●側面に斜め方向から衝突されたとき
●側面にバイクが真横から衝突したとき
●エンジンルーム（ラゲッジルーム）に
衝突されたとき

●横転、転覆したとき
●斜め前方から衝突したとき
●電柱などに衝突したとき

SRSサイドエアバッグが作動しない
とき

一度、SRSエアバッグが作動したあとに
衝突しても作動しません。また、次のよ
うなときは作動しません。
●停車中や走行中の車に正面衝突したとき
●後ろから衝突されたとき

SRSサイドエアバッグの注意事項

 警告
● チャイルドシートは走行する前に確
実に固定されていることを確認す
る。
固定方法および取り扱いかたは、
チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってください。

● SRSエアバッグ格納部およびその周
辺にステッカーなどを貼ったり、ア
クセサリーや芳香剤などを置いたり
しない。
SRSエアバッグ作動時に重大な傷害
につながるおそれがあります。

 知識
● エアバッグが作動したときは、自動
で先進事故自動通報システム
（ P.197）が作動します。

 警告
● SRSサイドエアバッグの格納部に近
づかない。
ドアにもたれるなど、シートの背も
たれ側面（外側）に近づかないで
ください。特にお子さまが窓から腕
を出したり、シートの背もたれを抱
えたりしないように注意してくださ
い。万一のとき重大な傷害を受ける
おそれがあります。

● SRSサイドエアバッグ格納部付近に
傘やカバンなどを置かない。

● シートカバーは、フロントシート背
もたれ側面を覆わないものを使用す
る。
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SRSカーテンエアバッグ
車両側面から強い衝撃を受けたとき、衝撃を
受けた側のSRSカーテンエアバッグが瞬時に
ふくらみ、乗員の主に頭部にかかる衝撃を緩
和します。

格納場所

SRSカーテンエアバッグは、運転席側、
助手席側ともに窓側の天井部に格納されて
います。

SRSカーテンエアバッグが作動する
とき

次のような衝撃が強いときに作動します。
●一般的な乗用車に25km/h以上の速度で
側面に真横から衝突されたとき

SRSカーテンエアバッグが作動しに
くいとき

次のような衝撃が弱いときは作動しないこ
とがあります。
●側面に斜め方向から衝突されたとき
●側面にバイクが真横から衝突したとき
●エンジンルーム（ラゲッジルーム）に
衝突されたとき

●横転、転覆したとき
●斜め前方から衝突したとき
●電柱などに衝突したとき

SRSカーテンエアバッグが作動しな
いとき

一度、SRSエアバッグが作動したあとに
衝突しても作動しません。また、次のよ
うなときは作動しません。

●停車中や走行中の車に正面衝突したとき
●後ろから衝突されたとき

SRSカーテンエアバッグの注意事項

 警告
SRSサイドエアバッグが正しく作動
しないおそれがあります。

 注意
● ドアをガラスが割れるほど強く閉め
ない。
SRSサイドエアバッグが誤作動する
おそれがあります。  知識

● エアバッグが作動したときは、自動
で先進事故自動通報システム
（ P.197）が作動します。

 警告
● SRSカーテンエアバッグの格納部に
近づかない。
万一のとき重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

● センターピラー（ロックピラー）
まわり、ルーフサイド部などの
SRSカーテンエアバッグ格納部付近
に、アクセサリーやハンガーなどを
取り付けない。
SRSカーテンエアバッグが作動した
ときに重大な傷害を受けるおそれが
あります。

 注意
● ドアをガラスが割れるほど強く閉め
ない。
SRSカーテンエアバッグが誤作動す
るおそれがあります。
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ポップアップエンジンフード

ポップアップエンジンフード
歩行者と衝突したときにボンネットの後端を
瞬時に持ち上げ、ボンネット下の部品との空
間を広く保つことで、歩行者の頭部がボン
ネットへ衝突したときの衝撃を緩和します。

ポップアップエンジンフードについ
て

●衝突によりセンサーがある一定以上の衝
撃を感知すると、システムが作動し、
リフターによりボンネットの後端が瞬時
に持ち上がります。

●電源ポジションがONのとき作動しま
す。

ポップアップエンジンフードが作動
するとき

次のような衝撃を受けたときに作動しま
す。
●約20～60km/hの間で走行中、フロン
トバンパーに歩行者と同等、もしくはそ
れ以上の衝撃を受けたとき
（衝突したときにフロントバンパーに痕
跡が残らないような場合でも、ある一定
のレベルを超えた衝撃が加われば作動し
ます。また、軽い物・小動物・雪の
かたまりや他の小さな物体でも、衝突の
状況、速度によっては作動することがあ
ります。）

次のような車両下部やバンパー下部に衝撃
を受けたときも作動することがありますの
で、車両下部やバンパー下部に衝撃を受け
そうな路面を走行するときは速度を落とし
て注意して走行してください。

●縁石に衝突したとき
●深い溝や穴に落ち込んだとき

 注意
● ポップアップエンジンフードが作動
した直後は、リフターが高温になる
ため触れない。
やけどをするおそれがあります。

 警告
● ポップアップエンジンフードが作動
したときは、ボンネットオープナー
を引かない。
ボンネットオープナーを引くと、さ
らにボンネットが上がり視界の妨げ
となるため危険です。また、ボン
ネットを無理に押し戻さないでくだ
さい。作動したボンネットは手動で
下げることができないため、ボン
ネットが変形したり、思わぬケガを
するおそれがあります。ポップアッ
プエンジンフードが作動したとき
は、必ず日産販売会社にご相談くだ
さい。

 アドバイス
● ポップアップエンジンフードは、一
度作動すると再使用できません。日
産販売会社で交換してください。
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●ジャンプして地面にぶつけたとき
●駐車場のスロープや落下物などにフロン
トバンパーをぶつけたとき

●踏み切りなどのうねりのある路面にフロ
ントバンパーをぶつけたとき

ポップアップエンジンフードが作動
しにくいとき

次のような場所に衝突したときは衝撃を感
知しにくいため、作動しないことがありま
す。

●走行中、フロントバンパーの左右の角や
側面に歩行者がぶつかったとき

●車両が横滑りするなどして、車速が正し
く検知できないとき

ポップアップエンジンフードが作動
しないとき

一度、ポップアップエンジンフードが作動
したあとに衝突しても作動しません。ま
た、次のようなときにも作動しません。

●ポップアップエンジンフードが作動する
速度の範囲外で走行中フロントバンパー
に衝撃を受けたとき

●横方向や後ろから衝撃を受けたとき
●横転、転覆したとき

ポップアップエンジンフードの注意
事項

 警告
● フロントバンパーに衝撃が加わった
ときは、必ず日産販売会社に相談す
る。
ポップアップエンジンフードが作動
しなくてもセンサーが故障している
可能性があるため、必ず日産販売会
社にご相談ください。

● 警告灯が消灯してから走行する。
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 警告
電源ポジションをON後、約7秒間
はメーター内のポップアップエンジ
ンフード警告灯［ ］が点灯し
ます。その間はシステムチェックを
行うため、ポップアップエンジン
フードは作動しません。

 注意
● ポップアップエンジンフードの部品
や配線を修理したり、電気テスター
を使ってシステムの回路診断をしな
い。
誤って作動したり、正常に作動しな
くなるおそれがあります。

● フロントバンパーの交換やエアロ
パーツの取り付けなどを行うとき
は、日産販売会社に相談する。
不適正な改造をすると衝撃を正しく
検知できません。

● 不適正なボンネットに交換しない。
正常に作動しなくなるおそれがあり
ます。

● 廃車にするときやポップアップエン
ジンフードのアクチュエータを破棄
するときは、必ず日産販売会社に相
談する。
アクチュエータの作動により、思わ
ぬ傷害を受けるおそれがあります。
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お子さまの安全のために

お子さまを乗せるときに注意する
こと

お子さまを乗せるときは、次のことに注意し
てください。

 警告
お子さまにもシートベルトを着用する
● お子さまにも必ずシートベルトを着
用させる。
お子さまをひざの上に抱いている
と、衝突時などにお子さまを支える
ことができず、お子さまが重大な傷
害を受けるおそれがあります。

3点式シートベルト  (P.18)

小さなお子さまにはチャイルドシートを
使用する
● シートベルトが首や顔に当たるな
ど、適正な着用ができない小さなお
子さまには、チャイルドシートを使
用する。
チャイルドシート  (P.31)

チャイルドシートは前向きに取り付ける
● チャイルドシートは走行する前に確
実に固定されていることを確認す
る。
固定方法および取り扱いかたは、
チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってください。

● 助手席には、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けない。
SRSエアバッグが作動したときに強
い衝撃を受け、死亡または重大な傷
害につながるおそれがあります。や
むをえず助手席に取り付けるとき
は、シートをできるだけ後ろに下
げ、必ず前向きに取り付けてくださ
い。

● チャイルドシートは使用していない
ときでもシートにしっかりと固定す
るか、ラゲッジルーム（荷室）な
どに収納する。
車室内に放置したままにすると、急
ブレーキ時などに思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

ドア、ウインドーなどは大人が操作する
● ドアやウインドーなどの開閉は、お
子さまには操作させない。
開閉時に手、首、足などを挟んだ
りして、重大な傷害につながるおそ
れがあります。

● ＜パワーウインドーロックスイッ
チ＞（ パワーウインドーの開け
かた、閉めかた  (P.101)）を使用
し、お子さまが操作できないように
してください。

窓から手や顔を出さない
● お子さまが腕や顔を出さないように
注意する。
急ブレーキ時に窓枠などにぶつかっ
たり、車外の障害物に当たったりし
て、重大な傷害につながるおそれが
あります。

車室内にお子さまだけを残さない
● 車から離れるときは、必ずお子さま
を一緒に降ろす。
炎天下では車室内が高温になり、生
命にかかわるおそれがあり危険で
す。

● お子さまのいたずらで車の発進、火
災など、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
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チャイルドシート
お子さまの年齢や体格にあわせたチャイルド
シートを選択し、車両に適切に取り付けてく
ださい。

チャイルドシートについて

●乳児用チャイルドシート、チャイルド
シート、ジュニアチャイルドシートを総
称してチャイルドシートと呼んでいま
す。

●UN R44またはR129はチャイルドシー
トに関する国際法です。UN R44また

はR129の基準に適合した汎用（ユニ
バーサル）チャイルドシートには、認
可マークが貼られています。

●チャイルドシートの固定方法および取り
扱いかたは、チャイルドシートに付属の
取扱説明書に従ってください。

●この車はUN R44またはR129の基準に
適合した、日産純正チャイルドシートを
取り付けることができます。

チャイルドシートの選びかた
この車両には、シートベルトで取り付ける
チャイルドシートと、ISO FIX対応チャイ
ルドシート（シートベルト固定装着のみ）
を取り付けることができます。

■ シートベルト固定タイプのチャイルド
シート

シートベルトを使ってチャイルドシートを
固定します。
シートベルト固定タイプのチャイルド

シートの取り付けかた  (P.35)

 警告

● 助手席には、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けない。
SRSエアバッグが作動したときに強
い衝撃を受け、死亡または重大な傷
害につながるおそれがあります。や
むをえず助手席に取り付けるとき
は、シートをできるだけ後ろに下
げ、必ず前向きに取り付けてくださ
い。
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使用できるチャイルドシートについて

※1：ヘッドレストとチャイルドシートが干渉してチャイルドシートが正しく取り付けられない場合、ヘッドレストを取り外してくだ
さい。取り外しができない場合は、ヘッドレストを一番上の位置まで上げてください。（NISMO仕様車以外）
※2：チャイルドシートを装着する際は、シートを最も後方へスライドさせてください。
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幼児拘束装置メーカーに関する詳細情報

シート位置番号
助手席

NISMO仕様車以外 NISMO仕様車
汎用ベルト式に適する着席位置（〇/X） X X

ISO FIX着席位置（〇/X） X X

横向き固定具に適する着席位置（L1/L2） - -

適する最大の後ろ向き固定具
（R1/R2/R2X/R3） - -

適する最大の前向き固定具
（F2/F2X/F3） - -

適する最大のブースタ固定具（B2/B3） - -
33
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■ 推奨チャイルドシート

日産自動車が推奨するチャイルドシートです。詳しくは日産販売会社にご相談ください。

チャイルドシートがヘッドレストに干渉し安定して取り付けられない場合は、一番上に調整してください。上げても安定しない場合には
取り外してください。

年齢
（目安）

体重
（目安）

身長
（目安） 推奨チャイルドシート

座席位置

NISMO仕様車以外 NISMO仕様車

0-18か月 <13kg <100cm 日産i-Sizeチャイルドシート
（後向き）

X X

9か月-4歳 9-18kg 76-100cm 日産i-Sizeチャイルドシート
（後向き）

X X

4-6歳 15-25kg 100-125cm 日産ジュニアシートevo
（前向き）

〇
（ベルト取付のみ）

〇
（ベルト取付のみ）

6-12歳 22-36kg 125-150cm 日産ジュニアシートevo
（前向き）

〇
（ベルト取付のみ）

〇
（ベルト取付のみ）
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シートベルト固定タイプのチャイル
ドシートの取り付けかた

1. ヘッドレスト★を外し（ヘッドレス
トとチャイルドシートが干渉して
チャイルドシートを正しく取り付け
られない場合）、チャイルドシート
を座席に置きます。
シートベルトをチャイルドシートに
通し、 タングをバックルに “カチッ ” 

と音がするまで確実に差し込みま
す。
ヘッドレストの調節のしかた★  

(P.97)

2. チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従って固定します。
チャイルドシートを前後左右にゆす
り、しっかり固定されていることを
確認します。

 警告
● チャイルドシートが確実に固定され
ていることを確認する。
確実に固定されていないと、急ブ
レーキや衝突などでチャイルドシー
トが飛び出し、重大な傷害を受ける
おそれがあります。必ずチャイルド
シートに付属の取扱説明書に従って
取り付けてください。
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盗難防止機能

イモビライザー（盗難防止装置）

イモビライザー（盗難防止装置）に
ついて

車両の盗難に対する防御性能を高めるため
に、あらかじめ登録されているインテリ
ジェントキー以外での始動を禁止するシス
テムです。
●イモビライザーが働いているときは、セ
キュリティーインジケーター［ ］ 
（ P.52）が点滅します。

●電源ポジションをONにしたときにセ
キュリティーインジケーターが点灯し続
ける場合は、システムの異常が考えられ
ます。日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

●キーに登録された信号は、キーごとに異
なります。

●エンジンが始動できない場合は、一度電
源ポジションをOFFにして、5秒以上経
過してから再始動してください。

●上記の操作を行ってもエンジンが始動で
きない場合は、日産販売会社で点検を受
けてください。
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計器類
各部名称（ノーマル表示） P.38
各部名称（エンハンス表示） P.39
各部名称（スポーツ表示） P.40
メーター P.41
3連サブメーター P.45

警告灯・表示灯
警告灯の表示位置（ノーマル表示） P.46
警告灯の表示位置（エンハンス表示） P.47
警告灯の表示位置（スポーツ表示） P.48
表示灯の表示位置（ノーマル表示） P.49
表示灯の表示位置（エンハンス表示） P.50
表示灯の表示位置（スポーツ表示） P.51
表示灯がついたときは P.52

アドバンスドドライブアシストディスプレイ
アドバンスドドライブアシストディスプレイとは
（メインメニュー） P.54
車両情報画面 P.55
アドバンスドドライブアシストディスプレイとは
（ショートカットメニュー） P.63
各種設定画面 P.71
その他の表示機能 P.79

メーターの明るさの調節
イルミネーションコントロール P.81
37
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計器類

各部名称（ノーマル表示）
電源ポジションをONにすると、計器類が表示されます。電源ポジションがONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞ スイッチで［メー
ター画面モード変更］を選択し、＜OK＞スイッチを押すと表示画面が切り替わります。なおメーター表示は、ノーマル表示、エンハンス表
示、スポーツ表示の3種類あります。
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各部名称（エンハンス表示）
電源ポジションをONにすると、計器類が表示されます。電源ポジションがONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞ スイッチで［メー
ター画面モード変更］を選択し、＜OK＞スイッチを押すと表示画面が切り替わります。なおメーター表示は、ノーマル表示、エンハンス表
示、スポーツ表示の3種類あります。
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各部名称（スポーツ表示）
電源ポジションをONにすると、計器類が表示されます。電源ポジションがONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞ スイッチで［メー
ター画面モード変更］を選択し、＜OK＞スイッチを押すと表示画面が切り替わります。なおメーター表示は、ノーマル表示、エンハンス表
示、スポーツ表示の3種類あります。
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メーター
メーターには、スピードメーター（速度
計）、燃料計、ポジションインジケーター
などがあります。電源ポジションをONにす
ると表示します。

スピードメーター（速度計）
●走行速度を表示します。

タコメーター（エンジン回転計）
1分間あたりのエンジン回転数を表示しま
す。

水温計
エンジン冷却水の温度を表示します。

燃料計
燃料の残量を表示します。
●燃料タンクの容量は約62ℓです。
● の矢印は燃料補給口が運転席側にあ
ることを示しています。

●坂道やカーブなどでは、タンク内の燃料
が移動するため、正しく表示されない場
合があります。燃料が少なくなってきた
ら、早めの給油を心がけてください。

●燃料残量表示が赤線付近の位置になる
と、燃料残量警告灯［ ］ が白色か
ら黄色になります。

航続可能距離表示

●残っている燃料で航続可能な距離を表示
しています。

●燃料残量警告が表示されたあとも燃料を
補給しないと［----］と表示します。

●外気温が極端に低いときや、長い上り坂
を走行した直後は、表示される距離が大
幅に減少することがあります。

オドメーター（積算距離計）／トリッ
プメーター（区間距離計）

 アドバイス
● レッドゾーン（赤色表示部）では
エンジンが過回転となり故障の原因
になります。レッドゾーンに入らな
いように運転してください。

 警告
● オーバーヒートを示したときは、た
だちに安全な場所に車を停めて処置
をする。
そのまま走行を続けると、エンジン
故障の原因となり、火災につながる
おそれがあります。
詳しくは、オーバーヒートしたとき
は（ P.246）をお読みくださ
い。
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●＜トリップ切り替えスイッチ＞ を押す
ごとに、オドメーター⇒トリップメー
ター［A］⇒トリップメーター［B］
⇒オドメーターの順に切り替わります。
オドメーター（積算距離計）
●総走行距離をkmで表示します。
トリップメーター（区間距離計）
●リセットしてからの走行距離をkmで表示
します。［A］と［B］でそれぞれ使
い分けることができます。

●リセットするときは0にしたいほうを表
示させ、＜トリップ切り替えスイッチ＞
を1秒以上押します。

●バッテリーを外したときは、トリップ
メーターの［A］と［B］の記憶が消
去され0に戻ります。

ポジションインジケーター

●シフトポジションを表示します。
セレクトレバーの操作  (P.115)

― 適正な位置からずれていると、ポジ
ションインジケーターが点滅します。

●パーソナルディスプレイでシフトポジ
ションを選択しているときは、パーソナ
ルディスプレイ側にポジションインジ
ケーターが表示されます。

Sモードインジケーター（マニュア
ル車）

●＜Sモードスイッチ＞をONにすると、
Sモードを示す と設定したシフトポジ
ションの位置を表示します。
シンクロレブコントロール
（ P.121）

トラクションモードインジケーター
（NISMO仕様車）

●トラクションモードをONにすると表示
します。

VDCの切り替えかた  (P.136)

 アドバイス
● バッテリー電圧低下、およびバッテ
リーあがりにより電気部品への電源
供給が停止されると、ポジションイ
ンジケーターが消灯する場合があり
ます。その場合は＜P＞スイッチを
押してシフトポジションを にして
ください。
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ドライブモードインジケーター
（オートマチック車）

●現在選択されているドライブモードが表
示されます。 ドライブモードは次のモー
ドがあります。
― ［SPORT+］（NISMO仕様車）
― ［SPORT］
― ［STANDARD］
ドライブモードセレクター（オート

マチック車）  (P.119)

シフトアップインジケーター（ス
ポーツ表示）

●設定したエンジン回転数に近づくと、シ
フトアップインジケーターが緑→黄→赤
の順番で点灯、または点滅します。

●設定したエンジン回転数になるとシフト
アップインジケーターが点灯します。
シフトアップインジケーターについて  

(P.122)

パーソナルディスプレイ

●パーソナルディスプレイで設定した項目
を表示します。（スポーツ表示を除く）
パーソナルディスプレイ（ P.73）

時計
●時刻を表示します。
●ナビゲーションシステムの時計と連動し
ており、時刻は自動的に調整されます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［時計］⇒
［時計設定モード］を選択すると、時
刻の設定を手動に切り替えることができ
ます。

設定の詳細については時計をお読みくださ
い。
アドバンスドドライブアシストディスプ

レイとは（メインメニュー）  (P.54)

時計  (P.74)

●時計はバッテリーを接続後しばらく走行
すると、自動的に調整されます。

●時刻の表示は、12時間表示または24時
間表示を選択できます。

外気温度表示
●外気温を表示します。
●外気温センサー取り付け部の温度を表示
するため、実際の外気温とは異なること
があります。

アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで、様々な機能の作動状態を表示し
たり、設定したりすることができます。
アドバンスドドライブアシストディスプレ
イについては、（ P.54）をお読みくだ
さい。
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スポーツアシストディスプレイ（ス
ポーツ表示）

●スポーツアシストディスプレイ には、
スポーツ走行時に必要な次の情報を表示
します。

詳しくは、メーター画面モード変更
（ P.64）をお読みください。

オートマチック車（NISMO仕様車以外）

表示 ★
エンジン油温計 エンジン水温計
エンジン油圧計 トランスミッショ

ン油温計
表示 ★

エンジン油温計 エンジン水温計
トランスミッショ

ン油温計
デファレンシャル

油温計

オートマチック車（NISMO仕様車）
エンジン油温計 エンジン水温計
トランスミッショ

ン油温計
デファレンシャル

油温計

マニュアル車
表示 ★

エンジン油温計 エンジン水温計
エンジン油圧計 アクセル開度

表示 ★
エンジン油温計 エンジン水温計
エンジン油圧計 デファレンシャル

油温計
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3連サブメーター
3連サブメーターには、電圧計、ターボ回転計、ブースト計があります。電源ポジションを
ON にすると表示します。

電圧計

●バッテリーの電圧を表示します。
●通常は、11～15Vを表示します。
●エンジン始動時は、11V以下になるこ
とがあります。

ターボ回転計

●走行中のターボチャージャーの回転数を
表示します。

 注意
● 11～15Vを表示しないときは、充
電系統の異常が考えられますので、
日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

 注意
● 走行中、メーターの表示が

240,000rpmを超える場合、エン
ジン制御に異常が考えられます。通
常走行には支障はありませんが、日
産販売会社で点検を受けてくださ
い。
45

ブースト計

●エンジンの過給圧を表示します。

 注意
● 走行中、メーターの表示が

120kPaを超える場合、エンジン
制御に異常が考えられます。通常走
行には支障はありませんが、日産販
売会社で点検を受けてください。



警告灯・表示灯

メ
ー
タ
ー
の
見
か
た

46

警告灯・表示灯

警告灯の表示位置（ノーマル表示）
次のイラストは、説明のためすべての警告灯を表示しています。通常は警告すべき事象がおこったときに該当の警告灯のみ点灯または点滅しま
す。

各警告灯については、（ P.222）をお読みください。
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警告灯の表示位置（エンハンス表示）
次のイラストは、説明のためすべての警告灯を表示しています。通常は警告すべき事象がおこったときに該当の警告灯のみ点灯または点滅しま
す。

各警告灯については、（ P.222）をお読みください。
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警告灯の表示位置（スポーツ表示）
次のイラストは、説明のためすべての警告灯を表示しています。通常は警告すべき事象がおこったときに該当の警告灯のみ点灯または点滅しま
す。

各警告灯については、（ P.222）をお読みください。
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表示灯の表示位置（ノーマル表示）
次のイラストは、説明のためすべての表示灯を表示しています。通常は事象がおこったときに該当の表示灯のみ点灯します。
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表示灯の表示位置（エンハンス表示）
次のイラストは、説明のためすべての表示灯を表示しています。通常は事象がおこったときに該当の表示灯のみ点灯します。
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表示灯の表示位置（スポーツ表示）
次のイラストは、説明のためすべての表示灯を表示しています。通常は事象がおこったときに該当の表示灯のみ点灯します。
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表示灯がついたときは
表示灯は、何らかのシステムが作動していることなどをお知らせするものです。点灯している理由は、次の説明をお読みください。メーター
内の警告や表示は、グレード、オプションなどにより異なります。 

表示灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法

方向指示表示灯

● ＜非常点滅表示灯スイッチ＞を押すと左
右同時に点滅します。

● 電源ポジションがONのとき、方向指示
器を作動させると、作動させた側のみ点
滅します。

● 点滅が速くなった場合は、日産販売会社
で点検を受けてください。
方向指示器の使いかた  (P.132)

ヘッドランプ上向き
表示灯

● ヘッドランプのハイビーム（上向き）を
点灯させると点灯します。

ハイビーム（上向き）への切り替えかた  
(P.131)

テールランプ表示灯
● 車幅灯、尾灯、番号灯を点灯させると点
灯します。

ライトスイッチの使いかた  (P.128)

リヤフォグランプ表
示灯

● リヤフォグランプを点灯させると点灯し
ます。

リヤフォグランプの使いかた  (P.132)

セキュリティーイン
ジケーター

● 電源ポジションがON以外のときに点滅
します。
イモビライザー（盗難防止装置）  

(P.36)

● 電源ポジションをONにしたあとも点灯
し続けるときは、システムの異常が考え
られます。日産販売会社で点検を受けて
ください。

VDC OFF表示灯

● 電源ポジションをONにすると点灯し、
数秒後に消灯します。

● 電源ポジションがONのとき、VDCを
OFFまたはトラクションモード
（NISMO仕様車）をONにしていると点
灯します。

VDC（ビークルダイナミクスコントロー
ル）  (P.135)
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ハイビームアシスト
表示灯

● ハイビームアシストをONにすると点灯
します。

ハイビームアシスト  (P.130)

表示灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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アドバンスドドライブアシストディスプレイ

アドバンスドドライブアシストディスプレイとは（メインメニュー）
アドバンスドドライブアシストディスプレイで、様々な機能の作動状態を表示したり、設定したりすることができます。電源ポジ
ションがONのとき、ハンドル左側にある＜◄►＞スイッチを押すと、ホーム、エコグループ、車両情報、ナビゲーション情報、
オーディオ情報、走行支援グループ、警告、設定の順で表示項目が切り替わります。
車種またはソフトウェア自動更新などにより表示できる項目が異なる場合があります。
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車両情報画面
様々な車両情報を表示したり、各種設定をしたりすることができます。

ホーム
メーター画面モードがノーマル表示、またはエンハンス表示のとき、ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチでホーム［ ］ を
選択し、＜OK＞スイッチを回すと項目が切り替わります。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.54 ）をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定［ ］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると
表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明

ホーム

● 次の情報を表示します。
― オーディオ情報
― ナビゲーションシステム情報

● オーディオやナビゲーションシス
テムの使用状況によって、表示さ
れる項目は変わります。

- 表示なし ● アドバンスドドライブアシストディスプレイに
何も表示されません。 -
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エコグループ
メーター画面モードがノーマル表示、またはエンハンス表示のとき、ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチで、エコグループ
［ ］を選択し、＜OK＞スイッチを回すと項目が切り替わります。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.54）をお読みく
ださい。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定［ ］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると
表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明

ドライブコンピュー
タ

● ドライブコンピュータを表示します。ステアリ
ングスイッチの＜OK＞スイッチを押すと［ドラ
イブ情報1］、［ドライブ情報2］、［給油後走行情
報］の順で画面が切り替わります。
［ドライブ情報1］、［ドライブ情報2］をリセッ
トするときは、リセットしたい画面を表示中に
ステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを長押
しします。その後リセットメニューからリセッ
トする項目を選択し、再度ステアリングスイッ
チの＜OK＞スイッチを押します。リセット画面
が表示されるので、［はい］を選択し、再度ステ
アリングスイッチの＜OK＞スイッチを押すとリ
セットされます。
画面の切り替えかたについては（ P.54）をお
読みください。

● 給油後走行情報は、給油するたびにリセットさ
れます。

● ドライブコンピュータの項目
― 平均燃費
― 平均車速
― 走行距離
― 走行時間

● ドライブコンピュータの平均燃費
をリセットすると、燃費情報の平
均燃費もリセットされます。
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燃費情報

● リセットしてからの平均燃費を表示します。
ステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを押す
と［ドライブ情報1］、［ドライブ情報2］、［給油
後走行情報］の順で画面が切り替わります。
［ドライブ情報1］、［ドライブ情報2］をリセッ
トするときは、リセットしたい画面を表示中に
ステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを長押
しします。その後リセットメニューからリセッ
トする項目を選択し、再度ステアリングスイッ
チの＜OK＞スイッチを押します。リセット画面
が表示されるので、［はい］を選択し、再度ステ
アリングスイッチの＜OK＞スイッチを押すとリ
セットされます。
画面の切り替えかたについては（ P.54）をお
読みください。

● 給油後走行情報は、給油するたびにリセットさ
れます。

● 平均燃費は、バッテリー交換後や
リセット後は［---］と表示します。

● 平均燃費は約30秒ごとに更新しま
す。

● 瞬間燃費を表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明
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車両情報
メーター画面モードがノーマル表示、またはエンハンス表示のとき、ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチで車両情報［ ］
を選択します。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.54）をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定［ ］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると
表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明

タイヤ空気圧

● 走行中のタイヤ空気圧を表示します。
● この画面を表示中にステアリングスイッ
チの＜OK＞スイッチを押すとTPMS（タ
イヤ空気圧警報システム）の設定を変更
できます。
TPMS設定については（ P.73）、タイ
ヤ空気圧警報システムについては
（ P.264）をお読みください。

● タイヤ空気圧は走行中に計測されるため、
電源ポジションをONにしてから25km/h
以上で走行しデータを取得するまでは、［走
行するとタイヤ空気圧を計測して表示しま
す］というメッセージが表示され、タイヤ
空気圧は表示されません。
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ナビゲーション情報
メーター画面モードがノーマル表示、またはエンハンス表示のとき、ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチでナビゲーション情報
［ ］を選択し、＜OK＞スイッチを回すと項目が切り替わります。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.54）をお読みく
ださい。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定［ ］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると
表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明

ナビゲーション

● ナビゲーションシステムで目的地を設定してい
ると、ナビゲーションシステムと連動し、次の
右左折までの距離などを表示します。

● ナビゲーションシステムの取り扱
いについては、別冊のナビゲー
ションシステム取扱説明書をお読
みください。

● 目的地を設定していないときは、
表示されません。

マップ表示

● ナビゲーションシステムで目的地を設定してい
ると、ナビゲーションシステムと連動し、ルー
トガイドを表示します。

コンパス表示

● コンパス（車両の進行方位）を表示します。

-
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オーディオ情報
メーター画面モードがノーマル表示、またはエンハンス表示のとき、ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチでオーディオ情報
［ ］を選択します。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.54）をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定［ ］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると
表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明

オーディオ

● 現在使用中のオーディオ情報を表示します。
● この画面を表示中に、ステアリングスイッチの
＜OK＞スイッチを押すと、オーディオの種類を
切り替えることができます。

● オーディオの取り扱いについては、
別冊のナビゲーションシステム取
扱説明書をお読みください。
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走行支援グループ（表示項目）
メーター画面モードがノーマル表示、またはエンハンス表示のとき、ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチで走行支援グループ
［ ］を選択し、＜OK＞スイッチを回すと項目が切り替わります。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.54）をお読みくだ
さい。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定［ ］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると
表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明

運転支援

● 運転支援システムのON・OFF状態を表示
します。

● この画面を表示中に、ステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを押すと、走行
支援システムのメニュー画面を表示し、
各システムのON・OFFを設定できます。
詳しくは運転支援（ P.71）の中の該当
項目をお読みください。

● 詳しくは、各走行支援システムの説明を
お読みください。
― インテリジェント エマージェン
シーブレーキ  (P.157)

― LDW（車線逸脱警報）  (P.174)
― BSW（後側方車両検知警報）  

(P.170)
― インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）  (P.176)

クルーズ
（CRUISE）

● インテリジェント クルーズコントロール
の作動状態を表示します。
ステアリングスイッチの＜メインスイッ
チ＞を押すと、運転支援画面を表示して
から数秒後にインテリジェント クルーズ
コントロール画面に切り替わります。

● インテリジェント クルーズコントロール
については、（ P.144）をお読みくだ
さい。
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警告
警告について
●異常を検知するとマスターウォーニング［ ］が点灯し、アドバンスドドライブアシストディスプレイに警告を表示します。
警告を一時的に消すときは、＜OK＞スイッチを押します。

●警告が表示されたときは、すみやかに適切な処置をしてください。放置すると故障や思わぬ事故につながるおそれがあります。
確認のしかた
異常を検知している場合、電源ポジションがONのときステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチで警告［ ］を選択すると、異
常を検知している警告が確認できます。
警告メッセージの表示画面については、（ P.231）をお読みください。
ステアリングスイッチの使いかたは（ P.54）をお読みください。
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アドバンスドドライブアシストディスプレイとは（ショートカットメニュー）
電源ポジションがONのとき、ハンドル左側にある＜ ＞スイッチを押すと、よく使用する設定項目画面をすばやく表示することができま
す。メーター画面モード変更、オーディオ、運転支援、パーソナルディスプレイのいずれかの表示項目を選択できます。

画面の切り替えかた（ショートカットメニュー）
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メーター画面モード変更
スポーツ表示

ノーマル表示

エンハンス表示

●電源ポジションがONのとき、ステアリ
ングスイッチの＜ ＞ スイッチを押し
［メーター画面モード変更］を選択し、
＜OK＞スイッチを押すと表示画面が切
り替わります。なおメーター表示は、
スポーツ表示、ノーマル表示、エンハ
ンス表示の3種類あります。
ステアリングスイッチの使いかたは
（ P.54）をお読みください。

■ スポーツ表示

●スポーツ表示は、スポーツ走行時に必要
な画面に特化したモードです。ノーマル
表示とエンハンス表示とは、表示される
項目が異なります。

●中央にタコメーター（エンジン回転計）
を表示し、左右にブースト計や油温を表
示したスポーツ走行に適した画面です。
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画面
項目1 項目2 詳細説明

タイヤ空気圧／
Tire Pressure

目標圧力（フロント） ● 走行中のタイヤ空気圧を表示します。
● ＜OK＞スイッチを押すと項目2に切り替わります。
詳しくはTPMS設定（ P.73）、タイヤ空気圧警報システム（ P.264）をお読み
ください。

目標圧力（リア）
タイヤ空気圧単位
TPMSリセット

Boost ● エンジンの過給圧を表示します。
ブースト計  (P.45)

G-Force

● 走行中の加速G、減速G、横Gの値を表示します。
リセットするときは、この画面が表示中にステアリングスイッチの＜OK＞スイッチ
を長押しします。

● G-Forceの値は電源ポジションをOFFにするとリセットされます。

設定 Shift Up Indicator

● シフトアップインジケーターの設定は、カスタマイズ／自動／OFFの3モードから
選択できます。

● 設定したエンジン回転数があと約500rpmに近づくとシフトアップインジケーター
が点灯、または点滅します。

● ＜OK＞スイッチを押すと項目2に切り替わります。
詳しくはシフトアップインジケーター（ P.122）をお読みください。

運転支援 ● 運転支援の設定を変更できます。
詳しくは運転支援（ P.71）をお読みください。

TPMS設定
● TPMSの設定を変更できます。
詳しくはTPMS設定（ P.73）、タイヤ空気圧警報システム（ P.264）をお読み
ください。

車両設定 ● 車両設定の設定を変更できます。
詳しくは車両設定（ P.75）をお読みください。

メンテナンス ● メンテナンスの設定を変更できます。
詳しくはメンテナンス（ P.76）をお読みください。

単位/言語 ● 単位/言語の設定を変更できます。
詳しくは単位/言語（ P.77）をお読みください。
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工場出荷設定 ● 工場出荷設定の設定を変更できます。
詳しくは工場出荷設定（ P.77）をお読みください。

画面
項目 詳細説明

タコメーター（エンジン回転計）
● 1分間あたりのエンジン回転数を表示します。
詳しくはタコメーター（エンジン回転計）（ P.41）をお読みください。

画面
項目 詳細説明

ENG OIL TEMP ● エンジン油温、エンジン水温、トランスミッション油温★、デファレンシャル油
温★、エンジン油圧★、アクセル開度★を表示します。レッドゾーン（赤色表示部）
に入りそうな場合は、クールダウンを行ってください。

● ローンチコントロールを使用するときは必ず各メーターを確認し、適正範囲内にあ
ることを確認してください。適正値から外れている場合、ローンチコントロールは
使用できません。
詳しくはローンチコントロール（ P.117）をお読みください。

● 車種により、画面 に表示される項目が異なります。

WATER TEMP

TM OIL TEMP★
DIFF OIL★
ENG OIL PRESS★

ACCELERATOR★

画面
項目1 項目2 詳細説明
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■ ノーマル表示

●左側にタコメーター（エンジン回転
計）、右側にスピードメーター（速度
計）が大きく表示される画面です。
表示項目の詳細については、車両情報画
面（ P.55）をお読みください。

■ エンハンス表示

●左右のアナログメーター表示をデジタル
表示化および移動して、中央のアドバン
スドドライブアシストディスプレイを拡
大した画面です。
表示項目の詳細については、車両情報画
面（ P.55）をお読みください。
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オーディオ
ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチを押してから＜OK＞スイッチを回して［オーディオ］を選択し、＜OK＞スイッチを押し
て決定することができます。

項目 詳細説明
AM ● オーディオの取り扱いについては、別冊のナビゲーションシステム取扱説明書を

お読みください。FM

交通情報
TV1
TV2
USB1
USB2
iPod1
iPod2
Apps

Bluetoothオーディオ
Apple CarPlay
Android Auto
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運転支援
ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチを押してから＜OK＞スイッチを回して［運転支援］を選択し、＜OK＞スイッチを押して
決定することができます。

項目1 項目2 詳細説明
側方支援 車線逸脱警報 ● 設定の詳細については、設定（各種設定画面）の運転支援

をお読みください。
運転支援（ P.71）

後側方支援 後側方車両検知警報
インジケータの明るさ

エマージェンシーブレーキ
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パーソナルディスプレイ
ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチを押してから＜OK＞スイッチを回して［パーソナルディスプレイ］を選択し、＜OK＞ス
イッチを押して決定することができます。

項目1 項目2 詳細説明
表示なし ● 設定の詳細については、設定（各種設定画面）のパーソ

ナルディスプレイをお読みください。
パーソナルディスプレイ（ P.73）

ナビゲーション
到着時間

燃費情報
ドライブ情報1

ドライブ情報2

給油後走行情報

走行時間/距離
ドライブ情報1

ドライブ情報2

給油後走行情報
シフトポジション

平均車速
ドライブ情報1

ドライブ情報2

給油後走行情報
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各種設定画面
運転支援システムのON・OFF設定をはじめ、時計の調整やアラームの設定などができます。
ステアリングスイッチの使いかたは（ P.54）をお読みください。

設定（各種設定画面）
各種設定画面では、次の機能の設定ができます。ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチで設定［ ］を表示し、＜OK＞ス
イッチを押して設定画面を表示させ＜OK＞スイッチを回して選択します。＜OK＞スイッチを押して決定することができます。
設定例1（メインメニュー選択）  (P.78)

設定例2（タイヤ）  (P.78)

■ 運転支援

項目1 項目2 機能
側方支援 車線逸脱警報 ● LDW（車線逸脱警報）のON・OFFを設定します。

LDW（車線逸脱警報）  (P.174)

後側方支援 後側方車両検知警報 ● BSW（後側方車両検知警報）のON・OFFを設定します。
BSW（後側方車両検知警報）  (P.170)

インジケータの明るさ ● インジケータの明るさを、［明るい］、［標準］、［暗い］から選択
します。

BSW（後側方車両検知警報）  (P.170)
RCTA（後退時車両検知警報）  (P.179)

エマージェンシーブレーキ ● インテリジェント エマージェンシーブレーキ、踏み間違い衝突
防止アシスト★、インテリジェント FCW（前方衝突予測警報）
のON・OFFを設定します。
インテリジェント エマージェンシーブレーキ  (P.157)
踏み間違い衝突防止アシスト★  (P.162)
インテリジェント FCW（前方衝突予測警報）  (P.176)
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駐車支援 センサー ● 前後ソナーの設定を［ON］、［OFF］、［前方のみ］から選択しま
す。
ソナー表示  (P.79)

ソナー検知距離 ● ソナー検知距離を［遠］、［中］、［近］から選択します。障害物
までの最長距離が110％（［遠］）、100％（［中］）、90％
（［近］）で変更できます。
［中］を選択したときの障害物までの最長距離は、（ P.187）
をご参照ください。
ソナー表示  (P.79)

ソナー自動表示 ● 障害物に近づいたときの、割り込み表示ON・OFFを設定しま
す。
ソナー表示  (P.79)

ソナー音量 ● ボリューム（警告音（ブザー））を、［大］、［中］、［小］から選
択します。
ソナー表示  (P.79)

後退時車両検知警報 ● RCTA（後退時車両検知警報）のON・OFFを設定します。
RCTA（後退時車両検知警報）  (P.179)

ふらつき警報 ● インテリジェント DA（ふらつき警報）のON・OFFを設定しま
す。
インテリジェント DA（ふらつき警報）  (P.178)

走行時間 ※
※：走行中は操作できません。

---分／---分 ● 設定した時間まで連続走行したことをお知らせします。
＜OK＞スイッチを回すと分が切り替わり、＜OK＞スイッチを
押すと決定します。
― 最大360分まで設定できます
― 設定時間は30分単位で切り替わります

（＜◄＞スイッチを押すと設定前の画面に戻ります）
リセット ● ［はい］を選択すると、走行した時間をリセットできます。

項目1 項目2 機能
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■ パーソナルディスプレイ

■ TPMS設定

走行中は操作できません。

項目1 項目2 機能
表示なし ● パーソナルディスプレイに何も表示されません。
ナビゲーション ● パーソナルディスプレイにナビゲーションを表示します。
到着時間 ● パーソナルディスプレイに到着時間を表示します。
燃費情報 ドライブ情報1 ● パーソナルディスプレイに燃費情報を表示します。

ドライブ情報2

給油後走行情報
走行時間/距離 ドライブ情報1 ● パーソナルディスプレイに走行時間/距離を表示します。

ドライブ情報2

給油後走行情報
シフトポジション ● パーソナルディスプレイにシフトポジションを表示します。
平均車速 ドライブ情報1 ● パーソナルディスプレイに平均車速を表示します。

ドライブ情報2

給油後走行情報

項目 機能
目標圧力（フロント） ● フロントタイヤの目標とする空気圧の表示を設定します。

― 200kPa～340kPaの範囲内で設定できます
目標圧力（リア） ● リヤタイヤの目標とする空気圧の表示を設定します。

― 200kPa～340kPaの範囲内で設定できます
タイヤ空気圧単位 ● タイヤ空気圧の単位表示を切り替えます。タイヤ空気圧の単位は、運転席ドア開口部ラ

ベルに記載されている単位をご使用ください。
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■ 時計
走行中は操作できません。

TPMSリセット ● タイヤ空気圧警報システムのリセットをします。リセットするときは、この画面を表示
中にステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを押します。リセット画面が表示されるの
で［はい］を選択し、再度ステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを押し、25km/h以
上で走行するとリセットされます。
タイヤ空気圧警報システムについては、（ P.264）をお読みください。

項目1 項目2 機能
表示 ● 時計表示のON・OFFを設定します。

時計（ P.43）
時計設定モード 自動 ● GPSからの情報を使って自動で時刻を設定します。

手動 ● ［時計設定］から手動で時刻を設定します。
時間表示 ● ＜OK＞スイッチを押すと12時間表示、24時間表示を切り替え

ます。
時計設定 ● 時計を設定します。

 ＜OK＞スイッチを押すと「時」調整画面に切り替わります。
 ＜OK＞スイッチを回して「時」を調整します。
 ＜OK＞スイッチを押すと「分」調整画面に切り替わります。
 ＜OK＞スイッチを回して「分」を調整します。
 ＜OK＞スイッチを押すと時刻が設定されます。
（＜◄＞スイッチを押すと前の調整画面に戻ります）

項目 機能
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■ 車両設定

走行中は操作できません。

項目1 項目2 機能
ライト/照明 ウエルカムヘッドライト ● ウェルカムライト機能のON・OFFを設定します。

ウェルカムライト機能（フェアウェル機能付）（ P.132）
自動室内灯 ● キー連動室内照明のON・OFFを設定します。

ルームランプ（マップランプ兼用）の使いかた  (P.192)

オートライト感度調整 ● オートライトシステム（薄暮れ感知「おもいやりライト」機能付）
の点灯タイミングを、［より早い］、［早い］、［標準］、［遅い］から
選択します。

AUTO（自動点灯・消灯）の使いかた  (P.129)

方向指示器 ● コンフォートフラッシャー機能の［3回］（ON）・［連続］（OFF）
を設定します。
方向指示器の使いかた  (P.132)

ロック keyエントリー ● ドアハンドルのスイッチでの施錠・解錠機能のON・OFFを設定し
ます。
インテリジェントキー機能による施錠・解錠のしかた  (P.88)

ワイパー 車速連動 ● 車速連動のON・OFFを設定します。
フロントワイパーの使いかた  (P.133)
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■ メンテナンス

走行中は操作できません。

項目 機能
オイル交換時期 ● 車両システムが自動で設定した、エンジンオイル交換までの距離を表示します。

― エンジンオイル交換までの距離は、走行状況に応じてシステムにより自動で設定されます。手動で
設定することはできません。

― エンジンオイル交換後は、必ず表示をリセットしてください。リセットするときは、この画面を表
示中にステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを押すとリセット画面が表示されます。［はい］を
選択し、再度＜OK＞スイッチを押すと走行した距離をリセットできます。

詳しくは、エンジンオイル交換警告A／B（ P.236）をお読みください。

 アドバイス
 

●エンジンオイル交換時以外にリセットはしないでください。
オイル/オイルフィルター ● ［メンテナンス］では、次回メンテナンスを行うまでの距離を設定できます。設定値を超えるとメンテ

ナンスする距離がきたことを表示で知らせます。（定期交換部品等の交換距離については、別冊のメン
テナンスノートをお読みください。）
― ＜OK＞スイッチを回すと距離が切り替わり、＜OK＞スイッチを押すと決定します。（＜◀＞ス
イッチを押すと設定前の画面に戻ります）

― 500km～30,000kmまでの範囲内で距離を設定できます。
― 設定距離は500km単位で切り替わります。
― ［リセット］を選択して＜OK＞スイッチを押すとリセット画面が表示されます。［はい］を選択し、
再度＜OK＞スイッチを押すと走行した距離をリセットできます。

● 機能を停止することができます。
― 停止する場合は、距離表示を［---］に合わせ＜OK＞スイッチを押し決定します。

タイヤ
ユーザー



アドバンスドドライブアシストディスプレイ
メ
ー
タ
ー
の
見
か
た

77☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

■ 画面カスタマイズ

走行中は操作できません。

■ 単位／言語

走行中は操作できません。

■ 工場出荷設定

走行中は操作できません。

項目1 項目2 機能
メインメニュー選択 ● 車両情報画面で表示させたい項目を選択することができます。

車両情報画面  (P.55)

ナビゲーション設定 自動割込み設定 ● 走行中、次の右左折点に接近したとき、メーター内にポップアッ
プでお知らせする機能のON・OFFを設定します。

メーター演出 アニメーション ● ディスプレイ演出のON・OFFを設定します。
OFFにすると、エンジン始動時のアニメーションがOFFになり
ます。

項目 機能
距離/燃費 ● 距離と燃費の表示単位を表示します。
タイヤ空気圧 ● タイヤ空気圧の表示単位を切り替えます。タイヤ空気圧の単位は、運転席ドア開口部ラベルに記載さ

れている単位をご使用ください。
温度 ● 温度の単位を［℃］または［℉］に切り替えます。
言語 ● 表示言語を［日本語］または［English］に切り替えます。

機能
工場出荷時の設定にリセットすることができます。
● ［はい］を選択すると、各種設定が初期化されます。
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設定例1（メインメニュー選択）

1. ステアリングスイッチの＜◄►＞ス
イッチを数回押し、設定［ ］ 
画面を表示して＜OK＞スイッチを
押します。

2. ステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチを回して、［画面カスタマイ
ズ］を選択し、＜OK＞スイッチ
を押して決定します。

3. ステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチを回して、［メインメニュー
選択］を選択し、＜OK＞スイッ
チを押して決定します。

4. 表示させたい項目を、ステアリング
スイッチの＜OK＞スイッチを回し
て選択し、＜OK＞スイッチを押し

て選択すると表示できるようになり
ます。

設定例2（タイヤ）
1. ステアリングスイッチの＜◄►＞ス

イッチを数回押し、設定［ ］ 
画面を表示して＜OK＞スイッチを
押します。

2. ステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチを回して、［メンテナンス］
を選択し、＜OK＞スイッチを押し
て決定します。

3. ステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチを回して、［タイヤ］を選
択し、＜OK＞スイッチを押して決
定します。

4. ［タイヤ］画面でステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを押し
て、次回メンテナンスを行う距離の
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設定画面に進みます。（［---km/---
km］の右側の表示）
※［---km/---km］の左側は、設
定以降走行した距離を表示します。

5. ステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチを回して距離を切り替え、
＜OK＞スイッチを押して決定しま
す。
設定距離は500km単位で切り替わ
ります。
※機能を停止する場合は、距離表示
を［---］に合わせ＜OK＞スイッチ
を押して決定します。

●［タイヤ］画面でリセットを選択してス
テアリングスイッチの＜OK＞スイッチ
を押すと走行した距離をリセットできま
す。（［---km /---km］の左側の表
示）

その他の表示機能

ソナー表示

●車両が障害物に近づくと、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイのソナー
表示色が緑→黄→赤の順に切り替わり、
警報音（ブザー）が鳴ります。

●ソナー表示中にステアリングスイッチの
＜OK＞スイッチ、＜◄►＞スイッチを
押す、または＜OK＞スイッチを回すと
一時的にソナー機能を停止できます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］ ⇒［運転支援］⇒

［駐車支援］を選択すると、ソナー機
能の各種設定が行えます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)
運転支援  (P.71)

●ソナーが障害物を検知すると、ソナー画
面が割り込み表示します。割り込み表示
はOFFにすることができます。
運転支援  (P.71)

●ソナーのお手入れについては、
（ P.276）をお読みください。

●ソナーの詳細については、ソナーシステ
ム（ P.187）をお読みください。

着信表示

表示色 警報音
緑 ピッ、ピッ、

ピッ・・・
黄 ピピピピピ・・・
赤 ピー
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●携帯電話をハンズフリー接続していると
きに、着信すると表示します。
ハンズフリーフォンについては、別冊の
ナビゲーションシステム取扱説明書をお
読みください。

通話表示

●携帯電話をハンズフリー接続していると
きに、通話すると表示します。
ハンズフリーフォンについては、別冊の
ナビゲーションシステム取扱説明書をお
読みください。

音声操作表示

●ナビゲーションシステムで音声操作を行
うと、アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに音声操作表示をします。
音声操作については、別冊のナビゲー
ションシステム取扱説明書をお読みくだ
さい。
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メーターの明るさの調節

イルミネーションコントロール

メーターの明るさの調節のしかた

電源ポジションがONのとき、メーター照
明の明るさを調節できます。
●スイッチを押して調節します。
●明るさのレベル表示は、アドバンスドド
ライブアシストディスプレイに表示され
ます。

●明るさのレベルが最大または最小に達す
ると、音が鳴ります。
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MEMO



各部の操作

各
部
の
操
作

キー
インテリジェントキー P.84
インテリジェントキーに関する注意事項 P.85

ドアの施錠と解錠
ドア P.88
バックドア P.90

シート・ハンドルの調節
シート P.93
ハンドル P.97

ミラーの調節
ルームミラー P.99
ドアミラー P.99

窓ガラスの開閉
パワーウインドー P.101

燃料補給口
燃料補給口 P.103

エアコンの操作
オートエアコン P.105
吹き出し口 P.107
エアコンを使うときに注意すること P.108
83
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キー

インテリジェントキー
インテリジェントキーを携帯するだけでドア
の施錠・解錠およびエンジンの始動操作がで
きます。
ドアの施錠・解錠のしかたは（ P.88）、
始動操作は（ P.113）をお読みくださ
い。

各部名称と機能

作動表示灯
～ のいずれかのスイッチを押す
と、赤く点滅します。
ドア施錠スイッチ
スイッチを押すと、全ドアおよび燃
料補給口が施錠します。
ドア解錠スイッチ
スイッチを押すと、全ドアおよび燃
料補給口が解錠します。

内蔵キー（メカニカルキー）
キーの電池が切れたときや、バッテ
リーがあがったときなどにドアの施
錠・解錠ができます。
キー番号タグ
キーを紛失した場合、キー番号から
日産販売会社でスペアキーを作成で
きますので、大切に保管してくださ
い。

●キーは2個ついています。
●キーは同じ車両で最大4個まで使うこと
ができます。ご購入やご使用開始方法に
ついては、日産販売会社にご相談くださ
い。

●キーの電池が切れても、ドアの施錠・
解錠やエンジンの始動を行うことができ
ます。

ドアの施錠・解錠の作動範囲

作動範囲は各ドアハンドルのスイッチから
周囲約80cm以内です。作動範囲は球状
になっているため、地面近くや高い場所で
は作動しないことがあります。
インテリジェントキーが作動範囲内にある
場合は、キーを携帯している人以外でもド
アハンドルのスイッチを押して施錠・解錠
できます。
●ドアハンドルのスイッチを押してドアを
施錠したあとは、作動確認のためブザー
または非常点滅表示灯のアンサーバック
機能で施錠されたことを確認してくださ
い。

●ドアハンドルのスイッチを押す前にドア
ハンドルを引かないでください。

●ドアを施錠・解錠すると、燃料補給口
も連動して施錠・解錠されます。
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インテリジェントキーに関する機能
について

■ アンサーバック機能

●ドアの施錠・解錠時に、作動確認のた
めのブザーと非常点滅表示灯が作動しま
す。（施錠時1回、解錠時2回）
アンサーバック機能のブザーを停止する
ことができます。日産販売会社にご相談
ください。

■ ウェルカムライト機能（フェアウェル
機能付）

●ドアの施錠・解錠時に、車幅灯、尾
灯、番号灯が点灯します。（施錠時約
10秒、解錠時約30秒）
詳しくは、その他の機能について
（ P.132）をお読みください。

■ キー連動室内照明システム

●ドアを解錠すると、ルームランプ
（マップランプ兼用）が約15秒間点灯
します。
詳しくは、室内灯（ P.192）をお
読みください。

■ オートロック機能

●＜ドア解錠スイッチ＞を押してから約30
秒以内にいずれかのドアを開けなかった
ときは、盗難防止のため全ドアが施錠さ
れます。
（施錠されるまでの間に、再度＜ドア解
錠スイッチ＞を押すと、その時点から約
30秒後に施錠されます。）

インテリジェントキーに関する注
意事項

 警告

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）を使用
されている方は、アンテナから約
22cm以下の範囲に装着部位を近づ
けない。

ドアおよびバックドア開閉時、ドア
ハンドルのスイッチ操作時、エンジ
ン始動時などにキーの電波が植込み
型心臓ペースメーカーおよび植込み
型除細動器（ICD）の作動に影響
を与えるおそれがあります。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）以外の
医療電気機器を使用されている方
は、医療電気機器製造業者などへ影
響を確認してから使用する。
キーの電波が医療電気機器の動作に
影響を与える場合があります。

● 航空機内ではキーのスイッチを押さ
ない。
万一スイッチが押されると電波が発
信され、航空機の運航に支障をきた
すおそれがあるため、バッグなどに
収納するときは、荷物などでスイッ
チが押されないようにしてくださ
い。

 アドバイス
● キーは運転者が必ず携帯してくださ
い。

● キーは、必ず内蔵キー（メカニカ
ルキー）を内蔵した状態で携帯して
ください。
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 アドバイス
● キーはドアポケットに入れないでく
ださい。ドアを閉めるときの衝撃に
より破損するおそれがあります。ま
た、ドアポケット内に一緒に入れて
おいた物がドアを閉めた衝撃で当た
るなどして勝手にスイッチが入り、
キーを車室内に封じ込めるおそれが
あります。

● インストルメントパネル上面、ドア
ポケット付近、グローブボックス
内、フロア上では、キーが正常に
作動しなかったり、車外から施錠が
でき、キーを車室内に封じ込めたり
するおそれがあります。

● キーを紛失したときは、盗難などを
防ぐため、ただちに日産販売会社に
ご相談ください。

● キーは微弱な電波を使用していま
す。次のような使用環境では機能に
障害が起こるため、ドアハンドルの
スイッチやキーのスイッチが正常に
作動しない場合があります。
― 近くにテレビ塔や発電所、放送局
など強い電波やノイズを発生する
設備があるとき

― 無線機や携帯電話などの無線通信
機器を一緒に携帯しているとき

― キーが金属製の物に接したり、覆
われていたりしているとき

― 近くで電波式のリモコンスイッチ
を操作しているとき

― キーをパソコンなどの電化製品の
近くに置いたとき

― コインパーキングに駐車したとき
（車両検出用の電波の影響がある
ため）

― 近くで電波式侵入警報装置を使用
しているとき

― 極端に気温が低いとき（電池の性
能が低下するため）

● 本車両は電気的にハンドルロック
（ステアリングロック）を制御して
いるため、電源ポジションがLOCK
のときにバッテリーがあがると、ハ
ンドルロック（ステアリングロッ
ク）の解除が行えなくなります。

● キーは電波法の認証に適合していま
す。次のことを必ずお守りくださ
い。
― 電池を交換するとき以外は分解し
ない（分解、改造したものを使
用することは法律で禁止されてい
ます）

― 日本国内のみで使用する
● キーは車両との通信のために常時受
信動作をしているため、常に電池を
消耗しています。電池の寿命は使用
状況によりますが約2年です。電池
が切れた場合、新しい電池と交換し
てください。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.268)

● キーの電池が消耗しているときや、
強い電波、ノイズのある場所では、
作動範囲が狭くなったり、作動しな
かったりすることがあります。

● キーは送信機を内蔵している精密機
械です。故障を防止するため、次
のことをお守りください。
― 長時間高温になる場所に置かない
― 分解しない
― 無理に曲げたり、落としたり、
強い衝撃を与えたりしない

― 水に濡らさない
― 超音波洗浄器などにかけない
― 磁気を帯びたキーホルダーなどを
つけない

― テレビ、オーディオなど、磁気
を帯びた機器の近くに置かない

● 車両盗難防止のために、インテリ
ジェントキーは車両から2m以上離
して保管してください。

● インテリジェントキーの操作をしな
くても、車両周辺にキーがあると電
池の消耗が早くなります。電池の寿
命を長くするためにも、車両周辺に
キーを持ったまま長時間滞在しない
ことをおすすめします。
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●キーの認証技適マークはキーの裏面で確
認できます。

●キーのスイッチを押しても作動しないと
きは、電池の消耗または故障が考えられ
ます。日産販売会社にご相談ください。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.268)
●キーの電池が切れ、施錠・解錠ができ
ないときは、内蔵キー（メカニカル
キー）で施錠・解錠ができます。
ドアが開かないときは  (P.217)

●次のような場合は、作動しません。
― 電源ポジションがAcc、ONのとき
― ドアが完全に閉まっていない（半ド
ア）とき

― 車から離れすぎているとき
― 携帯しているキー以外に自車のキーが
車室内にあるとき（解錠のみできま
す。）

― キーの電池が切れているとき
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ドアの施錠と解錠

ドア
ドアハンドルのスイッチやインテリジェント
キーのスイッチで施錠・解錠します。
ドアを施錠したあとは、作動確認のためブ
ザーまたは非常点滅表示灯のアンサーバック
機能で施錠されたことを確認してください。

インテリジェントキー機能による施
錠・解錠のしかた

●キーを携帯し運転席、助手席ドアにある
スイッチを押すと、運転席と助手席のド
アが施錠・解錠します。

●キーを携帯し＜バックドアオープナース
イッチ＞を押すと、すべてのドアが解錠
します。

●キーが各スイッチから周囲80cm以内に
あるときに作動します。

●キーを検知しているドアハンドルスイッ
チでのみ施錠・解錠を行うことができま
す｡

●ドアの施錠・解錠時にはアンサーバック
機能、オートロック機能が作動します。

●施錠・解錠したときは、ブザーおよび
非常点滅表示灯が次のように作動しま
す。

●車両に近づきすぎている場合などは作動
しないことがあります。

●急にドアハンドルを操作すると、ドアハ
ンドルが引かれるため、施錠できないこ
とがあります。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］ ⇒［車両設定］⇒
［ロック］⇒［keyエントリー］を選
択すると、ドアハンドルのスイッチでの
施錠・解錠機能のON・OFFを切り替
えることができます。
設定の詳細については、車両設定をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)
●次のような場合は、作動しません。
― 電源ポジションがAcc、ONのとき
― ドアが完全に閉まっていない（半ド
ア）とき

― 携帯しているキー以外に自車のキーが
車室内にあるとき（解錠のみできま
す。）

― キーの電池が切れているとき

■ オートロック機能

●盗難防止のため、自動的に施錠する機能
です。ドアハンドルのスイッチ、また
はインテリジェントキーの＜ドア解錠ス
イッチ＞を押して解錠したときは、約
30秒間ドアを開けないと再び全ドアが施
錠されます。

ブザー音 非常点滅表示灯
施錠 ピッ 1回点滅
解錠 ピピッ 2回点滅
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ドアロックスイッチでの施錠・解錠
のしかた

●＜ドアロックスイッチ＞を押すと、全ド
アが施錠または解錠します。

●施錠するときは、施錠側 の＜ドア
ロックスイッチ＞を押します。

●解錠するときは、解錠側 の＜ドア
ロックスイッチ＞を押します。

●ドアが開いているときは、＜ドアロック
スイッチ＞での施錠はできません。

ロックノブでの施錠・解錠のしかた

●運転席のロックノブで全ドアが施錠また
は解錠します。

●運転席ドアは、施錠したままでもドアハ
ンドルを引くとドアが開けられます。そ
のとき、全ドアが同時に解錠します。

●施錠するときは、施錠するドアのロック
ノブを施錠側に押し込みます。

●解錠するときは、解錠するドアのロック
ノブを解錠側に押し込みます。

キーを使用しない施錠のしかた

■ ドア

●ロックノブの施錠側を押し込み、ドアハ
ンドルを引きながらドアを閉めます。

■ キー封じ込み防止機能

●インテリジェントキーを車室内に置き忘
れたまま施錠することを防ぐ機能です。
ドアを閉めたときや施錠しようとしたと
きに、キーが車室内に残っているとブ
ザーでお知らせし、全ドアを自動的に解
錠します。

ドアに関する注意事項

 警告
● ドアの開閉はお子さまにはさせな
い。
手、首、足などを挟んだりして、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

● ドアを開けるときは、周囲の安全を
確認する。
後続車や通行人にぶつかるおそれが
あります。風が強いときは特に注意
して開けてください。

● 走行する前にドアを確実に閉める。
走行中に突然ドアが開き、思わぬ事
故につながるおそれがあります。
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バックドア

バックドアの開けかた

開閉操作をするときは、バックドア周囲の
安全を確認してください。
●解錠されているときは、＜バックドア
オープナースイッチ＞を押し、バックド
アを持ち上げます。

●施錠されているときは、キーを携帯して
＜バックドアオープナースイッチ＞を押
し、バックドアを持ち上げます。（ド
アも同時に解錠します。）

●＜バックドアオープナースイッチ＞を押
したまま、キーのスイッチでドアを施
錠・解錠しないでください。故障の原
因になります。

●手を添えないと全開にならない場合は、
ガスステーの保持力が低下しているおそ
れがあります。お近くの日産販売会社に
て、早めの点検を受けてください。

■ 車内バックドアオープナースイッチ

●解錠後、＜車内バックドアオープナース
イッチ＞を引き、バックドアを持ち上げ
て、全開にします。

 注意
● 車から離れるときは、盗難や事故防
止のため、必ずエンジンを止め施錠
してください。

● 窓ガラスと車体との密閉性を向上さ
せるための機構により、ドアを開け
ると窓ガラスが少し下降し、ドアを
閉めると上昇します。指などを挟ま
ないように注意してください。

 アドバイス
● バッテリーがあがるとドアを閉める
ときに車体と窓ガラスが干渉するお
それがあります。その場合には、
窓ガラスを内側に倒すように力を加
えながらゆっくりと閉め、車体と窓
ガラスが当たらないように注意して
ください。

 知識
● ドアハンドルを引きながら解錠しよ
うとすると、ドアが解錠できないこ
とがあります。一度ドアハンドルを
戻すと自動的に解錠し、再度ドアハ
ンドルを引くとドアを開けることが
できます。

● 運転席ドアを施錠・解錠すると、
燃料補給口も連動して施錠・解錠さ
れます。

 アドバイス
● 以下の場合は、解錠してもバックド
アが半ドア状態になることがありま
す。その場合は、＜バックドア
オープナースイッチ＞で再度解錠
し、手でバックドアを持ち上げてく
ださい。
― バックドアに雪やアクセサリーな
どの重量物が付いているとき

― バックドアが凍結しているとき
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バックドアの閉めかた

●バックドアを降ろし、確実にロックする
まで押しつけます。

■ バックドアが開けられなくなったとき

●バッテリーあがりなどにより、＜バック
ドアオープナースイッチ＞や＜車内バッ
クドアオープナースイッチ＞でバックド
アを開けられなくなったときは、助手席
側からラゲッジフロアカーペットをめく
り、オープナーケーブルを強く引いてく
ださい。

●オープナーケーブルによる開操作を2回
以上行う場合は、オープナーケーブル位
置を元に戻してから次の開操作を行って
ください。

 アドバイス

● バックドアを閉めるときは、ストラ
イカーに異物を挟まないようにして
ください。ストライカーやバックド
アのロックが破損し、バックドアが
閉まらなくなるおそれがあります。

NISMO仕様車
● リヤスポイラーを持って開閉しない
でください。リヤスポイラーが破損
するおそれがあります。

● バックドアを開閉するときは、 部
分を持ってください。

 アドバイス
● 緊急時以外は使わないでください。
● 操作後はなるべく早く日産販売会社
で点検を受けてください。
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バックドアに関する注意事項

 警告
● バックドアの開閉はお子さまにはさ
せない。
手、首、足などを挟んだりして、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

● バックドアを開けるときは、周囲の
安全を確認する。
後続車や通行人にぶつかるおそれが
あります。風が強いときは特に注意
して開けてください。

● 走行する前にバックドアを確実に閉
める。
走行中に突然バックドアが開き、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

● ラゲッジルーム（荷室）に人を乗
せて走行しない。
急ブレーキをかけたときなど、重大
な傷害につながるおそれがありま
す。

● 走行前にバックドアが確実に閉まっ
ていることを確認する。
バックドアを開けたまま走行する
と、車室内に排気ガスが侵入し、
一酸化炭素中毒になるおそれがあり
ます。一酸化炭素を吸い込むと、
意識が薄れて事故につながるおそれ
があるほか、死亡または重大な傷害
につながるおそれがあります。

 注意
● バックドアや車体側に手を触れたま
まバックドアを閉めない。
手を挟まれてケガをするおそれがあ
ります。

● バックドアを閉めるときは、バック
ドアのふちやその周辺に手をかけな
い。
手を挟まれてケガをするおそれがあ
ります。必ず外から押して閉めてく
ださい。

● バックドアを開ける前に、バックド
アに付着した雪や氷、ゴミなどの重
量物を取り除く。
重量物が付いたままバックドアを開
けると、重みで突然閉まるおそれが
あります。

● バックドアを開けるときは、必ず全
開にする。
途中で止めると突然閉まるおそれが
あります。

● 風が強いときにバックドアを開ける
場合は特に注意する。
風にあおられ、急に閉まることがあ
ります。

● バックドアを閉めるときは、手など
を挟まないように注意する。

バックドアガスステーについて

● バックドアのガスステーは、バック
ドアの重量を支えるために取り付け
られています。ガスステーの損傷や
作動不良を防ぐため、次のことを守
る。
― ガスステーに手やひもなどをかけ
たり、横方向に力をかけたりしな
い

― ビニール片、ステッカー、接着
剤などの異物をロッド部に付着さ
せない

● ガスステーを持って、バックドアを
閉めたり、ぶら下がったりしない。
手や腕を挟んだりして思わぬケガを
するおそれがあります。
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シート・ハンドルの調節

シート

シートの調節のしかた（タイプ ／
）

 警告
● シートは必ず走行前に調節する。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● マニュアルシートを調節したあと
は、確実に固定されたことを確認す
る。
固定されていないと突然運転姿勢が
変わり、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走
行しない。
シートベルトが効果を十分に発揮せ
ず、衝突時などに重大な傷害を受け
るおそれがあります。

● 背もたれと背中の間にクッションな
どを入れない。
運転姿勢が不安定になり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

 注意
● シートを調節するときは、動いてい
る部分に手や足などを近づけない。
挟まれてケガをするおそれがありま
す。

● マニュアルシートの背もたれの角度
を調節するときは、背もたれを支え
ながら調節する。
顔や身体に当たり、思わぬケガをす
るおそれがあります。

● シートの下に手を入れるときは注意
する。
車室内を清掃するときやシートの下
に落としたものを拾うときなどは、
シートレールやシートフレームに当
たり、ケガをするおそれがありま
す。

 アドバイス
● 助手席にお子さまや小柄な方を乗せ
たり、クッションなどを使用したり
すると、シートベルトリマインダー
が正常に作動しなくなるおそれがあ
ります。
シートベルトリマインダー
（ P.224）
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タイプ
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タイプ
95

シートの調節のしかた（タイプ ）

 警告
● シートは必ず走行前に調節する。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● シートを調節したあとは、確実に固
定されたことを確認する。
固定されていないと突然運転姿勢が
変わり、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走
行しない。
シートベルトが効果を十分に発揮せ
ず、衝突時などに重大な傷害を受け
るおそれがあります。

● 背もたれと背中の間にクッションな
どを入れない。
運転姿勢が不安定になり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

 注意
● シートを調節するときは、動いてい
る部分に手や足などを近づけない。
挟まれてケガをするおそれがありま
す。

● シートの下に手を入れるときは注意
する。
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 注意
車室内を清掃するときやシートの下
に落としたものを拾うときなどは、
シートレールやシートフレームに当
たり、ケガをするおそれがありま
す。

 知識
● 背もたれの角度調節ダイヤルが回し
づらいときは、安全な場所に駐車
し、ドアを開けたり一旦車両から降
りたりして調節してください。

● 背もたれの角度調整後、背もたれを
天井部に干渉させたままにしないで
ください。シートが変形するおそれ
があります。
タイプ
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ヘッドレストの調節のしかた★

ヘッドレストの中心が、耳の高さになる位
置に調節します。
●高くするときは、ヘッドレストを引き上
げます。

●低くするときは、ボタンを押しながら
ヘッドレストを下げます。

■ ヘッドレストの外しかた、付けかた★

●取り外すときは、ボタンを押しながら
ヘッドレストを引き上げます。

●取り付けるときは、ボタンを押しながら
ヘッドレストを差し込みます。

■ アクティブヘッドレスト★について

追突されたときに背もたれが乗員を受け止
める力を利用して、ヘッドレストが瞬時に
前方に移動します。
ヘッドレストの移動により、頭部の過度な
後方への傾きを防ぎ、首への負担を軽減し
ます。いわゆる「むち打ち症」が多く発
生するといわれている、低速から中速まで
の追突時に効果を発揮します。
●アクティブヘッドレストは、追突時のみ
作動し、追突後は元の位置に戻ります。

●アクティブヘッドレストの調節方法は、
通常のヘッドレストと同じです。正しく
調節してください。

ハンドル
適切な運転姿勢で無理なくハンドルを握れる
ように、ハンドル位置を調節します。

ハンドル位置の調節のしかた

 警告
● ヘッドレストを外したまま走行しな
い。
万一のとき、頭部への衝撃を防ぐこ
とができなくなり、重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

 注意
● ヘッドレストを取り付けるときは、
前後の向きを間違えない。
万一のとき、ヘッドレストが効果を
十分に発揮せず、思わぬケガをする
おそれがあります。

● ヘッドレストを取り付けたあとは、
ヘッドレストを持ち上げ、抜け出さ
ないことを確認する。
万一のとき、ヘッドレストが効果を
十分に発揮せず、思わぬケガをする
おそれがあります。

 注意
● ヘッドレストのステーにテーブル、
テレビなどの用品を取り付けない。
万一の追突時にアクティブヘッドレ
ストの機能が損なわれるおそれがあ
ります。

 警告
● ハンドルの調節は、必ず走行前に行
う。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● 調節したあとは、確実に固定された
ことを確認する。
ハンドル位置が固定されていないと
突然運転姿勢が変わり、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
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●ハンドル下のレバーを押し下げ、ハンド
ルを前後・上下に動かします。

●適切な位置で止め、レバーを引き上げて
固定します。

ホーンの鳴らしかた

ホーンを鳴らすには、ハンドル中央のパッ
ド面を押します。
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ミラーの調節

ルームミラー
ルームミラーは、後方が十分確認できるよう
に、正しい運転姿勢で座ってから調節しま
す。

ルームミラーの調節のしかた

●ミラー本体を持ち、角度を調節して適切
な位置に合わせます。

●夜間など後続車のヘッドランプが眩しい
ときは、防眩切り替えレバーを手前に引
くと反射が弱くなります。

●昼間など通常走行時は、防眩切り替えレ
バーを元の位置に戻してお使いくださ
い。

ドアミラー
電源ポジションがONまたはAccのときに
操作できます。

ドアミラーの注意事項

ドアミラーの角度調節のしかた

●調節したいミラー側にスイッチを回しま
す。
（左側はL、右側はR）

●スイッチを前後左右に押して、鏡面角度
を調節します。

●ミラーの映像は実際より遠くに見えるの
で注意してください。

 警告
● ミラーの調節は、必ず走行前に行
う。また、防眩への切り替えは必
要なときのみ行う。
走行中にミラーを調節したり、不必
要に防眩へ切り替えたりしている
と、前方不注意となり思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

 警告
● ミラーの調節は、必ず走行前に行
う。
走行中にミラーを調節すると、前方
不注意となり思わぬ事故につながる
おそれがあります。

 注意
● ミラーが動いているときは手を触れ
ない。
手を挟む、またミラーが故障するお
それがあります。

● ミラーを格納したまま走行しない。
後方確認ができないため危険です。
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ドアミラーの格納のしかた

●＜格納スイッチ＞を押すと、左右のミ
ラーが格納されます。

●＜格納スイッチ＞をもう一度押すと、元
の位置に戻ります。

●スイッチ操作を連続して行うと、途中で
停止することがありますが、故障ではあ
りません。しばらくしてから作動させて
ください。

●手動で開閉すると電源ポジションをAcc
またはONにしたとき、＜格納スイッ
チ＞の位置によりミラーが動き出すこと
があります。

●手動でミラーを開閉しないでください。
手動で開閉すると、走行中にミラーが規
定位置より前方または後方に倒れ、後方
確認ができなくなるおそれがあります。
手動で開閉してしまったときは、走行前
に＜格納スイッチ＞で開閉操作を行って
ください。

ドアミラーヒーターの使いかた
電源ポジションがONのとき、＜リヤウイ
ンドーデフォッガースイッチ＞
（ P.246）を押すと、ドアミラーに内
蔵されたヒーターが作動し霜やくもりが取
れます。
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窓ガラスの開閉

パワーウインドー
電源ポジションがONのときに操作できま
す。

パワーウインドーの注意事項

パワーウインドーの開けかた、閉め
かた

運転席のスイッチで、各席の窓ガラスの開
閉ができます。助手席のスイッチでは自席
の窓ガラスの開閉ができます。

 警告
● 乗員の操作を含めすべての窓ガラス
開閉操作は運転者に責任があるた
め、次のことを必ず守る。
― 走行中は顔や腕、物などを車外に
出さないでください。車外の物に
当たったり、急ブレーキ時に重大
な傷害につながったりするおそれ
があります。

― 窓ガラスを開閉するときは、窓か
ら手や顔などを出したり、故意に
挟み込み防止機構を働かせたりし
ないでください。手や顔、腕な
どを窓ガラスに挟まれたり巻き込
まれたりすると、重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

― お子さまにはパワーウインドーを
操作させないでください。重大な 
傷害につながるおそれがあるた
め、＜パワーウインドーロックス
イッチ＞を押し込んでください。

― 窓ガラスを開閉するときはお子さ
まに声をかけ、手や腕などが窓ガ
ラス付近にないことを確認してか
ら操作を行ってください。

― 車から離れるときは電源ポジショ
ンをOFFにし、キーとお子さま
を車室内に残さないでください。
いたずらなどの誤った操作によっ
て思わぬ事故につながるおそれが
あります。

 注意
● 指などを挟まれないように注意す
る。
窓ガラスには挟み込み防止機構があ
りますが、窓ガラスを確実に閉める
ため、閉め切る直前の部分では挟み
込みを感知できない領域がありま
す。



窓ガラスの開閉

各
部
の
操
作

102

■ 開けるには

●スイッチを軽く押すと、押している間だ
け開きます。

■ 閉めるには

●スイッチを軽く引き上げると、引き上げ
ている間だけ閉まります。

■ 自動開閉するには
窓ガラスはワンタッチで自動開閉できま
す。
●スイッチを強く押すと全開します。
●スイッチを強く引き上げると全閉しま
す。（運転席側の窓ガラスのみ）

●途中で止めたいときは、スイッチを操作
した反対側に軽く押すか引き上げます。

■ 開閉操作をロックするには

お子さまが誤って窓ガラスを開閉すること
を防止できます。
●＜パワーウインドーロックスイッチ＞を
押し込むと、助手席の窓ガラスの開閉が
できなくなります。

●スイッチを押し戻すとロックが解除され
ます。

挟み込み防止機構

●運転席の窓ガラスをワンタッチで閉めて
いるとき、車体と窓ガラスの間に異物が
挟まると、窓ガラスの上昇が停止し、
自動で少し開きます。

●環境や走行条件により、異物を挟んだと
きと同じような衝撃や荷重が窓ガラスに
加わると挟み込み防止機構が作動するこ
とがあります。

●故障などで挟み込み防止機構が作動して
しまい、窓ガラスを自動で閉めることが
できないときは、スイッチを上側へ引き
続けて閉めてください。

正常に作動しないとき
●初期設定を行うときは、ドアを閉めて操
作してください。

窓ガラスのワンタッチ開閉、挟み込み防止
機構が正常に作動しないときは、次の操作
を行い初期設定してください。

エンジンを始動します。
スイッチを押して、窓ガラスを全開
にします。

スイッチを引き上げ続け、窓ガラス
が全閉して3秒以上たってから手を
離します。
正常に作動することを確認し、正常
に作動しないときは、早めに日産販
売会社で点検を受けてください。

●初期設定されていない場合、ドアを開け
ると自動的に少し窓ガラスが下がります
が、ドアを開けた状態で窓ガラスを上げ
ることはできません。

 知識
● ドアを開けると窓ガラスが少し下降
し、ドアを閉めたあとに上昇しま
す。これは窓ガラスと車体との密閉
性を向上させるための機構で異常で
はありません。

 警告
● 窓ガラスを閉める前に乗員の手や顔
などが窓から出ていないことを確認
する。
挟み込み防止機構を解除すると、自
動開作動と挟み込み防止機構が作動
しません。確認せずに窓ガラスを閉
めると重大な傷害につながるおそれ
があります。
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燃料補給口

燃料補給口
燃料補給口は運転席側の車両後方にありま
す。

燃料の補給
燃料タンクの容量は約62ℓです。

開けかた、閉めかた

1. ＜ドアロックスイッチ＞を押して解
錠します。
燃料補給口のリッドロックは、＜ド
アロックスイッチ＞の施錠・解錠に
連動します。

2. リッドの車両後方側を押すとリッド
が少し開きます。開いたすき間に手
を入れて全開します。

3. キャップを左にゆっくり回して開け
ます。
補給時、キャップはリッド裏側のホ
ルダーに置きます。

4. 閉めるときは、キャップを “カ
チッ、カチッ” と、2回以上音が
するまで右に回して閉めます。

5. リッドを閉めます。

燃料補給時の注意事項

エンジン型式 指定燃料

VR30DDTT 無鉛プレミアム（無鉛
ハイオク）ガソリン

 アドバイス
● 指定以外の燃料は補給しないでくだ
さい。

● 無鉛プレミアムガソリンが入手でき
ない場合、無鉛レギュラーガソリン
も使用できますが、エンジン出力低
下などの現象が発生します。

 警告
● キャップは確実に閉める。
閉まっていないと走行中に燃料が漏
れ、火災につながるおそれがありま
す。

● 日産純正品以外のキャップは使用し
ない。

 警告
● 燃料補給時は、次のことを必ず守
る。
― エンジンを止める
― 車のドアや窓を閉める
― タバコなどの火気を近づけない
― 気化した燃料を吸わない

● 補給作業を行う前に、金属部分に触
れて身体の静電気を除去する。
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 警告
放電による火花でやけどをしたり、
燃料に引火したりするおそれがあり
ます。

● 補給作業はひとりで行う。
作業中に車室内に戻ったり、帯電し
ている人や物に触れると再帯電する
おそれがあります。

● キャップを開けるときはゆっくり回
し、燃料タンク内の圧力を下げてか
ら外す。
急に開けると、燃料が補給口から吹
き返すおそれがあります。

● 給油ノズルは確実に給油口へ挿入す
る。
給油ノズルの挿入が浅いと、給油の
自動停止が遅れるため、燃料が吹き
こぼれ火災につながるおそれがあり
ます。

● 給油ノズルの自動停止後は、給油の
継ぎ足しをしない。
継ぎ足しをすると、燃料があふれて
火災につながるおそれがあります。

● ガソリンスタンド内に掲示されてい
る注意事項を守る。
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エアコンの操作

オートエアコン
吹き出し口、風量、内気循環／外気導入を自動で制御し、設定した温度に保ちます。

各スイッチの名称と機能

風量調節ダイヤル
ダイヤルを回して風量を調節しま
す。
温度調節ダイヤル
ダイヤルを回して設定温度を調節し
ます。（18°C～32°C）

吹き出し口切り替えダイヤル
ダイヤルを回して吹き出し口を切り
替えます。
AUTO位置（風量）
風量を自動制御に切り替え、設定し
た温度に保ちます。
105

OFF位置
オートエアコンをOFFにします。
エアコンスイッチ
冷房・除湿機能のON・OFFを切
り替えます。
内外気切り替えスイッチ
スイッチを押すごとに、内気循環、
外気導入が切り替わります。
内気循環のときは＜ ＞、外気導
入のときは＜ ＞の下にある表示
灯が点灯します。
AUTO位置（吹き出し口）
吹き出し口を自動制御に切り替え、
設定した温度に保ちます。
リヤウインドーデフォッガースイッ
チ
バックドアガラスのくもりが取れま
す。また、ドアミラーに内蔵され
たヒーターが作動し霜やくもりを取
ります。（ P.246）
デフロスター位置
ダイヤルを回してデフロスター
＜ ＞に切り替えます。
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オートでの使いかた
1. 吹き出し口切り替えダイヤル を

AUTO位置（吹き出し口） にしま
す。

2. 温度調節ダイヤル を回して希望温
度にします。
温度の調節範囲は18～32℃です。
右回転：温度が上がる
左回転：温度が下がる

3. 風量調節ダイヤル をAUTO位置
（風量） にします。

4. ＜内外気切り替えスイッチ＞ を約
2秒間押し続けます。
スイッチの表示灯が2回点滅すると
自動制御モードに切り替わります。

●オートで使用中に風量の調節または、吹
き出し口の切り替えを行うと、操作した
機能以外については引き続き自動制御さ
れます。
また、内気循環／外気導入が自動制御
モード中に＜内外気切り替えスイッチ＞
を押すと、マニュアルモードに切り替
わります。（自動制御モード時は、制
御している方の表示灯が点灯します。）

●吹き出し口の切り替えは、吹き出し口
（ P.107）をお読みください。

●電源ポジションをOFFにし、再度電源
ポジションをONにすると、エアコンの
条件によっては、内気循環/外気導入が
自動制御モードになる場合があります。
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吹き出し口
吹き出し口切り替えダイヤルを回すごとに吹き出し口が切り替わります。

※：窓側の冷気を抑えるために、ドアハンドル部にある吹き出し口から少し温風が出ます。
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エアコンを使うときに注意するこ
と

エアコンに関する注意事項

●自動温度調節は日射センサーと温度セン
サーで行っています。センサーをふさい
だり、クリーナーなどを吹きかけたりし
ないでください。センサーの感度が低下
し、正常に作動しなくなります。

●ほこり、花粉、粉じんなどを集じん
し、タバコやペットなどのにおいをフィ
ルター内の活性炭が吸着除去するクリー
ンフィルター（脱臭機能付）を装着し

ています。集じん・脱臭性能を維持す
るため、クリーンフィルター（脱臭機
能付）は定期的に交換してください。
交換時期：1年ごとまたは12,000km
走行ごと

●クリーンフィルター（脱臭機能付）が
交換時期に満たない場合でも、吹き出し
風量が極端に減少したり、窓ガラスがく
もりやすくなったりした場合は交換して
ください。なお、取り付け、交換など
については、日産販売会社にご相談くだ
さい。

●外気導入に固定していると、夏場など外
気温が高いときは、冷房の効きが悪くな
る場合があります。その場合は、一時
的に内気循環にしてください。

●エアコン装置のオイル循環を切らさない
ために、ときどき＜エアコンスイッチ＞
をONにして作動させてください。な
お、外気温が0℃近くまで下がるとエア
コン装置が作動しないことがあるため、
暖かい日に行ってください。

●エアコンガスは必ず指定のものをご使用
ください。エアコンガスの詳細について
は、ボンネットの裏にあるエアコンラベ
ルをご確認ください。

●地球温暖化防止のためエアコンガスを大
気放出しないでください。

●エアコンの修理、メンテナンスは日産販
売会社にご相談ください。

●冷房時、吹き出し口から霧が吹き出した
ように見えることがありますが、これは
湿った空気が急に冷やされたときに発生
するもので、異常ではありません。

●エアコンがONのとき、 またはOFFにし
た直後に、 “カチカチ”、 “シュー ”、 “コ

 警告
● 内気循環で長時間使用しない。
窓ガラスがくもりやすくなり、視界
が損なわれ危険なため、一時的にご
使用ください。

 注意
● 吹き出し風を長時間連続して身体に
当てない。
特に皮膚の弱い方、乳幼児、病
人、お年寄り、身体の不自由な方
などには、吹き出し風が長時間当た
らないように運転者が注意してくだ
さい。低温やけどや思わぬ傷害を受
けるおそれがあります。

● デフロスター位置＜ ＞にしてい
るときに、エアコンの設定温度を低
くしない。
フロントガラスの外側に露が付き、
視界を妨げるおそれがあります。
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ツン” などの音が聞こえることがあります
が、 異常ではありません。

●始動直後で吹き出し風の温度が低いとき
は、足元への吹き出し風量が少なくなり
ます。

●エアコンの運転中、運転後などに車両の
下に水が垂れることがあります。

●外気温が低いときは、外気温に応じてフ
ロントデフロスターへの風量が多くなり
ます。

エアコンのにおいについて
●エアコン装置は、空気中のいろいろなに
おいが混ざり合うため、吹き出し風から
においを感じることがあります。

●エアコン作動時のにおいを抑えるため、
駐車時などは外気導入にしておくことを
おすすめします。
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始動する
エンジンスイッチ P.112

運転する
セレクトレバー（オートマチック車） P.115
ローンチコントロール P.117
ドライブモードセレクター（オートマチック車） P.119
シフトレバー（マニュアル車） P.120
シンクロレブコントロール（マニュアル車） P.121
シフトアップインジケーター P.122
パーキングブレーキ P.124
発進・走行（オートマチック車） P.124
停車・駐車（オートマチック車） P.126

ランプをつける、ワイパーを使う
ライトスイッチ P.128
フォグランプスイッチ P.132
ワイパー・ウォッシャースイッチ P.133

運転支援機能
ABS（アンチロックブレーキシステム） P.135
VDC（ビークルダイナミクスコントロール） P.135
ヒルスタートアシスト P.137
メカニカルLSD（リミテッドスリップデファレン
シャル）★ P.138
走行支援機能 P.139
インテリジェント クルーズコントロール P.144

インテリジェント エマージェンシーブレーキ P.157
踏み間違い衝突防止アシスト★ P.162
BSW（後側方車両検知警報） P.170
LDW（車線逸脱警報） P.174
インテリジェント FCW（前方衝突予測警報） P.176
インテリジェント DA（ふらつき警報） P.178
RCTA（後退時車両検知警報） P.179

駐車支援システム
バックビューモニター P.183
バックビューモニターの注意事項 P.184
ソナーシステム P.187
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始動する

エンジンスイッチ

●エンジン始動前のブレーキペダル操作な
どにより、ブレーキペダルが硬くなって
いる場合があります。この場合、ブ

レーキペダルを軽く踏んだ状態ではペダ
ル踏み込み操作が検知されず、エンジン
が始動しません。ブレーキペダルを通常
よりも強く踏み込んでください。

●エンジンの始動を連続して行うと保護機
能が作動し、エンジンがかからなくなる
ことがあります。その場合は、3分以
上待ってから再度＜エンジンスイッチ＞
を押して始動してください。

●ブレーキペダルを踏んだり離したりした
とき、“カチッ” と音が聞こえること
がありますが異常ではありません。

エンジンがかかりにくいときは
●オートマチック車はブレーキペダルを踏
みながら、アクセルペダルをいっぱいに
踏み込んで＜エンジンスイッチ＞を一度
押してください。
ブレーキペダル、アクセルペダルは離さ
ず、約5秒後にもう一度＜エンジンス
イッチ＞を押してください。その後、
再度エンジンの始動のしかた
（ P.113）の手順1～3の操作をして
ください。

●キーが作動範囲（車室内）にあるとき
に、エンジンを始動することができま
す。（ラゲッジルーム内は除きます。）

●キーの電池が消耗しているときや、強い
電波、ノイズのある場所では、作動範
囲が狭くなる、また、作動しないこと
があります。

●ラゲッジルーム内は作動範囲ではありま
せんが、エンジンの始動が可能になるこ
とがあります。

●車室内でもインストルメントパネル上、
グローブボックス内、ドアポケット内な
どにインテリジェントキーがあるとき
は、エンジンの始動ができないことがあ
ります。

●車外でもドアやドアガラスに近づきすぎ
た場合は、エンジンの始動が可能になる
ことがあります。

 警告
● エンジンを始動する前にペダルの位
置を確認する。
ペダルの踏み間違いは思わぬ事故に
つながります。右足でアクセルペダ
ルとブレーキペダルを交互に踏み、
その位置を確実に覚えてください。

● 換気の悪い場所では、暖機運転をし
たりエンジンをかけたままにしたり
しない。
排気ガスが車両周辺に滞留したり、
車室内に侵入したりすることで、一
酸化炭素中毒になるおそれがありま
す。一酸化炭素を吸い込むと、意
識が薄れて事故につながるおそれが
あるほか、死亡または重大な傷害に
つながるおそれがあります。

● エンジンを始動するときは、必ず運
転席に座る。
運転席以外から行うと、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

● セレクトレバーの操作は必ずエンジ
ンが始動したことを確認してから行
う。（オートマチック車）
スターターモーターが回転中にセレ
クトレバーを操作すると、エンジン
始動が中止され、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
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クラッチ・スタートシステム（マニュア
ル車）
●マニュアル車は、クラッチペダルを踏み
込んだ状態で＜エンジンスイッチ＞を押
さないと、エンジンが始動できません。

エンジンの始動のしかた
1. アクセルペダル、ブレーキペダルお

よびクラッチペダル（マニュアル
車）の位置を確認し、正しい運転
姿勢（ P.14）がとれるようにハ
ンドル、シート、ミラーを調節し
ます。

2. オートマチック車
パーキングブレーキがかかっている
ことと、シフトポジションが に
入っていることを確認します。
シフトポジションが でも始動でき
ますが、安全のため必ず で始動し
てください。
マニュアル車
パーキングブレーキがかかっている
ことと、シフトポジションがNであ
ることを確認します。

3. オートマチック車
ブレーキペダル をしっかりと踏み
込みながら、＜エンジンスイッチ＞
を1回押します。
マニュアル車
ブレーキペダル をしっかりと踏み
込みながら、アクセルペダルを踏ま
ずにクラッチペダル をいっぱいに
踏み込んで、＜エンジンスイッチ＞
を1回押します。

エンジンの停止のしかた
1. ブレーキペダルを踏んで、車両を完

全に停車させます。
2. ブレーキペダルを踏んだままパーキ

ングブレーキをかけます。
パーキングブレーキのかけかた  

(P.124)
3. オートマチック車はセレクトレバー

にある＜P＞スイッチを押し、マ

ニュアル車はシフトポジションをN
にします。
セレクトレバーの操作  (P.115)

シフトレバーの操作  (P.120)
4. ＜エンジンスイッチ＞を押します。

電源ポジションがOFFになり、エ
ンジンが停止します。

電源ポジションの切り替えかた
●ブレーキペダルを踏まずに＜エンジンス
イッチ＞を押すと、次のように電源ポジ
ションが切り替わります。

●インテリジェントキーを携帯していると
きに、次の作動をします。
― ブレーキペダルを踏まずに＜エンジン
スイッチ＞を押すと、モードが切り
替わります。

― オートマチック車はブレーキペダル、
マニュアル車はクラッチペダルを踏み
ながら＜エンジンスイッチ＞を押す
と、エンジンが始動します。

― エンジンが始動中に＜エンジンスイッ
チ＞を押すと、エンジンが停止しま
す。

モード 働き

OFF
（LOCK※）

● 電源が切れる位置
※：いずれかのドアを開閉
するとハンドルがロックさ
れます。

Acc ● オーディオ、ドアミ
ラーなどが使える位置

ON ● すべての電装品が使え
る位置
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エンジンの非常停止のしかた

緊急時など、走行中に強制的にエンジンを
停止させるときは、次のいずれかの操作を
行ってください。
●＜エンジンスイッチ＞をすばやく3回押
す。

●＜エンジンスイッチ＞を2秒以上押し続
ける。

 アドバイス
● エンジンを止めたままオーディオな
どを長時間つけておいたり、電源ポ
ジションをAccまたはONにしたま
ま長時間放置しないでください。
バッテリーがあがり、エンジンの始
動やハンドルロック（ステアリング
ロック）の解除ができなくなりま
す。

● 次の条件がそろうと自動的に電源ポ
ジションがOFFになります。
― 電源ポジションがONのまま約10
分経過、またはAccのまま約30
分経過したとき

― 全ドアが閉まっているとき
― シフトポジションが のとき
（オートマチック車）

 知識
● 電源ポジションがOFFのとき、ハ
ンドルロック（ステアリングロッ
ク）がかかっていない場合は、い
ずれかのドアを開けるか、または閉
めるとハンドルロック（ステアリン
グロック）が作動します。
ハンドルがロックし、エンジン

の始動ができないときは  (P.218)

 警告
● 非常停止を行うときは、可能な限り
減速してから行う。
非常停止後は、ブレーキの効きが悪
くなり、ハンドルも重くなるため、
車両のコントロールが難しくなりま
す。



運転する
運
転
の
し
か
た

115☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

運転する

セレクトレバー（オートマチック
車）

エンジンが始動しているとき、すべてのシ
フトポジションに切り替えることができま
す。セレクトレバーを操作したあとは、
目的のシフトポジションに切り替わってい
ることを必ず確認してください。

セレクトレバーの操作

●セレクトレバーが中央にないときは、
＜P＞スイッチを押しても に切り替え
られません。

●シフトポジションを に切り替えるとブ
ザーが鳴ります。

●次の操作は無効とみなされ、ブザーが鳴
るとともにシフトポジションは に切り
替わります。
― 前進中にシフトポジションを に切り
替える

― 後退中にシフトポジションを に切り
替える

●以下の条件が重なったとき、シフトポジ
ションが自動で に切り替わる場合があ
ります。
― 運転席シートベルトを外したとき
― 運転席ドアを開けたとき

●この車両にはオートP機能があります
が、電制シフトが故障した場合は、シ
フトポジションが 以外で電源ポジショ
ンをOFFにしようとしても、ブザーが

 警告
● セレクトレバーの操作は必ずエンジ
ンが始動したことを確認してから行
う。
スターターモーターが回転する前に
セレクトレバーを操作すると、目的
のシフトポジションに切り替わら
ず、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

 注意
● セレクトレバーには物を掛けない。
車両が突然発進するなど、事故の原
因になるおそれがあります。

 アドバイス
● セレクトレバーは、操作後に手を離
すと中央に戻ります。中央の位置以
外で保持し続けないでください。故
障の原因になります。

セレクトレバーにある＜P＞
スイッチを押します。
ブレーキペダルを踏みなが
ら、ボタンを押して車両前
方へ2段階スライドさせま
す。
のときは、ブレーキペダ

ルを踏みながら車両前方、
または車両後方に1段階スラ
イドさせ、しばらく保持し
ます。
・ のときは、ブレーキペ

ダルを踏みながら車両前方
に1段階スライドさせ、しば
らく保持します。
のときは、ブレーキペダ

ルを踏みながら車両後方に1
段階スライドさせ、しばら
く保持します。
ブレーキペダルを踏みなが
ら、車両後方に2段階スライ
ドさせます。

（マニュア
ルモード）

のときに車両後方に2段階
スライドさせると に切り
替わります。もう一度2段階
スライドさせると に戻り
ます。
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鳴り、電源ポジションをOFFに切り替
えられません。電源ポジションをOFF
にできないときは、次の操作を行ってく
ださい。
― 停車してパーキングブレーキをかけ
ます。

― ブレーキペダルを踏み込みながら
＜エンジンスイッチ＞を押して、電
源ポジションをONに切り替えます。

― セレクトレバーにある＜P＞スイッ
チを押して に切り替えます。

― ＜エンジンスイッチ＞を押して、
OFFに切り替えます。

各シフトポジションの機能

●シフトポジションを に切り替えずに電
源ポジションをOFFにすると、自動的
にシフトポジションが に切り替わりま
す。（オートP機能）

マニュアルモードの使いかた
のときにシフトポジションを に切り替

えたり、パドルシフトを操作したりすると
マニュアルモードになります。
（ポジションインジケーターに、シフトポ
ジションを表示します。）
●安全や走行性能を確保するために、セレ
クトレバーまたはパドルシフトを操作し
ても希望するギヤに変速しなかったり、
シフトポジションが自動的に切り替わる
場合があります。

●セレクトレバー、またはパドルシフトを
操作しても希望するギヤに変速しない場
合は、ポジションインジケーターが点滅
しブザーが鳴ります。

●車両が停止すると、1速へ自動的にシフ
トダウンします。

■ 各シフトポジションの働き

■ 各シフトポジションの限界速度

シフトポジションを切り替えるときは、エ
ンジンを回転させすぎないために、下表の
速度を超えないようにしてください。

シフトポジ
ション 役割

駐車およびエンジンを始
動するとき
後退するとき
動力が伝わらない状態
通常走行するとき
レンジ
パドルシフトの操作で1
速から9速を任意に選択
して走行できます。

 知識
シフトアップインジケーター
● シフトアップインジケーター
（ P.122）を設定すると、シフ
トアップタイミングの目安になりま
す。

シフトポジ
ション 働き

1
1速に固定されます。よ
り強いエンジンブレーキ
が必要なときに使いま
す。

2
2速に固定されます。強
いエンジンブレーキが必
要なときに使います。

3
3速に固定されます。エ
ンジンブレーキが必要な
ときに使います。

4
4速に固定されます。下
り坂で軽いエンジンブ
レーキをかけたいときな
どに使います。

5 5速に固定されます。
6 6速に固定されます。
7 7速に固定されます。
8 8速に固定されます。
9 9速に固定されます。

 注意
● 限界速度を超えると、エンジンが破
損するおそれがあります。

シフトポジション 限界速度（km/h）
1速 50

2速 80

3速 120

シフトポジ
ション 働き
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■ 切り替えかた

●シフトポジションを に切り替えるか、
パドルシフトを操作します。
（ポジションインジケーターの表示が
からギヤポジション表示に変更しま

す。）

●パドルシフトを手前に引いて操作しま
す。
― シフトポジションアップ
右側のパドルシフトを引きます。

― シフトポジションダウン
左側のパドルシフトを引きます。

●パドルシフトを操作しても希望するギヤ
に変速できない場合があります。そのと
きはポジションインジケーターが点滅
し、ブザーが鳴ります。
ポジションインジケーター  (P.42)

●シフトポジションが で走行中（約
10km/h以上）のとき、パドルシフト
で切り替えられます。

■ 解除のしかた

シフトポジションが のとき
●シフトポジションを に切り替えます。

シフトポジションが でパドルシフト操作
によりマニュアルモードにしたとき
●パドルシフトを約2秒間、手前に引き続
けます。

●次の場合は、自動的にマニュアルモード
が解除されます。
― 変速操作をしないで、しばらく走行
したとき

― 車速が約10km/h以下になったとき

ローンチコントロール

ローンチコントロールについて4速 180

5速 180

6速 180

7速 180

8速 180

シフトポジション 限界速度（km/h）

 警告
● 交通ルールやマナーを守って運転す
る。
周囲の交通状況や路面状態から判断
して安全が確保できるときのみ使用
してください。

● 濡れた路面のような滑りやすい状況
では使用しない。
急激なタイヤスリップによってハン
ドルを取られるおそれがあり危険で
すので使用しないでください。

● 改造はしない。
ローンチコントロールは、エンジ
ン・トランスミッション（オート
マチック車）・VDCの制御だけで
なく、タイヤなどのセッティングも
含めて開発されています。よって改
造すると車両のバランスが崩れ、性
能が発揮できないだけでなく、トラ
ンスミッションなどのパワートレイ
ン系部品が破損するおそれがありま
す。

 知識
● エンジン冷却水やトランスミッショ
ンオイルの温度が低いときや高いと
きは使用できません。
使用できる範囲は以下のとおりで
す。
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オートマチック車はドライブモードを
［SPORT］（NISMO仕様車以外）／
［SPORT+］（NISMO仕様車）に切り
替え、マニュアル車は＜Sモードスイッ
チ＞をONにして所定の操作を行うと、停
車状態からの発進加速性能を楽しめます。
ローンチコントロールを使用するときは、
むち打ちなどに注意してください。また、
正しい運転姿勢がとれるよう、ハンドル、
シート、ミラーを調整してください。

■ 使いかた

オートマチック車
1. ＜ドライブモードセレクター＞を操

作して、ドライブモードを
［SPORT］（NISMO仕様車以
外）／［SPORT+］（NISMO仕
様車）に切り替えます。

2. シフトポジションを に切り替えま
す。

3. 左足でブレーキペダルをしっかり踏
み込みます。

4. 左右のパドルシフトを同時に手前に
引きながら、右足でアクセルペダル
をすばやくいっぱいに踏み込みま
す。

5. アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに［ローンチコントロー
ル］と表示されます。
表示を確認したら、パドルシフトか
ら手を放してください。

6. アクセルペダルを踏み込んでから6
秒以内にブレーキペダルを離しま
す。

マニュアル車
1. ＜Sモードスイッチ＞をONにしま

す。
2. 左足でクラッチペダルをしっかり踏

み込みます。
3. シフトポジションを1速にします。
4. 右足でアクセルペダルをすばやく

いっぱいに踏み込みます。
5. アドバンスドドライブアシストディ

スプレイに［ローンチコントロー
ル］と表示されます。

 知識
― エンジン冷却水温度：

60℃以上～100℃以下
― トランスミッションオイル温度：

60℃以上～100℃以下（オート
マチック車）

● 性能は、路面状態や気温によるタイ
ヤスリップの大小や、気温によるエ
ンジン出力の増減によって変化する
ことをご承知おきください。

● タイヤが冷えているため本来の性能
を発揮できないときや、濡れた路面
のような滑りやすい状況では、安全
を確保するためブレーキをかけた
り、エンジン出力を抑えるVDC制
御が入る場合があります。

● ローンチコントロールを多用する
と、通常の発進時に比べ、パワー
トレイン系部品に大きな負担がかか
ります。特にマニュアル車のクラッ
チは摩耗や劣化の進行が早まりま
す。

 アドバイス
● ブレーキペダルの踏み込み力が弱い
ためにホイールスピンが発生した場
合、安全上の理由から制御システム
が作動します。

 アドバイス
● パドルシフトを引いた状態で車両が
発進した場合、ローンチコントロー
ルが解除され、マニュアルモードに
なります。
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6. アクセルペダルを踏み込んでから6
秒以内に、すばやくクラッチをつな
いで発進します。

7. 発進後はアクセルペダルを戻さず、
クラッチとシフトレバーの操作のみ
でシフトアップが可能です。
アクセルペダルを離すと、ローンチ
コントロール機能が終了します。

ドライブモードセレクター（オー
トマチック車）

複数のドライブモードがあります。目的に応
じて使い分けてください。

ドライブモードについて

 アドバイス
● ［ローンチコントロール］と表示さ
れているときに、ステアリングス
イッチの＜CANCEL＞スイッチを6
秒以内に＜RES+＞方向、または
＜SET-＞方向に押すことで、設定
エンジン回転数を変更できます。
（＜CANCEL＞スイッチを操作する
ごとに、500rpm変更されます）

● 初期設定のエンジン回転数は
3,000rpmで、最大5,000rpmま
で変更できます。

● 設定は、エンジンを再始動しても維
持されます。

 警告
● ［SPORT］または［SPORT＋］
（NISMO仕様車）のときは、ハ
ンドルが路面からの影響を受けやす
くなり、ハンドルがとられやすくな
ります。状況に応じて、
［STANDARD］に切り替えてく
ださい。 

● ［SPORT］／［SPORT+］
（NISMO仕様車）で走行するとき
は周囲の状況に十分注意し、安全運
転を心がける。
― ＜ドライブモードセレクター＞で
ドライブモードを［SPORT］／
［SPORT+］（NISMO仕様
車）に設定すると、同じ状況で
も［STANDARD］に比べて
VDCの制御が抑えられ、VDCが
作動しない場合があります。

― 滑りやすい路面やカーブの手前で
は、特に速度を落としてくださ
い。

ドライブモー
ド 特徴

［SPORT+］
（NISMO
仕様車）

● ［SPORT］に対して、
さらにエンジンやトラ
ンスミッションのレス
ポンスが向上し、より
路面からの情報がダイ
レクトに伝わるステア
リングフィールになり
ます。

● 発進加速性能を高める
ローンチコントロール
が使用できます。
ローンチコントロー

ルについて  (P.117)

［SPORT］

● ［STANDARD］に対
して次の項目が変化し
ます。
― トランスミッション
の変速レスポンス

― ステアリングの操作
フィーリング

― VDC制御
― サウンド特性

● 発進加速性能を高める
ローンチコントロール
が使用できます。
（NISMO仕様車以外）
ローンチコントロー

ルについて  (P.117)

［STANDARD］ 通常走行に最適な標準的
制御のモード。
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モードの切り替えかた

●電源ポジションがONのとき、＜ドライ
ブモードセレクター＞を操作すると、選
択可能なドライブモードがアドバンスド
ドライブアシストディスプレイに表示さ
れます。

●モードの設定は、電源ポジションをON
にするたびに［STANDARD］モード
に戻ります。

●［SPORT］または［SPORT+］
モードにすると、サウンドエフェクトが
鳴ります。（NISMO仕様車）
アクティブ・サウンド・コントロー

ルについて  (P.206)

シフトレバー（マニュアル車）

シフトレバーの操作

●クラッチペダルを踏んでからシフトレ
バーを動かします。

● 1速で発進し、車のスピードに合わせ
て、2速から順に6速に変速します。

●後退するときは、車を完全に停止させた
あと、Rに入れます。（シフトレバー
を押し下げながらRに入れます。）

●駐車するときはシフトポジションをNに
入れ、パーキングブレーキをかけます。

●上り坂で駐車するときはシフトポジショ
ンを1速、下り坂ではRに入れてくださ
い。

●信号待ちなど短時間の停車をするとき
は、ブレーキペダルを踏んだままNに入
れ、クラッチペダルから足を離してくだ
さい。

●シフトレバーを押し下げないと、Rに入
りません。

●Nに戻すと、シフトレバーは元の高さに
戻ります。

 注意
● 走行中に＜ドライブモードセレク
ター＞や画面を注視しない。
前方不注意となり思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 アドバイス
● ＜ドライブモードセレクター＞を操
作してもモードが切り替わらない場
合は、システムの異常が考えられま
す。日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

 注意
● 滑りやすい路面では不要なシフトダ
ウンをしない。
タイヤがスリップして思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● Rに入れるときは、車両が完全に停
止したことを確認する。

 アドバイス
● 必ずクラッチペダルを完全に奥まで
踏み込んでからシフトレバーを操作
してください。ペダルを奥まで踏ま
ずに操作すると、トランスミッショ
ンを破損するおそれがあります。
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各シフトレバー位置の働き

各シフトポジションの限界速度

シフトレバーを操作するときは、エンジン
を回転させすぎないために、下表の速度を
超えないようにしてください。

シンクロレブコントロール（マ
ニュアル車）

シンクロレブコントロールについて
変速するときに、シフトレバー位置や車速か
ら目標エンジン回転数を算出し、変速後のエ
ンジン回転数に制御します。すばやくかつク
ラッチペダルを離したときのショックが小さ
い変速を可能にするシステムです。
●＜Sモードスイッチ＞がONのときに作動
します。

●シフトレバーとクラッチペダルの操作
は、通常のマニュアル車と同じです。

● 1速では作動しません。
●シフトチェンジの操作ミスをカバーする
ための機能ではありません。

●オーバーレブを防止するための機能では
ありません。

シンクロレブコントロールの使いか
た

●＜Sモードスイッチ＞を押すと、システ
ムが作動します。
（メーター内のポジションインジケー
ターに［S］が点灯）

シフトポジ
ション 働き

N（ニュー
トラル） エンジンを始動する

1速
車を走り出させるとき、ま
たは大きな力や、強いエン
ジンブレーキが必要なとき
に使う

2速、3速
加速していくとき、または
普通走行から減速しエンジ
ンブレーキをかける

4速、5
速、6速 普通走行や高速走行する

R（リバー
ス） 後退させる

 注意
● エンジンブレーキを使うときなどシ
フトダウンするときは、限界速度以
下で変速する。

● 限界速度を超えると、エンジンを破
損するおそれがあります。

シフトポジション 限界速度（km/h）
1速 59

2速 96

3速 137

4速 175

5速 180

シフトポジション 限界速度（km/h）



運転する

運
転
の
し
か
た

122

●解除するときは、スイッチを約1秒以上
押します。
（メーター内のポジションインジケー
ターの［S］が消灯）
シフトアップするとき
●変速後のシフトレバー位置に応じたエン
ジン回転数よりも下回らないようにエン
ジン回転数を制御します。
シフトダウンするとき
●アクセルペダルを踏まなくても、変速後
のシフトレバー位置に応じたエンジン回
転数に制御され、クラッチペダルを離し
たときのショックをやわらげます。

ギヤが入っている状態でクラッチを切った
とき
●クラッチペダルを踏んだときのシフトレ
バー位置のエンジン回転数に制御し、ク
ラッチペダルを離したときのショックを
やわらげます。

シフトアップインジケーター
どのギヤからでも一定のエンジン回転数でシ
フトアップしたいとき、シフトアップタイミ
ングの目安として使用します。

シフトアップインジケーターについ
て

●設定したエンジン回転数に近づくと、シ
フトアップインジケーターが緑→黄→赤
の順番で点灯、または点滅します。

●設定したエンジン回転数になるとシフト
アップインジケーターが点灯します。

設定のしかた

 アドバイス
● エンジン回転数が下がるまでには多
少時間がかかるため、クラッチペダ
ルを早く操作した場合に大きな
ショックが発生することがありま
す。

 アドバイス
● クラッチペダルは奥までしっかりと
踏み込んでください。作動開始が遅
くなるおそれがあります。

● 走行中にクラッチペダルを踏み込ん
だままでいると、シフトレバー位置
の回転数に制御するため、回転数が
高いままになることがありますが異
常ではありません。

● シフトポジションがNで走行中にク
ラッチペダルを踏み込んだままにす
ると、約2秒間作動し、エンジン
回転数が高い状態になり、その後ア
イドル回転数まで下がりますが異常
ではありません。

● エンジン水温が低いときは適切なエ
ンジン回転数になるまでの時間が長
くなり、回転数がずれることがあり
ますが異常ではありません。

● シフトポジションがRのときはSモー
ドインジケーターが点灯していても
作動しません。

● 本システムでは各シフトレバー位置
の限界速度（ P.121）までしか
制御しません。

 注意
● 設定した回転数とタコメーターの表
示に若干のずれが生じる場合があり
ます。
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●シフトアップインジケーターは、スポー
ツ表示のときに設定できます。
各部名称（スポーツ表示）  (P.40)

●メーターがスポーツ表示のとき、
＜OK＞スイッチを回し［Shift Up 
Indicator］を選択し＜OK＞スイッチを
押すと、シフトアップインジケーターの
設定を変更することができます。

カスタマイズモード
●＜OK＞スイッチを回し［カスタマイ
ズ］を選択します。

● 5,200～8,500rpmの範囲で設定できま
す。

●設定回転数は100rpm単位で切り替わり
ます。

●機能を停止する場合は、距離表示を
［---］に合わせ＜OK＞スイッチを押し
決定します。

自動モード
●＜OK＞スイッチを回し［自動］を選
択すると、最適な位置でシフトアップイ
ンジケーターが点灯します。

OFFモード
●機能を停止することができます。
●＜OK＞スイッチを回し［OFF］を選
択すると、シフトアップインジケーター
が非表示になります。

■ 点灯・点滅のしかた

シフトアップインジケーターの表示色が黄
色に点灯したら、シフトアップタイミング
が近いことをお知らせします。

シフトアップインジケーターの表示色が赤
色に点灯したら、すばやくシフトアップを
行ってください。

 アドバイス
● シフトアップインジケーターが赤色
で点滅すると、エンジン保護のため
燃料供給が制限されます。

モード 表示色 表示タイミング

カスタ
マイズ

緑色

設定回転数の約
1,800～

2,400rpm手前から
点灯

黄色
設定回転数の約
600～1,200rpm
手前から点灯

赤
（点灯）

設定回転数になると
点灯

自動

緑色 各シフトポジション
によって、点灯する
回転数が自動で設定

されます。

黄色
赤

（点灯）
赤

（点滅）
最高エンジン回転数

付近
OFF 非表示 —

モード 表示色 表示タイミング
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パーキングブレーキ
パーキングブレーキをかけると後輪が固定さ
れます。

パーキングブレーキのかけかた

●右足でブレーキペダルを踏みながら、左
手でパーキングブレーキレバーをいっぱ
いに引きます。

パーキングブレーキの解除のしかた

●右足でブレーキペダルを踏みながら、左
手でパーキングブレーキレバーを少し引

き上げながらボタンを押し、レバーを戻
します。

●パーキングブレーキをかけたまま走行す
ると、パーキングブレーキ戻し忘れ警告
（ P.232）が表示され、パーキング
ブレーキ戻し忘れ警報が鳴ります。

発進・走行（オートマチック車）

発進するときの注意事項

発進のしかた
1. ブレーキペダルを踏んだまま＜エン

ジンスイッチ＞を押して始動しま
す。

2. ブレーキペダルを右足でしっかりと
踏んだまま、セレクトレバーを車両
後方に2段階スライドさせ、シフト
ポジションを または （マニュア
ルモード）に切り替えます。
セレクトレバーの操作  (P.115)

 警告
● パーキングブレーキをかけたまま走
行しない。
ブレーキが過熱することによって、
ブレーキの効きが悪くなり、思わぬ
事故につながるおそれがあります。

● 窓から身を乗り入れてパーキングブ
レーキを解除しない。
車両が動き出したときにブレーキペ
ダルを踏めず、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

 アドバイス
● 駐車するときは、必ずパーキングブ
レーキをかけてください。

 警告
● 発進するときは、アクセルペダルを
踏んだままセレクトレバーを操作し
ない。
急発進し、重大な事故につながるお
それがあります。

● 停車中、シフトポジションが 、
以外に入っているときは、ブレー

キペダルをしっかりと踏む。
クリープ現象により車が動き出し、
事故につながるおそれがあります。
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3. ブレーキペダルを右足でしっかりと
踏んだまま、パーキングブレーキを
解除します。
パーキングブレーキの解除のしか

た  (P.124)
4. ブレーキペダルを徐々にゆるめ、ア

クセルペダルをゆっくり踏み発進し
ます。

●急な上り坂で発進するときは、ヒルス
タートアシスト（ P.137）が作動し
ます。

●緩やかな坂道ではヒルスタートアシスト
が作動しない場合がありますが、自動的
に車両の後退を抑制する機能が働き、一
定の車速以上では後退しないように制御
します。

走行するときの注意事項

走行のしかた
●シフトポジションを にしたまま走行し
ます。

●アクセルペダルとブレーキペダルの操作
で、加速、減速を行います。
アクセルペダルの踏み加減と走行速度や
走行状況などにより、適切なギヤに自動
変速されます。

●高速道路の入り口などで急加速したいと
きは、アクセルペダルをいっぱいに踏み
込みます。
キックダウンし急加速します。

●上り坂では速度が下がってきたら、シフ
トポジションは のままでアクセルペダ
ルを踏み込みます。
坂の勾配に応じて、自動的に低速ギヤに
切り替わり、低速ギヤを保持します。

●アクセルペダルの踏み加減と走行速度に
より、キックダウンすることがありま
す。

 警告
● 下り坂ではフットブレーキとエンジ
ンブレーキを併用する。
シフトポジションが のとき、低速
ギヤを保持してエンジンブレーキが
効きやすい状態に制御しますが、ス
ピードが出すぎるときは坂の勾配に
応じてマニュアルモードに入れてく
ださい｡
フットブレーキだけを使い続ける
と、フットブレーキに負担がかか
り、過熱してブレーキの効きが悪く
なるおそれがあります。必ずエンジ
ンブレーキを併用してください。

● 低速ギヤを保持しない場合は、坂の
勾配に応じてマニュアルモードを低
速ギヤに入れる。
アクセルペダルを深く踏み込んだ高
負荷な状態で長く走り続けると、低
速ギヤを保持しない場合がありま
す。その場合には、坂の勾配に応
じてマニュアルモードを低速ギヤに
入れてください。

● 下り坂ではフットブレーキとエンジ
ンブレーキを併用する。
ブレーキペダルを踏み続けると、ブ
レーキが過熱して効きが悪くなるお
それがあり危険です。坂の勾配に応
じてエンジンブレーキを併用してく
ださい。

● 滑りやすい路面では、急激なエンジ
ンブレーキは効かせない。
タイヤがスリップするおそれがあり
危険です。

● 走行中はシフトポジションを に切
り替えない。
エンジンブレーキが全く効かなくな
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。また、トランスミッ
ションが故障する原因となります。

 アドバイス
● 上り坂ではクリープ現象を利用した
停車や、アクセルペダルを踏みなが
ら停車状態を保つような停車はしな
いでください。車両故障につながる
おそれがあります。

● 上り坂でシフトポジションを また
は のまま故意に車両を後退させた
り、下り坂で のまま故意に車両を
前進させたりしないでください。車
両故障につながるおそれがありま
す。

● 冠水路など深い水たまりは無理に走
行しないでください。エンジン破損
や車両故障につながるおそれがあり
ます。

● 浸水・冠水被害に遭われた場合は、
車両故障につながるおそれがあるた
め、すみやかに日産販売会社で点検
を受けてください。
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●自動変速の回数が多いときは、坂の勾配
に応じてマニュアルモードに入れると、
変速回数が少ないなめらかな走行ができ
ます。

●下り坂では、エンジンブレーキを併用し
て走行します。シフトポジションが で
も、アクセルペダルを戻すと自動的にエ
ンジンブレーキが得られます。
また坂の勾配に応じて強いエンジンブ
レーキが必要な場合は、マニュアルモー
ドに入れます。
勾配の緩い下り坂では、マニュアルモー
ドの5速または4速にすると、軽いエン
ジンブレーキが得られます。

●走行中にセレクトレバーにある＜P＞ス
イッチを押した場合は、操作が無効とな
ります。（ブザーが鳴り、操作前のシ
フトポジションが維持されます。）

停車・駐車（オートマチック車）

停車・駐車の注意事項

 警告
● 駐車するときは、ガスライターなど
に注意する。
操作部が露出しているガスライター
をグローブボックスなどの小物入れ
に入れておいたり、床やシートのす
き間に落としたままにしたりしない
でください。荷物を押し込んだとき
やシートを動かしたときに、ガスが
噴出して火災につながるおそれがあ
ります。
また、ライターを使用したあと、
すぐに収納すると火災を起こすおそ
れがあります。

● 停車中の空ぶかしはしない。
万一、シフトポジションが 、 以
外に入っていると急発進し、思わぬ
事故につながるおそれがあります。
停車後に再発進するときは、シフト
ポジションの位置を目で確認してく
ださい。

● 換気の悪い場所では、エンジンを始
動したままにしない。

排気ガスが車両周辺に滞留したり、
車室内に侵入したりすることで、一
酸化炭素中毒になるおそれがありま
す。一酸化炭素を吸い込むと、意
識が薄れて事故につながるおそれが
あるほか、死亡または重大な傷害に
つながるおそれがあります。

● 車から離れるときは、必ずシフトポ
ジションを にして、エンジンを停
止する。
エンジンがかかったままで、シフト
ポジションが 、 以外だと、ク
リープ現象で車が動き出したり、
誤ってアクセルペダルを踏み込むと
急発進し、思わぬ事故につながるお
それがあります。

● 坂道などでシフトポジションを 、
または に入れたまま惰性での後退
をしたり、 に入れたまま惰性での
前進をしない。
エンジンが止まり、極度にハンドル
の操作力が重くなります。また、
ブレーキの効きが悪くなり、思わぬ
事故につながるおそれがあります。

 注意
● 枯れ草、紙、木材、油など燃えや
すい物の上や近くには駐停車しな
い。
排気管や排気ガスは高温になるため
着火するおそれがあり危険です。

● 長期間車両を駐車していると、小動
物が巣を作り、思わぬ火災につなが
る可能性があるので注意する。
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停車・駐車のしかた
1. 停車するときは、シフトポジション

は または のままで、ブレーキペ
ダルをしっかりと踏みます。

2. そのまま駐車するときは、ブレーキ
ペダルを踏んだままパーキングブ
レーキをかけます。
パーキングブレーキのかけかた  

(P.124)
3. ブレーキペダルを踏んだままセレク

トレバーにある＜P＞スイッチを押
し、シフトポジションを に切り替
えます。

4. ＜エンジンスイッチ＞を1回押す
と、エンジンが停止します。

 注意
● エアコン使用時はエンジン回転数が
変動するため、クリープ現象が断続
的に強くなることがあるので注意す
る。
ブレーキペダルを特にしっかりと踏
んでください。

 アドバイス
● 炎天下で駐車するときは、車室内に
ライターや炭酸飲料の缶、サングラ
ス、カメラなどを置いたままにしな
いでください。車室内が高温にな
り、爆発したり変形したりするおそ
れがあります。
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ランプをつける、ワイパーを使う

ライトスイッチ

ライトスイッチの注意事項

ライトスイッチの使いかた

スイッチを回すと、次のように点灯、消
灯します。

●車幅灯、尾灯、番号灯が点灯している
ときはメーター内のテールランプ表示灯
［ ］が点灯します。

●通常時は＜AUTO＞の位置で使用してく
ださい。

●ヘッドランプ、制動灯などは、雨天走
行や洗車などにより、レンズ内面が一時
的にくもることがありますが異常ではあ
りません。

バッテリーセーバー
●ランプを点灯したまま電源ポジションを

OFFにし、リモコンまたはドアハンド
ルのスイッチで施錠すると、バッテリー
あがりを防止するためランプが消灯しま
す。次回、次の操作を行うとランプが
再点灯します。
― 電源ポジションをAccにする

― ライトスイッチを操作する
オートレベライザー
●ヘッドランプが下向き点灯時に乗車人員
や荷物量の違いにより車両姿勢が変化す
ると、自動的に照射方向を調整するシス
テムです。

デイタイムランニングランプ
●周囲の車や歩行者などからの視認性を向
上させます。

●電源ポジションがONでライトスイッチ
が＜AUTO＞の位置のとき、車幅灯、
尾灯、番号灯が消灯しているとデイタイ
ムランニングランプが点灯します。

●パーキングブレーキをかけているとデイ
タイムランニングランプは点灯しません
が、パーキングブレーキを解除すると点
灯します。また、デイタイムランニン
グランプが点灯しているときにパーキン
グブレーキをかけてもデイタイムランニ
ングランプは消灯しません。

●次の場合はデイタイムランニングランプ
が消灯します。
― 車幅灯、尾灯、番号灯が点灯してい
るとき

― 停車時にライトスイッチを＜ ＞の
位置に回して1.5秒以上保持したとき

ヘッドランプ消し忘れ警報
●電源ポジションがON以外の位置で運転
席ドアを開けたとき、次の場合にブザー
が鳴ります。
― ライトスイッチが＜ ＞の位置にあ
るとき

 アドバイス
● エンジン停止時に長時間点灯させな
いでください。バッテリーがあがる
おそれがあります。

スイッチ位
置 点灯するランプ

＜ ＞

（＜ ＞の
位置にして
も手を離す
と自動で
＜AUTO＞
の位置に戻
ります。）

停車時に＜ ＞の位置に
回すと車幅灯、尾灯、番号
灯のみが点灯します。
停車時に＜ ＞の位置に
回して1.5秒以上保持する
と、全ランプが消灯します。
走行を開始すると周囲の明
るさに応じて、ランプが自
動点灯・消灯します。

＜AUTO＞
ヘッドランプ、車幅灯、尾
灯、番号灯、デイタイムラ
ンニングランプが自動点
灯・消灯します。

＜ ＞ ヘッドランプ、車幅灯、尾
灯、番号灯が点灯します。
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― ライトスイッチを＜ ＞の位置に回
して、メーター内のテールランプ表
示灯［ ］が点灯しているとき

＜ ＞の使いかた

●ライトスイッチは＜ ＞の位置に回し
ても手を離すと自動で＜AUTO＞の位置
に戻ります。

●ライトの点灯状態は次のとおりです。
ライトスイッチを＜ ＞の位置に回した
とき
●停車時にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回すと車幅灯、尾灯、番号灯のみ
が点灯します。

●停車時にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回しても、走行すると周囲の明るさ
に応じてヘッドランプが自動点灯しま
す。

●走行中にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回すと、周囲が明るいときは車幅
灯、尾灯、番号灯のみが点灯します。
周囲が暗いときにヘッドランプが点灯し
ているときは、ライトスイッチを
＜ ＞の位置に回しても、点灯してい
るヘッドランプを消灯できません。（停
車時のみ消灯可能です。）

ライトスイッチを＜ ＞の位置に回して
1.5秒以上保持したとき
●停車時にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回して1.5秒以上保持すると、全ラ
ンプが消灯します。

●停車時にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回して1.5秒以上保持しても、走行

すると周囲が暗いときは、ヘッドラン
プ、車幅灯、尾灯、番号灯が点灯しま
す。

●走行中にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回して1.5秒以上保持しても、点灯
しているランプを消灯できません。

次の操作をすると、AUTO（自動点灯・
消灯）に戻ります。
●再度ライトスイッチを＜ ＞の位置に
回す

●＜ ＞の位置にしてから＜AUTO＞の
位置にする

AUTO（自動点灯・消灯）の使いか
た

●電源ポジションがOFFのときは消灯しま
す。

●電源ポジションがONのときは次のよう
に作動します。

周囲が明るいとき
●停車中、走行中ともにデイタイムランニ
ングランプが点灯します。

周囲が暗いとき
●停車中、走行中ともにヘッドランプ、
車幅灯、尾灯、番号灯が自動点灯しま
す。

■ 薄暮れ感知「おもいやりライト」機能

●歩行者事故が多く発生している夕暮れ時
もランプを自動点灯します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［車両設定］
⇒［ライト/照明］⇒［オートライト

感度調整］を選択すると、オートライ
トシステム（薄暮れ感知「おもいやり
ライト」機能付）の点灯タイミングの
設定を変更することができます。
設定の詳細については、車両設定をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)

●センサーの上に物を置いたり、ガラスク
リーナーなどを吹きかけないでくださ
い。センサーの感度が低下し、正常に
作動しなくなります。

＜ ＞の使いかた

●ライトスイッチを＜ ＞の位置に合わ
せるとヘッドランプ、車幅灯、尾灯、
番号灯が点灯します。
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自動点灯ランプの消灯のしかた（車
両停車時）

●自動点灯したヘッドランプは走行中に消
灯できない仕様となっています。
ヘッドランプの消灯方法
●ライトスイッチを＜ ＞の位置に回す
と、ヘッドランプが消灯します。
すべてのランプの消灯方法
●ライトスイッチを＜ ＞の位置に回し
て1.5秒以上保持すると、全ランプが消
灯します。

ハイビームアシスト
先行車または対向車や周囲の明るさなどに
応じ、ハイビーム（上向き）とロービー
ム（下向き）が切り替わります。
約40km/h以上で走行中、ヘッドランプ
が点灯しているときに切り替えを行い、約
10km/h以下になるとロービーム（下向
き）に切り替わります。

ハイビームアシストをONにする方法

●ライトスイッチが＜AUTO＞の位置でレ
バーを車両前方に押すと、ハイビームア
シストがONになります。（メーター内
のハイビームアシスト表示灯［ ］
が点灯）

ハイビームアシストをOFFにする方法

次のいずれかの操作をすると、ハイビーム
アシストがOFFになります。
●ライトスイッチを＜AUTO＞の位置以外
にする…

●ライトスイッチを中立位置にする
（ロービームに切り替わります）…

■ マルチセンシングフロントカメラにつ
いて

フロントガラス上部に周囲の状況を感知す
るためのカメラがあります。
ハイビームアシストを正しく作動させるた
め、次のことをお守りください。
●フロントガラスが汚れたら清掃してくだ
さい。

●カメラの周辺にアクセサリーやステッ
カーなどを取り付けないでください。

●カメラのレンズには触れないでくださ
い。

●カメラおよびその周囲に強い衝撃を与え
ないでください。
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マルチセンシングフロントカメラの取り
扱い  (P.275)

ハイビームアシストの注意事項

照射範囲切り替え制御
●次のような原因で、上向きと下向きの切
り替わるタイミングが変化することがあ
ります。
― 対向車または先行車のランプの明るさ
― 対向車または先行車の向きや動き

― 対向車または先行車のランプが片側の
み点灯している

― 対向車または先行車が二輪車
― 道路状況（カーブや勾配、路面状況
など）

― 乗車している人数や荷物の量
●対向車または先行車を検知し、照射範囲
を切り替えているときにも、ヘッドラン
プ上向き表示灯＜ ＞が点灯すること
があります。（ハイビームの一部が点灯
しているため）
ヘッドランプ上向き表示灯（ P.52）

ハイビーム（上向き）への切り替え
かた

●ヘッドランプが点灯しているとき、ライ
トスイッチを車両前方に押すと、ハイ
ビームに切り替わります。

●元の位置（中立位置）に戻すとロー
ビームに戻ります。

 警告
● システムを過信しない。
常に周囲の状況を確認し、必要に応
じて上向きと下向きを手動で切り替
えてください。

● 次のようなときは、ハイビームアシ
ストが正しく作動しない場合がある
ため、必要に応じて上向きと下向き
を手動で切り替える。
― 悪天候のとき（雨、霧、雪な
ど）

― 薄暗い早朝や夕暮れなどの暗さが
不十分なとき

― カメラ前方のフロントガラスがく
もっていたり、汚れなどが付着し
たりしているとき

― カメラの向きがずれているとき
― 周囲にヘッドランプや尾灯に似た
光源があるとき

― 対向車または先行車が無灯火のと
き

― 対向車のヘッドランプが破損また
は汚れていたり、光軸がずれてい
るとき

― 自転車やバイクなど、ライトの明
るさや大きさが十分でないとき

― 歩行者など光を発しないもののと
き

― 明るさの急激な変化が連続してい
るとき

― 段差や起伏のある道路を走行して
いるとき

― カーブが多い道路を走行している
とき

― ミラーや標識など反射の強いもの
が前方にあるとき

― トレーラーやコンテナなど先行車
の後部の反射が強いとき

― パンクやけん引などで車両が傾い
ているとき

 アドバイス
● ハイビームアシストが正しく作動し
なかったり、作動中にメーターにハ
イビームアシスト表示灯［ ］ が
点灯しなかったりしたときは、ハイ
ビームアシストが故障しているおそ
れがあります。日産販売会社で点検
を受けてください。
ハイビームアシスト表示灯
（ P.53）
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●パッシングするときは、ライトスイッチ
の位置に関係なく、レバーを手前に引き
ます。

●ハイビームに切り替えているときは、
ヘッドランプ上向き表示灯＜ ＞が点
灯します。

●ライトスイッチが＜AUTO＞の位置でハ
イビームに切り替えると、ハイビームア
シスト（ P.130）がONになりま
す。

●ヘッドランプ、制動灯などは、雨天走
行や洗車などにより、レンズ内面が一時
的にくもることがありますが異常ではあ
りません。

方向指示器の使いかた

電源ポジションがONのとき使えます。

●右折または左折するときは、ライトス
イッチを の位置まで動かします。

●車線変更などのときは、ライトスイッチ
を の位置まで動かし軽く押さえます。
スイッチを押さえている間、方向指示器
が点滅します。
また、スイッチ の位置まで上または下
に押さえたあと、すぐに手を離したとき
は3回点滅し消灯します。（コンフォー
トフラッシャー機能）
設定の詳細については、車両設定をお読
みください。

その他の機能について

■ ウェルカムライト機能（フェアウェル
機能付）

●ドアの施錠・解錠時に、車幅灯、尾
灯、番号灯が点灯します。（施錠時約
10秒、解錠時約30秒）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［車両設定］
⇒［ライト/照明］⇒［ウエルカム
ヘッドライト］を選択すると、ウェル

カムライト機能（フェアウェル機能付）
の設定を変更することができます。
設定の詳細については、車両設定をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)
車両設定  (P.75)

フォグランプスイッチ
雨、霧、雪などで視界が悪いとき、尾灯の
補助として使用します。

リヤフォグランプの使いかた

●ヘッドランプが点灯しているときに使用
できます。

●＜ ＞をマークの位置に合わせます。
（スイッチから手を離すと自動的にOFF
の位置に戻ります。）

●消灯するときは、スイッチを再度操作し
ます。

 アドバイス
● 対向車があるときや市街地走行など
では下向きにしてください。

 アドバイス
● 方向指示器のランプとメーター内の
方向指示表示灯［ ］の点滅が
速くなったときは、日産販売会社で
点検を受けてください。
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●リヤフォグランプが点灯しているとき
は、リヤフォグランプ表示灯［ ］ 
が点灯します。

リヤフォグランプの注意事項

ワイパー・ウォッシャースイッチ
電源ポジションがONのとき使用できます。

フロントワイパーの使いかた

●スイッチを動かすと、次のように作動し
ます。

●＜MIST＞の位置では、スイッチを押し
上げている間ワイパーは作動し、手を離
すと自動的に＜OFF＞位置に戻り停止し
ます。

●間けつ作動の間隔は、車速が速くなると
短くなる車速感知式です。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［車両設定］
⇒［ワイパー］⇒［車速連動］を選
択すると、車速連動機能のON・OFF
を切り替えることができます。
設定の詳細については、車両設定をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)

ウォッシャーの使いかた

●スイッチを手前に引くと、ウォッシャー
液が噴射します。

●スイッチを引いている間はウォッシャー
液の噴射とワイパーの作動が続き、レ
バーを離すとワイパーが数回作動してか
ら停止します。

ワイパー・ウォッシャーを使うとき
の注意事項

 警告
● 晴天時は使用しない。
後続車の視界を悪くするおそれがあ
ります。

スイッチ
位置 作動

＜MIST＞
スイッチを上げている間作動
します。
手を離すと自動的にOFFに戻
ります。

＜OFF＞ 停止します。

＜INT＞
間けつで作動します。
スイッチを回し、ワイパーの
間けつ時間を調節します。

＜LO＞ 低速で連続して作動します。

＜HI＞ 高速で連続して作動します。

 警告
● 寒冷時は、ウォッシャー液を噴射す
る前に、ヒーターでガラスを温め
る。また、ウォッシャー液は外気
温に合わせた希釈割合にする。
寒冷時は、ガラスに吹きつけられた
ウォッシャー液が凍結し、視界を妨
げ、思わぬ事故につながるおそれが
あります。
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 アドバイス
● 雪が降りそうなときや降雪時にはワ
イパーアームを起こしておいてくだ
さい。ワイパーに雪が積もり、破
損するおそれがあります。

● ワイパー作動中、雪などの障害物に
よりワイパーが作動できなくなる
と、モーター保護のためにワイパー
の作動が停止することがあります。
その場合は、スイッチを＜OFF＞
にして障害物を取り除いたあと、
モーターが冷えるまで（約1分間）
待ってから、再度スイッチを操作し
てください。ワイパーが作動を開始
します。

● 凍結などでワイパーゴムがガラスに
張り付いているときは、ワイパーを
作動させないでください。ワイパー
が損傷したり、モーターが故障した
りするおそれがあります。

● 窓ガラスが乾いているときは、
ウォッシャー液を噴射してからワイ
パーをご使用ください。ガラスが乾
いた状態でワイパーを使用すると、
ガラスやブレード（ゴム部）を傷
つけるおそれがあります。

● ウォッシャー液が出ないときは、連
続して30秒以上作動させないでくだ
さい。モーターが故障する原因とな
ります。

● ウォッシャー液を補給しても液が出
ないときは、日産販売会社にご相談
ください。
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運転支援機能

ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

ABSとは、急ブレーキ時や滑りやすい路面で
のブレーキ時に、タイヤのロックを防止し
て、車両の安定性を向上させるとともにハン
ドル操作による障害物回避をしやすくするシ
ステムです。

ABSに関する注意事項

ABSについて
急ブレーキを踏まなければいけないような
状況に陥らないよう、安全運転を心がける
ことが大切です。万一の危険な状況では次
のようにしてください。
●危険だと感じたら、ためらわず思い切り
ブレーキペダルを踏み込んでください。

●ABSが作動すると、ブレーキペダルに
振動が伝わったり、作動音が聞こえたり
します。これはABSの正常な作動によ
るものです。そのままブレーキペダルを
踏み続けてください。

●障害物回避の際には、ブレーキペダルを
踏みながらハンドル操作をしてくださ
い。

●電源ポジションをONにしたときや、エ
ンジン始動後最初の発進時に、エンジン
ルーム内から音が聞こえることがありま
すが、これはシステムの作動をチェック
している音で異常ではありません。

なお、車両を確実に停車させるため、
ABSは低速では作動しません。路面の状
況により異なりますが約10km/h以下では
作動しません。

VDC（ビークルダイナミクスコン
トロール）

VDCは、横滑りや駆動輪の空転を抑えて
走行時の車両安定性を向上させるシステム
です。

VDCの機能について
●VDCのシステムには次の機能がありま
す。
― VDC機能：走行中の横滑り状態をセ
ンサーで判別し、走行時の車両安定
性を向上させる機能です。

― トラクションコントロール機能
（TCS）：滑りやすい路面などで駆
動輪が空転した場合、エンジンの出
力を抑えることにより、駆動力およ
びハンドルの操作性を向上させる機能
です。

― ブレーキLSD機能：滑りやすい路面
などで駆動輪が空転した場合、空転
している駆動輪にブレーキをかけるこ
とにより、もう一輪の駆動力を確保
する機能です。

― ABS機能：ABS（ P.135）
●VDC作動時は、ブレーキの作動により
音や振動を発生する場合がありますが異
常ではありません。

VDCの作動について
●VDCの作動と警告灯

 警告
● カーブの手前では十分に減速する。

ABSはあくまでも運転者のブレーキ
操作を補助するシステムです。
ABSの付いていない車両と同様に、
カーブの手前では十分な減速が必要
です。早めの操作で安全運転を心が
けてください。

● でこぼこ道、砂利道、積雪路など
では、特に速度を控え、車間距離
を十分にとる。
ABSはブレーキ時の車両の安定性、
操舵性を確保しようとするための装
置で、制動距離が短くなるとは限り
ません。でこぼこ道、砂利道、積
雪路などでは、ABSの付いていな
い車より制動距離が長くなることが
あります。このような道を走行する
ときは、特に速度を抑え、車間距
離を十分にとって運転してくださ
い。

● タイヤ交換時は、必ず指定サイズの
タイヤを4輪に装着する。

ABSは各車輪の回転速度をセンサー
で検出しています。指定サイズ以外
ではABSが正常に作動しなくなり、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
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― VDCが作動しているときは、メー
ター内のVDC警告灯［ ］が点滅
します。

― トラクションコントロール機能のみが
作動しているときもVDC警告灯
［ ］が点滅します。VDC警告灯
が点滅したときは、車両が滑りやす
い状態になっていますので特に慎重に
運転してください。

●次の場合、VDC警告灯［ ］ が点灯
することがあります。一度電源ポジショ
ンをOFFにし、再度ONするとVDC警告
灯は消灯します。
― 駐車場の入り口などにあるターンテー
ブルや動く物の上に車があるとき

― 極端に傾いた特殊な路面（サーキッ
ト路に見られるバンクなど）を走行
したとき

VDCに関する注意事項

VDCの切り替えかた

●＜VDC OFFスイッチ＞を操作すると、
次のようにVDC機能のモードを切り替え
ることができます。

 警告
● 滑りやすい路面やカーブの手前では
速度を落とす。
この装置は車両の走行安定性を向上
させるもので事故を防止するもので
はありません。VDCの作動にも限
界があるため、滑りやすい路面や
カーブの手前では、特に速度を落と
し安全運転を心がけてください。

● 次の場合、VDC警告灯［ ］
が点灯し正常に作動しないことがあ
るので注意する。

― サスペンション、タイヤ、ホ
イール、ブレーキ、エンジン関
係部品（マフラー、ECM〔エ
ンジンコントロールモジュール〕
など）、車体補強関係部品
（ロールバー、タワーバーなど）
などを純正品以外に交換したり、
改造したとき

― サスペンション、タイヤ、ブ
レーキなどの関係部品が著しく摩
耗および劣化した状態で走行した
とき

● VDC付車でも雪道などでは冬用タイ
ヤやタイヤチェーンを装着する。

 注意
● ［SPORT］／［SPORT+］
（NISMO仕様車）で走行するとき
は周囲の状況に十分注意し、安全運
転を心がける。
＜ドライブモードセレクター＞でド
ライブモードを［SPORT］／
［SPORT+］（NISMO仕様車）
に設定すると、［STANDARD］
に比べてVDCの制御が抑えられ、
VDCが作動しない場合があります。
（オートマチック車）
モードの切り替えかた  (P.120)
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NISMO仕様車以外

NISMO仕様車

●VDCが作動しているときは、ぬかるみや雪道から脱出するときに、スリップ状態を検
知するため、アクセルペダルを踏み込んでもタイヤの回転数が上がらないことがあり
ます。タイヤの回転数を上げたいときは＜VDC OFFスイッチ＞を操作してVDCを停止
してください。

●VDC機能をOFFにすると、VDCのすべての機能と、次の機能が停止します。
（ABS機能およびブレーキLSD機能を除く）
― インテリジェント クルーズコントロール（ P.144）
― インテリジェント エマージェンシーブレーキ（ P.157）

現在のモード スイッチ 操作 変更後のモード
変更後のメーター表示

VDC OFF表示灯

VDC ON
長押し
（約2秒） VDC OFF 点灯

単押し VDC ON（変更なし） 消灯
VDC OFF 単押し VDC ON 消灯

現在のモード スイッチ 操作 変更後のモード

変更後のメーター表示

VDC OFF表
示灯

トラクショ
ンモード イ
ンジケー
ター

VDC ON
長押し
（約2秒） トラクション 点灯 点灯

単押し VDC ON（変更なし） 消灯 消灯

トラクション
モード ON

長押し
（約2秒） VDC OFF 点灯 消灯

単押し VDC ON 消灯 消灯
VDC OFF 単押し VDC ON 消灯 消灯
137

― インテリジェント FCW（前方衝突予
測警報）（ P.176）

― 踏み間違い衝突防止アシスト★
（ P.162 ）

●電源ポジションをONにするたびに、
VDCは自動的にONになります。

●VDCが作動すると発進時や加速時に車体
およびペダルにわずかな振動と作動音が
発生しますが異常ではありません。

●電源ポジションをONにしたときや、エ
ンジン始動後最初の発進時に、エンジン
ルームからモーターなどの音が聞こえる
ことがありますが、これはシステムの作
動をチェックしている音で異常ではあり
ません。

ヒルスタートアシスト
ヒルスタートアシストは、上り坂での発進を
補助するシステムです。

 警告
● ヒルスタートアシストの機能を過信
しない。
凍結している路面や泥状の坂道で
は、車両がスリップして後退するこ
とがあります。特に安全運転を心が
けてください。
緩やかな坂道ではヒルスタートアシ
ストが作動せず後退する場合があり
ます。その際はブレーキペダルを踏
むか、パーキングブレーキをかけて
ください。
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ヒルスタートアシストについて
●上り坂で発進するとき、ブレーキペダル
からアクセルペダルへ踏み替える間に発
生する車両の後退を防ぎます。

●シフトポジションがオートマチック車は
、 以外のとき、マニュアル車はN以

外のとき、ブレーキペダルから足を離す
と、約2秒間ブレーキ力を保持します。

●セレクトレバーやシフトレバーを操作し
た直後はブレーキを踏んだ状態で約1秒
待ってから発進してください。ヒルス
タートアシストが作動しないことがあり
ます。

●VDC警告灯［ ］ （ P.225）が
点灯したときは作動しません。

●ヒルスタートアシストが作動していると
き、ブレーキペダルの踏みごたえが変化
したり、音や振動が発生したりすること
がありますが、異常ではありません。

メカニカルLSD（リミテッドス
リップデファレンシャル）★

メカニカルLSD（リミテッドスリッ
プデファレンシャル）について

リヤファイナルドライブにはメカニカル
LSDが装備されています。
●メカニカルLSDは旋回時や左右の駆動輪
の回転差が生じた際に回転差を制御した
り、適切な駆動力を配分する装置です。

●冷間時（低温始動時）にハンドルを切
りながら発進すると、内輪のタイヤがス
リップしたり異音や振動が出ることがあ
ります。これはメカニカルLSD装着車
特有の現象（内輪側のトルク増加による

スリップ）であり、異常ではありませ
ん。 警告

● 停車するときは、思わぬ事故につな
がるおそれがあるため、ブレーキペ
ダルを踏み続ける。
この装置は、ブレーキペダルから足
を離すと約2秒間ブレーキ力を保持
しますが、その後ブレーキ力が解除
されます。駐車するときは確実にシ
フトポジションを またはNに入
れ、パーキングブレーキをかけてく
ださい。

 警告
● 急激なアクセルの開閉を行わない。
尻振りや横滑りを起こし、思わぬ事
故につながるおそれがあります。雨
天時や、滑りやすい路面で走行する
ときは特に注意して運転してくださ
い。

 アドバイス
● デファレンシャルオイルは指定のオ
イルをご使用ください。指定以外の
オイルを使用すると、正常に作動し
なくなり、異音、振動の発生や故
障の原因となるおそれがあります。
リヤデファレンシャルオイル  

(P.280)
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走行支援機能

走行支援機能について
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※1：レーダーセンサー／カメラ類の取り扱い注意に従って、お手入れをお願いします。適切なお手入れを行わないと、システムが
正常に作動しないおそれがあります。（ レーダーセンサーの取り扱い  (P.274)）、（ マルチセンシングフロントカメラの取
り扱い  (P.275)）、（ ソナーの取り扱い  (P.276)）

※2：後方への支援には使用されません。

範囲 機能名 機能説明 支援内
容

使用するセンサー※1

レーダー カメラ 
（フロント） ソナー

前
方

インテリジェント クルーズ
コントロール

先行車との距離を測定し、運転者がセットした
車速を上限として、車速に応じた車間距離を保
ちながら走行を支援します。（ P.144）

支援 ○ － －

インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキ

前方の車両や歩行者と衝突のおそれがあるとき、
警報とブレーキにより、運転者の衝突回避操作
を支援します。（ P.157）

支援 ○ ○ －

前
方
後
方

踏み間違い衝突防止アシス
ト★

進行方向に壁などの障害物、車両や歩行者（前
進時のみ）などがいる場所で、アクセルペダル
とブレーキペダルの踏み間違えやブレーキ操作
が遅れたとき、音と表示で警告し、さらに過度
な加速の防止や障害物への衝突防止を支援しま
す。（ P.162）

支援 － ○※2 ○

前
方

インテリジェント FCW（前
方衝突予測警報）

前方を走行する2台前の車両を検知し、急な減
速などにより、自車の回避操作が必要と判断し
た場合に警報します。（ P.176）

警報 ○ － －

側
方

BSW（後側方車両検知警報） 車線変更時、隣車線に車両がいる場合に警報し
ます。（ P.170）

警報

○ － －

LDW（車線逸脱警報） 運転者が意図せず走行車線から逸脱しそうなと
き、警報します。（ P.174） － ○ －

インテリジェント DA（ふら
つき警報）

ハンドル操作から運転者の注意力が低下してい
ると判断したとき、警報音（ブザー）と表示に
より運転者に休憩を促します。（ P.178）

－ － －

後
方

RCTA（後退時車両検知警
報）

後退時、後方を横切ろうとする車両があるとき、
警報します。（ P.179） 警報 ○ － －
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走行支援機能

フロントガラスに装備されたマルチセンシ
ングフロントカメラ、フロントバンパーお
よびリヤバンパーに装備されたレーダーセ
ンサーとソナーセンサーで構成された、走
行を支援するシステムです。

■ 作動させるためにスイッチ操作が不要
な機能（メーターでのON設定が必
要）

●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ

●踏み間違い衝突防止アシスト★
●インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）

●BSW（後側方車両検知警報）
● LDW（車線逸脱警報）
●インテリジェント DA（ふらつき警報）
●RCTA（後退時車両検知警報）

■ 作動させるために操作が必要な機能

●インテリジェント クルーズコントロール

走行支援機能の設定
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒必要な機能を選択すると、ON・
OFFを切り替えることができます。

レーダーセンサーの検知条件と制限
●レーダーセンサーは次のような障害物は
検知できないことがあります。
― 歩行者、自転車、動物など
― 対向車
― 約30km/h以上の速度で通過する車両
― 約8km/h以下の速度で通過する車両
― 前方の車両がオートバイのような幅の
狭い車両のとき

●次のような場合は、前方の2台前の車両
を検知できないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界
が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生してい
るとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー
周辺に付着しているとき

― 放送局など周辺の電波源により影響を
受けているとき

― トンネル内を走行しているとき
― 前方の車両がけん引を行っているとき
― 前方の車両との距離が極端に近いとき
― 急なカーブや、勾配の変化があると
ころを走行しているとき

 警告
● 走行支援機能は、自動で運転する装
置ではありません。運転者は交通法
規を遵守し、常に周囲に注意し、
道路・交通・自車の状況に応じハ
ンドル、ブレーキ、アクセルを確
実に操作し、安全な運転を行う責任
があります。性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせ
ず、常に安全運転を心がけてくださ
い。

● レーダー、カメラ、ソナーの性能
には限界があります。 詳細について
は、各検知条件と制限をお読みくだ
さい。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.141)

マルチセンシングフロントカメラ
の検知条件と制限  (P.142)

ソナーの検知条件と制限  
(P.143)

機能名 設定できる機能
側方支援 LDW（車線逸脱警報）
後側方支援 BSW（後側方車両検知警

報）
エマージェン
シーブレーキ

インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキ、踏
み間違い衝突防止アシス
ト★ 、インテリジェント 
FCW（前方衝突予測警
報）

駐車支援 ソナー
後退時車両検
知警報

RCTA（後退時車両検知
警報）

ふらつき警報 インテリジェント DA
（ふらつき警報）

機能名 設定できる機能
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●次のような状況では、レーダーセンサー
が接近する車両を検知できないことがあ
ります。
― 隣に駐車している車両などが、レー
ダーセンサーの検出エリアを妨げてい
るとき

― 駐車枠線が斜めに引かれた駐車場に駐
車しているとき

― 回り込むようにして自車両後方へ車両
が接近してきたとき

― 接近してきた車両の向きが、自車両
の向きと同じまたはそれに近いとき

マルチセンシングフロントカメラの
検知条件と制限

●マルチセンシングフロントカメラは次の
ような障害物を検知できないことがあり
ます。
― 子供などの背の低い人、動物、自転
車

― 対向車両
― 道路構造物（ガードレール、ポール
など車両と歩行者以外の障害物）

●マルチセンシングフロントカメラは車両
の後端を認識するため、以下のような車
両を検知しないもしくは検知できない場
合があります。
― バンパー形状などにより、タイヤが
見えにくい車両

― 幌がはみ出し、後端形状がはっきり
しない車両

― 前方を横切って通過する車両
― 斜めもしくは前向きに止まっている車
両

●マルチセンシングフロントカメラは次の
ような場合、前方の車両、歩行者を検
知できないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂
塵、吹雪など）で視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生してい
るとき

― カメラ前方のフロントガラスのくもり
や、汚れ、油膜、虫汚れ、水滴、
氷、雪、泥などが付着しているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車両
のハイビームなど）を受けていると
き

― 前方の強い光により前方車両のタイヤ
の部分が影になり見えにくいとき

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯していない、あるいはヘッド
ランプのレンズが極端に汚れている、
または光軸調整が適切に行われていな
いとき

― 夜間やトンネル内などで前方の車両の
テールランプが点灯していないとき

― トンネルの出入り口や日陰など、急
に明るさの変化が起こったとき

― カーブを走行しているとき
― 勾配の変化があるところを走行してい
るとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走行し
ているとき

― 歩行者が大きな荷物を持っている、
背景と同じ色の服を着ているなど人特
有の輪郭が認識できないとき

― 前方車両からの太陽光などを強く反射
されたとき

― 対象物の位置や動きが大きく変化した
場合（自車の車線変更・右左折、
前方車両の右左折・急ハンドル・急
加速・急減速など）

― 始動してから約15秒間
― カメラの向きがずれているとき

●マルチセンシングフロントカメラは以下
の例のような周辺状況では対象物の形状
を正しく検出できずシステムが作動しな
い場合があります。
― 対象物が背景と似た色合いで区別がで
きない場合

― 対象物が道路標示（道路上の横断歩
道、制限速度などの標示）の近くに
いる場合

― 対象物が路面の水たまりの付近にいる
場合（周りの風景が水たまりに映り
込むなど）

― 対象物が建物や街路樹などの影と重
なっているとき

― 対象物と自車の間に水蒸気や煙などが
あるとき

― 夜間やトンネル内など暗い場所にいる
歩行者

― 車高の低い車両
― 最低地上高（地面から車体までの高
さ）が極端に低いもしくは極端に高
い車両

― 特殊な形状の車両（タンクロー
リー、サイドカーなど）

― 前方の至近距離に割り込んだ車両
― 前方の至近距離に飛び出してきた歩行
者

― 後端面積が小さい車両（空荷のト
ラックなど）
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― リヤタイヤから車両後端までが長い車
両

― 四輪車以外の車両（二輪車など）
― 荷台から荷物や幌がはみ出している車
両

●マルチセンシングフロントカメラは以下
の例のような場合、衝突するおそれがあ
る対象を正しく検出できない場合があり
ます。
― 複数の対象物同士が近接している場合
― 対象となる二輪車、または車高の低
い車両の前方近くに車両がいる場合

― 自車の正面から横にずれた位置に存在
する車両や歩行者

ソナーの検知条件と制限
●次のような場合、ソナーは正しく検出で
きないことがあります。
― 人、動物などの動いているもの、特
に人は衣服の種類によっても検出でき
ない場合があります。

― 背の低い障害物
― 溝や穴など地面より低い場所
― ポールなどの幅の狭い障害物
― 針金、ロープ、チェーンなどの細い
障害物

― 金網、フェンス、ショッピングカー
トなどのすき間が多い障害物

― 鋭角的な形の障害物
― 壁などに配置されている配管などの障
害物

― 地面から高い位置に存在する障害物
― 柱などで構成されている平面ではない
障害物

― スポンジ状のものや雪などの表面が柔
らかく音波を吸収しやすい障害物

― バンパーに非常に近い障害物
― 急に進行方向に現れた障害物
― 急にソナーの検出範囲に飛び込んでき
た障害物

― 急に近づいてきた障害物
― 車両側方にある障害物
― 障害物の面が車両の前面、または後
面に対して斜めのとき

― ソナーセンサー部が凍結したり、
雨、雪、氷、汚れなどがソナーセ
ンサーに付着したりしているとき

― 車両姿勢が大きく傾いているとき
― 炎天下や寒冷時でセンサー周辺が著し
く高温または低温のとき

― でこぼこ道、坂道、砂利道、草む
らを走行しているとき

― 他車のホーン、オートバイの排気音
や工事など、付近で大きな音がした
とき

― 車両感応センサーや他車のソナーな
ど、超音波を発するものが付近にあ
るとき

●次のような場合、ソナーは検知すること
があります。
― 周囲に草が生い茂っているとき
― 車両側面の近くに壁があるとき
― 高さのあるゲート、狭いトンネル、
料金所のバーなど

― マンホールやスピードバンプなど路面
上に段差や突起物があるとき

― 垂れ下がった旗、ビニールカーテン
などをくぐって走行するとき

― 車両周辺に雪のかたまりがあるとき
― 勾配路
― 車両感応センサーや他車のソナーな
ど、超音波を発するものが付近にあ
るとき

― 他車のホーン、オートバイの排気音
や工事など、付近で大きな音がした
とき

― 背が高く上部が張り出しているものが
あるとき

― 雨、雪、氷、汚れなどがソナーセ
ンサーに付着しているとき

― 凸形状または凹形状の構造物の近くを
通過しているとき

― 車両側方の近くに構造物（壁、料金
所設備、駐車場のゲート設備など）
があるとき
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インテリジェント クルーズコント
ロール

インテリジェント クルーズコントロールは、
先行車との距離を測定し、運転者がセットし
た車速を上限として、車速に応じた車間距離
を保ちながら走行するシステムです。

システムに関連する表示とスイッチ

 注意
● 高速道路や自動車専用道路で使用す
る。
インテリジェント クルーズコント
ロールは、高速道路や自動車専用道
路の直線や緩やかなカーブでの使用
を想定して設計されています。一般
道での使用は思わぬ事故につながる
おそれがありますので使用しないで
ください。

● インテリジェント クルーズコント
ロールにより停止までブレーキ制御
を行いますが、停止状態を保持する
機能はありません。
オートマチック車は自車が停止した
とシステムが判断すると、ブザー音
とともにブレーキ制御が解除され、
クリープ現象によりゆっくりと車両
が動き出します。停止状態を保持す
るためのブレーキ操作は、必ず運転
者が行ってください。（先行車との
車間距離が短いときや下り坂で追従
走行しているときなど、状況により
停止できない場合もあります。）

● インテリジェント クルーズコント
ロールの性能には限界があるため、
システムだけに頼った運転はせず、
常に安全運転を心がける。
脇見運転やぼんやり運転などの前方
不注意および雨・霧などの視界不良
による危険を回避するものではあり
ません。先行車との車間距離、周
囲の状況に応じてブレーキペダルを
踏んで減速するなどして車間距離を
確保し、安全運転を心がけてくださ
い。

● インテリジェント クルーズコント
ロールの減速能力には限界がありま
すので、自車の前へ他車が割り込ん
だときや先行車が急ブレーキをかけ
たとき、下り坂で追従走行している
ときなどは、十分に減速できず先行
車に接近することがあります。
この場合は、ブザー音および表示に
よる警報で注意を促します。

● 次のような状況では、思わぬ事故に
つながるおそれがありますのでイン
テリジェント クルーズコントロール
を使わない。
― 交通量の多い道や急カーブのある
道
道路状況にあった速度で走行でき
ないため事故につながるおそれが
あります。

― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面
タイヤが空転し、車のコントロー
ルを失うおそれがあります。

― 悪天候（雨、霧、雪など）の
とき
先行車との車間距離が正確に検出
できない場合があります。

― センサー部に雨滴、雪などが付着
しているとき
先行車との距離が正確に検出でき
ない場合があります。

― 急な下り坂
先行車を検出していない場合はイ
ンテリジェント クルーズコント
ロールの制御によるブレーキ操作
を行わないため、セットした車速
を超えてしまうおそれがありま
す。
また、先行車を検出していて追従
走行している場合には、ブレーキ
が過熱してしまうおそれがありま
す。
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●高速道路などで、インターチェンジ、
サービスエリア、パーキングエリアなど
に進入する（本線から出る）とき本線
上でインテリジェント クルーズコント
ロールによりセット車速よりも遅い車速
で走行する先行車に追従走行している場
合には、自車または先行車の車線変更な
どで、自車線上に先行車を検出しなくな
ることによりセット車速まで加速するた
め、思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

●近距離ではセンサーの検出エリアが狭い
ため、自車線の端を走行する二輪車を検
出できなかったり、間近に割り込んでく
る先行車の検出が遅れたりして、車間距
離が適切に保てない場合があります。

●センサーの汚れを自動的に判定する機能
を備えておりますが万全ではありませ
ん。状況によってはセンサーが汚れてい
ても判定できない場合があります。また
雪、氷などが付着したときも判定できな
い場合があります。このような状況で
は、適切な作動ができなくなるおそれが
ありますので、常に前方に注意して走行
してください。また、レーダーセン
サーおよびその周辺はいつもきれいにし
ておいてください。
なお、汚れを判定した場合は、インテ
リジェント クルーズコントロールは自動
的に解除されます。

●道路形状（カーブ路、カーブの出入り
口、ワインディング道、車線規制や工
事中などで車線の幅が狭くなっている
道）によっては、一時的に先行車を検

 注意
― 急な上り坂、下り坂が繰り返され
る道
先行車を正確に検出できず、先行
車に近づきすぎて思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

― 頻繁な加減速により、車間距離が
保ちにくい交通状況のとき
交通状況にあった速度で走行でき
ないため、事故につながるおそれ
があります。

● 停止中の車両や自車速より極端に遅
い車両に対しては、インテリジェン
ト クルーズコントロールによる制御
も接近警報も行いません。
料金所や渋滞の最後尾で停車中の車
両や極端に速度の遅い車両などには
十分注意してください。

● 急な割り込み車両や、歩行者などの
車両以外のものに対しては、制御ま
たは接近警報を行いません。

● 次の場合には、先行車を正確に検出
できず、車間距離が適切に保てなく
なる場合があります。周囲の状況に
十分注意し、必要に応じてブレーキ
操作をしてください。
― 先行車や他車線の車が路上の水や
雪などを巻き上げて走っていると
き

― ラゲッジルームに極端に重い荷物
を積んだとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返され
る道を走行しているとき

● レーダーの性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせ
ず、常に安全運転を心がけてくださ
い。詳細については、検知条件と
制限をお読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.141)
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出できなくなり、システムが適正に作動
しない可能性があります。先行車の検出
は、自車の操作や状況（ハンドル操
作、車線内の位置、事故や故障で走行
が不安定な場合など）によっても影響を
受ける可能性があり、警報が作動する場
合があります。このような場合は、先
行車との適切な車間距離を保つため、必
要に応じてブレーキ操作をしてくださ
い。

●機能によって制御内容が異なります。イ
ンテリジェント クルーズコントロールを
使用するときは、どの機能が選択されて
いるかをメーター内のディスプレイで必
ず確認してください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイ  (P.148)
インテリジェント クルーズコントロールについて

インテリジェント クルーズコントロールに
は、以下のような機能があります。
●インテリジェント クルーズコントロール
― 先行車を検出していない場合は、運
転者がセットした車速（約30km/h
以上）で定速走行します。

― 先行車を検出している場合は、先行
車との距離を測定し、運転者がセッ
トした車速を上限として車速に応じた
車間距離を保つように車間制御を行い
ます。

●定速制御機能
― 運転者がセットした車速（約

40km/h以上）で定速走行します。
（車間距離の制御は行いません。）

先行車との距離を測定し、運転者がセット
した車速を上限として車速に応じた車間距
離を保ちながら走行することができます。
●シフトポジションがオートマチック車は

または のとき、マニュアル車はNま
たはR以外のとき以下の制御を行いま
す。
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― 先行車を検出していないときは、運
転者がセットした車速（約30km/h
以上）で定速走行します。

― 先行車を検出しているときは、運転
者がセットした車速を上限として、
車速に応じた車間距離を保つように車
間制御を行い走行します。
また、先行車が停止したときには、
自車もそれに応じて停止します。
（停止後はシステムが自動的に解除さ
れます。）

― 先行車を検出しなくなったときは、
セットした速度までゆっくりと加速
し、定速走行を行います。
なお、車速が約25km/hを下回って
いる場合は、システムが自動的に解
除されます。

ステアリングスイッチ（インテリ
ジェント クルーズコントロール）

メインスイッチ
インテリジェント クルーズコント
ロールのON・OFFができます。
CANCELスイッチ
インテリジェント クルーズコント
ロールの解除ができます。
車間設定スイッチ
車間設定を「長」「中」「短」
の3段階に切り替えることができま
す。
RES+操作（上押し）
インテリジェント クルーズコント
ロールを解除後、解除前の設定車速
に再びセットすることができます。
設定車速を上げることができます。

SET-操作（下押し）
インテリジェント クルーズコント
ロールのセットができます。
設定車速を下げることができます。
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アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ

アドバンスドドライブアシストディスプレ
イはメーター内にあります。

インテリジェント クルーズコント
ロール表示灯
システムの作動状態を色で表示しま
す。
白色：＜メインスイッチ＞を押し、
システムがONになると表示しま
す。
緑色：車速を設定すると表示しま
す。
オレンジ色：システムが故障すると
表示します。
先行車検出の有無をお知らせしま
す。
先行車検出有り：アイコン表示
先行車検出無し：アイコン非表示

先行車検出表示
先行車検出の有無をお知らせしま
す。
設定車速表示
設定した車速を表示します。
車間設定表示
＜車間設定スイッチ＞で設定した車
間設定を表示します。

インテリジェント クルーズコント
ロールの使いかた

1. ＜メインスイッチ＞を押してインテ
リジェント クルーズコントロールを
ONにします。（1.5秒未満押す）
（インテリジェント クルーズコント
ロール表示灯、車間設定表示、設
定車速表示が点灯し、セット待機状
態になります。）

2. 設定したい車速まで加速または減速
します。

 注意
● インテリジェント クルーズコント
ロールを使用しないときは、＜メイ
ンスイッチ＞をOFFにしてくださ
い。
間違ってスイッチを押してしまった
場合、インテリジェント クルーズ
コントロールがセットされてしまい
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
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3. ＜SET-＞方向に押します。
スイッチを押したときの車速が設定
車速になります。
車速が約30km/h以下で先行車を検
出しているときにスイッチを押した
場合、設定車速は30km/hになり
ます。
（先行車検出の有無を表示、インテ
リジェント クルーズコントロール表
示灯、車間設定、設定車速が緑色
で点灯し、セット状態になりま
す。）

4. 制御を開始します。

●次の場合はメーター内のディスプレイの
設定車速表示が約2秒間点滅し、セット
することができません。
― 車速が約30km/hを下回っていて、
先行車を検出していないとき

― シフトポジションが または 以外の
とき（オートマチック車）

― シフトポジションをNにしたとき
（マニュアル車）

― パーキングブレーキがかかっていると
き

― ブレーキを踏んでいるとき
●次の場合はメーター内のディスプレイに
［作動範囲外のため現在使用できませ
ん］と表示され、セットすることがで
きません。
― VDCをOFFにしているとき

VDC（ビークルダイナミクスコン
トロール）  (P.135)

― トラクションモードをONにしている
とき（NISMO仕様車）

VDCの切り替えかた  (P.136)
●次の場合はメーター内のディスプレイに
［滑りやすい路面のため 現在使用できま
せん］と警告が表示され、セットする
ことができません。
― ABSまたはVDC（トラクションコン
トロールを含む）が作動していると
き

― タイヤが空転しているとき
●エンジンを停止するとインテリジェント 
クルーズコントロールは自動的に解除さ
れます。

●車間設定は、エンジンを停止しても再度
設定を変更するまでその状態が維持され
ます。

インテリジェント クルーズコント
ロールの作動

■ 先行車を検出しているとき

運転者が設定した車間距離を保つように制
御します。（先行車検出表示が点灯）
●設定車速を上限とする範囲で制御しま
す。

●インテリジェント クルーズコントロール
の制御によりブレーキが作動したとき
は、自車の制動灯が点灯します。

●ブレーキが作動したとき、音がすること
がありますが異常ではありません。
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■ 先行車を検出しなくなったとき

設定車速までゆっくりと加速し、定速走行
します。（先行車検出表示が消灯）
●設定車速までの加速中に先行車を検出す
ると、再び車間制御を行います。

●設定車速までは機能の制御によって加速
しますが、すばやく加速したいときはア
クセルペダルを踏んで加速してくださ
い。

●車速が約25km/hを下回ったときに、
先行車を検出しなくなると自動的に制御
を解除します。

設定車速の変更のしかた
●車間制御しているときは先行車に合わせ
た車速に制御されるため、＜RES+＞方
向に押して設定車速を上げても加速しま
せん。
このとき機能上は設定車速を変更してい
るため、先行車を検出しなくなるとその
設定した車速まで加速します。設定車速
はメーター内のディスプレイの設定車速
表示を確認しながら変更してください。

■ 設定車速を変えたいとき

●設定車速を上げたいときは、＜RES+＞
方向に押します。

●設定車速を下げたいときは、＜SET-＞
方向に押します。

■ 一時的に加速、減速をしたいとき

●アクセルペダルを踏んでいるときは、イ
ンテリジェント クルーズコントロールに
よるブレーキ操作も警報も行いません。

加速したいとき
●アクセルペダルを踏むと、加速します。
アクセルペダルを離すと、元の制御状態
に戻ります。

減速したいとき
●ブレーキペダルを踏むと、減速（制御
が解除）します。
（設定車速表示の車速値が消灯し、セッ
ト待機状態になります。）

 注意
● 通常、車間制御中は先行車の速度に
合わせて加速、減速を行います。
車線変更などで加速が必要なとき
や、先行車が急減速したり、他車
が割り込むなどして先行車に接近し
そうになったときなどはアクセルペ
ダル、またはブレーキペダルを踏ん
で周囲の状況に応じた適切な加速、
減速を行ってください。
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●解除前の設定車速で再びセットしたいと
きは、＜RES+＞方向に押します。
（メーター内のディスプレイが再びセッ
ト状態の表示になります。）

●アクセルペダルを踏んで加速した場合
や、＜SET-＞操作（下押し）で設定
車速を下げた場合などで設定車速より実

際の車速の方が高くなったときは、設定
車速表示が点滅します。

●アクセルペダルを戻したあとに定速走行
し、車速が設定車速となった場合や、
車間制御で車速が設定車速以下となった
ときは、設定車速が点灯状態に戻りま
す。

車間距離設定の変更のしかた

先行車との車間距離を交通状況に応じて選
ぶことができます。制御中またはセット待
機状態のときに車間設定を切り替えること
ができます。

●＜車間設定スイッチ＞を押すと、車間距
離を設定できます。車両アイコン下の
バーの本数で設定を表示します。

●車間設定は、エンジンを停止しても再度
設定を変更するまでその状態が維持され
ます。

●各制御は車速に応じて変わり、車速が高
いほど長くなります。

●車速100km/hで走行しているとき、車
間設定での制御車間距離の目安は次のと
おりです。
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長：約60m
中：約45m
短：約30m

接近警報

車間制御中に先行車の減速度合いが大きい
場合や他車の割り込みなどによって、十分
な減速ができない状態で先行車に接近した
ときは、次のようにブザーとメーター内の
ディスプレイの表示によって運転者に注意
を促します。
この場合は、ブレーキを踏んで減速し、
適切な車間距離を確保してください。

●先行車に接近し、車間距離が十分でない
と判断されるときはブザーが “ピッ、
ピッ、ピッ、ピッ…” と鳴り、メー

ター内のディスプレイの先行車検出表示
と、接近警報表示 が点滅します。

インテリジェント クルーズコント
ロールの解除のしかた

●次の操作でインテリジェント クルーズコ
ントロールが解除されます。
― ＜CANCEL＞スイッチを押す
― ＜メインスイッチ＞を押す
― ブレーキペダルを踏む

 注意
● 警報ブザーが頻繁に鳴るような状況
では、インテリジェント クルーズ
コントロールを使用しないでくださ
い。

● 短い車間距離でも、次の場合には警
報が作動しないことがあります。
― 先行車との相対速度が小さいとき
（ほぼ同じ速度で走っていると
き）

― 先行車の方が自車より速いとき
（車間距離が次第に離れていくと
き）

― 他車が至近距離に割り込んできた
とき

● 料金所や渋滞の最後尾で停車中の車
両や、自車速より極端に車速が遅い
車両に対しては警報が作動しませ
ん。

● 道路形状（カーブ路、カーブの出
入り口、車線規制や工事中などで車
線の幅が狭くなっている道）や、
自車および周辺車両の状況（ハンド
ル操作、車線内の位置、事故や故
障で走行が不安定な場合など）に
よっては、一時的に隣車線の車両
や、車道脇に設置されている物体な
どを検出して、接近警報が作動する
場合があります。
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●＜CANCEL＞スイッチで解除したときや
ブレーキペダルを踏んで解除したとき
は、セット待機状態になります。

●次の場合は “ピー” というブザー音と
ともに制御が自動的に解除されます。
― 先行車を検出していないときに、車
速が約25km/hを下回ったとき

― インテリジェント クルーズコントロー
ルにより自車が停止したとき

― シフトポジションを または 以外に
したとき（オートマチック車）

― シフトポジションをNにしたとき
（マニュアル車）

― クラッチを踏んだとき（マニュアル
車）

― パーキングブレーキをかけたとき
― ABSまたはVDC（トラクションコン
トロールを含む）が作動したとき

― VDCをOFFにしたとき
― トラクションモードをONにしたとき
（NISMO仕様車）

― センサー部が汚れ、車間距離の測定
が困難になったとき

― タイヤが空転したとき

インテリジェント クルーズコント
ロールの自動解除

●次の場合は、“ピー” というブザー音
とともにメーター内のディスプレイに
［作動範囲外のため 現在使用できませ
ん］と表示され、インテリジェント ク
ルーズコントロールが自動的に解除され
ます。

― VDCをOFFにしたとき
― トラクションモードをONにしたとき
（NISMO仕様車）

●次の場合は、“ピー” というブザー音
とともにメーター内のディスプレイに
［滑りやすい路面のため 現在使用できま
せん］と表示され、インテリジェント 
クルーズコントロールが自動的に解除さ
れます。
― VDC（トラクションコントロールを
含む）が作動したとき

― タイヤが空転したとき
システムを再び作動させる場合は、
停止したときの状態が改善されてか
ら、＜メインスイッチ＞でシステム
を一旦OFFにしたあと、再びセット
操作を行ってください。

●次の場合は、“ピー” というブザー音
とともにメーター内のディスプレイに
［フロントレーダー及びその周辺が汚れ
ています 拭いてください］ と表示され、
自動的に作動が停止します。
― センサー部が汚れ、先行車の検出が
困難になったとき
システムを再び作動させる場合は、
安全な場所に停車して、エンジンを
一旦停止してレーダーセンサーおよび
その周辺の汚れなどを取り除いてから
再始動し、再びシステムをONにして
ください。

― 道路形状や周辺の建造物により、
レーダーが先行車を正確に検知できな

いとき（例：長い橋、雪原、長い
壁の横など）
システムを再び作動させる場合は、
上記の状況から離れるとシステムは自
動的に作動を再開します。

●次の場合は、“ピー” というブザー音
とともに警告灯がオレンジ色に点灯し、
メーター内のディスプレイに［システム
故障 取扱説明書を見てください］と表
示され、自動的に作動が停止します。
― インテリジェント クルーズコントロー
ルシステムに異常があるとき
システムを再び作動させる場合は、
安全な場所に停車して、エンジンを
一旦停止して再始動し、再びシステ
ムをONにしてください。

定速制御機能について
定速制御機能を使用すると、シフトポジ
ションがオートマチック車は または の
とき、マニュアル車はNまたはR以外のと
き、アクセルペダルを踏まなくても一定の
速度で走行することができます。
約40km/h以上で任意の速度にセットでき
ます。

 アドバイス
● システムをONにできない、または
警告が表示し続けるときは、システ
ムの異常が考えられます。通常走行
には支障はありませんが、日産販売
会社で点検を受けてください。
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システムに関連する表示 ステアリングスイッチ（定速制御機
能）

メインスイッチ
定速制御機能のON・OFFができま
す。
CANCELスイッチ
定速制御機能の解除ができます。
RES+操作（上押し）
定速制御機能を解除後、解除前の設
定車速に再びセットすることができ
ます。
設定車速を上げることができます。
SET-操作（下押し）
定速制御機能のセットができます。
設定車速を下げることができます。

アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ

クルーズ表示灯
システムの作動状態を色で表示しま
す。
白色： ＜メインスイッチ＞を1.5秒
以上押し、システムがONになると
表示します。
緑色：車速を設定すると表示しま
す。
オレンジ色：システムが故障すると
表示します。
設定車速表示
設定した車速を表示します。

 注意
● 定速制御中は車間制御を行わないた
め、ブレーキ操作も警報も行いませ
ん。
先行車との車間距離、周囲の状況に
応じてブレーキペダルを踏んで減速
するなどして車間距離を確保し、安
全運転を心がけてください。

● 次のような状況では、思わぬ事故に
つながるおそれがありますので、定
速制御機能を使わないでください。
― 交通量の多い道や急カーブのある
道
交通状況にあった速度で走行でき
ないため事故につながるおそれが
あります。

― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面
タイヤが空転し、車のコントロー
ルを失うおそれがあります。

― 急な下り坂
急な下り坂ではエンジンブレーキ
が十分効かないため、セットした
速度を超えてしまい、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
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定速制御機能の使いかた

1. ＜メインスイッチ＞を1.5秒以上押
して定速制御機能をONにします。
（クルーズ表示灯、設定車速表示が
点灯し、セット待機状態になりま
す。）

2. 設定したい車速まで加速または減速
します。

3. ＜SET-＞方向に押します。
スイッチを押したときの車速が設定
車速になります。
（クルーズ表示灯、設定車速表示が
緑色に点灯し、セット状態になりま
す。）

4. 制御を開始します。
●定速で走行中、アクセルペダルを踏むと
加速しますが、アクセルペダルを戻すと
セットした速度で定速走行に戻ります。

設定車速の変更のしかた
定速走行中に次の操作をします。

■ ペダルで変えるとき

アクセルペダルまたはブレーキペダ
ルを踏み、速度を変えます。
希望の速度になったら、＜SET-＞
方向に押します。

 注意
● 定速制御機能を使用しないときは、
＜メインスイッチ＞をOFFにしてく
ださい。
誤ってスイッチを押してしまった場
合、定速制御機能がセットされてし
まい思わぬ事故につながるおそれが
あります。
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■ ステアリングスイッチで変えるとき

設定車速を上げたいとき
＜RES+＞方向に押し続けると加速
します。
希望の速度になったら、手を離しま
す。

設定車速を下げたいとき
＜SET-＞方向に押し続けると減速し
ます。
希望の速度になったら、手を離しま
す。

■ 一時的に加速、減速をしたいとき

加速したいとき
●アクセルペダルを踏むと、加速します。
減速したいとき
●ブレーキペダルを踏むと、減速（制御
が解除）します。

■ もう一度、定速走行に戻したいとき

解除前の設定車速で再びセットしたいとき
は、＜RES+＞方向に押します。
（車速が約40km/h以上のとき戻せま
す。）

定速走行の解除のしかた

●次の操作で定速制御機能が解除されま
す。
― ＜CANCEL＞スイッチを押す
― ＜メインスイッチ＞を押す
― ブレーキペダルを踏む

●＜CANCEL＞スイッチで解除したときや
ブレーキペダルを踏んで解除したとき
は、セット待機状態になります。

●次の場合は “ピー” というブザー音と
ともに制御が自動的に解除されます。
― 車速が約27km/h以下になったとき
― 設定車速より約13km/h以上車速が低
下したとき

― シフトポジションが または 以外に
したとき（オートマチック車）

― クラッチを踏んだとき（マニュアル
車）

― VDC（トラクションコントロールを
含む）が作動したとき

― タイヤが空転したとき

定速制御機能の自動解除
●次の場合は、“ピー” というブザー音
とともにクルーズ表示灯がオレンジ色に
点灯し、自動的に作動が停止します。
― 定速制御機能に異常があるとき
システムを再び作動させる場合は、安全
な場所に停車して、エンジンを一旦停止
して再始動し、再びシステムをONにし
てください。

 アドバイス
● システムをONにできない、または
警告が表示し続けるときは、システ
ムの異常が考えられます。通常走行
には支障はありませんが、日産販売
会社で点検を受けてください。
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インテリジェント エマージェン
シーブレーキ

インテリジェント エマージェンシーブレーキ
は、前方の車両や歩行者と衝突のおそれがあ
るとき、警報とブレーキにより、運転者の
衝突回避操作を支援します。

システムに関連する表示

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキについて

●フロントガラス上部のマルチセンシング
フロントカメラおよび車両前部のレー
ダーセンサーにより前方の車両や歩行者
を検知します。

●車速約5km/hから作動します。
歩行者には約10～60km/hの範囲で作
動します。
（車速約80km/h以上では停止車両に対
しては作動しません。）

●衝突するおそれがあると判断すると、警
報音（ブザー）が鳴るとともにアドバ
ンスドドライブアシストディスプレイの
インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ表示（接近警報表示）がオレン
ジ色に点滅します。

●運転者の衝突回避操作が不十分で、衝突
危険性が高まったときには、アドバンス
ドドライブアシストディスプレイのイン
テリジェント エマージェンシーブレーキ
表示が赤色の緊急警報表示になり、警報
音（ブザー）が鳴るとともに軽いブ
レーキがかかります。

●さらに衝突の危険性が高まったときに
は、衝突の直前に強いブレーキがかかり
ます。

●次の場合、システムによるブレーキの作
動が解除されます。
― アクセルペダルを強く踏み込んだとき
― ハンドルを大きく、またはすばやく
切ったとき

― 前方の車両や歩行者との衝突の危険が
なくなったと判断したとき

●システムによるブレーキで車両が停止し
たときは、車両が停止してから約2秒後
にブレーキが解除されます。

●運転者がハンドルやアクセル、ブレーキ
を操作している場合は、インテリジェン
ト エマージェンシーブレーキの作動が遅

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
インテリジェント エマージェンシー
ブレーキは、前方の車両や歩行者と
の衝突回避操作を支援、または衝突
時の被害や傷害の軽減を目的として
います。あらゆる状況で効果がある
わけではありません。
必ず周囲の安全確認を行い、前方車
両との車間距離を十分に維持して安
全運転を心がけて走行してくださ
い。

● レーダーやマルチセンシングフロン
トカメラの性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせ
ず、常に安全運転を心がけてくださ
い。詳細については、各検知条件
と制限をお読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.141)

マルチセンシングフロントカメラ
の検知条件と制限  (P.142)
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れたり、作動したりしない場合がありま
す。

●前方車両と自車の速度の差が小さいとき
は作動しません。

●システムによるブレーキが作動している
ときは、制動灯が点灯します。

●システムによるブレーキ作動中にブレー
キペダルを踏んだとき、ブレーキペダル
の踏みごたえが変化したり、音や振動が
発生したりすることがありますが異常で
はありません。また踏力を加えること
で、ブレーキ力を増すことができます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを［運転支援］、および［クルー
ズ（CRUISE）］に切り替えると、イ
ンテリジェント エマージェンシーブレー
キの作動状態をアドバンスドドライブア
シストディスプレイ内で確認することが
できます。
詳しくは、 アドバンスドドライブアシ
ストディスプレイとは（メインメ
ニュー）  (P.54)をお読みください。

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキの停止のしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［エマージェンシーブレーキ］を選
択すると、インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキのON・OFFを切り
替えることができます。設定の詳細につ
いては、運転支援をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)
運転支援  (P.71)

●機能をOFFにすると、システムが停止
します。（インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキ警告灯［ ］が
点灯）

●エンジンを再始動するとONになりま
す。

●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキをOFFにすると、踏み間違い衝

突防止アシスト★、インテリジェント 
FCW（前方衝突予測警報）も連動して
OFFになります。
踏み間違い衝突防止アシスト★  

(P.162)
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インテリジェント エマージェンシー
ブレーキに関する注意事項

●次のような障害物は検知しません。
― 子供などの背の低い人、動物、自転
車

― 対向車両
― 道路構造物（ガードレール、ポール
など車両と歩行者以外の障害物）

●システムは車両の後端を認識するため、
以下の例のような車両を検知しないもし
くは検知できない場合があります。
― バンパー形状などにより、タイヤが
見えにくい車両

― 幌がはみ出し、後端形状がはっきり
しない車両

― 前方を横切って通過する車両
― 斜めもしくは前向きに止まっている車
両

●次のような場合は、前方の車両、歩行
者を検知できないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂
塵、吹雪など）で視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生してい
るとき

― カメラ前方のフロントガラスに汚れ、
油膜、水滴、氷、雪などの付着や
ワイパーのふき残しがあるとき

― カメラ前方のフロントガラスがくもっ
ているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車両
のハイビームなど）を受けていると
き

― 前方の強い光により前方車両のタイヤ
の部分が影になり見えにくいとき

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯していない、あるいはヘッド
ランプのレンズが極端に汚れていると
き

― 夜間やトンネル内などで前方の車両の
テールランプが点灯していないとき

― トンネルの出入り口や日陰など、急
に明るさの変化が起こったとき

― カーブを走行しているとき
― 勾配の変化があるところを走行してい
るとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走行し
ているとき

― 歩行者が大きな荷物を持っている、
背景と同じ色の服を着ているなど人特
有の輪郭が認識できないとき

― 前方車両からの太陽光などを強く反射
されたとき

― 対象物の位置や動きが大きく変化した
場合（自車の車線変更・右左折、
前方車両の右左折・急ハンドル・急
加速・急減速など）

― 始動してから約15秒間
― エンジン始動後、走行してからイン
テリジェント エマージェンシーブレー
キシステムが1回も障害物を検知して
いないとき

― カメラの視界が遮られているとき
（フロントガラスの汚れ、油膜、虫
汚れ、ワイパーブレード）

― カメラの向きがずれているとき
― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー
周辺に付着しているとき

― 放送局など周辺の電波源により影響を
受けているとき

― オートバイのような幅が狭い車両が前
方を走行しているとき

●以下の例のような周辺状況では対象物の
形状を正しく検出できずシステムが作動
しない場合があります。
― 対象物が背景と似た色合いで区別がで
きない場合

― 対象物が道路標示（道路上の横断歩
道、制限速度などの標示）の近くに
いる場合

― 対象物が路面の水たまりの付近にいる
場合（周りの風景が水たまりに映り
込むなど）

― 対象物が建物や街路樹などの影と重
なっているとき

― 対象物と自車の間に水蒸気や煙などが
あるとき

●以下の対象物にはシステムが作動しない
場合があります。
― 歩行者の移動速度が速いとき
― 対向して接近する歩行者
― 歩行者の姿勢や手足の状態（手を上
げているときなど）により、歩行し
ていると特定できないとき

― 夜間やトンネル内など暗い場所にいる
歩行者

― 車高の低い車両
― 最低地上高（地面から車体までの高
さ）が極端に低いもしくは極端に高
い車両

― 特殊な形状の車両（タンクロー
リー、サイドカーなど）

― 前方の至近距離に割り込んだ車両



運転支援機能

運
転
の
し
か
た

160

― 前方の至近距離に飛び出してきた歩行
者

― 自車の正面から横にずれた位置に存在
する車両や歩行者

― 後端面積が小さい車両（空荷のト
ラックなど）

― リヤタイヤから車両後端までが長い車
両

― 四輪車以外の車両（二輪車など）
― 荷台から荷物や幌がはみ出している車
両

― ショッピングカートやベビーカーなど
を押しているとき

●以下の例のような場合、衝突するおそれ
がある対象を正しく検出できない場合が
あります。
― 複数の対象物同士が近接している場合
― 対象となる二輪車または車高の低い車
両の前方近くに車両がいる場合

●外部の騒音などにより、警報音（ブ
ザー）が聞こえない場合があります。

●次のような場合は、システムが機能を十
分に発揮できないことがあります。
― 滑りやすい路面を走行しているとき
― 勾配のある路面を走行しているとき
― 外気温が低いときや走行開始直後など
でブレーキが冷えているとき

― 下り坂などでブレーキが過熱してブ
レーキの効きが悪くなっているとき

― 水たまり走行後や洗車後などブレーキ
が濡れてブレーキの効きが悪くなって
いるとき

― 長期間駐車などで、ブレーキの性能
が十分に発揮できないとき

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足の
タイヤ、スペアタイヤのような非常
用タイヤ、日産純正品もしくは日産
販売会社で購入したタイヤ以外を使用
しているときや、タイヤチェーンを
装着しているとき

― 純正品以外のブレーキ部品、サスペ
ンション部品を使用しているとき

― 車両が傾いているとき（ラゲッジ
ルームに極端に重い荷物を積んでいる
とき）

●路面または壁面の影や模様・ペイント
（かすれた道路標示や漢字で構成される
特殊な道路標示、濡れた路面に映り込ん
だ模様、わだちなどや光の反射を含
む）、前方の道路構造物（トンネル、
高架橋、交通標識、車両脇に設置され
た反射器（リフレクター）、反射シー
ト、ガードレール、カーブミラー、電
柱や電線、看板）などで構成される形
状が、車両や歩行者の輪郭の特徴や車両
のテールランプの大きさ・位置などと似
通っている場合、システムが作動する場
合があります。

●右左折中の前の車両にシステムが作動を
継続する場合があります。

●前の車両に接近し追い越す場合、システ
ムが作動する場合があります。

●道路形状（カーブ路、カーブの出入り
口、ワインディング道、車線規制や工
事中など）によっては、一時的に自車
正面の対向車にシステムが作動する場合
があります。

●自転車で走行している人を歩行者と検知
し、システムが作動する場合がありま
す。

●以下のような物に反応し、システムが作
動する場合があります。

― 道路脇にある物（道路標識、ガード
レール、歩行者、車両など）

― 道幅が狭い路地などを走行する際の歩
行者
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― 路肩の障害物を避けるため、一時的
に自車前方の走行レーンにはみ出した
り、近づく歩行者

― 路面上にある物（線路、格子、鉄
板など）

― 駐車場内にある物（梁など）
― 走行車線または隣接する車線にある物
（歩行者、車両など）

― 走行車線または隣接する車線に近づい
てくる物（歩行者、車両など）

― 対向して接近する歩行者
― 走行路にある物（近接する樹木な
ど）

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキの作動が停止するとき

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ が点灯し、作動が停止します。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキの設定をOFFにしたとき

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ が点灯するとともに、アドバン
スドドライブアシストディスプレイに警
告を表示し、システムが一時的に作動し
なくなります。
― VDCをOFFにしたとき
― トラクションモードをONにしたとき
（NISMO仕様車）

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ 、および接近警報表示が点灯す
るとともに、アドバンスドドライブアシ
ストディスプレイに警告を表示し、シス
テムが一時的に作動しなくなります。
― 周辺の電波源の影響を受けているとき

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ が点灯、および接近警報表示が
ゆっくり点滅するとともに、アドバンス
ドドライブアシストディスプレイに警告
を表示し、システムが一時的に作動しな
くなります。
― フロントガラスの汚れなどにより、
カメラの前方視界が遮蔽されていると
判断したとき

― 前方からの強い光により、 カメラが前
方を認識できなくなったとき

― 炎天下に駐車したときなど、カメラ
が高温になったとき
（室内の温度が下がると、作動を復
帰します。）

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ が点灯および接近警報表示が点
滅するとともに、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイに［現在一部の運
転支援を制限しています］と警告が表示
され、システムが一時的に作動しなくな
ります。
― ソナーに異常が発生したとき
― システムチェックが正常に終了しな
かったとき

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ 、および接近警報表示が点灯す
るとともに、アドバンスドドライブアシ
ストディスプレイに［現在一部の運転支
援が使用できません フロントレーダー周
辺を拭いてください］と警告が表示さ
れ、システムが自動的に停止します。
― 車両前部に取り付けられたレーダーセ
ンサー周辺に雪や氷、泥などが付着
しているとき
上記警告が表示されたときは、安全
な場所に停車し、一度エンジンを停
止してからレーダーセンサーおよびそ
の周辺の汚れを取り除き、エンジン
を再始動してください。
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― 道路形状や周辺の建造物により、
レーダーセンサーが先行車を正確に検
知できないとき
（例：長い橋、雪原、長い壁の横
など）
上記の状況から離れるとシステムは自
動的に作動を再開します。

●システムに異常があると、警告音が鳴る
とともにメーター内のインテリジェント 
エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ 、および接近警報表示が点灯
し、アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ内に警告が表示され、システム
が停止します。
警告灯（ P.227）
警告メッセージ（ P.234）

●システムが始動してから約15秒間はシス
テムチェックのため、インテリジェント 
エマージェンシーブレーキシステムは作
動しません。
システムチェックが完了しなかった場
合、メーター内のインテリジェント エ
マージェンシーブレーキ警告灯［ ］ 
が点灯、および接近警報表示が点滅し、
アドバンスドドライブアシストディスプ
レイ内に［現在一部の運転支援を制限し
ています］と警告が表示されます。

●VDCをOFFにしたとき、またはトラク
ションモード（NISMO仕様車）をON
にしたときは、インテリジェント エ
マージェンシーブレーキ警告灯［ ］ 
が点灯するとともに、アドバンスドドラ
イブアシストディスプレイに警告が表示
され、システムが一時的に作動しなくな
ります。

●夜間、ライトを点けずに走行するなど
で、カメラの視界が真っ暗な状態になっ
た場合は、 メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ が点灯するとともに、アドバン
スドドライブアシストディスプレイに警
告が表示される場合があります。

踏み間違い衝突防止アシスト★
踏み間違い衝突防止アシストは、進行方向に
壁などの障害物、車両や歩行者（前進時の
み）などがいる場所で、駐車操作時など低
速のときにアクセルペダルとブレーキペダル
を間違えて踏み込む、あるいはブレーキ操作
が遅れたときに運転者に音と表示で警告しま
す。

さらにエンジン出力やブレーキを制御するこ
とで、過度な加速の防止や障害物への衝突防
止を支援します。

システムに関連する表示

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
カメラ前方のフロントガラスはいつ
もきれいにしておいてください。マ
ルチセンシングフロントカメラの取
り扱いについては、（ P.275）
をお読みください。

● 警告灯が点灯したときは、安全な場
所に停車し、一度エンジンを停止し
てから再始動してください。
上記の操作をしても、警告灯が点灯
し続けるときはシステムの異常が考
えられます。通常走行には支障はあ
りませんが、日産販売会社で点検を
受けてください。
警告灯（ P.227）

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
踏み間違い衝突防止アシストは、ア
クセルペダルとブレーキペダルの踏
み間違えにより引き起こされる暴走
や衝突事故の軽減を目的とした補助
機能です。あらゆる状況で効果があ
るわけではありません。運転者は周
囲の安全確認を行い、常に注意深い
運転操作を心がけて走行してくださ
い。

● ソナーやマルチセンシングフロント
カメラの性能には限界があるため、
システムだけに頼った運転はせず、
常に安全運転を心がけてください。
詳細については、各検知条件と制限
をお読みください。
ソナーの検知条件と制限  

(P.143)

マルチセンシングフロントカメラ
の検知条件と制限  (P.142)
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踏み間違い衝突防止アシストについ
て

前進時
●フロントガラス上部のマルチセンシング
フロントカメラにより前方の車両や歩行
者を検知します。

●フロントバンパーに取り付けられたソ
ナーにより、進行方向の障害物を検知し
ます。

後退時
●リヤバンパーに取り付けられたソナーに
より、進行方向の障害物を検知します。

踏み間違い衝突防止アシストには、2つの
機能があります。
低速加速抑制機能

 警告
● 故意にアクセルペダルを踏み込まな
い。
車両が急に動き出し思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。また、
低速加速抑制機能は、アクセルペダ
ルをゆっくりと深く踏み込んだとき
には作動しません。
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●前進時（停車時含む）、進行方向に車
両や歩行者、壁などの障害物を検出して
いる場合に、アクセルペダルが必要以上
に踏み込まれたとシステムが判断する
と、約6秒間加速を抑制したり、弱い
ブレーキをかけたりすることで車速が上
がることを抑えます。

●後退時（停車時含む）、進行方向に壁
などの障害物を検出している場合に、ア
クセルペダルが必要以上に踏み込まれた
とシステムが判断すると、約6秒間加速
を抑制したり、弱いブレーキをかけたり
することで車速が上がることを抑えま
す。

●車両、歩行者に対しては、車速約0～
25km/h の範囲で作動します。

●壁などの障害物に対しては、車速約0～
15km/hの範囲で作動します。

●低速加速抑制機能が作動しているとき
は、警報音（ブザー）と警告灯の点
滅、およびアドバンスドドライブアシス
トディスプレイの表示によって運転者に
警告します。
警告灯（ P.227）
警告メッセージ（ P.233）

低速衝突軽減ブレーキ機能

●前進、または後退時、進行方向の障害
物を検知し、衝突するおそれがあるとシ
ステムが判断すると、エンジン出力の制
御、およびブレーキをかけて衝突を回
避、または被害の軽減をします。

●低速衝突軽減ブレーキ機能は、車速約
15km/h以下のとき作動します。

●低速衝突軽減ブレーキ機能が作動する
と、警報音（ブザー）と警告灯の点滅
によって運転者に警告します。
警告灯（ P.227）

●低速衝突軽減ブレーキ機能が作動したと
きは制動灯が点灯します。

●低速衝突軽減ブレーキ機能が作動してい
るときは、作動音が聞こえることがあり
ますが異常ではありません。

低速衝突軽減ブレーキが作動すると
き・しないとき

クルマ止めのない駐車場などで、壁などに
衝突しそうになったとき

万一、運転者のブレーキ操作が遅れ、壁
などに衝突するおそれがあるとシステムが
判断すると、警報音（ブザー）と警告灯
が点滅し、ブレーキをかけて衝突を回避ま
たは被害を軽減します。
●ブレーキ制御が作動したあと、再び同じ
障害物に近づいたときは作動しません。
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●システムは、ブレーキペダルを踏みなが
ら車両を移動する（駐車場での操作）
など低速における支援を目的にしていま
す。
アクセルペダルを踏んで前進・後退する
状況などでは作動が遅れ十分に機能しな
い場合があります。

縦列駐車をするとき
シフトポジションを ／ から 、または
から ／ に切り替えたときは、シフト

ポジションの操作を繰り返すたびに進行方
向の障害物を検知してブレーキ制御が作動
します。
●ブレーキ制御が作動したあと、シフトポ
ジションを切り替えずにさらに同じ障害
物に向かって前進、または後退をした場
合は、ブレーキ制御は作動しません。

●アクセルペダルを踏んでいるときは作動
が遅れることがあります。

●後退中は、前方の障害物に対しては作動
しません。同様に、前進中は後方の障
害物に対して作動しません。

●障害物に対し斜めに接近すると作動しな
いことがあります。

●幅の狭い障害物に対しては作動しないこ
とがあります。

●他の車両が自車両に対して横にずれた位
置にあるときは、作動しないまたは作動
が遅れることがあります。

並列駐車をするとき
●狭いスペースに進入するときに作動する
ことがあります。

●他の車両の角部に向かって接近したとき
は作動しません。

●他の車両が自車両に対して横にずれた位
置にあるときは、作動しないまたは作動
が遅れることがあります。

●後退中は、前方の障害物に対しては作動
しません。同様に、前進中は後方の障
害物に対しては作動しません。

●壁から突き出している柱や配管などに対
しては作動しません。

●低い障害物に対しては作動しません。

踏み間違い衝突防止アシストの停止
のしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［エマージェンシーブレーキ］を選
択すると、踏み間違い衝突防止アシスト
のON・OFFを切り替えることができま
す。

設定の詳細については、運転支援システ
ムをお読みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)
●機能をOFFにすると、システムが停止
します。（インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキ警告灯［ ］が
点灯）

●踏み間違い衝突防止アシストの設定は、
インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ、インテリジェント FCW（前
方衝突予測警報）の設定と連動していま
す。

踏み間違い衝突防止アシストに関す
る注意事項

 警告
● 故意にアクセルペダルを踏み込まな
い。
車両が急に動き出し思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。また、
低速加速抑制機能は、アクセルペダ
ルをゆっくりと深く踏み込んだとき
には作動しません。

● 次の場合は、予期せずシステムが作
動し、思わぬ事故につながるおそれ
があるため、踏み間違い衝突防止ア
シストをOFFにする。
― けん引するとき
― トレーラーなどに積載するとき
― 点検などでシャシーダイナモを使
用するとき
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 警告
― 純正品以外のサスペンション部品
を使用しているとき
（車高や車両の傾きが変わると正
しく障害物を検知できないことが
あります）

― センサーを妨げるようなバイク
ラックなどを装着しているとき

● 外部の騒音などにより、警報音
（ブザー）が聞こえない場合があり
ます。

● ソナーは次のような障害物は検知し
ません。
― 背の低い障害物
― 幅の狭い障害物
― 針金、金網、ロープなどの細い
障害物

― バンパーに非常に近い障害物
― 急に進行方向に現れた障害物

● ソナーは次のような障害物は検知し
ないことや作動が遅れることがあり
ます。
― 地面から高い位置に存在する障害
物

― 周囲で大きな音が鳴っているとき
― 周囲に超音波を発するものがある
とき

― スポンジ状のものや雪など表面が
柔らかく音波を吸収しやすい障害
物

● ソナーは次のような場合は検知しな
いことがあります。
― 雨、雪、氷、汚れなどがソナー
に付着しているとき

― 周囲で大きな音が鳴っているとき
― 周囲に超音波を発するものがある
とき

― 障害物の面が車両の前面、または
後面に対して斜めのとき

● ソナーは次のような場合は検知する
ことがあります。
― 周囲に草が生い茂っているとき
― 車両側面の近くに壁があるとき
― 路面上に段差や突起物があるとき
― 垂れ下がった旗、ビニールカーテ
ンなどをくぐって走行するとき

― 車両周辺に雪のかたまりがあると
き

― 車両感応センサーや他車のソナー
など、超音波を発生するものが付
近にいたとき

― 他車のホーン、オートバイの排気
音や工事など、付近で大きな音が
したとき

― 背が高く上部が張り出しているも
のがあるとき

● マルチセンシングフロントカメラは
次のような障害物は検知しません。
― 子供などの背の低い人、動物、
自転車

― 対向車両

― 道路構造物（ガードレール、
ポールなど車両と歩行者以外の障
害物）

● マルチセンシングフロントカメラは
車両の後端を認識するため、以下の
例のような車両を検知しないもしく
は検知できない場合があります。
― バンパー形状などにより、タイヤ
が見えにくい車両

― 幌がはみ出し、後端形状がはっき
りしない車両

― 前方を横切って通過する車両
― 斜めもしくは前向きに止まってい
る車両

● マルチセンシングフロントカメラは
次のような場合、前方の車両、歩
行者を検知できないことがありま
す。
― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、
砂塵、吹雪など）で視界が悪い
とき

― 前方の車両や対向車などにより
水、雪、砂などの巻き上げが発
生しているとき

― カメラ前方のフロントガラスに汚
れ、油膜、水滴、氷、雪など
が付着しているとき

― カメラ前方のフロントガラスがく
もっているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車
両のハイビームなど）を受けてい
るとき
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 警告
― 前方の強い光により前方車両のタ
イヤの部分が影になり見えにくい
とき

― 夜間やトンネル内などでヘッドラ
ンプを点灯していない、あるいは
ヘッドランプのレンズが極端に汚
れているとき

― 夜間やトンネル内などで前方の車
両のテールランプが点灯していな
いとき

― トンネルの出入り口や日陰など、
急に明るさの変化が起こったとき

― カーブを走行しているとき
― 勾配の変化があるところを走行し
ているとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走
行しているとき

― 歩行者が大きな荷物を持ってい
る、背景と同じ色の服を着ている
など人特有の輪郭が認識できない
とき

― 前方車両からの太陽光などを強く
反射されたとき

― 対象物の位置や動きが大きく変化
した場合（自車の車線変更・右
左折、前方車両の右左折・急ハ
ンドル・急加速・急減速など）

― 始動してから約15秒間

― カメラの視界がさえぎられている
とき（フロントガラスの汚れ、
油膜、虫汚れ、ワイパーブレー
ド）

― カメラの向きがずれているとき
● マルチセンシングフロントカメラは
以下の例のような周辺状況では対象
物の形状を正しく検出できずシステ
ムが作動しない場合があります。
― 対象物が背景と似た色合いで区別
ができない場合

― 対象物が道路標示（道路上の横断
歩道、制限速度などの標示）の
近くにいる場合

― 対象物が路面の水たまりの付近に
いる場合（周りの風景が水たまり
に映り込むなど）

― 対象物が建物や街路樹などの影と
重なっているとき

― 対象物と自車の間に水蒸気や煙な
どがあるとき

● 以下の対象物にはマルチセンシング
フロントカメラが対象物の形状を正
しく検出できずシステムが作動しな
い場合があります。
― 夜間やトンネル内など暗い場所に
いる歩行者

― 車高の低い車両
― 最低地上高（地面から車体までの
高さ）が極端に低いもしくは極端
に高い車両

― 特殊な形状の車両（タンクロー
リー、サイドカーなど）

― 前方の至近距離に割り込んだ車両
― 前方の至近距離に飛び出してきた
歩行者

― 自車の正面から横にずれた位置に
存在する車両や歩行者

― 後端面積が小さい車両（空荷のト
ラックなど）

― リヤタイヤから車両後端までが長
い車両

― 四輪車以外の車両（二輪車など）
― 荷台から荷物や幌がはみ出してい
る車両

● マルチセンシングフロントカメラは
以下の例のような場合、衝突するお
それがある対象を正しく検出できな
い場合があります。
― 複数の対象物同士が近接している
場合

― 対象となる二輪車または車高の低
い車両の前方近くに車両がいる場
合

低速衝突軽減ブレーキ機能について
● ブレーキ制御は短時間しか作動しま
せん。必ず運転者がブレーキペダル
を踏んでください。
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低速加速抑制機能について
●ソナーで検出した壁や車両などの大きな
障害物に対して作動します。車両の幅以
下の障害物は検知しません。

●マルチセンシングフロントカメラで検出
した衝突のおそれのある前方の車両や歩
行者に対して作動します。

●低速加速抑制機能は、運転者がアクセル
ペダルを戻すと解除されます。

●アクセルペダルを踏み続けた場合は、作
動を開始してから約6秒後に解除されま
す。

●渋滞中などで前方にいる車両を追い越す
ときなどに低速加速抑制機能が一時的に
作動することがあります。

●信号待ちや右折待ちなどで、車間距離の
短い状態から前の車に続いて発進する
際、アクセルペダルをすばやく深く踏み
込むと低速加速抑制機能が一時的に作動
することがあります。

●次の場合は作動しません。
― 車速が約15km/h以上のとき（前方
の車両、歩行者に対しては約
25km/h以上）

― ブレーキペダルを踏んでいるとき
― シフトポジションが 、 、  以外
のとき

― トラクションコントロール機能
（TCS）が作動しているとき

― タイヤが空転しているとき
●路面または壁面の模様・ペイント（か
すれた道路標示や漢字で構成される特殊
な道路標示を含む）、前方の道路構造物
（トンネル、高架橋、交通標識、車両
脇に設置された反射器（リフレク
ター）、反射シート、ガードレール）
などで構成される形状が、車両や歩行者
の輪郭の特徴や車両のテールランプの大
きさ・位置などと似通っている場合、

 警告
● 車両を停止させる場合は、必ず運転
者がブレーキペダルを踏む。
低速加速抑制機能が作動したあとに
低速衝突軽減ブレーキ機能が作動し
たときは、車両が停止してから約2
秒後にブレーキが解除され、車両が
動き出します。

● 外部の騒音などにより、警報音
（ブザー）が聞こえない場合があり
ます。

 注意
低速衝突軽減ブレーキ機能について
● システムの作動を待たず、すみやか
にブレーキ操作を行う。
車両の状態、走行状況、交通環
境、天候、路面状況などにより作
動しない場合や、本来の性能を発揮
できないことがあります。

● アクセルペダルを踏んだ状態で障害
物に接近したときは、作動が遅れる
ことがあります。

 アドバイス
● 次の場合は、システムが正常に作動
しなかったり、機能を十分に発揮で
きないことがあります。
― 悪天候（雨、霧、雪など）の
とき

― 勾配が急な坂道を走行していると
き

― 段差などをまたいでいるときなど
車両姿勢が変化しているとき

― 滑りやすい路面を走行していると
き

― ハンドルを大きく切って旋回して
いるとき

― 外気温が低いときや走行開始直後
などでブレーキが冷えているとき

― 下り坂などでブレーキが過熱して
ブレーキの効きが悪くなっている
とき

― 水たまり走行後や洗車後などブ
レーキが濡れてブレーキの効きが
悪くなっているとき

― 長期間駐車などで、ブレーキの性
能が十分に発揮できないとき

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足
のタイヤ、スペアタイヤのような
非常用タイヤ、日産純正品もしく
は日産販売会社で購入したタイヤ
以外を使用しているときや、タイ
ヤチェーンを装着しているとき

― 車両が傾いているとき（ラゲッジ
ルームに極端に重い荷物を積んで
いるとき）

● 動いている物体に対しては踏み間違
い衝突防止アシストは作動しませ
ん。（前方の車両、歩行者を除
く）
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マルチセンシングフロントカメラが対象
物の形状を正しく検出できずシステムが
作動する場合があります。

●自転車で走行している人を歩行者と検知
し、システムが作動する場合がありま
す。

●以下のような物に反応し、システムが作
動する場合があります。

― 歩行者が自車前方の走行レーンに近づ
いた場合

― 道路上方にある物（低い橋、道路標
識など）

― 路面上にある物（線路、格子、鉄
板など）

― 駐車場内にある物（梁など）
― 走行車線または隣接する車線にある物
（歩行者、車両など）

― 走行車線または隣接する車線に近づい
てくる物（歩行者、車両など）

― 対向して接近する歩行者

― 走行路にある物（近接する樹木な
ど）

低速衝突軽減ブレーキ機能について
●ブレーキ制御が作動したあと、再び同じ
障害物に近づいても作動しません。

●次の場合は作動しません。
― シフトポジションが 、 、  以外
のとき

●前進時は車両後方の障害物に対しては作
動しません。同様に、後退時は車両前
方の障害物に対しては作動しません。

踏み間違い衝突防止アシストの作動
が停止するとき

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ が点灯し、作動が停止します。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキの設定をOFFにしたとき

― VDCをOFFにしたとき
― トラクションモードをONにしたとき
（NISMO仕様車）

●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキが一時的に作動できなくなったと
きは、メーター内のインテリジェント 
エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ が点灯するとともに、アドバン
スドドライブアシストディスプレイに
［現在一部の運転支援を制限していま
す］と警告が表示され、踏み間違い衝
突防止アシストも一時的に作動しなくな
ります。

詳しくは、 インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキの作動が停止すると
き  (P.161)をお読みください。

●システムに異常があると、メーター内の
インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ警告灯［ ］ が点灯し、警報
音（ブザー）が鳴るとともにアドバン
スドドライブアシストディスプレイ内に
警告が表示され、システムが停止しま
す。
警告灯（ P.227）
警告メッセージ（ P.233）

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
ソナーはいつもきれいにしておいて
ください。ソナーの取り扱いについ
ては、（ P.276）をお読みくだ
さい。

● 警告灯が点灯したときは、安全な場
所に停車し、一度エンジンを停止し
てから再始動してください。
上記の操作をしても、警告灯が点灯
し続けるときはシステムの異常が考
えられます。通常走行には支障はあ
りませんが、日産販売会社で点検を
受けてください。
警告灯（ P.227）
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BSW（後側方車両検知警報）
BSW（後側方車両検知警報）は、車線変
更をするとき、隣車線に車両がいる場合に警
報によって運転者に注意を促します。

システムに関連する表示

BSW（後側方車両検知警報）につい
て

●車両後部のレーダーセンサーにより隣車
線の車両を検知します。

●車速約30km/h以上で作動します。

●レーダーセンサーにより隣車線の車両を
検知すると、検知した側のドアミラー付
近にある表示灯が点灯します。

●隣車線の車両を検知しているときに、検
知している側に方向指示器を作動させる
と、警報音（ブザー）が鳴るとともに
アドバンスドドライブアシストディスプ
レイのBSW（後側方車両検知警報）表
示と、ドアミラー付近にある表示灯が点
滅します。

検知範囲について

●レーダーセンサーは、自車両の左右にあ
る検知範囲内にいる車両を検知します。

●検知範囲は、自車両のドアミラーから後
方に約6m、車両の側面から横方向に約
3mです。

●ドアミラー付近の表示灯は電源ポジショ
ンをONにすると点灯し、数秒後に消灯
します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］ ⇒［運転支援］⇒

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
BSW（後側方車両検知警報）は、
ドアミラーによる周囲の検知を代わ
りに行ったり、車両や障害物との接
触を防いだりする機能ではありませ
ん。車線変更を行うときは、機能
に頼った確認をせず、必ずドアミ
ラーおよびルームミラーで側方およ
び後方の安全を確認してください。

● レーダーの性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせ
ず、常に安全運転を心がけてくださ
い。詳細については、各検知条件
と制限をお読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.141)
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［後側方支援］⇒［インジケータの明
るさ］を選択すると、ドアミラー付近
の表示灯の明るさの設定を変更すること
ができます。
設定の詳細については、運転支援システ
ムをお読みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)
●方向指示器が作動しているときに、 レー
ダーセンサーにより隣車線の車両を検知
した場合には、ドアミラー付近にある表
示灯は点滅しますが音は鳴りません。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを［運転支援］に切り替えると、
BSW（後側方車両検知警報）の作動状
態をアドバンスドドライブアシストディ
スプレイ内で確認することができます。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)

作動するとき・しないとき

後方から車両が接近してくるとき

●後方から車両が接近してくる場合、その
車両が検知範囲内に入るとドアミラー付
近にある表示灯が点灯します。

●車両を検知しているときに、検知してい
る側に方向指示器を作動させると警報音
（ブザー）が鳴るとともに、BSW

（後側方車両検知警報）表示とドアミ
ラー付近にある表示灯が点滅します。

●方向指示器を作動したあとに、検知範囲
に車両が入ってきたときは、BSW（後
側方車両検知警報）表示とドアミラー付
近にある表示灯が点滅しますが、警報音
（ブザー）は鳴りません。
他の車両を追い越すとき

●他の車両を追い越すとき、追い越される
車両が検知範囲内に2秒以上とどまると
ドアミラー付近の表示灯が点灯します。

 注意
● 車線変更を行うときは、必ずドアミ
ラーおよびルームミラーを使用して
周囲の安全を確認する。
自車両より極端に速い速度で接近し
てくる車両は検知できないことがあ
ります。
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●車両を検知しドアミラー付近にある表示
灯が点灯しているときに、検知している
側に方向指示器を作動させると警報音
（ブザー）が鳴るとともに、BSW
（後側方車両検知警報）表示とドアミ
ラー付近にある表示灯が点滅します。

●速度の遅い車両をすばやく追い越したと
きはシステムが検知しません。

他の車両に追い越されるとき

●複数の車両に連続して追い越されると
き、追い越す車両の車間距離が短い場合
は、1台目の車両以外が検出されないこ
とがあります。

他の車線から車両が接近してきたとき

●車線変更などで車両が接近してきたとき
は、検知範囲内に入るとドアミラー付近
の表示灯が点灯します。

●車両を検知しているときに、検知してい
る側に方向指示器を作動させると警報音
（ブザー）が鳴るとともに、BSW
（後側方車両検知警報）表示とドアミ
ラー付近にある表示灯が点滅します。

●自車両とほぼ同じ速度で走行する車両が
車線変更してきた場合、検出できないこ
とがあります。

●方向指示器を作動させたあとに、検知範
囲に車両が入ってきたときは、BSW
（後側方車両検知警報）表示とドアミ
ラー付近にある表示灯が点滅しますが、
警報音（ブザー）は鳴りません。
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BSW（後側方車両検知警報）の使い
かた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［後側方支援］⇒［後側方車両検知
警報］を選択すると、BSW（後側方
車両検知警報）のON・OFFを切り替
えることができます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)
運転支援  (P.71)

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイのON・OFF設定は、エンジンを
再始動しても維持されます。

BSW（後側方車両検知警報）に関す
る注意事項

●車線の幅が極端に広い道路を運転する場
合、隣の車線にいる車両を検知できない
ことがあります。また、車線の幅が極
端に狭い道路を運転する場合、2つ隣の

車線にいる車両を検知することがありま
す。

●レーダーセンサーは静止している障害物
を検知しないよう設計されていますが状
況によっては、ガードレール、壁、植
物、駐車された車両などを検知してしま
うことがあります。

作動が停止するとき
●次の場合はアドバンスドドライブアシス
トディスプレイに［サイドレーダー及び 
その周辺が汚れています 拭いてくださ
い］と警告が表示され、BSW（後側
方車両検知警報）表示が点滅し、一時
的にシステムが停止します。
― レーダーセンサーが汚れているとき
― レーダーセンサーに雨、雪、氷など
が付着しているとき

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに警告が
表示され、BSW（後側方車両検知警
報）表示が点灯しシステムが停止しま
す。
警告メッセージ（ P.235）

 警告
● 次のような車両は、正確に検知でき
ず、システムが正しく作動しないお
それがあります。
― 背の低い車両や、オートバイなど
の幅の狭い車両

― 停車状態から検知範囲に居続ける
車両

― 後方から速い速度で接近してくる
車両

― 自車両が速い速度で追い越した車
両

― 合流や車線変更で自車両の横にほ
ぼ同じ速度で移動してきた車両

● 次のような状況では、隣の車線の車
両を検知できないことがあります。
― 強い光（太陽光など）を受けて
いるとき

― 急な明るさの変化が起こったとき
（トンネルの出入り口など）

― 車線の幅が極端に広い道路を運転
しているとき

― 悪天候（雨、雪、霧など）で
視界が悪いとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発
生しているとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー周辺に付着しているとき

 注意
● レーダーセンサーは次のような障害
物は検知しません。
― 歩行者、自転車、動物など
― 対向車

 アドバイス
● 外部の騒音などにより、警報音
（ブザー）が聞こえない場合があり
ます。

 アドバイス
● レーダーセンサーの周辺が汚れてい
るときは安全な場所に停車し、レー
ダーセンサー周辺の汚れなどを取り
除いてからエンジンを再始動してく
ださい。レーダーセンサーの取り扱
いについては、（ P.274）をお
読みください。
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LDW（車線逸脱警報）
運転者が意図せず走行車線から逸脱しそうな
とき、警報によって注意を促します。

システムに関連する表示 LDW（車線逸脱警報）について

●フロントガラス上部のマルチセンシング
フロントカメラにより走行車線のレーン
マーカーを検知します。

●車速約60km/h以上で作動します。
●走行車線の右側もしくは、左側のレーン
マーカーに近づいたと判断すると、警報
音（ブザー）が鳴るとともにメーター
内のLDW（車線逸脱警報）表示がオレ
ンジ色に点滅します。
レーンマーカーとは、走行車線の右側も
しくは左側に引かれた線のことを示しま
す。

●車両の移動する方向に方向指示器を作動
させている場合は警報を行いません。
（方向指示器を解除したあと、約2秒間
は警報を行いません。）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを［運転支援］、および［クルー
ズ（CRUISE）］に切り替えると、
LDW（車線逸脱警報）の作動状態をア

 アドバイス
● アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに警告が表示されたとき
は、安全な場所に停車し、一度エ
ンジンを停止してから再始動してく
ださい。
エンジン再始動後も表示され続ける
ときは、システムの異常が考えられ
ます。通常走行には支障はありませ
んが、日産販売会社で点検を受けて
ください。

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
LDW（車線逸脱警報）は、脇見
運転やぼんやり運転などの前方不注
意および雨、霧などの視界不良によ
る危険を回避するものではありませ
ん。周囲の状況に応じてハンドル操
作を行い、常に安全運転を心がけて
ください。

● マルチセンシングフロントカメラの
性能には限界があるため、システム
だけに頼った運転はせず、常に安全
運転を心がけてください。詳細につ
いては、検知条件と制限をお読みく
ださい。

マルチセンシングフロントカメラ
の検知条件と制限  (P.142)
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ドバンスドドライブアシストディスプレ
イ内で確認することができます。
詳しくは、運転支援をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)
運転支援  (P.71)

ON・OFFのしかた
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［側方支援］⇒［車線逸脱警報］
を選択すると、LDW（車線逸脱警報）
機能のON・OFFを切り替えることがで
きます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)
運転支援  (P.71)

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイのON・OFF設定は、エンジンを
再始動しても維持されます。

LDW（車線逸脱警報）に関する注意
事項

作動が停止するとき
●炎天下に駐車したときなど、カメラが高
温になったときは、アドバンスドドライ
ブアシストディスプレイに［カメラが高
温のため現在使用できません］と警告が
表示され、LDW（車線逸脱警報）表
示が点滅し一時的にシステムが停止しま
す。（室内の温度が下がると、作動を
復帰します。）

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに警告が
表示され、LDW（車線逸脱警報）表
示が点灯しシステムが停止します。
警告（ P.235）

 警告
● 次のような状況では、レーンマー
カーを正確に検出できず、適切な作
動ができない場合があります。

― 検出しにくいレーンマーカー（不
明瞭なレーンマーカー、黄色の
レーンマーカー、一般的でない
レーンマーカー、水たまり・汚
れ・雪などで隠れているレーン
マーカー）がある道路を走行する
とき

― 急なカーブのある道路を走行する
とき

― 消されたレーンマーカーがまだ見
えている道路を走行するとき

― 道路上に影、雪、水たまり、わ
だち、道路のつなぎ目、線状の
補修痕などがあるとき（これらの
ものをレーンマーカーとして検出
して警報する場合があります。）

― 車線の分岐・合流のある道路を走
行したとき

― 自車がレーンマーカーに対して
まっすぐに走行していないとき

― 先行車との車間距離が短く、カメ
ラの検出範囲が遮られるとき

― 雨、雪、汚れなどがフロントガ
ラスに付着しているとき

― 汚れなどでヘッドランプの明るさ
が不十分なときやヘッドランプの
光軸調整が適切に行われていない
とき

― 前方から強い光（太陽光など）
を受けているとき

― 急な明るさの変化が起こったとき
（トンネルの出入り口など）

 アドバイス
● 外部の騒音などにより、警報音
（ブザー）が聞こえない場合があり
ます。

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
カメラ前方のフロントガラスはいつ
もきれいにしておいてください。マ
ルチセンシングフロントカメラの取
り扱いについては、（ P.275）
をお読みください。

● アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに警告が表示されたとき
は、安全な場所に停車し、一度エ
ンジンを停止してから再始動してく
ださい。
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インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）

前方を走行する2台前の車両を検知し、急な
減速などにより、自車の回避操作が必要と判
断した場合には、警報によって運転者に注意
を促します。

システムに関する表示

インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）について

●インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）は車速が約5km/h以上で作動し
ます。

 アドバイス
エンジン再始動後も警告が表示され
続けるときは、システムの異常が考
えられます。通常走行には支障はあ
りませんが、日産販売会社で点検を
受けてください。

 警告
● インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）は前方を走行する2台前
の車両の急な減速などを検知したと
き運転者に警報を行いますが、衝突
を回避する機能はありません。

● インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）は脇見運転やぼんやり運
転などの前方不注意および雨、霧な
どの視界不良による危険を回避する
ものではありません。
前方の車両との車間距離、周囲の状
態に応じてブレーキペダルを踏んで
減速するなどして車間距離を確保
し、安全運転を心がけてください。

● レーダーの性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせ
ず、常に安全運転を心がけてくださ
い。詳細については、検知条件と
制限をお読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.141)
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●車両前部に取り付けられたレーダーセン
サーにより前方の2台前の車両との距離
を計測します。

●自車の回避操作が必要と判断すると、ア
ドバンスドドライブアシストディスプレ
イの接近警報表示がオレンジ色に点滅す
るとともに警報音（ブザー）を鳴らし
て、運転者に注意を促します。

●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキのON・OFFを切り替えると、
踏み間違い衝突防止アシスト★、インテ
リジェント FCW（前方衝突予測警報）
も連動してON・OFFされます。
踏み間違い衝突防止アシスト★  

(P.162)
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキ  (P.157)

インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）に関する注意事項

 警告
● 次のような障害物は検知しません。
― 歩行者、自転車、動物、道路上
に落ちている障害物

― 対向車両
― 前方を横切って通過する車両

● 次のような場合は、前方の2台前の
車両を検知できないことがありま
す。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で
視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより
水、雪、砂などの巻き上げが発
生しているとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー周辺に付着しているとき

― 放送局など周辺の電波源により影
響を受けているとき

― トンネル内を走行しているとき

― 前方の車両がけん引を行っている
とき

― 前方の車両との距離が極端に近い
とき

― 急なカーブや、勾配の変化がある
ところを走行しているとき

● 前方の車両がオートバイのような幅
の狭い車両のときは、前方の車両を
検知できず、インテリジェント 
FCW（前方衝突予測警報）は警報
を行わないことがあります。

● 外部の騒音などにより、警報音
（ブザー）が聞こえない場合があり
ます。
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インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）の作動が停止するとき

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ が点灯し、作動が停止します。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキの設定をOFFにしたとき

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ 、および接近警報表示が点灯す
るとともに、アドバンスドドライブアシ
ストディスプレイに警告を表示し、シス
テムが一時的に作動しなくなります。
― 周辺の電波源の影響を受けているとき
停止したときの状態が改善されるとシス
テムは作動を再開します。

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ が点灯および接近警報表示が点
滅するとともに、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイに［現在一部の運
転支援を制限しています］と警告が表示
され、システムが一時的に作動しなくな
ります。
― ソナーに異常が発生したとき
― システムチェックが正常に終了しな
かったとき

●次の場合、インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキ警告灯［ ］ 、
および接近警報表示が点灯するととも
に、アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに［現在一部の運転支援が使用
できません フロントレーダー周辺を拭い

てください］と警告が表示され、シス
テムが停止します。
― 車両前部に取り付けられたレーダーセ
ンサー周辺に雪や氷、泥などが付着
しているとき

上記警告が表示されたときは、安全な場
所に停車し、一度エンジンを停止してか
らレーダーセンサーおよびその周辺の汚
れなどを取り除き、エンジンを再始動し
てください。

●システムに異常があると、警告音が鳴る
とともにメーター内のインテリジェント 
エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］ 、および接近警報表示が点灯
し、アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ内に警告が表示され、システム
が停止します。
警告灯（ P.227）
警告メッセージ（ P.234）

インテリジェント DA（ふらつき警
報）

インテリジェント DA（ふらつき警報）は、
ハンドル操作から運転者の注意力が低下して
いると判断したときに、アドバンスドドライ
ブアシストディスプレイの表示と音により運
転者に休憩を促します。

システムに関連する表示

 アドバイス
● インテリジェント エマージェンシー
ブレーキをONにできない、または
警告灯が点灯したときは、安全な場
所に停車し、一度エンジンを停止し
てから再始動してください。上記の
操作をしても、警告灯が点灯し続け
るときはシステムの異常が考えられ
ます。通常走行には支障はありませ
んが、日産販売会社で点検を受けて
ください。
警告灯（ P.227）

● レーダーセンサーの周辺が汚れてい
るときは安全な場所に停車し、レー
ダーセンサー周辺の汚れなどを取り
除いてからエンジンを再始動してく
ださい。レーダーセンサーの取り扱
いについては、（ P.274）をお
読みください。

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
このシステムは疲労時の運転を補助
するものではありません。疲労時の
運転は重大な事故にいたる危険があ
るため、運転前に十分に休憩をと
り、安全運転を心がけてください。
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インテリジェント DA（ふらつき警
報）について

●車速約60km/h以上で走行中、運転者
のハンドル操作から注意力が低下してい
ると判断したときに、警報音（ブ
ザー）が鳴るとともにアドバンスドドラ
イブアシストディスプレイに［休憩しま
せんか？］と警告メッセージを表示しま
す。
警告メッセージ（ P.237）

インテリジェント DA（ふらつき警
報）の停止のしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［ふらつき警報］を選択すると、イ
ンテリジェント DA（ふらつき警報）

機能のON・OFFを切り替えることがで
きます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)
運転支援  (P.71)

●設定は、エンジンを再始動しても維持さ
れます。

インテリジェント DA（ふらつき警
報）の作動が停止するとき

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに警告が
表示され、作動が停止します。
警告メッセージ（ P.235）

RCTA（後退時車両検知警報）
RCTA（後退時車両検知警報）は、後退時
に後方を横切ろうとする車両に衝突するおそ
れがあるとき、警報によって注意を促しま
す。

システムに関連する表示

 アドバイス
● 安全な場所に停車し、一度エンジン
を停止してから再始動してくださ
い。

● 再始動後もメッセージを表示すると
きは、システムの異常が考えられま
す。
通常走行に支障はありませんが、日
産販売会社で点検を受けてくださ
い。

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
RCTA（後退時車両検知警報）
は、運転者の代わりに周囲を確認し
たり、車両と障害物との接触を防い
だりする機能ではありません。駐車
スペースから後退するときは、機能
に頼らず、必ず運転者自身で周囲の
安全を確認してください。

● レーダーの性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせ
ず、常に安全運転を心がけてくださ
い。詳細については、検知条件と
制限をお読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.141)
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RCTA（後退時車両検知警報）につ
いて

●車両後部のレーダーセンサーにより後方
を横切ろうとする車両を検知します。

●シフトポジションがオートマチック車は
、マニュアル車はRで、車速約

8km/h以下のとき作動します。
●レーダーセンサーにより後方を横切ろう
とする車両を検知すると、警報音（ブ
ザー）が鳴るとともに検知した側のドア
ミラー付近にある表示灯が点滅します。

●RCTA（後退時車両検知警報）の設定
をOFFにしているときにオートマチック
車はシフトポジションを 、マニュアル
車はRにすると、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイに［システム
OFF］と表示されます。
検知範囲について

●レーダーセンサーは、約20m先から近
づいてくる車両を検知します。

●ドアミラー付近の表示灯は電源ポジショ
ンをONにすると点灯し、数秒後に消灯
します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［後側方支援］⇒［インジケータの
明るさ］を選択すると、ドアミラー付
近の表示灯の明るさの設定を変更するこ
とができます。
設定の詳細については、運転支援システ
ムをお読みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)

RCTA（後退時車両検知警報）の使
いかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［後退時車両検知警報］を選択する
と、RCTA（後退時車両検知警報）機
能のON・OFFを切り替えることができ
ます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)
運転支援  (P.71)

●設定は、エンジンを再始動しても維持さ
れます。

RCTA（後退時車両検知警報）に関
する注意事項

 警告
● 後退する前に、必ず目視で周囲の状
況を確認してください。レーダーセ
ンサーは接近している（動いてい
る）車両を検知します。次のよう
なものは検知できないことがありま
す。
― 歩行者、自転車、動物など
― 約30km/h以上の速度で通過する
車両

― 約8km/h以下の速度で通過する車
両

● 次のような状況では、レーダーセン
サーが接近する車両を検知できない
ことがあります。

― 隣に駐車している車両などが、
レーダーセンサーの検出エリアを
妨げているとき
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 警告

― 駐車枠線が斜めに引かれた駐車場
に駐車しているとき

― 傾斜した地面に駐車しているとき

― 回り込むようにして自車両後方へ
車両が接近してきたとき

― 接近してきた車両の向きが、自車
両の向きと同じまたはそれに近い
とき

● 次のような場合は、思わぬ事故につ
ながるおそれがあるため、システム
を使用しないでください。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で
視界が悪いとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発
生しているとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー付近に付着しているとき

● レーダーセンサーは静止している障
害物を検知しないように設計されて
いますが状況によっては、ガード
レール、壁、駐車された車両など
を検知してしまうことがあります。

● 外部の騒音などにより、警報音
（ブザー）が聞こえない場合があり
ます。

● レーダーセンサー周辺へのステッ
カー（透明なものを含む）の貼り
付け、アクセサリー類の取り付け、
追加の塗装をしないでください。
車両を検知する性能が低下するおそ
れがあります。
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●複数の車両が連続して後方を通過する場
合や、最初に検知した車両と逆方向から
車両が接近してきた場合、2台目以降に
対して警報が作動しない場合がありま
す。

RCTA（後退時車両検知警報）の作
動が停止するとき

●次の場合はアドバンスドドライブアシス
トディスプレイに［サイドレーダー及び 
その周辺が汚れています 拭いてくださ
い］と警告が表示され、一時的にシス
テムが停止します。
― レーダーセンサーが汚れているとき
― レーダーセンサーに雨、雪、氷など
が付着しているとき

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに警告が
表示され、システムが停止します。
警告メッセージ（ P.235）

 アドバイス
● レーダーセンサー周辺が汚れている
ときは安全な場所に停車し、レー
ダーセンサー周辺の汚れなどを取り
除いてからエンジンを再始動してく
ださい。レーダーセンサーの取り扱
いについては、（ P.274）をお
読みください。

● アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに警告が表示されたとき
は、安全な場所に停車し、一度エ
ンジンを停止してから再始動してく
ださい。
エンジン再始動後も表示され続ける
ときは、システムの異常が考えられ
ます。通常走行には支障はありませ
んが、日産販売会社で点検を受けて
ください。
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駐車支援システム

バックビューモニター

バックビューモニターについて

●バックビューモニターはナビゲーション
モニターに表示されます。

●エンジンが始動しているとき、オートマ
チック車はシフトポジションを 、マ
ニュアル車はRに入れると作動します。
車の後方の状況を確認しながら後退させ
ることができます。

●バックビューモニターを表示中にオート
マチック車はシフトポジションを 、マ
ニュアル車はRから他の位置にすると、
バックビューモニターがOFFになりま
す。

●バックビューモニターを表示中に＜カメ
ラ＞スイッチを押すと、予想進路線機能
のON・OFFを切り替えることができま
す。

●ナビゲーションシステムで＜カメラ＞ス
イッチ⇒［予想進路線表示］を選択す
ると、予想進路線表示のON・OFFを
切り替えることができます。

各表示線について

距離目安ライン
●車両後方の距離の目安を示します。
車幅目安ライン

●後退したときの車幅の目安を示します。
予想進路線

●運転操作時に予想進路を表示します。ハ
ンドルを切った角度に応じて移動しま
す。

バックビューの見かた
1. オートマチック車はシフトポジショ

ンを 、マニュアル車はRにして、
駐車スペースに入るようにゆっくり
と後退します。

2. 車の後部が駐車スペースの中に入っ
たら、車幅目安ラインと駐車スペー
スの左右の区画線が平行になるよう
にハンドルを操作します。

 警告
● バックビューモニターの機能を過信
しない。
バックビューモニターは、後退操作
を補助するシステムです。後退する
ときは、直接目で後方および周囲の
安全を確認しながら運転してくださ
い。

● 実際の距離感を間違えないように注
意する。
バックビューモニターの映像はレン
ズの特性により、画面に映る人や障
害物の感覚が実際の位置や距離と異
なります。
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3. 車幅目安ラインと駐車スペースの区
画線が平行になったらハンドルを
まっすぐ（直進状態）にして、
ゆっくりと後退します。

バックビューモニターカメラの設定
のしかた

●ナビゲーションシステムで次の操作をす
ると、バックビューモニター画面の画質
を調整することができます。
― ＜メニュー＞⇒［設定］⇒［カメ
ラ］⇒［画質調整］

― ＜カメラ＞⇒［画質調整］
ナビゲーションシステムの操作方法
は、別冊のナビゲーションシステム
取扱説明書をお読みください。

バックビューモニターの注意事項

映し出す範囲

 知識
● 画面では車幅目安ラインと駐車ス
ペースの区画線が平行に見えても、
実際には平行ではない場合がありま
す。

● 前記と逆方向の駐車スペースに駐車
するときは、ハンドルの操作も左右
逆になります。

項目1 項目2 機能
画質調整 明るさ ● ［＋］、［－］

をタッチし
て明るさを
調整します。

コントラス
ト

● ［＋］、［－］
をタッチし
てコントラ
ストを調整
します。

色合い ● ［＋］、［－］
をタッチし
て色合いを
調整します。

色の濃さ ● ［＋］、［－］
をタッチし
て色の濃さ
を調整しま
す。

黒レベル ● ［＋］、［－］
をタッチし
て黒レベル
を調整しま
す。

 注意
● バックビューモニターだけを見なが
ら後退しない。
絶対に画面の映像だけを見ながら後
退しないでください。映像と実際の
状況は異なることがあるため、車を
ぶつけたり、思わぬ事故を起こすお
それがあります。後退するときは、
後方や周囲の安全を目視やミラーな
どで直接確認してください。

 アドバイス
● 車や路面の状況により、映る範囲が
異なることがあります。

● バックビューモニターの映像は、
ルームミラーやドアミラーで見るの
と同様に左右反転させた鏡像です。

● 画面に表示される距離目安ライン、
車幅目安ライン、予想進路線はあく
までも目安です。また、車両の乗
車人数、車両姿勢などによって距離
目安ライン、車幅目安ラインの位置
がずれます。実際のまわりの状況を
直接目で確認してご使用ください。

● 雪道や滑りやすい路面では、予想進
路線と実際の進路が異なることがあ
ります。
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●バンパー後端から車の後方を映します。

映像と実際の路面との誤差
●次のような場合には、画面の映像と実際
の路面状況（距離や進路など）に誤差
が生じます。

急な上り坂が後方にあるとき

●後方に上り坂がある場合、距離目安ライ
ン、車幅目安ラインは実際の距離よりも
手前に表示されます。

●上り坂に障害物がある場合には障害物が
実際よりも遠くにあるように見えます。

急な下り坂が後方にあるとき

●後方に下り坂がある場合、距離目安ライ
ン、車幅目安ラインは実際の距離よりも
後ろに表示されます。

●下り坂に障害物がある場合には、障害物
が実際よりも近くにあるように感じま
す。
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立体物が近くにあるとき

●距離目安ライン、車幅目安ラインは平面
物（道路など）を対象にしています。
そのため、張り出し部分のある立体物が
近くにある場合には実際の距離と異なっ
て表示される場合があります。

●例 ：Cの位置はBの位置よりも遠くにあ
るように見えますが、実際はAの位置と

同じ距離です。Aの距離まで下がるとぶ
つかることがあります。

カメラ映像が表示されない場合
オートマチック車はシフトポジションを
、マニュアル車はRに入れ、バック

ビューモニターを作動させた状態でも次の
ような画面表示が続く場合は、カメラシス
テムの異常が考えられます。通常走行には
支障ありませんが、日産販売会社で点検を
受けてください。
カメラが作動しない場合
●バックビューモニター画面がカメラ映像
に切り替わらず、前の画面（ナビゲー
ションシステムなど）を表示し続けてい
るとき

カメラの故障により映像に異常がある場合
●バックビューモニター画面が黒色／青
色／灰色など、異常なカメラ映像が表示
されるとき
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故障かなと考える前に

※スミヤ ： 方向指示器の強い光が上下方向に光の帯のように出たもの。

故障かな？ 確認すること 対処方法
映像の映りが悪い カメラレンズが汚れていませんか？ カメラレンズを清掃してく

ださい。
バックビューモニターカ

メラの取り扱い  (P.275)

カメラレンズに雨、雪などの水滴が
付着していませんか？

太陽光や他車のヘッドランプの光が直接カメラレンズ面に当たって
いるためで故障ではありません。当たっている光がなくなれば元に
戻ります。
温度の急な変化によってカメラレンズ部が結露したためで故障では
ありません。しばらく走行すると元に戻ります。
暗いところや夜間時には映りが悪くなることがありますが故障では
ありません。

映像にちらつきが
出る

蛍光灯などの照明の下にいるためで故障ではありません。

実際の色味と異な
る

カメラの特性のためで故障ではありません。

映像が映らない オートマチック車はシフトポジショ
ンが 、マニュアル車はRになってい
ますか？

オートマチック車はシフト
ポジションを 、マニュア
ル車はRにしてください。

映像が見づらい カメラに強い光や反射光が入ったためで故障ではありません。
映像にスミヤ
（※）が入る バンパーなどから強い反射光が入ったためで故障ではありません。
187

ソナーシステム
車速約10km/h以下で前進中または後退中に
ソナーが障害物を検知した場合は、ブザー音
でお知らせします。

ソナー機能について

 警告
● バンパーにへこみなどがあると正確
な距離が測定できず、正常に作動で
きない場合があります。

● 適正なタイヤの空気圧を維持してく
ださい。誤作動の原因になります。

● 純正以外の部品を取り付けたとき、
正常に作動できない場合がありま
す。



駐車支援システム

運
転
の
し
か
た

188

●車両が障害物に近づくと、ブザー音が鳴
ります。障害物との距離に応じて、音
の間隔が変わります。

●次の場合にソナー機能が作動します。
― オートマチック車はシフトポジション
を 、マニュアル車はRにしたとき

― シフトポジションが または で障害
物を検知したとき（10km/h 以下）
（オートマチック車）

― シフトポジションが1～6速で障害物
を検知したとき（10km/h 以下）
（マニュアル車）

●ただし次の場合は、一時停止が解除され
ます。

 注意
● 気温や天候、路面状態などの周囲の
状況や、障害物の大きさ、形状に
よってはソナーが検知できないこと
があります。また、音波を吸収し
やすいものにも、ソナーが検知でき
ないことがあります。必ず周囲を確
認して運転をしてください。

● 次のような障害物には作動しませ
ん。
― 背の低い障害物
― 幅の狭い障害物
― 針金、金網、ロープなどの細い
障害物

― ソナーに非常に近い障害物
― 急に進行方向に現れた障害物

● 次のような障害物は検知しないこと
や作動が遅れることがあります。
― 地面から高い位置に存在する障害
物

― スポンジ状のものや雪など表面が
柔らかく音波を吸収しやすい障害
物

● ソナーは次のような場合は検知しな
い、もしくは正しく検知できない場
合があります。
― 雨、雪、氷、汚れなどがソナー
に付着しているとき

― 障害物の面が車両の前面、または
後面に対して斜めのとき

― 周囲に草が生い茂っているとき

― 車両側面の近くに壁があるとき
― 路面上に段差や突起物があるとき
― 垂れ下がった旗、ビニールカーテ
ンなどをくぐって走行するとき

― 車両周辺に雪のかたまりがあると
き

― 周囲で大きな音が鳴っているとき
― 車両感応センサーやホーン、他車
のソナー、オートバイの排気音な
ど超音波を発生するものが付近に
存在するとき

― 炎天下や寒冷時
― 表面が一様でない障害物（複数の
障害物が積載されて凹凸な形状の
場合）

● 外部の騒音などにより、警報音
（ブザー）が聞こえない場合があり
ます。

● ソナー部が凍結したときは異常表示
が出たり、壁などの障害物があって
もソナーが検知しないことがありま
す。
（氷が解ければ、正常に復帰しま
す）

● ソナーは前後バンパーについていま
す。バンパーには、ステッカーを
貼ったりアクセサリーなどを取り付
けないでください。

● 適正なタイヤの空気圧を維持してく
ださい。誤警報や誤操作の原因にな
ります。

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
ソナーはいつもきれいにしておいて
ください。ソナーの取り扱いについ
ては、（ P.276）をお読みくだ
さい。
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― オートマチック車はシフトポジション
を 以外にしてから再度 に、マ
ニュアル車はR以外にしてから再度R
にしたとき

― 約15km/h以上に加速したのち約
10km/h以下に減速したとき

― 電源ポジションをOFFにして、再度
ONにしたとき

■ コーナーソナー

■ フロントセンターソナー

■ リヤセンターソナー

■ ソナー表示色

●ソナー表示の色は、障害物に近づくにし
たがって、緑、黄、赤と変化します。
ソナーの表示の色と距離目安線とでは障
害物までの距離は異なります。

■ ブザー音

●障害物との距離が近づくにしたがって、
断続音の間隔が短くなります。表示が赤
の場合は連続音になります。

●障害物との距離が広がった場合は断続音
が消え、ソナー表示のみとなります。

●フロントソナーが検知したときは低音、
バックソナーが検知したときは高音でお
知らせします。

●コーナーソナーが検知したときは障害物
との距離が3秒間変わらない場合は断続
音は消え、ソナー表示のみとなります。

●障害物を検知しているときは、ステアリ
ングスイッチの＜OK＞スイッチでソ
ナーの音がOFFになります。

■ ソナー機能OFF

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［駐車支援］⇒［センサー］を選
択すると、各ソナー機能のON・OFF
を設定できます。

障害物ま
での距離
（目安）

60～
50cm

50～
30cm

30cm以
下

表示色 緑 黄 赤
表示点滅
速度 遅い 早い 点灯

ブザー音
ピッ、
ピッ、
ピッ…

ピピピピ
ピ… ピー

障害物ま
での距離
（目安）

100～
50cm

50～
30cm

30cm以
下

表示色 緑 黄 赤
表示点滅
速度 遅い 早い 点灯

ブザー音
ピッ、
ピッ、
ピッ…

ピピピピ
ピ… ピー

障害物ま
での距離
（目安）

150～
50cm

50～
30cm

30cm以
下

表示色 緑 黄 赤
表示点滅
速度 遅い 早い 点灯

ブザー音
ピッ、
ピッ、
ピッ…

ピピピピ
ピ… ピー
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室内灯
ルームランプ P.192

収納装備
グローブボックス P.194
センターコンソールボックス P.194
リヤアクセサリーケース P.194
カップホルダー／ボトルホルダー P.195

その他の室内装備
先進事故自動通報システム P.197
ヒーターシート★ P.200
電源ソケット P.201
USB電源ソケット P.202
フロアカーペット P.203
サンバイザー／バニティミラー（照明付き） P.204
チケットホルダー P.204
ラゲッジフック P.205
ラゲッジルーム P.205
アクティブ・ノイズ・コントロール／アクティブ・
サウンド・コントロール（Boseサウンドシステム
付車） P.206
191
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室内灯

ルームランプ

ルームランプ（マップランプ兼用）
の使いかた

ルームランプ（マップランプ兼用）

●ルームランプは、天井部の中央にありま
す。

●ランプを押すごとに点灯・消灯します。
ドア連動スイッチ
●次のように点灯・消灯します。

●ドア連動スイッチが＜DOOR＞位置でド
アを開けたままのときは、ルームランプ
（マップランプ兼用）のスイッチを押し
戻しても常時点灯します。

●エンジン停止時に長時間点灯させないで
ください。バッテリーがあがりエンジン
の始動ができなくなります。

バッテリーセーバー
●ドア連動スイッチが＜ON＞または
＜DOOR＞位置にあるとき、ルームラ
ンプ（マップランプ兼用）が点灯した
まま約15分以上放置した場合には、
バッテリーあがりを防止するためランプ
が消灯します。 （ラゲッジルームラン
プを除く）

キー連動室内照明システム（ラゲッジラン
プを除く）
●ドア連動スイッチが＜DOOR＞位置のと
き、次の条件で点灯します。
― 電源ポジションをOFF、または

LOCKにしてから約15秒間
― 電源ポジションがOFF、または

LOCKのとき、ドアを解錠してから
約15秒間

― 電源ポジションがOFF、または
LOCKのとき、ドア（バックドアを
除く）を閉めてから約15秒間

― ドア（バックドアを除く）が開いて
いるとき

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［車両設定］

⇒［ライト/照明］⇒［自動室内灯］
を選択すると、キー連動室内照明の
ON・OFFを切り替えることができま
す。
設定の詳細については、車両設定をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.54)

ラゲッジルームランプについて

●ラゲッジルームランプはラゲッジルーム
の後方にあります。

●バックドアを開けると自動で点灯し、
バックドアを閉めると消灯します。

●ラゲッジルームランプを点灯させたまま
にすると、バッテリーあがりの原因とな
ります。

スイッチ 点灯・消灯のしかた
＜ON＞ 常時点灯

＜DOOR＞

ドア（バックドアを除く）
を開けると点灯し、閉める
と消灯します。
（電源ポジションがOFF、
またはLOCKのときは、ド
アを閉めると約15秒間点
灯後、消灯します。）

＜OFF＞ 消灯
スイッチ 点灯・消灯のしかた
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 アドバイス
● エンジン停止時に長時間点灯させな
いでください。バッテリーがあがり
エンジンの始動ができなくなりま
す。
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収納装備

グローブボックス

グローブボックスの使いかた

●ノブを手前に引いて開けます。
●閉めるときは、前方へ押してロックしま
す。

●メカニカルキー（ P.217）で施錠、
解錠します。

●メカニカルキーは半分ほど差し込んだ状
態で止まります。

センターコンソールボックス

センターコンソールボックスの使い
かた

●ボタンを押してふたを開けます。
●閉めるときは、ふたを押してロックさせ
ます。

●センターコンソールボックスのふたは、
前後にスライドできます。

●センターコンソールボックスのスライド
機構は、ふたが車両前方位置にあると
き、ネジを調整位置から取り外し、固
定位置に取り付けることで固定できま
す。
ふたを固定しない場合は、ネジを調整位
置に取り付けてください。

●センターコンソールボックス内には、電
源ソケットがあります。
電源ソケットの使いかた  (P.201)

リヤアクセサリーケース

リヤアクセサリーケースの使いかた

 注意
● グローブボックスを開けたまま走行
しない。
走行中に収納した物が飛び出した
り、ふたに当たったりするなどし
て、思わぬケガをするおそれがあり
ます。

● ふたを開けるときは、ゆっくり開け
る。
ふたを全開にしたとき身体に当たる
おそれがあります。

 注意
● センターコンソールボックスを開け
たままにしない。
開けたふたで思わぬケガをするおそ
れがあります。

 注意
● リヤアクセサリーケースを開けたま
まにしない。
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●ふたを引いて開けます。
（ふたは2段階に開きます）

●閉めるときは、ふたを押してロックしま
す。

●ふたを取り外すときは、2段階開けた状
態からさらに1段階開けて引き抜きま
す。

●取り付けるときは、取り外したときの角
度に合わせ、はめ込みます。

カップホルダー／ボトルホルダー

カップホルダーについて

●カップホルダーは、センターコンソール
にあります。

●センターコンソールボックスのふたを車
両後方にスライドさせると、後方のカッ
プホルダーが使用できます。

ボトルホルダーについて

●ボトルホルダーはドアポケットにありま
す。

カップホルダー／ボトルホルダーに
関する注意事項

 注意
収納した物が飛び出したりして、思
わぬケガをするおそれがあります。

 警告
● 運転中に飲物を出し入れしない。
運転中に飲物を出し入れすると前方
不注意となり、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。運転中は信号
待ちなどの停車中に飲物を出し入れ
してください。

● ビンなどの硬いものは入れない。
側面衝突などの事故のとき、重大な
傷害につながるおそれがあります。
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 注意
● 熱い飲物を置かない。
熱い飲物をカップホルダーに置く
と、走行中にこぼれたり、飛び
散ったりして、乗員がやけどを負う
おそれがあります。

● 飲物をこぼさないように注意する。
飲物の容器の形によっては、確実に
固定されないおそれがあります。

● 車室内のスイッチや画面などに飲物
をこぼさないようにする。
故障や火災のおそれがあります。

 アドバイス
● 飲物や液体がいっぱいに満たされた
容器をカップホルダーに置くと、走
行中にこぼれたり、漏れ出したりし
て、車両の電子機器などに損傷を与
えるおそれがあります。いっぱいに
満たされた容器を置かないでくださ
い。
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その他の室内装備

先進事故自動通報システム
＜SOSコールスイッチ＞を押すことでSOS
コールを開始できます。また、エアバッグ
やプリテンショナーシートベルトが作動する
レベルの事故では、自動でSOSコールを開
始します。

先進事故自動通報システムについて

●電源ポジションがONのとき、＜SOS
コールスイッチ＞を押すと、SOSコー
ルを開始できます。

●＜SOSコールスイッチ＞は、ルームラ
ンプ（マップランプ兼用）周辺にあり
ます。

● SOSコールとは、急病・犯罪・事故
などの緊急時に警察・消防・医療機関
への連絡を補助するサービスです。

● SOSコールのサービス提供は、（株）
日本緊急通報サービスからのものです。

●日産販売会社でサービスのお申し込み
と、車両側での初期設定が完了していな
いと、SOSコールを利用することがで
きません。

●エアバッグ展開を伴う自動通報（SOS
コール）後は、自動通報機能が使用で
きなくなります。リセット作業が必要で
すので、日産販売会社へお問い合わせく
ださい。

先進事故自動通報システムの使いか
た

1. 電源ポジションをONにします。
＜SOSコールスイッチ＞のインジ
ケーターが赤色・緑色ともに点灯
し、約5秒後に緑色のみ点灯を続け
ます。

 警告
● ＜SOSコールスイッチ＞を押すとき
は、安全な場所に停車してから行
う。
走行中に運転者がスイッチを押そう
とすると、思わぬ事故につながるお
それがあります。

● SOSコールは無線通信機能を利用し
ています。心臓ペースメーカーなど
の医療用電気機器を使用している場
合は、当該の医療用電気機器メー
カー、もしくは販売業者に電波の影
響について必ず確認してください。

 アドバイス
● 次の場合は、すみやかに日産販売会
社で点検を受けてください。
― 電源ポジションをONにしても、
インジケーターが赤色・緑色とも
に点灯状態にならないとき

― インジケーターが赤色・緑色とも
に点灯してから約5秒後、赤色の
インジケーターのみ点灯している
とき

● インジケーターが赤色・緑色ともに
消灯している場合は、電波環境のよ
い場所まで車を移動させてくださ
い。
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2. ＜SOSコールスイッチ＞のカバーを
押して開きます。

3. ＜SOSコールスイッチ＞を約1秒間
押します。
緑色のインジケーターが点滅し、オ
ペレーターに繋がります。

4. SOSコールサービスのオペレーター
と通話します。
状況に応じてオペレーターからの折
り返し、もしくは公共機関（警
察・消防・医療機関）からの通話
着信があります。着信時は自動で音
声接続します。
通話が終了したら、カバーを戻し、
ロックするまで押します。

● SOSコールサービスのオペレーターや公
共機関との通話中は、車両側から通話を
終了させることはできません。
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SOSコールスイッチのインジケーターについて
●＜SOSコールスイッチ＞には、システムの状態を表すインジケーターがあります。

インジケーターの点灯パターン
システム状態 説明・対処方法

赤色 緑色
システムOFF
サービスエリア外

● システムがOFFの状態です。
● 電源ポジションをONにすると電源が入ります。電源ポジションを

ONにしても、インジケーターが赤色・緑色ともに点灯状態になら
ないときは日産販売会社で点検を受けてください。

● 電波環境が悪く、SOSコールを開始できない状態です。車を電波
環境のよい場所へ移動させてください。

システムON通知 ● システムがONになったことを知らせます。
● システムがONになると、約5秒間点灯します。
● 初期設定が完了していないと点灯を続けます。

SOSコール開始可能 ● SOSコールを開始できる状態です。

SOSコール利用中 ● オペレーターと通話中の状態です。

システム異常
SOSコールサービス
契約なし
先進事故自動通報シ
ステム使用不可

● システム異常またはSOSコールサービス契約がなく、サービスを
正常に提供できない状態です。すみやかにサービスの利用契約期限
をご確認いただき、日産販売会社で点検を受けてください。
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先進事故自動通報システムに関する
注意事項

●先進事故自動通報システムは、国内での
み利用できます。

●先進事故自動通報システムは、
NissanConnect サービスを申し込みい
ただくことで利用できます。

●＜SOSコールスイッチ＞の赤色のインジ
ケーターが点灯していても、SOSコー
ルを開始することができます。ただし、
発生している異常によっては、音声通話
や救急車両の案内を正常に行えないこと
があります。すみやかに日産販売会社で
点検を受けてください。

● SOSコール開始後は通話のキャンセルは
できません。いたずらや機能確認など、
緊急の場合以外で＜SOSコールスイッ
チ＞を押さないでください。

● SOSコールは車載された通信機を使用す
るため、お客さまの携帯電話がなくても
利用できます。

●通話中の音声は、ボリュームを変更する
ことができません。

● SOSコールサービスの契約期限後、継
続利用を希望しない場合、日産販売会社
にて退会手続きを行ってください。

●本システムは、オープンソースを使用し
たソフトウェアを実装しています。ライ
センスについて、次のWEBサイトを参
照してください。
http://opensourceautomotive.com/IC
/tZ7T3eE6AiV4/

ヒーターシート★
シートを温めます。

ヒーターシートの使いかた

 アドバイス
● ＜SOSコールスイッチ＞の赤色のイ
ンジケーターのみ点灯する場合は、
システムに異常があるか、サービス
の契約期限が切れています。契約期
限をご確認いただき、すみやかに日
産販売会社で点検を受けてくださ
い。

● バッテリーあがりにつながるため、
SOSコール利用中は安全を確認した
うえでエンジンを停止せずにご使用
ください。

● 通話中は、＜SOSコールスイッ
チ＞の横にあるマイクに向かって話
してください。

● 先進事故自動通報システムは、携帯
電話と同様のデータ網を使用してい
ます。圏外エリア（トンネル内、
地下駐車場など）や電波の届きにく
い場所（山間部）では利用できな
い場合があります。

● 救急車両は車両位置／車種／車体
色／登録ナンバーをもとに現場の通
報車両を特定します。元の車体色が
わからなくなるほど塗り替えをして
しまっていると、救急車両の到着が
遅れる場合があります。

● システムを利用する前に車側で初期
設定が必要です。サービス契約後は
日産販売会社で初期設定を完了して
ください。

● 車の登録ナンバーを変更したとき
は、NissanConnect お客さまセ
ンターへ必ずご連絡ください。
SOSコール利用時、会員登録上の
車のナンバーと実際の車のナンバー
が一致しない場合、救急隊員の到着
が遅れることがあります。

● SOSコールサービス契約中に車を手
放す場合は、NissanConnect お
客さまセンターに必ずご連絡いただ
き、解約を行ってください。

NissanConnect お客さまセンター：
0120-981-523

受付時間 9:00～17:00（年末年始を除
く）

 注意
● 長時間の連続使用はしない。
低温やけどの原因になります。特に
皮膚の弱い方、乳幼児、病人、お
年寄り、身体の不自由な方、眠気
をもよおす薬を服用された方、深酒
や疲労の激しい方は注意してくださ
い。

● 硬くて重い物や突起がある物をシー
トに載せたり、ピンや針などの鋭い
物でシートを突き刺したりしない。
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●スイッチを押すと作動します。
（スイッチの表示灯が点灯）

●OFFにするには、スイッチを中立位置
にします。
（スイッチの表示灯が消灯）

電源ソケット
カーアクセサリーの電源をとるときに使いま
す。

電源ソケットの使いかた
●容量は、12V（ボルト）、10A（ア
ンペア）、120W（ワット）です。

●プラグを挿入したり抜いたりするとき
は、使用機器側の電源をOFFにする
か、電源ポジションをOFFにしてくだ
さい。
センターコンソールボックス内

●センターコンソールボックスを開けま
す。

 アドバイス
● 過熱するおそれがあるため、シート
に毛皮や座布団を載せたり、シート
カバーを使用したりしないでくださ
い。

● シートを清掃するときは、シン
ナー、ベンジン、アルコールなど
の有機溶剤を使用しないでくださ
い。

● 水などをこぼしたときは、乾いた布
ですぐにふき取ってください。

● バッテリーあがりを防止するため、
エンジンをかけた状態でご使用くだ
さい。また、アイドリング状態で
の連続使用は避けてください。

スイッチ位
置 働き

＜HI＞ 早く温めたいとき
＜LO＞ 保温したいとき

 警告
● 電源ソケットを使うときは、次のこ
とを守る。
電源ソケットの不適切な使用は、車
両のヒューズが切れるだけでなく、
最悪の場合、車両火災ややけどのお
それがあります。
― 複数の電源ソケットを持つアダプ
ターを使用して、一度にたくさん
の機器を接続しないでください。

― 消費電力120W以下のものを使っ
てください。

― 相手プラグをソケットの奥までき
ちんと挿入してください。

― 使用中や使用後はソケットやプラ
グの取り扱いに十分注意してくだ
さい。

― シガーライターをソケットに差し
込まないでください。

― ソケットに水をかけたり、指や金
属などを入れたりしないでくださ
い。

 アドバイス
● バッテリーあがりを防止するため、
エンジンをかけて使ってください。
また、アイドリング状態で長時間
使ったり、エアコン、ヘッドラン
プ、リヤウインドーデフォッガーな
どを同時に使わないでください。
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●電源ソケットのふたを開けて使います。
●使用しないときは、電源ソケットのふた
を閉めます。
グローブボックス周辺

●キャップを引き抜いて使います。
●使わないときは、キャップをしてくださ
い。

USB電源ソケット
USB電源ソケットは、モバイル機器などの
充電や通信ができます。

USB電源ソケットの使いかた

 警告
● SRSエアバッグの作動を妨げるよう
な場所に、モバイル機器や接続用の
ケーブルを設置しない。

SRSエアバッグが正常に作動しなく
なったり、SRSエアバッグの作動
時にモバイル機器が飛ばされたりし
て、死亡または重大な傷害につなが
るおそれがあります。

● USB電源ソケットを使用するとき
は、次のことを守る。
USB電源ソケットの不適切な使用
は、車両のヒューズが切れるだけで
なく、最悪の場合、車両火災やや
けどにつながるおそれがあります。
― 複数のUSB電源ソケットを持つア
ダプターを使用して、一度にたく
さんのモバイル機器を充電しない

― 消費電力12W以下のものを使用す
る

― ケーブルはしっかり奥まで挿入す
る

― ソケットに水をかけたり、指や金
属などを入れたりしない

― ソケットの向きに注意し、無理な
接続や取り外しをしない

 注意
● モバイル機器または接続用のケーブ
ルは、運転の邪魔にならない場所に
固定する。
運転に支障をきたし、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

 アドバイス
● 両面挿し（リバーシブル）対応の

USBケーブルは、USB電源ソケッ
トの内部端子を破損するおそれがあ
るので使用しないでください。

● バッテリーあがりを防止するため、
エンジンが始動した状態で使用して
ください。
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モバイル機器を使用するのに便利なUSB電
源ソケットが用意されています。
●USB電源ソケットはインストルメントパ
ネルにあります。

●USB Type-Aの容量は、5V（ボル
ト）、2.4A（アンペア）、12W
（ワット）です。

●USB Type-Cの容量は、5V（ボル
ト）、3A（アンペア）、15W
（ワット）です。

●ナビゲーションシステムとの通信につい
ては、別冊のナビゲーションシステム取
扱説明書をお読みください。

フロアカーペット
この車（年式）専用のフロアカーペットが
設定されています。
床の上にしっかりと固定して正しく使用して
ください。

固定のしかた

●床面には日産純正フロアカーペット用の
固定クリップが付いています。

●フロアカーペットを床の形状に合わせて
敷き、取り付け穴に固定クリップのピン
を通して確実に固定します。

 警告
● この車（年式）専用のフロアカー
ペットを、床の上にしっかりと固定
して正しく使用する。
フロアカーペットがずれて各ペダル
と干渉し、思わぬスピードが出たり
ブレーキが効きづらくなったりする
など、重大な傷害につながるおそれ
があります。

● 運転席にフロアカーペットを敷くと
きは、次のことを守る。
― 日産純正品であっても、他車種お
よび異なる年式のフロアカーペッ
トは使用しない

― フロアカーペットでペダルを覆わ
ない

― フロアカーペットを重ねて敷かな
い

― 運転席専用のフロアカーペットを
使用する

― フロアカーペットを前後さかさま
にしたり、裏返しにしたりして使
用しない

● 運転する前にフロアカーペットが正
しく固定されていることを定期的に
確認し、洗車後は必ず確認する。

● 運転に支障がないことを確認する。
運転する前、電源ポジションが
OFFの状態でオートマチック車はシ
フトポジションが 、マニュアル車
はシフトポジションがNのとき、各
ペダルをいっぱいに踏み込み、フロ
アカーペットと干渉しないことを確
認してください。

● タバコの火種をフロアカーペットな
どに落とさない。
火災につながるおそれがあります。
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●車種により、固定クリップ・ピンの形
状や、各シートごとに設定されている数
量は異なります。詳しい固定方法は、
日産販売会社にお問い合わせください。

サンバイザー／バニティミラー
（照明付き）

サンバイザー

●前方からの日差しを防ぐときは、下に下
げて使います。

●横からの日差しを防ぐときは、下に下げ
てフックから外し、横にして使います。

バニティミラーの使いかた

●サンバイザー裏側に照明付きのバニティ
ミラー（鏡）が付いています。

●サンバイザーを下に下げて、カバーを開
けて使います。

チケットホルダー

チケットホルダーの使いかた

●サンバイザーにチケットホルダーが付い
ています。

●カードをスライドさせ、差し込みます。

 アドバイス
● 炎天下での駐車は車室内が大変高温
になりますので、カードを入れたま
まにしないでください。カードが変
形するおそれがあります。
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ラゲッジフック

ラゲッジフックの使いかた

荷物の固定用としてネットなどをかけると
きに使います。

ラゲッジルーム
収納スペースとしてお使いください。

ラゲッジルームについて

 アドバイス
● 3kg以上の物をかけないでくださ
い。フックが破損するおそれがあり
ます。

 注意
● 長い荷物を積むとき、リヤタワー
バーに立てかけて縦向きに積まな
い。
急ブレーキ時に荷物が室内に飛び込
み、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

 アドバイス
● ラゲッジフロアカーペットを取り外
したまま使用したり、太陽光が当た
るところで長時間駐車したりしない
でください。
ラゲッジルームに積んだ荷物がラ
ゲッジフロアカーペットの下にある
カバーと擦れたり、太陽光に当たり
続けたりすることで変色するおそれ
があります。
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アクティブ・ノイズ・コントロー
ル／アクティブ・サウンド・コン
トロール（Boseサウンドシステム

付車）

アクティブ・ノイズ・コントロール
について

●天井のマイクでエンジンのこもり音を検
知し、スピーカーとウーファーから自動
的にこもり音を打ち消す音を出すことで
車室内の静粛性を高めます。

●スピーカーは運転席側と助手席側にあり
ます。

●マイクおよびマイク周辺をたたくと、ス
ピーカーから音が出ることがあります
が、異常ではありません。

アクティブ・サウンド・コントロー
ルについて

●走行時、アクセルの踏み込み量・エン
ジン回転数・シフトポジションなどに応
じた音をスピーカーとウーファーから出
すことで、力強く伸びのあるスポーツサ
ウンドを高めます。
また、エンジン暖機後、スポーティさ
を高めるためにドライブモードセレク
ターで［SPORT］または
［SPORT+］モードにすると、シフト
チェンジ時やアクセルペダルをすばやく
操作した際に、サウンドエフェクトが鳴
ります。（NISMO仕様車）

●スピーカーは運転席側と助手席側にあり
ます。

 アドバイス
● アクティブ・ノイズ・コントロー
ルを正常に作動させるために以下の
ことをお守りください。
― スピーカーやウーファー周辺に物
を置かない

― マイクの穴をふさがない
― スピーカー、ウーファー、パ
ワーアンプなどのオーディオ機器
を交換または改造しない

― スピーカーやウーファー、マイク
取り付け部周辺を改造（デッドニ
ングなど）しない

 アドバイス
● アクティブ・サウンド・コント
ロールを正常に作動させるために次
のことをお守りください。
― スピーカーやウーファー周辺に物
を置かない

― スピーカー、ウーファー、パ
ワーアンプなどのオーディオ機器
を交換または改造しない

― スピーカーやウーファー取り付け
部周辺を改造（デッドニングな
ど）しない
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まずはじめに
故障したときは P.208
発炎筒 P.209
けん引について P.210

緊急時の対処法
パンクしたときは P.213
ドアが開かないときは P.217
インテリジェントキーで始動できないときは P.218
ハンドルがロックし、エンジンの始動ができない
ときは P.218
バッテリーがあがったときは P.219
警告灯がついたときは P.222
警告メッセージが表示されたときは P.231
ブザー（警報音）が鳴ったときは P.243
窓ガラスがくもったときは P.245
オーバーヒートしたときは P.246
雪道やぬかるみにはまったときは P.247
水没したときは P.248
外装ランプが点灯しないときは P.249
ヒューズが切れたときは P.249
207
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故障したときは
車両が故障したときは、次の手順で対処して
ください。

故障したときの対処のしかた

1. 非常点滅表示灯で後続車に危険を知
らせながら、できるだけ路肩に寄せ
て停車します。
路肩がない場所では、可能な限り広
いところまで自走します。

2. 同乗者をガードレールの外側などに
避難させ、車両の50m以上後方に

発炎筒と停止表示板（停止表示灯）
を置きます。
発炎筒  (P.209)

3. 運転者もガードレールの外側などに
避難します。
避難するときは、停止車両への追突
事故が発生したときに巻き込まれな
いよう注意してください。

 警告
● 発炎筒はトンネル内では使用しな
い。
煙で視界が悪くなり、他車の走行の
妨げとなり、事故につながるおそれ
があります。非常点滅表示灯を使っ
てください。

 注意
● 走行中、エンジンが停止してしまっ
たときは慎重に運転する。
故障によりエンジンが停止している
と、ブレーキや電動パワーステアリ
ングが正しく機能せず、極度にブ
レーキの効きが悪くなったり、ハン
ドルの操作力が重くなったりするこ
とがあります。
すみやかに安全な場所に停車してく
ださい。

 アドバイス
● 高速道路や自動車専用道路では、停
止表示板（停止表示灯）の表示が
法律で義務付けられています。

● 高速道路上では1kmごとに非常電話
が設置されています。
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4. 非常電話や携帯電話などで救援依頼
をします。

発炎筒
高速道路や踏み切りなどで故障・事故により
緊急停車したとき、周囲に危険を知らせるた
めに使います。
発炎時間は約5分です。非常点滅表示灯と併
用してください。

発炎筒の使いかた 1. 助手席足元部のホルダーから発炎筒
を外します。

2. 本体を回しながらケースから引き抜
き、本体を逆さにして差し込みま
す。

3. 先端のふたを取り、ケースのすり薬
で発炎筒の先端をこすって着火しま
す。

 警告
● お子さまには触らせない。
いたずらなどで発火するおそれがあ
り危険です。

● 可燃物の近くで使用しない。
引火するおそれがあります。

● 点火は必ず車外で行い、点火後は顔
や身体に近づけない。

やけどをするおそれがあります。

 アドバイス
● 発炎筒に記載してある使用方法、注
意をあらかじめ確認しておいてくだ
さい。

● 発炎筒には有効期限があります。期
限が切れる前に日産販売会社でお買
い求めください。
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けん引について
けん引が必要なときは、日産販売会社または
JAFなどのロードサービスに依頼してくださ
い。
やむをえずけん引するときは、できる限り短
距離の移動のみとしてください。

けん引時の注意事項

●車両が動かなかったり、異常な音がした
りするときは、けん引せずに日産販売会
社へご連絡ください。

●オートマチック車は後輪または4輪、マ
ニュアル車は前輪または4輪を持ち上げ
てけん引してください。

●オートマチック車はオートP機能
（ P.116）により、電源ポジション
がOFFのときはシフトポジションを か
ら に切り替えることができません。そ
のため、バッテリーあがりなどで電源ポ
ジションがOFFから切り替えられないと
きは、4輪を持ち上げてけん引してくだ
さい。

●やむをえず4輪接地の状態でけん引され
るときは、マニュアル車はシフトポジ
ションをNに入れてください。

● 4輪接地でけん引してもらうときは、速
度30km/h以下で路肩に寄せる程度の移
動のみとしてください。高速走行や長距
離走行をすると、トランスミッションが
破損するおそれがあります。できるだけ
レッカー車、またはトレーラーを依頼し
てください。

●けん引ロープはできるだけソフトロープ
を使い、バンパーに傷をつけないように
注意してください。

●けん引中はロープをたるませないよう
に、前の車の制動灯に注意してくださ
い。

●けん引フックは他車をけん引するために
使用しないでください。

●けん引中は、インテリジェント クルー
ズコントロールをOFFにする。

リヤフックについて

この車両で他車をけん引することはできま
せん。後ろ側についているけん引フック取
り付け穴は船舶輸送時の固定専用です。
けん引やトレーラー輸送時などの固定には
絶対使用しないでください。

やむをえず4輪接地でけん引される
ときは

 注意
● 前輪を持ち上げてけん引するとき
は、電源ポジションをOFFにす
る。
VDCが作動し、ブレーキがかかる
ことがあります。

 アドバイス
● けん引用として使うと、車両を損傷
するおそれがあります。

 警告
● 4輪接地でけん引されるときは、電
源ポジションをOFFにしない。
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NISMO仕様車以外

NISMO仕様車

1. 先の細いお手持ちの工具を布などで
覆い、フロントバンパーのカバーの

 警告
電源ポジションがLOCKでバッテ
リーがあがると、ハンドルロック
（ステアリングロック）の解除がで
きなくなるため、このままの状態で
けん引しないでください。けん引す
るときは救援車のバッテリーとつな
ぎ、電源ポジションをAccまたは
ONにしてハンドル操作ができる状
態で行ってください。また、けん
引中は電源ポジションをLOCKにし
ないでください。ハンドル操作がで
きなくなり危険です。

 注意
● エンジンが停止していると、ブレー
キやパワーステアリングの倍力装置
が働かなくなるため、極度にブレー
キの効きが悪くなったり、ハンドル
操作力が重くなったりすることがあ
るので注意する。

● けん引フックに指定以外のフックは
絶対に使用しない。
フック部が破損するおそれがありま
す。

● 長い下り坂ではけん引しない。
ブレーキが過熱して効かなくなり、
事故につながるおそれがあります。
このような場所でけん引するとき
は、レッカー車で引いてもらってく
ださい。

 アドバイス
● けん引フックの取り付け、取り外し
時や、けん引しているときは、グ
リルを傷つけるおそれがあるので注
意してください。

● マニュアル車は4輪接地の状態でけ
ん引されるときは、シフトポジショ
ンをNにした状態で行ってくださ
い。
オートマチック車は、電源ポジショ
ンがOFFのときはオートP機能★に
よりシフトポジションを に切り替
えられないため、けん引することが
できません。
各シフトポジションの機能  

(P.116)

● ロープを掛けるときは、できるだけ
同じ側で水平になるように掛けてく
ださい。

● けん引中はロープをたるませないよ
うに、前の車の制動灯に注意してく
ださい。

● けん引フックは他車をけん引するた
めに使用しないでください。
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溝に差し込んでカバーを外します。
（NISMO仕様車以外）
フロントバンパーのカバーを、上
側 →下側 の順に引いて取り外し
ます。（NISMO仕様車）

2. ホイールナットレンチを使用して、
けん引フックを取り付けます。
工具、タイヤ応急修理キットの

格納場所  (P.255)

3. 自車および他車のけん引フックに
ロープを掛け、ロープ中央に
30cm×30cm以上の白い布を取り
付けます。

4. エンジンを始動しオートマチック車
はシフトポジションを 、マニュア
ル車はシフトポジションをNに入
れ、パーキングブレーキを解除しま
す。

5. エンジンを始動できないときは電源
ポジションをONにし、オートマ
チック車はシフトポジションを 、
マニュアル車はシフトポジションを
Nにしてください。

6. パーキングブレーキを解除します。
けん引が終わったら、けん引フック
を取り付けたときと逆の手順で取り
外します。
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緊急時の対処法

パンクしたときは
この車両には、スペアタイヤおよびジャッキ
が標準で搭載されていません。
タイヤがパンクしたときは、タイヤ応急修理
キットで応急修理ができます。

応急修理する前に
●タイヤ応急修理キットは、車両に搭載さ
れている日産純正品を使用してくださ
い。日産純正品以外のタイヤ応急修理
キットを使用すると、タイヤ空気圧セン
サーのシールゴムが損傷し、タイヤのエ
ア漏れの原因となります。修理後はすみ
やかに日産販売会社または専門の修理業
者で点検、恒久修理またはタイヤ交換を
行ってください。

●修理剤とホースは再使用できません。使
用後は新しい修理剤とホースをお求めく
ださい。詳しくは日産販売会社にご相談
ください。

●応急修理を行うときは、次の準備をして
ください。
― 地面が固く平らな場所に車両を移動す
る。

― パーキングブレーキをかける。
― オートマチック車はシフトポジション
を 、マニュアル車はシフトポジ
ションをRにする。

― 電源ポジションをOFFにする。
― 非常点滅表示灯を点滅させる。

●次の場合はタイヤ応急修理キットでは応
急修理ができません。日産販売会社また
はJAFなどに連絡してください。

― 約6mm以上の切り傷や刺し傷がある
とき

― タイヤサイド部が損傷を受けたとき
― ほとんど空気の抜けた状態で走行した
とき

― タイヤがホイールから外れているとき
― ホイールが破損しているとき
― タイヤが2本以上パンクしているとき
― 修理剤の有効期限が切れているとき

タイヤ応急修理キットについて

※車種により、エアコンプレッサーの形状
が異なります。

●タイヤトレッド部（接地面）の軽度な
パンクは、タイヤ応急修理キットで応急
修理できます。

●タイヤ応急修理キットは、ラゲッジルー
ムに格納されています。取り出すとき
は、ラゲッジルームのフロアカーペット
とその下のカバーを取り出します。
（カバーの前側を持ち上げながら左側に
寄せ、右端から取り出します。）
工具、タイヤ応急修理キットの格納

場所  (P.255)
●タイヤまたはロードホイールを交換した
ときは、必ずタイヤ空気圧警報システム
のリセット操作をしてください。
タイヤ空気圧警報システムについて  

(P.264)
●指定以外のタイヤ・ロードホイールに交
換すると、タイヤ空気圧警報システムが
正常に作動しなくなるおそれがありま
す。

応急修理のしかた

■ コンプレッサーの準備

1. ラゲッジルームからタイヤ応急修理
キットを取り出します。

 アドバイス
● タイヤに釘やネジが刺さっている場
合は、抜いてしまうとパンク穴が大
きくなり空気が漏れやすくなるた
め、抜かずにタイヤ応急修理キット
で応急修理してください。
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2. コンプレッサーからホース と電源
プラグ を取り出します。

3. コンプレッサーから、ボトルホル
ダーのキャップを外します。

4. 修理剤ボトルのキャップを外し、内
ぶたをつけたままボトルホルダーに
取り付けます。
（ボトルホルダーにねじ込むと内ぶ
たが破れます。）

5. コンプレッサーの速度制限シールを
はがし、運転者のよく見えるところ
に貼ります。

■ エアの注入

1. パンクしたタイヤのバルブから
キャップを外します。

 注意
● ハンドルのセンターパッド部には速
度制限シールを貼らない。
SRSエアバッグが正常に作動しなく
なり、重大な傷害につながるおそれ
があります。また、警告灯やス
ピードメーターが見えなくなる位置
にも貼らないでください。

 注意
● ホースとタイヤのバルブの接続を
しっかりと行う。
接続が不十分な場合、空気が漏れた
り、修理剤が飛び散ったりするおそ
れがあります。
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2. ホース先端の保護キャップ を外
し、ホースをパンクしたタイヤのバ
ルブに確実にねじ込みます。
このとき、排気バルブ が閉まって
いることを確認してください。

3. コンプレッサーのスイッチがOFF
（「〇」の位置）の状態で、電源
プラグを車室内の電源ソケットに差
し込みます。

4. 電源ポジションをONにします。

5. コンプレッサーのスイッチをON 
（「｜」の位置）にし、タイヤを
指定空気圧または180kPa以上にな
るまで空気を充てんします。この
際、実際の空気圧が測れるようにコ
ンプレッサーを一時停止して空気圧
計で測定してください。
※タイヤの指定空気圧は、運転席ド
ア開口部に表示されています。

6. 指定空気圧または180kPa以上まで
昇圧できたら、コンプレッサーのス
イッチをOFF（「○」の位置）
にし電源プラグを電源ソケットから
抜きます。

7. ホースをタイヤのバルブからすばや
く取り外し、タイヤのバルブに
キャップを取り付けます。

 注意
● 破裂の危険があるので応急修理キッ
ト作動中は補修中のタイヤから離れ
る。

● タイヤに亀裂や変形が生じている場
合、ただちにコンプレッサーのス
イッチをOFF（「○」の位置）
にし、修理を中止する。
バルブを介して修理剤を注入するた
め、圧力が600kPaに達すること
がありますが、異常ではありませ
ん。通常は、30秒ほどで下がりま
す。

● 空気を入れたあとは、ホースの口金
が熱くなることがあるため、やけど
しないように注意する。
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10分以内に180kPaまで昇圧できない場
合
10分以内に180kPaまで昇圧できない場
合は、タイヤがひどい損傷を受けているお
それがあります。この場合は、本修理
キットで応急修理をすることはできませ
ん。日産販売会社またはJAFなどに連絡し
てください。
空気を入れすぎてしまったとき

排気バルブを反時計回りに回して、空気を
抜いてください。

■ 点検走行

1. ただちに走行を始め、10分間また
は3km程度走行してください。
80km/h以下の速度で注意深く運転
してください。

2. 走行後、再度タイヤ空気圧を測定し
ます。コンプレッサーのスイッチが
OFF（「○」の位置）であるこ
とを確認します。コンプレッサーか
らのホースをタイヤのバルブに取り
付け、タイヤ空気圧を確認してくだ
さい。

130kPa未満の場合
本修理キットによる応急修理はできませ
ん。運転を中止して日産販売会社または
JAFなどのロードサービスに連絡してくだ
さい。

130kPa以上指定空気圧未満の場合
コンプレッサーのスイッチをON（「｜」
の位置）にして指定空気圧まで昇圧し、
点検走行の作業を行います。上記作業を繰
り返しても指定空気圧より低下する場合
は、本修理キットによる応急修理はできま
せん。運転を中止して日産販売会社または
JAFなどのロードサービスに連絡してくだ
さい。
JAFの営業所一覧…別冊のメンテナンス
ノートをお読みください。
指定空気圧の場合
応急修理は完了です。すみやかに日産販売
会社または専門の修理業者まで慎重に運転
してください。

タイヤ応急修理キットの注意事項

 アドバイス
● コンプレッサーは長時間使用すると
故障につながるおそれがありますの
で、10分以上連続して作動させな
いでください。タイヤ空気圧を昇圧
できない場合は修理できません。

● 修理剤ボトルは、コンプレッサーの
ボトルホルダーから取り外さないで
ください。取り外すとボトル内に
残った液剤がこぼれるおそれがあり
ます。

 注意
● 走行するときは、低速で慎重に運転
し、特にカーブや旋回時には注意す
る。

 アドバイス
● 応急修理後の恒久修理の際、パンク
穴を発見できないために恒久修理で
きないことがあります。そのまま走
行を続ける場合は、こまめに空気圧
をチェックしてください。頻繁に空
気圧の低下がみられるときは、日産
販売会社または修理会社で点検を受
けてください。  注意

タイヤ応急修理キットについて
● タイヤ応急修理キットは搭載車両専
用のため、他の車には使用しない。

● タイヤ応急修理キットは自動車用タ
イヤの空気充てんや空気圧チェック
以外で使用しない。

● タイヤ応急修理キットはDC12V専
用のため、他の電源での使用はしな
い。

● 分解、改造などは絶対にしない。
● コンプレッサーに衝撃を与えない。
故障の原因となります。

● お子さまが誤って手を触れないよう
に注意する。
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ドアが開かないときは
インテリジェントキーの電池が切れたとき
や、バッテリーがあがったときなどドアが
開かないときは、次の方法で施錠・解錠
してください。

内蔵キー（メカニカルキー）でのド
アの開けかた

運転席ドアにある鍵穴に内蔵キーを差し込
んで車両後方に内蔵キーを回すと解錠しま
す。施錠するときは、車両前方に内蔵
キーを回します。
●運転席ドアを施錠・解錠すると、全ド
アが同時に、施錠・解錠します。

緊急時のバックドアの開けかた

●バッテリーあがりなどにより、＜バック
ドアオープナースイッチ＞や＜車内バッ
クドアオープナースイッチ＞でバックド
アを開けられなくなったときは、助手席
側からラゲッジフロアカーペットをめく
り、オープナーケーブルを強く引いてく
ださい。

●オープナーケーブルによる開操作を2回
以上行う場合は、オープナーケーブル位
置を元に戻してから次の開操作を行って
ください。

 注意
修理剤について
● 修理剤を口に入れない。
修理剤を飲み込むと健康に害があり
ます。万一誤って飲んだ場合は、
できるだけたくさんの水を飲み、た
だちに医師の診療を受けてくださ
い。

● 万一、目や皮膚に付着したときは、
水でよく洗い流す。
それでも異常を感じたときは、医師
の診療を受けてください。

 アドバイス
● タイヤ応急修理キットは、車両に搭
載されている日産純正品を使用して
ください。日産純正品以外の修理
剤、または液剤を注入すると、タ
イヤ空気圧センサーが故障するおそ
れがあります。

● 水やほこりを避けて使用してくださ
い。

 アドバイス
● この手順は、あくまで故障時の緊急
手段です。故障の原因になるため、
正常なときは使用しないでくださ
い。

● 操作後はなるべく早く日産販売会社
で点検を受けてください。
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インテリジェントキーで始動でき
ないときは

インテリジェントキーの電池が切れたとき
や、使用環境によりキーと車両の通信が正常
に行われていないときは、次の手順でエンジ
ンを始動してください。

エンジンの始動のしかた

1. ブレーキペダルを踏み、インテリ
ジェントキーの裏面を＜エンジンス
イッチ＞に接触させます。
（ブザーが “ポロポロポロッ” と
鳴ります。）

2. ブザーが鳴ってから10秒以内に、
ブレーキペダルおよびマニュアル車
はクラッチペダルをしっかりと踏み
込みながら、＜エンジンスイッチ＞
を押します。

●ドアの施錠・解錠は、内蔵キー（メカ
ニカルキー）（ P.217）をご使用く
ださい。

●キーの電池が切れたときは、早めに電池
を交換してください。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.268)

停止のしかた
エンジンを停止するときは、＜エンジンス
イッチ＞を押してください。

ハンドルがロックし、エンジンの
始動ができないときは

ハンドルがロックされているときは、＜エン
ジンスイッチ＞を押しても電源ポジションが
切り替わらない場合があります。次の手順で
ハンドルロック（ステアリングロック）を
解除してください。

ハンドルロック（ステアリングロッ
ク）の解除のしかた

●ハンドルを左右に回しながら＜エンジン
スイッチ＞を押します。ロックが解除で
きないときは、繰り返し行ってくださ
い。

 アドバイス
● 上記の手順でエンジンを始動できな
い場合は、早めに日産販売会社にご
連絡ください。

 アドバイス
● ハンドルがロックされていても、数

mm～数cmだけ動かすことができま
す。その範囲内でハンドルを左右に
ゆっくり回しながら、＜エンジンス
イッチ＞を押してください。

● ハンドルがロックされているときは
ハンドルが重く、力を入れないと回
すことができないことがあります。

● バッテリーがあがるとハンドルロッ
ク（ステアリングロック）の解除
が行えず、電源ポジションが切り替
わらなくなります。すみやかにバッ
テリーを充電してください。
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バッテリーがあがったときは
バッテリーがあがり、エンジンの始動ができなくなったときは救援車を依頼し、ブースター
ケーブル（別売り）をつないで始動してください。
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 警告
● ジャンプスタートを行うときは換気
を十分に行い、火気は近づけない。
バッテリーから発生する可燃性ガス
に引火して爆発するおそれがありま
す。

● バッテリー液が付着したときは、す
ぐに多量の水で洗浄し、飲み込んだ
ときは多量の水を飲んで応急処置を
したあと、医師の診療を受ける。
バッテリー液は希硫酸です。目や皮
膚に付着すると、失明や炎症など重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

● ブースターケーブルを正しい順番と
位置でつなぐ。

● ブースターケーブルを自車バッテ
リーの 端子に直接つながない。

● ブースターケーブルの 端子と 端
子を接触させない。
火花が発生し、バッテリーから発生
する可燃性ガスに引火して爆発し、
やけどなど重大な傷害につながるお
それがあります。

● バッテリーの 側ターミナルが周辺
の金属と接触しないようにする。
接触するとショートして火災の原因
となるおそれがあります。また、
バッテリーの端子の締め付けが緩い
と、配線などが過熱、焼損し、火
災につながるおそれがあります。
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ジャンプスタートのしかた

1. 自車と救援車の電源ポジションを
OFFまたはLOCKにします。
バッテリーカバーは、ノブをつまん
で外します。（ P.258）
エンジンスイッチ  (P.112)

2. ブースターケーブル を自車のバッ
テリーの 端子に接続します。

 警告
● バッテリーを交換するときは、必ず
同じサイズ（型式）に交換し、動
かないようにしっかりと固定する。
しっかり固定できていないと、
ショートなどの原因となり火災につ
ながるおそれがあります。詳しく
は、日産販売会社にご相談くださ
い。

 注意
● ブースターケーブルのワニグチク
リップは、車体に触れたり、他の
ワニグチクリップと接触したりしな
いように注意する。

● ブースターケーブルは、確実に接続
する。
救援車のエンジン始動時の振動で外
れたりしないように確実につないで
ください。

● 冷却ファンやベルトに注意する。
ブースターケーブルをつなぐときや
外すときは、冷却ファンやベルトに
巻き込まないように注意してくださ
い。

 アドバイス
● 押しがけによる始動はできません。

● バッテリーはお客さまの車に適合し
た日産純正部品をおすすめします。
詳しくは、日産販売会社にご相談く
ださい。

● バッテリーがあがるとハンドルロッ
ク（ステアリングロック）の解除
が行えず、電源ポジションが切り替
わらなくなります。すみやかにバッ
テリーを充電してください。

● ドアの開閉に合わせて自動的に窓ガ
ラスが下降、上昇する機構が付いて
いるため、バッテリーがあがるとド
アを閉めるときに窓ガラスと車体が
干渉するおそれがあります。その場
合には、窓ガラスを内側に倒すよう
に力を加えながらゆっくりと閉め、
窓ガラスと車体が当たらないように
注意してください。

● エンジンをかけるときは、ヘッドラ
ンプやエアコンなどはOFFにしてく
ださい。

● エンジンが始動しても、しばらくエ
アコンやオーディオを使わないでく
ださい。

● オートマチック車は、バッテリーの
電圧低下を検知すると、故障警告灯
（MIL）［ ］が点灯する場合
がありますが、通常走行に支障はあ
りません。
バッテリーの電圧が正常に戻る、ま
たはエンジンを3回以上始動する
と、故障警告灯（MIL）が消灯し
ます。

詳しくは故障警告灯（MIL）
（ P.222）をお読みください。
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3. 手順2のケーブルの反対側 を救援
車のバッテリーの 端子に接続しま
す。

4. もう1本のブースターケーブル を
救援車のバッテリーの 端子に接続
します。

5. 手順4のケーブルの反対側 を自車
の車体（2の手順で接続した 端子
から離れたステーなど）に接続しま
す。

6. 救援車のエンジンを始動し、回転数
を少し高めにします。

7. オートマチック車は、自車のブレー
キペダルをしっかりと踏みながら、
＜エンジンスイッチ＞を1回押しま
す。
マニュアル車は、自車のブレーキペ
ダルをしっかりと踏みながら、アク
セルペダルを踏まずにクラッチペダ
ルをいっぱいに踏み込んで、＜エン
ジンスイッチ＞を1回押します。
エンジンが始動できない場合には、
一旦電源ポジションをOFFにして、
10秒以上待ってから再始動してくだ
さい。

8. エンジンが始動したら、ブースター
ケーブルをつないだときと逆の手順
で外します。
バッテリーカバーを取り付けます。
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警告灯がついたときは
警告灯は、車両故障などを運転者に知らせるためのものです。警告灯が点灯・点滅したときは、次の「説明・対処方法」に従ってくださ
い。メーター内の警告や表示は、グレード、オプションなどにより異なります。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法

油圧警告灯

● 正常なときは、電源ポジションをONにす
ると点灯し、エンジンがかかると消灯し
ます。

● エンジン回転中、エンジン内部を潤滑し
ているオイルの圧力が低下すると点灯し
ます。

● 点灯したときは、すみやかに安全な場所
に停車し、日産販売会社に連絡してくだ
さい。

 注意
 

●油圧警告灯が点灯したまま走行しない。
エンジンを破損するおそれがあります。

故障警告灯（MIL）

● 正常なときは、電源ポジションをONにす
ると点灯し、エンジンがかかると消灯し
ます。

● エンジン回転中、エンジン電子制御シス
テムに異常があると点灯または点滅しま
す。

● 点灯または点滅したときは、すみやかに
安全な場所に停車し、日産販売会社に連
絡してください。

 アドバイス
 

●オートマチック車は、バッテリーの電圧
低下を検知すると、故障警告灯（MIL）
が点灯する場合がありますが、通常走行
に支障はありません。
詳しくは、ジャンプスタートのしかた
（ P.220）をお読みください。

充電警告灯

● 電源ポジションをONにすると点灯し、エ
ンジンがかかると消灯します。

● エンジン回転中、バッテリーの充電系統
に異常があると点灯します。

● 点灯したときは、すみやかに安全な場所
に停車し、日産販売会社に連絡してくだ
さい。

 注意
 

●充電警告灯が点灯したまま走行しない。
バッテリーが破損したり、エンジンが突
然停止したりし、思わぬ事故につながる
おそれがあります。
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燃料残量警告灯
● 電源ポジションがONのとき、燃料の残量
が少ないと黄色に点灯します。

● すみやかに指定の燃料を補給してくださ
い。

ABS警告灯

● 電源ポジションをONにすると点灯し、数
秒後に消灯します。

● 電源ポジションがONのとき、ABSのシ
ステムに異常があると点灯します。

● 電源ポジションをONにしても点灯しな
いとき、または点灯し続けるときは、高
速走行や急ブレーキを避け、すみやかに
日産販売会社で点検を受けてください。

 アドバイス
 

●ABS警告灯が点灯したときは、ABSは
作動しませんが、通常のブレーキ性能は
確保されています。この場合、滑りや
すい路面でのブレーキ時や急ブレーキ時
にタイヤがロックすることがあります。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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ブレーキ警告灯

● 正常なときは、電源ポジションをONにす
ると点灯し、数秒後に消灯します。
（パーキングブレーキをかけているときは
消灯しません）

● 電源ポジションがONのとき、次の場合は
点灯し続けます。
― パーキングブレーキをかけているとき
― ブレーキ液が不足しているとき
― ブレーキシステムに異常があるとき

● パーキングブレーキがかかっているとき
は、パーキングブレーキを解除します。

● パーキングブレーキを解除しても点灯す
るときは、ただちに安全な場所に停車し
て、日産販売会社にご連絡ください。ブ
レーキの効きが悪いときは、ブレーキペ
ダルを強く踏んで停車してください。

● ブレーキ液量が正常でABS警告灯［ ］
と同時に点灯したときは、高速走行や急
ブレーキを避け、すみやかに日産販売会
社で点検を受けてください。

 警告
 

●パーキングブレーキを解除してもブレー
キ警告灯が点灯し続けるときは、点灯し
たまま走行しない。
ブレーキの効きが極度に悪くなり、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

 アドバイス
 

●パーキングブレーキを戻し忘れたまま走
行（約7km/h以上）すると、ブザーが
鳴ります｡

シートベルト警告
灯

● 電源ポジションがONのとき、シートベル
トを着用していないと点灯します。

● シートベルトを着用していない状態で走
行すると（約15km/h以上）、警告灯が点
滅します。
シートベルト非着用時警報（シートベル
トリマインダー）

● シートベルトを着用していない状態で車
速が一定以上になると、ブザーが一定時
間鳴ります。

● シートベルトを着用してください。

 警告
 

●走行中は全員がシートベルトを着用す
る。
着用しないと、万一の事故時や急ブレー
キ時に、死亡や重大な傷害につながるお
それがあります。

 知識
 

●助手席シートに荷物などを置くと、セン
サーが重量を検知して、警告灯が点灯す
るおそれがあります。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法



緊急時の対処法
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
と
き
は

225☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

SRSエアバッグ警
告灯

● 電源ポジションをONにすると点灯し、約
7秒後に消灯します。

● 電源ポジションがONのとき、SRSエア
バッグのシステム、プリテンショナー機
能に異常があると、点灯または点滅を続
けます。

 警告
 

●電源ポジションをONにしても点灯しない
とき、または点灯、点滅を続けるとき
は、放置したまま走行しない。
万一のときSRSエアバッグ、プリテン
ショナーシートベルトが作動せず、重大
な傷害につながるおそれがあります。

VDC警告灯

● 電源ポジションをONにすると点灯し、数
秒後に消灯します。

● 電源ポジションがONのとき、VDCが作
動すると点滅します。

● 電源ポジションがONのとき、VDCシス
テムに異常があると点灯します。

● 点灯したときはVDCの作動は停止します
が、VDCシステムのない普通の車として
走行できます。滑りやすい路面では注意
して走行し、すみやかに日産販売会社で
点検を受けてください。

VDC（ビークルダイナミクスコント
ロール）  (P.135)

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法



緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
と
き
は

226

EPS（電動パワー
ステアリング）警
告灯

● 電源ポジションをONにすると点灯し、エ
ンジンがかかると消灯します。

● エンジン回転中、電動パワーステアリン
グのシステムに異常があると点灯します。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けて
ください。

● 点灯しているときは、電動パワーステア
リングが作動しないことがあり、その場
合はハンドル操作が重くなります。ハン
ドルをしっかりと握り、通常より強く操
作してください。

 アドバイス
 

●ハンドルに長時間力をかけた状態が続い
たり停車中に操作を繰り返すと、システ
ムの過熱を防ぐためハンドル操作力が重
くなりますが、異常ではありません。
しばらくハンドル操作を控え、システム
の温度が下がると、通常のハンドル操作
力に戻ります。

 知識
 

●すばやいハンドル操作を行うと、ハンド
ル付近から擦れるような音が聞こえてく
ることがありますが、異常ではありませ
ん。

電制シフト警告
灯★

● 電源ポジションがONのとき、電制シフト
に異常があると点灯します。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けて
ください。

● アドバンスドドライブアシストディスプ
レイにメッセージが表示されたときは、
表示されたメッセージに従ってください。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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インテリジェント 
エマージェンシー
ブレーキ警告灯

● 正常なときは、電源ポジションをONにす
ると点灯し、エンジンがかかると消灯し
ます。

● 次の場合は点灯します。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキをOFFにしているとき

― VDCをOFFにしているとき
― トラクションモードをONにしている
とき（NISMO仕様車）

― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ、踏み間違い衝突防止アシス
ト★、またはインテリジェント FCW
（前方衝突予測警報）のシステムに異
常が発生しているとき

― フロントガラスの汚れなどにより、マ
ルチセンシングフロントカメラが前方
を認識できなくなったとき

― 前方からの強い光により、マルチセン
シングフロントカメラが前方を認識で
きなくなったとき

― 炎天下に駐車したときなど、マルチセ
ンシングフロントカメラが高温になっ
たとき

― フロントガラスの結露やくもりなどに
より、マルチセンシングフロントカメ
ラが前方を認識できなくなったとき

― 周辺の電波源の影響を受けているとき
― センサーの汚れなどで、インテリジェ
ント エマージェンシーブレーキが一時
的に作動できない状態になっていると
き

● インテリジェント エマージェンシーブ
レーキをOFFにしているときは、ONに
すると消灯します。

● VDCをOFFにしているときは、ONにす
ると消灯します。

VDCの切り替えかた  (P.136)
● トラクションモードをONにしていると
きは、VDCをONに切り替えると消灯し
ます。（NISMO仕様車）

VDCの切り替えかた  (P.136)
● フロントガラスが汚れているときは、フ
ロントガラスを清掃し、警告灯が消灯し
たことを確認してください。
マルチセンシングフロントカメラの取

り扱い  (P.275)
● フロントガラスに結露やくもりなどがあ
る場合は結露やくもりを除去し、警告灯
が消灯したことを確認してください。
フロント・サイドウインドーガラスの

くもりの取りかた  (P.245)
● 室内の温度が高いときなどは、温度が下
がると作動を復帰します

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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● 次の場合にも点灯します。
― 道路形状や周辺の建造物により、レー
ダーセンサーが先行車を正確に検知で
きないとき（例：長い橋、雪原、長い
壁の横など）

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯せず、真っ暗な状態が継続した
とき

― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキのシステムチェックが正常に終
了しなかったとき

● 次の場合は点滅します。
― 踏み間違い衝突防止アシスト★が作動
したとき

各システムについては、インテリジェント 
エマージェンシーブレーキ（ P.157）、踏
み間違い衝突防止アシスト★（ P.162）、
およびインテリジェント FCW（前方衝突予
測警報）（ P.176）をお読みください。
● エンジン再始動後も警告灯が点灯し続け
るときは、システムの異常が考えられま
す。通常走行には支障はありませんが、
日産販売会社で点検を受けてください。

マスターウォーニ
ング

● メーターに警告メッセージが表示される
と同時に点灯します。

● 同時に表示した警告メッセージを確認し、
それぞれの対処方法に従ってください。
警告メッセージ  (P.231)

ポップアップエン
ジンフード警告灯

● 正常なときは、電源ポジションをONにす
ると点灯し、数秒後に消灯します。

● 電源ポジションがONのとき、ポップアッ
プエンジンフードの電子制御システムに
異常があると点灯します。

● 電源ポジションをONにしても点灯しな
いとき、または点灯し続けるときは、す
みやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

 警告
 

●電源ポジションをONにしても点灯しない
ときや、点灯を続けるときは、放置し
たままで走行しない。
万一のときポップアップエンジンフード
が正常に作動せず、歩行者の頭部への衝
撃を緩和できないおそれがあります。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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タイヤ空気圧警告
灯

● 正常なときは、電源ポジションをONにす
ると点灯し、数秒後に消灯します。

● タイヤ空気圧警報システムに異常がある
と、約1分間点滅したあと点灯します。

● タイヤ空気圧が低下すると点灯し、アド
バンスドドライブアシストディスプレイ
に警告が表示されます。

● バースト（破裂）や急激な空気圧低下を
した場合は、メーター内の警告表示がす
ぐに作動しない場合があります。

● 走行中に警告灯が点灯した場合は、急ハ
ンドル・急ブレーキを避け、車速を下げ
て安全な場所に退避し、できるだけすみ
やかに停車してタイヤを確認してくださ
い。

● タイヤ空気圧警報システムに異常があっ
たときは、日産販売会社で点検を受けて
ください。

● パンクではなく、タイヤ空気圧が低下し
ているときは、指定の空気圧に調整して
ください。
タイヤの点検項目  (P.262)

● タイヤがパンクしたときは、すみやかに
日産販売店で点検を受けてください。

● タイヤ空気圧の調整後は、必ずシステム
のリセット操作をしてください。リセッ
ト操作後、タイヤ空気圧警告灯とアドバ
ンスドドライブアシストディスプレイの
警告表示が消灯します。
タイヤ空気圧警報システム  (P.264)

● 電源ポジションをONにしても警告灯が
点灯しない場合は、すみやかに日産販売
会社で点検を受けてください。

 警告
 

●タイヤの空気圧が不足したまま走行しな
い。
バースト（破裂）するなど、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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 知識
 

●温度による空気圧の変化や自然に空気圧
が減少したときにも点灯しますが、適切
な空気圧に調整して消灯すれば故障では
ありません。

●高速走行時はタイヤ空気圧警告灯が約1分
間点滅したあと点灯することがあります
が、減速して消灯すれば故障ではありま
せん。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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警告メッセージが表示されたときは
警告メッセージが表示されたときは、次の「説明・対処方法」に従ってください。表示は、グレード、オプションなどにより異なりま
す。

警告メッセージ

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法

エンジン始動
操作表示

● ブレーキペダルを踏みながら＜エンジンス
イッチ＞を押し、エンジンを始動することを
表示します。（オートマチック車）

● クラッチペダルを踏みながら＜エンジンス
イッチ＞を押し、エンジンを始動することを
表示します。（マニュアル車）

● オートマチック車はブレーキペダル、マニュ
アル車はクラッチペダルを踏みながら、＜エ
ンジンスイッチ＞を押してください。

 知識
 

●次の場合、表示が消えます。
― エンジンを始動したとき
― 表示されてから約15秒経過したとき
― リモコン機能、またはドアハンドルのス
イッチでドアを施錠したとき

― セレクトレバーを 以外に入れたとき
（オートマチック車）

インテリジェ
ントキー非作
動時エンジン
始動表示

● インテリジェントキーの電池が切れたとき
や、使用環境により、キーと車両の通信が正
常に行われないときに表示します。

● ブレーキペダルを踏みながら、キーの裏面を
＜エンジンスイッチ＞に接触させてくださ
い。
インテリジェントキーで始動できないとき

は  (P.218)

インテリジェ
ントキー電池
切れ表示

● インテリジェントキーの電池切れが近くなる
と電池の交換を知らせます。

● 新しい電池に交換してください。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.268)
● 次の場合、インテリジェントキー電池切れ表
示が消えます。
― 表示から約30秒経過したとき
― 電源ポジションをON以外にしたとき



緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
と
き
は

232

インテリジェ
ントキー持ち
出し警告

● 電源ポジションがONのとき、インテリジェ
ントキーが車外に持ち出されると表示しま
す。

● インテリジェントキーを携帯していないとき
に、電源ポジションを切り替えようとすると
表示します。

● 携帯しているインテリジェントキーの電池が
切れているときに、電源ポジションを切り替
えようとすると表示します。

● 次のように対処してください。
― キーが車外に持ち出されていないか確認
してください。

― キーを携帯してください。
― 新しい電池に交換してください。 インテ
リジェントキーの電池交換  (P.268)

― 自車のキーであることを確認してくださ
い。

ドア開き警告

● ドアが確実に閉まっていないとき、開いてい
る位置を表示します。

● ドアを確実に閉めてください。

 注意
 

●走行前に表示が消えていることを確認する。
ドアが完全に閉まっていない（半ドア）と
走行中に突然開き、思わぬ事故につながるお
それがあります。

キーシステム
警告

● ハンドルロック（ステアリングロック）や
キーシステムに異常があると表示します。

● 日産販売会社にご連絡ください。エンジンが
始動できないことや＜エンジンスイッチ＞が
切り替わらないことがあります。

キーID警告

● 次のときに電源ポジションを切り替えようと
すると表示します。
― 登録されていないインテリジェントキー
を携帯しているとき

● 自車のインテリジェントキーであることを確
認してください。

パーキングブ
レーキ戻し忘
れ警告

● パーキングブレーキを解除し忘れたまま走行
すると（約7km/h以上）表示し、ブザーが
鳴ります。

● すみやかにパーキングブレーキを解除してく
ださい。
パーキングブレーキのかけかた  (P.124)

 アドバイス
 

●走行するときは、必ずパーキングブレーキを
解除してください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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戻し忘れ警
告★

● シフトポジションが 以外で運転席ドアが開
いていると表示します。

● シフトポジションを に入れてください。

ステアリング
ロック未解除
表示

● ハンドルロック（ステアリングロック）を解
除できないときに表示します。

● ハンドルを軽く左右に回しながら＜エンジン
スイッチ＞を押してください。ハンドルロッ
ク（ステアリングロック）を解除すると表示
が消えます。

燃料残量警告

● 燃料が少なくなると表示します。 ● すみやかに指定の燃料を補給してください。

 知識
 

●燃料の残量が約11ℓ以下で表示します。
●車両姿勢、走行状況によっては、燃料がタ
ンク内で移動するため、警告が表示されるタ
イミングが変わる場合があります。

踏み間違い衝
突防止アシス
ト作動時表
示★

● 踏み間違い衝突防止アシストが作動すると表
示します。

● 進行方向に壁などの障害物、車両や歩行者な
どを検知している場合に、アクセルペダルが
すばやく深く踏み込まれたとシステムが判断
したときに作動します。
踏み間違い衝突防止アシスト★  (P.162)

ヘッドランプ
警告

● LEDヘッドランプに異常があると表示しま
す。

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止し
てからマルチセンシングフロントカメラの前
の障害物を取り除き、汚れを清掃してエンジ
ンを再始動してください。

● 再始動後もメッセージが表示されるときは、
すみやかに日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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ライト消し忘
れ警告

● 電源ポジションがON以外の位置で運転席ド
アを開けたとき、次の場合に表示し、ブザー
が鳴ります。
― ライトスイッチが＜ ＞の位置にあると
き

― ライトスイッチを＜  ＞の位置に回し
て、メーター内のテールランプ表示灯
［  ］が点灯しているとき

● ライトスイッチを＜AUTO＞の位置にする、
または＜ ＞の位置に回してメーター内の
テールランプ表示灯を消灯してください。

システム故障
警告A

● インテリジェント エマージェンシーブレー
キ、踏み間違い衝突防止アシスト★、インテ
リジェント FCW（前方衝突予測警報）が故
障すると表示します。

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止し
てから再始動してください。

● 再始動後もメッセージを表示するときは、シ
ステムの異常が考えられます。通常走行に支
障はありませんが、日産販売会社で点検を受
けてください。
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキ  (P.157)
踏み間違い衝突防止アシスト★  (P.162)
インテリジェント FCW（前方衝突予測警

報）  (P.176)

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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システム故障
警告B

● インテリジェント クルーズコントロール、
BSW（後側方車両検知警報）、LDW （車線
逸脱警報）、インテリジェント DA（ふらつ
き警報）、RCTA（後退時車両検知警報）が
故障すると表示します。

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止し
てから再始動してください。

● 再始動後もメッセージを表示するときは、シ
ステムの異常が考えられます。通常走行に支
障はありませんが、日産販売会社で点検を受
けてください。
インテリジェント クルーズコントロール  

(P.144)
BSW（後側方車両検知警報）  (P.170)
LDW（車線逸脱警報）  (P.174)
インテリジェント DA（ふらつき警報）  

(P.178)
RCTA（後退時車両検知警報）  (P.179)

ソナーシステ
ム異常警告

● ソナーが故障したときに表示します。 ● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止し
てから再始動してください。

● 再始動後もメッセージを表示するときは、シ
ステムの異常が考えられます。
通常走行に支障はありませんが、日産販売会
社で点検を受けてください。
ソナー表示  (P.79)

自動電源OFF
表示A

● エンジンが停止している状態で、電源ポジ
ションをONにしたまましばらくすると表示
します。

● そのまま電源ポジションを切り替えないと、
省エネのため電源ポジションがOFFになりま
す。

自動電源OFF
表示B

● エンジンが停止している状態で、電源ポジ
ションをONにしたまま時間が経過し、電源
ポジションが自動でOFFになったときに表示
します。

オイル/オイ
ルフィルター
交換表示

● 設定したオイル/オイルフィルター交換距離
に達すると表示します。

● オイル/オイルフィルター交換距離は、設定
したりリセットしたりできます。
設定（ P.76）

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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タイヤ交換表
示

● 設定したタイヤ交換距離に達すると表示しま
す。

● タイヤ交換距離は、設定したりリセットした
りできます。
設定（ P.76）

メンテナンス
距離表示

● オイル/オイルフィルター、タイヤ以外の整
備項目の点検距離または交換距離に達すると
表示します。

● その他の整備項目には、たとえばタイヤの
ローテーションを行う距離の設定ができま
す。項目の点検／交換距離は設定したり、リ
セットしたりできます。
設定（ P.76）

エンジンオイ
ル交換警告A

● 車両システムが自動で設定したエンジンオイ
ル交換までの距離が1,500km未満になる
と、電源ポジションをONにしたときに表示
します。

● エンジンオイル交換までの距離は、走行状況
に応じてシステムにより自動で設定されま
す。手動で設定することはできません。

● エンジンオイル交換後は、必ず表示をリセッ
トしてください。リセットするときは、この
画面を表示中にステアリングスイッチの
＜OK＞スイッチを長押しします。

 アドバイス
 

●エンジンオイル交換時以外にリセットはしな
いでください。

エンジンオイ
ル交換警告B

● 車両システムが自動で設定したエンジンオイ
ル交換距離に達すると表示します。

● エンジンオイル交換後は、必ず表示をリセッ
トしてください。リセットするときは、この
画面を表示中にステアリングスイッチの
＜OK＞スイッチを長押しします。

 アドバイス
 

●表示されたときは、できるだけ早くエンジン
オイルを交換してください。劣化したエンジ
ンオイルのまま走行し続けると、エンジンが
破損するおそれがあります。

●エンジンオイル交換時以外にリセットはしな
いでください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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凍結注意ア
ラーム表示

● 外気温表示が3℃以下になったことを知らせ
ます。 -

走行時間ア
ラーム表示

● 設定した時間まで連続走行したことを知らせ
ます。

● 表示・非表示の設定ができます。
設定（ P.72）

インテリジェ
ント DA（ふ
らつき警報）
表示

● 運転者のハンドル操作から注意力が低下して
いると判断したときに表示します。

● 表示・非表示の設定ができます。
インテリジェント DA（ふらつき警報）  

(P.178)

電制シフト警
告A★

● 電制シフトに異常が発生したときに表示しま
す。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

● 駐車するときは、パーキングブレーキを確実
にかけてください。パーキングブレーキをか
けていないと、電源ポジションをOFFにでき
ないことがあります。

● 電源ポジションをOFFにできないときは、次
の操作を行ってください。
― 停車してパーキングブレーキをかけま
す

― ブレーキペダルを踏み込みながら＜エ
ンジンスイッチ＞を押して、電源ポジ
ションをONに切り替えます

― セレクトレバーにある＜P＞スイッチを
押して に切り替えます

― ＜エンジンスイッチ＞を押して、OFF
に切り替えます

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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電制シフト警
告B★

● 電制シフトに異常が発生したときに表示しま
す。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

● シフトポジションがすぐに切り替わらないこ
とがあるため、目的のシフトポジションの位
置でセレクトレバーを保持し、シフトポジ
ションが切り替わったことを確認してから手
を離してください。

● オートP機能（ P.116）が作動しないこと
があるため、駐車するときはセレクトレバー
にある＜P＞スイッチを押し、 に切り替わっ
たことを確認してください。

シフトポジ
ション警告★

● セレクトレバーが中央の位置以外で保持され
続けたときに表示します。

● セレクトレバーが中央の位置にあるか確認し
てください。

● セレクトレバーが中央の位置にあるときに表
示された場合は、日産販売会社で点検を受け
てください。

ニュートラル
ホールド表示
A★

● シフトポジションが で電源ポジションを
OFFにすると表示されます。

● エンジン停止時にシフトポジションを で維
持したい場合、表示されたメッセージに従っ
て操作してください。

ニュートラル
ホールド表示
B★

● ニュートラルホールドが作動すると、約6秒
間表示します。

● シフトポジションが で維持されている場
合、メッセージが表示されます。

● シフトポジションを 以外にすると解除され
ます。

ニュートラル
ホールド警
告★

● 電制シフト警告灯［ ］が表示していると
き、ニュートラルホールドの作動条件がそろ
うと表示されます。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

● アドバンスドドライブアシストディスプレイ
にメッセージが表示されたときは、表示され
たメッセージに従ってください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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フロントレー
ダーシステム
停止警告

● 車両前部に取り付けられたレーダーセンサー
周辺に雪や氷、泥などが付着し、次のシステ
ムが停止すると表示します。
― インテリジェント クルーズコントロー
ル  (P.144)

― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ  (P.157)

― インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）  (P.176)

● 次のような道路形状、または建造物がある場
合は、レーダーが先行車を正確に検知でき
ず、作動が停止します。
― 長い橋を走行しているとき
― 砂地や雪原を走行しているとき
― 長い壁の近くを走行しているとき

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止し
てからレーダーセンサーおよびその周辺の汚
れなどを取り除き、エンジンを再始動してく
ださい。

● 停止したときの状態が改善、または変更され
ると、システムは作動を再開します。

サイドレー
ダーシステム
停止警告

● 車両後部に取り付けられたレーダーセンサー
周辺に雪や氷、泥などが付着し、次のシステ
ムが停止すると表示します。
― BSW（後側方車両検知警報）  (P.170)
― RCTA（後退時車両検知警報）  

(P.179)

● レーダーセンサーおよびその周辺の汚れなど
を取り除いてから、システムを一旦OFFにし
たあと、再びONにしてください。

作動範囲外警
告

● 次のシステムが停止すると表示します。停止
する条件については、各システムをお読みく
ださい。
― インテリジェント クルーズコントロー
ル  (P.144)

● VDCをOFFにしたとき
● トラクションモードをONにしたとき
（NISMO仕様車）

● 停止したシステムを再び作動させる場合は、
停止したときの状態が改善されてから、ス
イッチで再びONにしてください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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カメラ高温警
告

● 炎天下に駐車したときなど、マルチセンシン
グフロントカメラが高温になり、次のシステ
ムが停止すると表示します。
― LDW（車線逸脱警報）  (P.174)

● 停止したシステムを再び作動させる場合は、
マルチセンシングフロントカメラ周辺の温度
が下がってから、再びONにしてください。

● カメラおよびカメラ周辺の温度が高いときに
表示します。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ  (P.157)

― インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）  (P.176)

● 車室内の温度が下がるとシステムは自動的に
作動を再開します。

スリップ警告

● 次のシステムが停止すると表示します。停止
する条件については、各システムをお読みく
ださい。
― インテリジェント クルーズコントロー
ル  (P.144)

● ABSまたはVDC（トラクションコントロー
ル機能（TCS）は含まない）が作動したと
き

● 停止したシステムを再び作動させる場合は、
停止したときの状態が改善されてから、ス
イッチで再びONにしてください。

エンジン異常
警告A

● 走行中、エンジンに異常が発生し、エンジン
が停止しているときに表示します。

● すみやかに安全な場所に停車し、日産販売会
社にご連絡ください。

エンジン異常
警告B

● 走行中、エンジンに異常が発生し、出力が制
限されていると表示します。

● すみやかに安全な場所に停車し、日産販売会
社にご連絡ください。

エンジン異常
警告C

● 走行中、エンジンの温度が異常に高くなると
表示します。

● すみやかに安全な場所に停車し、日産販売会
社にご連絡ください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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レンジ警
告★

● シフトポジションが 以外のときに、エンジ
ンが停止したときに表示するとともに、警告
音が鳴ります。

● すみやかに安全な場所に停車し、セレクトレ
バーにある＜P＞スイッチを押して に切り
替えてください。

タイヤ空気圧
不足表示A

● タイヤ空気圧が低下すると、表示します。 ● 安全な場所に停車し、タイヤを確認してくだ
さい。

● パンクではなく、タイヤ空気圧が低下してい
るときには、タイヤが冷えた状態で指定の空
気圧に調整してください。

● タイヤがパンクしたときは、すみやかに日産
販売店で点検を受けてください。

● 空気圧を正しく調整したあと、必ずタイヤ空
気圧警報システムのリセット操作をしてくだ
さい。リセット操作後、タイヤ空気圧警告灯
［  ］とメーター内ディスプレイの警告表
示が消灯します。
タイヤ空気圧警報システム  (P.264)

● 同時にタイヤ空気圧警告灯［  ］
（ P.229）が点灯します。

● タイヤの空気圧は、走行するとタイヤ内部の
温度上昇に伴い増加します。

● 温度による空気圧の変化や、自然に空気圧が
減少したときにも点灯しますが、適切な空気
圧に調整して消灯すれば故障ではありませ
ん。

タイヤ空気圧
不足表示B

● 走行中のタイヤ空気圧変化により、タイヤが
冷えたときの空気圧が、指定空気圧より低く
なる可能性がある場合に表示します。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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● 高速走行時はタイヤ空気圧警告灯［ ］が
約1分間点滅したあと点灯することがありま
すが、減速して消灯すれば故障ではありませ
ん。
タイヤ空気圧警報システムについて  

(P.264)
● アドバンスドドライブアシストディスプレイ
に表示されるタイヤ空気圧が、設定した目標
空気圧より高くても、黄色で表示されている
ときは空気圧が不足しているおそれがありま
す。
車両情報（ P.58）

システムOFF
表示

● RCTA（後退時車両検知警報）がOFFのと
き、オートマチック車はシフトポジションを
、マニュアル車はRにすると表示します。
RCTA（後退時車両検知警報）  (P.179)

● RCTA（後退時車両検知警報）をONにする
と、オートマチック車はシフトポジションを
、マニュアル車はRにしても表示されませ

ん。

インテリジェ
ント エマー
ジェンシーブ
レーキシステ
ム視界不良警
告

● 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹雪な
ど）で視界が悪いときに表示します。

● 前方から強い光（太陽光や対向車両のハイ
ビームなど）を受けているときに表示しま
す。

● 悪天候時にはインテリジェント エマージェン
シーブレーキシステムは作動しません。

● 状況が改善されると、システムは自動的に作
動を再開します。

VDC OFF警
告

● VDCをOFFにしたときに表示します。 ● VDCをOFFにしたときに停止する機能につ
いては、（ P.136）をお読みください。

インテリジェ
ント エマー
ジェンシーブ
レーキシステ
ム電波障害警
告

● 放送局など周辺の電波源により影響を受けて
いるときに表示します。

● 周辺の電波源による影響を受けているときは
インテリジェント エマージェンシーブレーキ
は作動しません。

● 状態が改善されると、システムは作動を再開
します。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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ブザー（警報音）が鳴ったときは
車両盗難などを防ぐため、車内外でブザー（警報音）が鳴ることがあります。

インテリジェ
ント エマー
ジェンシーブ
レーキシステ
ム作動制限警
告

● インテリジェント エマージェンシーブレー
キのシステムチェックが正常に終了しなかっ
たとき表示します。
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキの作動が停止するとき  (P.161)

● 安全な場所に停車し、一度エンジンを停止し
てから再始動してください。

● けん引されているときはインテリジェント エ
マージェンシーブレーキシステムは作動しま
せん。

● 状況が改善されると、システムは自動的に作
動を再開します。

どこで音が鳴
りましたか？

どんな音が鳴り
ましたか？ 何をしたときに鳴りましたか？ 確認すること

車外

ピピピピ…
（数秒間）

ドアハンドルのスイッチを押したと
き

電源ポジションがOFFになっているか
インテリジェントキーを車室内またはラゲッジルーム内に置
き忘れていないか
いずれかのドアが半ドアになっていないか
ドアを閉める前にドアハンドルのスイッチを押していないか

キーの＜ドア解錠スイッチ＞を押し
たとき

いずれかのドアが半ドアになっていないか
ドアを閉める前に＜解錠スイッチ＞を押してはいないか

ドアを閉めたとき 無意識にドアハンドルのスイッチを触れていないか
ピッピッピッ
（3回）

ドアを閉めたとき 電源ポジションがAccまたはONのまま、キーが車外へ持ち
出されていないか

ピー（継続） ドアを閉めたとき シフトポジションが 以外のまま、キーが車外に持ち出され
ていないか（オートマチック車）

キー（金属音）
走行中にブレーキペダルを踏んだと
き

ディスクブレーキのパッド（摩擦材）が摩耗していないか
金属音が発生したときは、すみやかに日産販売会社で点検を
受けてください。そのまま走行を続けると、ブレーキが効か
なくなり、事故につながるおそれがあります。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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車内 ポロポロポロ
（3回）

ドアを閉めたとき 電源ポジションがAccまたはONのまま、キーが車外に持ち
出されていないか

＜エンジンスイッチ＞を押したとき キーを携帯しているか
キーを携帯してもブザーが鳴るときは、キーの電池を交換し
てください

どこで音が鳴
りましたか？

どんな音が鳴り
ましたか？ 何をしたときに鳴りましたか？ 確認すること
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窓ガラスがくもったときは

フロント・サイドウインドーガラス
のくもりの取りかた

 注意
● 吹き出し口切り替えダイヤル をデ
フロスター位置 にしているとき
は、エアコンの設定温度を低くしな
い。
フロントガラスの外側に露が付き、
視界を妨げるおそれがあります。

 アドバイス
● 吹き出し口切り替えダイヤル をデ
フロスター位置＜ ＞ にしてい
るときは、内気循環にしないでくだ
さい。くもりが取れにくくなりま
す。

● 早くくもりを取りたいときは、設定
温度を高くし、吹き出し風量を多く
します。
245

1. 吹き出し口切り替えダイヤル をデ
フロスター位置＜ ＞ にしま
す。

2. 風量調節ダイヤル をAUTO位置
（風量） にします。
デフロスターから風が吹き出し、吸
い込み口が外気導入になります。

3. ＜エアコンスイッチ＞ の表示灯が
消灯している場合は、＜エアコンス
イッチ＞ を押してエアコンを作動
させます。
（スイッチの表示灯が点灯）

※元に戻すときは、吹き出し口切り
替えダイヤル をAUTO位置（吹
き出し口） にします。
オートエアコン（ P.105）

 知識
● ＜エアコンスイッチ＞ の表示灯が
消灯しているとき、吹き出し口切り
替えダイヤル をデフロスター位置
＜ ＞ にすると、エアコンも自
動的に作動します。
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バックドアガラスのくもりの取りか
た

電源ポジションがONのとき使えます。
●＜リヤウインドーデフォッガースイッ
チ＞を押すと約15分間作動し、バック
ドアガラスの熱線が暖まります。（＜リ
ヤウインドーデフォッガースイッチ＞の
表示灯が点灯）

●止めるときは、もう一度スイッチを押し
ます。（＜リヤウインドーデフォッガー
スイッチ＞の表示灯が消灯）
リヤウインドーデフォッガースイッチ
（ P.105）

オーバーヒートしたときは
水温計がオーバーヒート範囲を示したとき
や、エンジンルームのすき間から蒸気が出て
いるときはオーバーヒートしています。次の
方法で処置してください。

処置のしかた

1. ただちに安全な場所に停車します。
故障したときの対処のしかた  

(P.208)

 知識
● 窓ガラスのくもりを取りながら足元
への送風をしたいときは、吹き出し
口を＜ ＞位置にします。

● 吹き出し口切り替えダイヤル を
＜ ＞と＜ ＞の中間の位置に
すると、＜ ＞の状態で窓ガラス
への吹き出し風量を少なくできま
す。

● 吹き出し口切り替えダイヤル を
＜ ＞と＜ ＞の中間の位置に
すると、＜ ＞の状態で窓ガラス
への吹き出し風量を多くできます。

 アドバイス
● 連続して長時間使用しないでくださ
い。消費電力が多いためバッテリー
あがりの原因になります。

● ＜リヤウインドーデフォッガース
イッチ＞を押すと、ドアミラーヒー
ターも同時に作動します。

 警告
● ボンネットを開けるときは十分に注
意する。
エンジンルーム内は高温になってい
るため、やけどなど重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

● 蒸気が出ているときは、ボンネット
を開けない。
やけどなど重大な傷害につながるお
それがあります。
エンジンを停止し、蒸気が出なくな
るまで待ち、ボンネットを開けてく
ださい。

● エンジンが十分に冷えていないとき
は、ラジエーターやリザーバータン
クのキャップを外さない。
蒸気や熱湯が噴き出し、やけどなど
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

● オーバーヒートしたときは、ただち
に安全な場所に車を止めて処置をす
る。 

そのまま走行を続けると、エンジン
故障の原因となり、火災につながる
おそれがあります。
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2. エンジンを作動させたままボンネッ
トを開け、風通しをよくしてエンジ
ンを冷やします。
万一、冷却ファンが回っていないと
きは、ただちにエンジンを停止し、
自然冷却してください。

3. 水温計がオーバーヒートの範囲より
下がったら、エンジンを止めしばら
く待ちます。
エンジンが十分冷えてから冷却水の
量、ホースなどからの水漏れを点検
してください。

4. 冷却水が不足しているときは、ラジ
エーターとリザーバータンクに冷却
水を補充してください。
エンジンルーム内の配置図  

(P.258)
補充後は、しっかりキャップを閉め
てください。

5. 走行中、再度水温計がオーバーヒー
トの範囲を示したときは、手順1～
手順4の作業を繰り返し行ってくだ
さい。

6. 早めに日産販売会社で点検を受けて
ください。

雪道やぬかるみにはまったときは
雪道、砂地、ぬかるみなどでタイヤが空転
したり、埋まり込んで動けなくなったりした
ときは、次の方法で脱出してください。

脱出のしかた

 アドバイス
● 応急的に水だけを補充したときは、
早めに日産販売会社で点検を受けて
ください。

 警告
● 周囲の安全を必ず確認する。
周囲の人や物との衝突を避けるた
め、前進と後退を繰り返すときは、
周囲に何もないことを確認してくだ
さい。特に脱出の瞬間は、車両が
前方または後方に飛び出すおそれが
あります。

● 必要以上にアクセルペダルを踏み込
まない。
急発進して思わぬ事故につながるお
それがあります。

 注意
● 脱出するときは、過度にタイヤを空
転させない。
タイヤがバースト（破裂）した
り、駆動部品が異常過熱したりする
ことにより思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。
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1. ＜VDC OFFスイッチ＞を操作し
て、VDCをOFFにします。

VDCの切り替えかた  (P.136)
2. 車両の前後に障害物がないことを確

認し、ハンドルを左右に回して前輪
の周囲をならします。
必要に応じ、タイヤの下に木材など
をそえてください。

3. ゆっくりとアクセルペダルを踏み、
前進または後退します。
周囲の安全を確認したうえで、前進
と後退を繰り返してください。

水没したときは

水没したときの対処のしかた

 アドバイス
● 数回試しても脱出できないときは、
日産販売会社またはJAFなどのロー
ドサービスに連絡してください。

 警告
● 水位が窓ガラスよりも高いとき、緊
急脱出用ハンマーを使用した場合、
割れたガラスが車室内に入り、ケガ
をするおそれがあります。

緊急脱出用ハンマー（ディーラーオプ
ション）について
● フロントウインドーガラスは合わせ
ガラスのため、緊急脱出用ハンマー
で割ることはできません。ドアガラ
ス、バックドアガラスを割って脱出
してください。

● ドアガラスについては、車両の仕様
変更により合わせガラスの場合があ
ります。合わせ、または強化ガラ
スの見分け方法については、ガラス
の断面、もしくは刻印（マーク）
を確認することで見分けることがで
きます。

ガラスの断面で合わせガラスを見分ける
方法
● ドアガラスを半分ほど開け、断面を
上から確認し、2枚のガラスが貼り
合わせられている場合は合わせガラ
スとなります。

ガラスにある刻印（マーク）で合わせガ
ラスを見分ける方法
● ドアガラスには次のような刻印
（マーク）が表示されています。
この表示によって、合わせガラスか
どうかを見分けることができます。

※車両によっては、刻印（マー
ク）が表示されていない、または
ガラスの種類を示す表示の位置が異
なる場合があります。
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水没したときは、次のような対処方法で車
外に脱出してください。
●シートベルトを外して車外に脱出してく
ださい。

●ドアが開く水位が低いうちにドアを開け
て、車外に脱出してください。

●ドアが開かなかった場合、窓ガラスを開
け、窓から車外に脱出してください。

●＜パワーウインドースイッチ＞を押して
も窓ガラスが開かない場合、以下の方法
で脱出してください。
― 緊急脱出用ハンマー（ディーラーオ
プション）がある場合、窓ガラスを
割り窓から車外に脱出してください。

― 緊急脱出用ハンマー（ディーラーオ
プション）がない場合、または緊急
脱出用ハンマーで窓ガラスが割れない
場合には、車内外の水位が同じ高さ
くらいまで浸水するのを待ち、ドア
を強く押し開けて車外に脱出してくだ
さい。
（車内外の水圧差がなくなると、ド
アを開けることができます。）

●浸水・冠水被害に遭われた場合は、車
両故障につながるおそれがあるため、す
みやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

外装ランプが点灯しないときは
外装ランプはすべてLEDです。LEDが一部で
も点灯しない場合は日産販売会社で点検を受
けてください。
ヘッドランプ、制動灯などは、雨天走行や
洗車などにより、レンズ内面が一時的にくも
ることがあります。またヘッドランプ内と外
気との温度差により、レンズ内面が結露する

こともあります。これは雨天時などに窓ガラ
スがくもるのと同様の現象で、機能上の問題
ではありません。
またレンズの構造上、レンズのふちに水滴が
付着することがありますが、機能上の問題で
はありません。ただし、ランプ内に水がた
まっている場合やレンズ内面に大粒の水滴が
付着している場合は、日産販売会社にご相談
ください。

ヒューズが切れたときは
ランプがつかないときや電気系統の装置が作
動しないときは、ヒューズ切れが考えられま
す。
故障の状況から、関係するヒューズを確認し
てください。

ヒューズボックスの位置

●ヒューズボックスは、次の位置にありま
す。
― エンジンルーム内
― 運転席足元

●各ヒューズの位置は、ヒューズボックス
のふたの裏側またはヒューズボックス付
近に表示してあります。
ヒューズ抜きについて
●運転席足元のヒューズボックス内に
ヒューズ抜きがあります。
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ヒューズの点検・交換のしかた（エ
ンジンルーム内）

1. 電源ポジションをOFFまたはLOCK
にし、ボンネットを開けます。
ボンネットの開けかた、閉めか

た  (P.259)

2. ヒューズボックスのふたを外しま
す。

3. ヒューズ抜きを使用してヒューズを
取り外します。
ヒューズ抜き（ P.249）

4. ヒューズが切れていないか点検しま
す。
切れているときは新しいヒューズと
交換します。

 警告
● 規定の容量以外のヒューズや、
ヒューズの代わりに針金、銀紙など
は絶対に使用しない。
電装システムの破損や火災につなが
るおそれがあります。

 アドバイス
● エンジンルーム内のヒューズボック
スは、バッテリーカバーの下にあり
ます。
エンジンルーム内の配置図  

(P.258)

● バッテリー右側のヒューズボックス
は、カウルトップカバーを外さなけ
ればなりません。ヒューズを交換し
たいときは、日産販売会社にご相談
ください。

● ヒューズを交換したときは、確実に
差し込まれていることを確認してく
ださい。

● 交換してもヒューズが切れるとき
は、日産販売会社で点検を受けてく
ださい。
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ヒューズの点検・交換のしかた（運
転席側面）

1. 電源ポジションをOFFまたはLOCK
にします。

2. 運転席足元にあるふたのツメを押し
ながら手前に引いて外します。

3. ヒューズ抜きを使用してヒューズを
取り外します。
ヒューズ抜き（ P.249）

4. ヒューズが切れていないか点検しま
す。
切れているときは新しいヒューズと
交換します。

 警告
● 規定の容量以外のヒューズや、
ヒューズの代わりに針金、銀紙など
は絶対に使用しない。
電装システムの破損や火災につなが
るおそれがあります。

 アドバイス
● ヒューズを交換したときは、確実に
差し込まれていることを確認してく
ださい。

● 交換してもヒューズが切れるとき
は、日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

● イラストのような部品が付いている
場合は、その部品の中にもヒューズ
があります。中のヒューズを点
検・交換するときは、 を上下につ
まみながら矢印の方向に引き抜いて
ください。
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メンテナンスの前に

点検整備について
道路運送車両法により、定期点検と日常点検
が義務付けられています。正しい点検整備を
行いお車を安全にお使いください。
点検整備の詳細については、別冊のメンテナ
ンスノートをお読みください。

点検整備の種類
●点検・整備および保証の内容は、別冊
のメンテナンスノートに詳しく記載され
ていますので、必ずお読みください。

●日常点検
走行距離や使用時の状態から判断し、適
切な時期にお客さまご自身で行う点検で
す。
いつもと違うことに気がついたら日産販
売会社で点検を受けてください。（音、
振動、におい、水漏れ、油もれなど）

●定期点検
1 年ごとに実施する点検です。12か月
点検および24 か月点検があります。

●その他の点検
新車時の無料点検や、厳しい使われかた
をしたときに必要な点検があります。

車検、点検整備のとき
●車検、点検整備については、日産販売
会社にご相談ください。
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工具・ジャッキ

工具・ジャッキ★について
この車両には、スペアタイヤ、ジャッキ、
ハンドルレバー、ハンドル兼ホイールナット
レンチが標準で搭載されていません。ジャッ
キアップをする場合は、この車両専用の
ジャッキを準備してください。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。

工具、タイヤ応急修理キットの格納
場所

●停止表示板（停止表示灯）、輪止めは
標準で搭載されておりませんので必要に
応じて準備してください。

●工具の種類や発炎筒（ P.209）など
は、万一のときに困らないようにあらか
じめ位置を確認しておいてください。

●工具・タイヤ応急修理キットは、ラ
ゲッジルーム内に格納されています。
応急修理する前に  (P.213)
タイヤ応急修理キットについて  

(P.213)

ジャッキ、ハンドル兼ホイールナッ
トレンチ、ハンドルレバーの取り出
しかた（ディーラーオプション）

 注意
● 工具、ジャッキ、タイヤ応急修理
キットを使ったあとは、元の場所に
収納する。
車室内に放置すると思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

 注意
● ジャッキを取り出すときは、手をぶ
つけないように注意する。
金属部などに手をぶつけると、ケガ
をするおそれがあります。

● ジャッキはタイヤ交換またはタイヤ
チェーンの脱着以外には使用しな
い。

 アドバイス
● ジャッキはタイヤ交換またはタイヤ
チェーンの脱着以外には使用しない
でください。

● ジャッキとフロアカバーが内装部品
にぶつからないようにしてくださ
い。傷がつくおそれがあります。
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●ラゲッジルームのフロアカバーを持ち上
げて取り出します。

ジャッキの使いかた

●ジャッキにハンドルレバーとハンドル兼
ホイールナットレンチをセットします。

●ジャッキを使って車両を持ち上げるとき
は、正しい位置にジャッキを設置してく
ださい。

ジャッキアップポイント

 警告
● ジャッキアップしたときは絶対に車
両の下に入らない。
ジャッキが外れると、重大な傷害に
つながるおそれがあり非常に危険で
す。

 注意
● 工具、ジャッキを使ったあとは、
元の場所に収納する。
車室内に放置すると思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

● ハンドル兼ホイールナットレンチを
回すときは、ハンドルレバーをしっ
かり握って回す。
ハンドルレバーが回転中に外れる
と、思わぬケガをするおそれがあり
ます。

● ハンドルレバーは、確実にハンドル
兼ホイールナットレンチの穴に差し
込む。
ハンドルレバーが確実に差し込まれ
ていないと、外れて思わぬケガをす
るおそれがあります。

● ジャッキアップ中はエンジンを始動
しない。
車が発進し、重大な傷害につながる
おそれがあります。

 注意
● ジャッキを使うときは、次のことを
必ず守る。
― ジャッキは必ずこの車両専用のも
のを使い、他車のジャッキは使用
しないでください。また、この
車両専用のジャッキは他車に使用
しないでください。

― ジャッキはタイヤ交換またはタイ
ヤチェーンの脱着以外には使用し
ない。

― 平坦で硬いところに駐車して作業
してください。

― 使用前にパーキングブレーキをか
け、オートマチック車はシフトポ
ジションを 、マニュアル車はシ
フトポジションをRにしてくださ
い。

― 輪止めなどで車を固定してくださ
い。

― ジャッキの上下に台やブロックな
どを入れないでください。

― 人や荷物は必ず車から降ろしてく
ださい。

 アドバイス
● ジャッキはタイヤ交換またはタイヤ
チェーンの脱着以外には使わないで
ください。

● ジャッキアップポイント以外のとこ
ろにはジャッキをかけないでくださ
い。車体が変形するおそれがありま
す。
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●矢印の位置がジャッキアップポイントで
す。

ジャッキアップのしかた

●輪止めは標準で搭載されていませんので
必要に応じて準備してください。なお、
輪止めはタイヤを固定できる大きさの
石、木片などで代用できます。

●交通の妨げにならず、安全に作業ができ
る地面（平坦な硬い場所）に停車し、
人や荷物を車から降ろします。

1. パーキングブレーキをかけ、オート
マチック車はシフトポジションを
にし、エンジンを止めます。マ

ニュアル車はエンジンを止めてから
シフトポジションをRにします。

2. ジャッキをかける位置と対角線の位
置にあるタイヤに輪止めをします。
前輪をジャッキアップするとき：後
輪の後ろ側
後輪をジャッキアップするとき：前
輪の前側

3. ジャッキの上部がジャッキアップポ
イントに接触するまで、ジャッキを
矢印の方向に手で回します。

4. ハンドル兼ホイールナットレンチを
回して、タイヤと地面が少し離れる
まで、ジャッキアップします。

 注意
● 柔らかい地面の上ではジャッキアッ
プしない。
ジャッキが倒れ、事故につながるお
それがあります。

● やむをえず傾斜地で作業するとき
は、ジャッキをかける位置と対角線
の位置にあるタイヤの下り側に輪止
めをし、車が動き出さないようにす
る。
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点検と整備

エンジンルーム
エンジンルーム内を点検するときは安全な場所に停車し、パーキングブレーキをかけた状態で
ボンネットを開けます。

エンジンルーム内の配置図
 警告
● 点検や整備に使用した工具や布など
をエンジンルーム内に置き忘れな
い。
故障や車両火災につながるおそれが
あります。

 注意
● エンジンルーム内の作業をするとき
は、電源ポジションをOFFにす
る。
エンジン回転中に手、衣服、工具
などを入れると思わぬケガをするお
それがあります。

 アドバイス
● フロントストラットタワーバーのボ
ルト部 を調整しないでください。
フロントストラットタワーバーのボ
ルトは最適な状態で工場出荷してい
るため、ボルトの締め付け具合を調
整してしまうと、ボンネットやエン
ジン上部にある部品の破損や、走行
時の異音が発生する原因となるおそ
れがあります。

● 点検整備の詳細については、別冊の
メンテナンスノートをお読みくださ
い。
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ボンネットの開けかた、閉めかた

1. 運転席の右下にあるオープナーを引
くと、ボンネットが少し浮き上がり
ます。

2. ボンネット先端のすき間に手を入
れ、レバーを押し上げながらボン
ネットを持ち上げます。

3. ステーの操作部を持ってフックから
外し、ボンネット裏側の穴（ス
テー差し込み位置）に確実に差し込
みます。

4. 閉めるときはステーをフックに戻
し、ボンネットを20cm ～ 30cm 

 警告
● 走行前、ボンネットが確実に閉まっ
ていることを、必ず確認する。
両側ともロックされていないと、走
行中にボンネットが開き、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

 注意
● 風が強いときは、ボンネットをしっ
かり持ってゆっくりと開ける。

● ステーを持つときは、必ず操作部を
持つ。
エンジン停止直後はステーが高温に
なることがあるため、やけどをする
おそれがあります。

● ボンネットを開けたときは、ボン
ネットに頭などをぶつけないよう注
意する。

● ラジエーターなどの高温部には触れ
ない。
やけどをするおそれがあります。

● ボンネットを閉めるときは、手など
を挟まないように注意して降ろす。

● ポップアップエンジンフードが作動
したときは、フードオープナーを引
かない。

フードオープナーを引くと、さらに
フードが上がり視界の妨げとなるた
め危険です。また、フードを無理
に押し戻さないでください。手動で
は下げることができないため、フー
ドが変形したり、思わぬケガをする
おそれがあります。ポップアップエ
ンジンフードが作動したときは、必
ず日産販売会社にご相談ください。

 アドバイス
● ワイパーアームを起こしたままボン
ネットを開けないでください。ボン
ネットやワイパーを損傷します。

● ボンネットを閉めるときに、ボン
ネットに体重をかけて強い力で押す
と、ボンネットがへこむおそれがあ
ります。
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の高さまでゆっくり降ろしてから、
手を離して落としてロックします。
ロックできなかったときは、レバー
を操作してボンネットをもう一度持
ち上げてから再度落としてくださ
い。ボンネットを上から押して閉め
ようとしないでください。

ウォッシャー液の補給
ウォッシャー液が不足しているときは、
ウォッシャー液を補給してください。

補給のしかた

●ウォッシャータンクのふたの穴を押さえ
て引き抜くと、スポイト式にウォッ
シャー液の残量が確認できます。

●ウォッシャー液の残量を確認したとき、
ウォッシャー液がチューブ下端にしか入
らないと、ウォッシャータンクはほぼ空
の状態です。

●日産純正ウインドウォッシャー液をおす
すめします。
ウォッシャー液  (P.282)

●減っているときは、ウォッシャータンク
のふたを外し、ウォッシャー液を補給し
てください。

●ウォッシャー液は、必要に応じ水で薄め
てください。希釈割合はウォッシャー液
の容器に表示してある凍結温度を参考に
します。

寒冷時の取り扱い
寒冷時に備えて、準備や点検などを正しく
行ってください。

冬の前の準備

■ 冷却水の濃度点検

●冷却水の凍結を防ぐため、冷却水の濃度
を点検してください。

●冷却水を補充・交換するときは、日産
純正スーパーロングライフクーラント
（50%希釈品）をお使いください。
エンジン冷却水  (P.281)
インタークーラー冷却水  (P.282)

■ バッテリーの液量、比重の点検

●別冊のメンテナンスノートをお読みくだ
さい。
バッテリーの搭載位置（ P.258）

■ 冬用タイヤ、タイヤチェーンの準備

●冬用タイヤに交換するときは、4輪とも
指定サイズで同一の銘柄、パターン
（溝模様）のものに交換してください。

●タイヤチェーンは、タイヤサイズにあっ
た日産純正品をおすすめします。

 注意
● ウォッシャー液を補給するときは、
液を高温部にかけない。
出火するおそれがあります。

 アドバイス
● ウォッシャー液の代わりに石けん水
などを入れないでください。塗装面
がしみになるおそれがあります。

冷却水の濃度 凍結温度
30% 約–15℃
50% 約–35℃

 アドバイス
● 冷却水の点検・補充・交換は日産
販売会社にご相談ください。
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■ ウォッシャー液の濃度点検

●ウォッシャー液の凍結を防ぐため、
ウォッシャー液の容器に記載してある凍
結温度を参考に外気温に応じた希釈割合
（濃度）にしてください。

運転する前に

状況に応じて次のことを行ってください。

●ドアやワイパーなどが凍結したときは、
無理に開けたり動かしたりせず、凍った
部分にお湯をかけて氷を溶かしてくださ
い。溶けたらすぐに水分をふき取ってく
ださい。

●ガラスに雪や霜が積もっているときは、
プラスチックの板などを使って、ガラス
を傷つけないように雪を取り除いてくだ
さい。

●足まわり（ブレーキ周辺、フェンダー
の裏側など）が凍りついているときは、
部品を破損しないように注意しながら、
付着した氷塊を取り除いてください。

●車室内に乗り込むときは、靴についた雪
を取り除いてください。

雪道の走行のしかた

■ 滑りやすい路面に注意

●滑りやすい路面での急発進、急加速、
急ブレーキ、急ハンドルなど無理な運転
は危険ですのでしないでください。雪道
や凍結路では速度を落とし、車間距離を
取り、ゆとりある運転をしてください。

●雪道、凍結路では早めに冬用タイヤ、
タイヤチェーンなどを装着して走行して
ください。
タイヤチェーンについて  (P.266)
タイヤ空気圧警報システムについて  

(P.264)

■ 走行中の雪の付着に注意

●ブレーキに付着した雪が凍結し、ブレー
キの効きが悪くなることがあります。と
きどきブレーキの効き具合を確認してく

ださい。効きが悪いときは、前後の車
との距離を十分とり、低速走行で効きが
回復するまでブレーキペダルを軽く踏ん
でください。

●フェンダーの裏側に付いた雪が積もり、
ハンドルの切れが悪くなることがありま
す。ときどき確認して雪を取り除いてく
ださい。

■ 駐車するときの注意

●オートマチック車はシフトポジションを
、マニュアル車は上り坂では1速、

下り坂ではRにして、パーキングブレー
キをかけずに輪止めをしてください。
パーキングブレーキをかけると、ブレー
キが凍結して解除できなくなるおそれが
あります。

●フロントグリルを風が吹いてくる方向に
向けて駐車しないでください。エンジン
ルームに雪が入ったりエンジンが冷えて
始動しにくくなります。

●軒下や樹木の下には駐車しないでくださ
い。落雪で車が損傷するおそれがありま
す。

●雪が降りそうなときや降雪時にはワイ
パーアームを起こしておいてください。
ブレードと窓ガラスが凍結し、破損する
おそれがあります。

タイヤ
タイヤが摩耗・損傷していたり、適正な空
気圧でないと、安全な走行ができず乗り心地
も損なわれます。
日常的に点検を行ってください。

 警告
● ルーフに積もった雪は落とす。
窓ガラスに雪が滑り落ちると視界の
妨げとなり、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

 アドバイス
● ドアなどの開閉部分を無理に開けな
いでください。ゴムがはがれたり損
傷したりするおそれがあります。

● ワイパー、ドアミラー、パワーウ
インドーなどを無理に動かさないで
ください。装置が損傷するおそれが
あります。

● ドアのキー穴部には、お湯をかけな
いでください。凍結するおそれがあ
ります。

 知識
● 外気温が低く、エンジン冷却水温が
低いときは、暖房性能を確保するた
めエンジン回転数が上昇することが
あります。
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タイヤの点検項目
安全な走行のため、タイヤの点検は次の項
目を点検してください。
詳細は別冊のメンテナンスノートをお読み
ください。
タイヤ空気圧

●すべてのタイヤの空気圧を点検してくだ
さい。

●タイヤの指定空気圧は運転席ドアの開口
部に表示してあります。

●タイヤ空気圧の調整後は、必ずタイヤ空
気圧警報システムのリセット操作をして
ください。リセット操作後、メーター
内のタイヤ空気圧警告灯［ ］と警
告表示が消灯します。
タイヤ空気圧警報システムについて  

(P.264)
●タイヤの空気は自然に少しずつ低下しま
す。月に一度はタイヤエアゲージを使用
して点検してください。

●タイヤ空気圧の点検は、走行前のタイヤ
が冷えているときに点検・調整してくだ
さい。

●タイヤ側面の厚みが薄いタイヤは、空気
圧が減っていることを目視で確認するこ
とが困難なため、必ずタイヤエアゲージ
を使用して点検してください。

●走行直後はタイヤ空気圧が約1割上がる
ことがあります。

タイヤの亀裂・損傷の有無
●タイヤの接地面や側面に著しい亀裂や損
傷および針などの異物が刺さっていない
か点検してください。

タイヤの溝の深さ、異常な摩耗

●タイヤの溝の深さが十分であるか、ウェ
アインジケーター（摩耗限界表示）が
表れていないか点検してください。

●タイヤが摩耗して接地面とウェアインジ
ケーター（摩耗限界表示）が同じ高さ
になったらタイヤを交換してください。

タイヤ・ロードホイールを交換する
ときは

●タイヤ交換をするときは、日産販売会社
にご相談ください。

●タイヤサイズは運転席ドア開口部のタイ
ヤ空気圧表示を参照してください。

●タイヤやロードホイールを交換するとき
は、この車両専用のタイヤおよびロード
ホイールに必ず交換してください。タイ
ヤ空気圧警報システムが正常に作動しな
くなるおそれがあります。
ロードホイールのサイズは巻末のサービ
スデータに記載してあります。

●タイヤまたはロードホイールを交換した
ときは、必ずタイヤ空気圧警報システム
のリセット操作をしてください。
タイヤ空気圧警報システムについて  

(P.264)

 アドバイス
● ロードホイールは、リムサイズやイ
ンセットが同じでも、他の車のもの
は使えない場合があります。お手持
ちのものをご使用になるときは、日
産販売会社にご相談ください。

● アルミホイールには荷重制限があり
ますので、交換するときは日産販売
会社にご相談ください。

● タイヤやロードホイールを交換した
ときは、ホイールバランスを確実に
取ってください。
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タイヤローテーションのしかた
●この車は前輪と後輪でタイヤサイズ、ま
たはホイールのリムサイズやインセット
が異なるため、タイヤの位置交換はでき
ません。

タイヤに関する注意事項

 アドバイス
● バルブキャップは日産純正品を使用
してください。日産純正品以外のバ
ルブキャップを使用すると腐食して
固着し、外れなくなる場合がありま
す。

● バルブキャップは工具などを使用し
て締め付けると、破損するおそれが
あります。

● ホイールナットの締め付けトルク
は、108N・m（11kg・m）
です。

タイヤ空気圧警報システムについて
● タイヤ空気圧センサーが付いていな
いロードホイールを装着すると、タ
イヤ空気圧警告灯［ ］が約1
分間点滅後、点灯します。元のタ
イヤ空気圧センサーが付いている
ロードホイールを取り付けたあと
は、必ずタイヤ空気圧警報システム
のリセット操作をしてください。リ
セット操作後、タイヤ空気圧警告灯
は消灯します。

● 新しいタイヤ空気圧センサーを取り
付けた場合は、専用のIDコードを
登録する必要があります。詳しく
は、日産販売会社にご相談くださ
い。
タイヤ空気圧警報システム  

(P.264)

● タイヤ空気圧センサーのシールゴ
ム、コア、キャップはセンサーの
付け替えと一緒に交換してくださ
い。シールゴムが摩擦などで劣化す
ると、タイヤのエア漏れの原因とな
ります。

● タイヤ空気圧の確認や調整をすると
きは、バルブを曲げないでくださ
い。バルブや空気圧センサーを破損
するおそれがあります。

● バルブキャップを正しく取り付けて
ください。バルブキャップがない
と、バルブや空気圧センサーを破損
するおそれがあります。

● ホイールを保管するときや、ホイー
ルに別のタイヤを取り付けるとき
は、バルブや空気圧センサーを傷つ
けないように注意してください。

 警告
● タイヤの空気圧が不足したまま走行
しない。

気温や高度の変化により、タイヤの
空気圧は変化します。タイヤの空気
圧が不足したまま走行すると、バー
スト（破裂）するなど、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

● タイヤ空気圧警報システムのリセッ
ト操作後も警告灯が点灯する場合
は、日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

 注意
● 5～7年を目安に必ず点検する。
タイヤはゴム製品のため、徐々に劣
化します。引き続き使用する場合は
安全走行を確保するため、必ず点検
を受けてください。点検については
日産販売会社へご相談ください。

● 指定サイズ以外のタイヤ・ロードホ
イールは絶対に取り付けない。
不適合なタイヤ・ロードホイールを
取り付けると、安全性が損なわれ、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

● タイヤを交換するときは4輪とも同
時期に行い、必ずこの車両専用のタ
イヤを取り付ける。
径が異なるタイヤを装着すると車の
機構に無理がかかり、重大な故障に
つながります。また、VDCシステ
ムが正常に作動しないことがありま
す。次のようなタイヤの装着はしな
いでください。
― 摩耗差の大きいタイヤの装着
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タイヤ空気圧警報システム
タイヤ空気圧警報システムは、タイヤ空気圧
が不足していることを知らせるシステムで
す。

タイヤ空気圧警報システムについて

● 25km/h以上で走行したときに、作動
します。

●タイヤ空気圧が低下すると、メーター内
のタイヤ空気圧警告灯［ ］が点灯
し、警告を表示します。

● 4輪すべてのタイヤ空気圧を正しく調整
したあと、必ずタイヤ空気圧警報システ
ムのリセット操作をしてください。リ
セット操作後、タイヤ空気圧警告灯
［ ］（ P.229）と警告表示
（ P.241）が消灯します。

●気温や高度の変化により、タイヤの空気
圧が減少し、タイヤ空気圧警報システム
が作動する場合があります。

●バースト（破裂）や急激な空気圧低下
をした場合は、メーター内の警告表示が
すぐに作動しないことがあります。

●システムに異常があるときは、タイヤ空
気圧警告灯［ ］（ P.229）が約
1分間点滅したあとに点灯を続けます。
なお適正な空気圧に設定しない限り、そ
の後エンジンを始動するたびにこの動作
が繰り返されます。

●走行中にタイヤ空気圧警告灯［ ］
が点灯した場合は、急ハンドル・急ブ
レーキを避け、車速を下げて安全な場所

に退避し、できるだけすみやかに停車し
てタイヤを確認してください。 注意

― 前輪または後輪だけに冬用タイヤ
を装着

― サイズや種類の異なるタイヤを
個々に装着

● 著しく摩耗差のあるタイヤや空気圧
が規定値と著しく異なるタイヤを装
着しない。
車の性能が十分に発揮できなくな
り、安全性を損なったり故障の原因
になります。

 警告
● タイヤ空気圧警告灯［ ］が点
灯し、警告が表示されたときは、
安全な場所に停車し、タイヤを確認
する。
放置して走行し続けると、タイヤが
バースト（破裂）したり思わぬ事
故につながるおそれがあります。

 注意
● タイヤ空気圧警告灯［ ］が約

1分間点滅したあとに点灯を続けた
ときは、日産販売会社で点検を受け
てください。

● パンク修理剤を使用する場合は、日
産純正品を使用する。

 アドバイス
● タイヤ空気圧警報システムは、日常
点検を補助するものです。必ず日常
点検でタイヤの空気圧を点検してく
ださい。

● タイヤ空気圧が不足すると、燃費悪
化やタイヤ寿命の低下、ハンド
ル・ブレーキ性能に悪影響を与える
ことがあります。

● タイヤ空気圧センサーは、日本の電
波法の認証に適合しています。次の
ことを必ずお守りください。
― 日本国内のみで使用する。
― 正しい使用方法以外では使用しな
い。

― 分解や改造はしない。（分解や改
造したものを使用することは法律
で禁止されています。）

● タイヤ空気圧センサーにはお客さま
の車に適合する固有のIDコードが登
録されています。他の車のタイヤ空
気圧センサーを使用すると、システ
ムが作動しません。

● タイヤを修理・交換するときはタイ
ヤ空気圧センサーの取り付けやID
コードの登録をする必要があるた
め、日産販売会社へご相談くださ
い。

● 以下の場合は、タイヤ空気圧警報シ
ステムが正常に作動しない場合があ
ります。
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●温度による空気圧の変化や自然に空気圧
が減少したときにもタイヤ空気圧警告灯
［ ］が点灯しますが、適切な空気
圧に調整して消灯すれば故障ではありま
せん。
タイヤの点検項目  (P.262)

●高速走行時はタイヤ空気圧警告灯
［ ］が約1分間点滅したあと点灯す
ることがありますが、減速して消灯すれ
ば故障ではありません。

●走行するとタイヤ空気圧は指定空気圧よ
りも上昇しますが、運転後にタイヤ空気
圧を下げないでください。

●外気温が低いとタイヤ内部の空気温度が
低下することで、タイヤの空気圧が指定
空気圧よりも低下する可能性がありま
す。

タイヤ空気圧警報システムのリセッ
トのしかた

 アドバイス
― タイヤ交換後や空気圧調整後に、
タイヤ空気圧警報システムのリ
セットを行っていないとき

― タイヤチェーンを装着していると
き

― 日産純正品以外のロードホイール
を使用したとき

― 日産純正品もしくは日産販売会社
で購入したタイヤ以外を使用した
とき

― 近くに同じような無線周波数を
使っている施設や器具があるとき

― 車両、特にロードホイールハウス
の周りに多くの雪や氷などが付い
たとき

― 日産純正品以外の修理剤、または
液剤を使用したとき

― タイヤ空気圧センサーのIDコード
がシステムに登録されていないと
き

― この車両の指定の空気圧センサー
が取り付けられていないとき

― タイヤ空気圧センサーが装着され
ていないホイールを装着したとき

― タイヤ空気圧センサーの電池が消
耗したとき

― 窓ガラスに金属性の部品を装着し
ているとき

● タイヤ空気圧センサーには、車両と
通信するための電池が内蔵されてい
ます。走行中は、常時車両と通信
しているため電池を消耗しており、
電池が切れると、タイヤ空気圧警告
灯［ ］が約1分間点滅後、点
灯します。電池が消耗したときは、
日産販売会社にご相談ください。電
池単品での交換はできません。

● 凹凸のある道路を走行するときは注
意して走行してください。タイヤ空
気圧センサーを破損させるおそれが
あります。

● 以下の場合は、電波の障害を受ける
ため正しく作動しない場合がありま
す。
― 近くにテレビ塔や発電所、放送局
など強い電波を発生する設備があ
るとき

― 無線機や携帯電話などの無線通信
機器を一緒に携帯しているとき

― 近くで電波式リモートコントロー
ルエントリーを使用しているとき

― 電子機器（パソコンやドライブレ
コーダーなど）、DC/ACコン
バーター、スマートフォン、タ
ブレット、その他の電子機器の充
電器が車室内、または車両の近く
で使用しているとき

― 近くに本システムと同じような周
波数を使っている施設、器具があ
る場合、または地域にいるとき

― 同じような周波数を使った無線機
や器具を使用しているとき

― 電子情報機器を車室内で使用して
いるとき

 アドバイス
● 以下の場合はタイヤ空気圧警報シス
テムのリセット操作が必要となりま
す。
― タイヤ空気圧を調整したとき
― タイヤまたはホイールを交換した
とき

● リセット操作後も警告灯が点灯する
場合は、日産販売会社で点検を受け
てください。
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1. 安全な場所に停車します。
2. パーキングブレーキをかけ、オート

マチック車はシフトポジションを
、マニュアル車はシフトポジショ

ンをNにします。
3. 4輪すべてのタイヤを指定の空気圧

に調整し、タイヤエアゲージを使用
して確認します。

4. ブレーキペダルを踏まずに＜エンジ
ンスイッチ＞を押して、電源ポジ
ションをONにします。エンジンは
始動させないでください。

5. アドバンスドドライブアシストディ
スプレイで設定［ ］⇒
［TPMS設定］⇒［TPMSリセッ
ト］を選択し、ステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを押すと
リセット画面が表示されます。［は
い］を選択し、再度ステアリング
スイッチの＜OK＞スイッチを押す
とタイヤ空気圧警報システムのリ
セットを開始します。

6. リセット操作後、タイヤ空気圧警告
灯［ ］と警告表示が消灯しま
す。その後、25km/h以上で走行
することでデータが更新されます。

冬用タイヤ・タイヤチェーン
雪道や凍結した道路を走行するときは、冬用
タイヤやタイヤチェーンを装着してくださ
い。

冬用タイヤについて

●冬用タイヤを装着するときは、4輪とも
指定サイズで同一の銘柄、パターン
（溝模様）のものに交換してください。

タイヤチェーンについて

タイヤチェーンを装着するときは、次のこ
とを守ってください。
●タイヤチェーンを装着するときは、安全
に作業できる平坦な場所に停車し、電源

ポジションをOFFにして作業してくださ
い。

●パーキングブレーキをかけエンジンを止
めます。さらに、非常点滅表示灯を点
滅させ、必要に応じて停止表示板（ま
たは停止表示灯）を置きます。

18インチタイヤ装着車
●タイヤチェーンは必ず後2輪に装着して
ください。

●お客さまのタイヤサイズに合ったタイヤ
チェーンでも使用できない場合がありま
す。タイヤチェーンはお客さまの車に適
合した日産純正品をおすすめします。適
合するタイヤチェーンについては日産販
売会社にご相談ください。

●タイヤチェーンに付属の取扱説明書に
従って装着してください。

●タイヤチェーンに付属の取扱説明書で指
定された速度で走行してください。

19インチタイヤ装着車
● 19インチタイヤにはタイヤチェーンを装
着することはできません。冬用タイヤや
その他タイヤ滑り止めについては、日産
販売会社にご相談ください。

 アドバイス
タイヤ空気圧警告灯（ P.229）  注意

● タイヤチェーンを不適正に装着した
り、タイヤサイズに合わないものを
使用しない。
ブレーキ配管やフェンダーなどを破
損するおそれがあります。

 アドバイス
● タイヤチェーンを装着すると、アル
ミホイールに傷をつけるおそれがあ
ります。

● 雪のない舗装路ではチェーンを装着
したまま走行しないでください。路
面を損傷したり、チェーンの摩耗を
早め、寿命が短くなります。

● タイヤチェーンを装着しているとき
は、突起しているところや穴の上を
走行しないでください。また、急
ハンドルやタイヤがロックするよう
なブレーキ操作をしないでくださ
い。
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ワイパー
ワイパーゴムが傷んでいると、きれいにふき
取れなかったり、窓ガラスを傷つけたりしま
す。
定期的に点検し、傷んでいるときは次の手順
に従って交換してください。

ワイパーブレードの交換のしかた

1. ワイパーアームを起こし、ワイパー
ブレードを少し傾けます。

2. ワイパーブレードのツメを押したま
まにします。

3. ワイパーブレードを矢印の方向に動
かして取り外します。

4. 新しいワイパーブレードを取り付け
ます。取り付けは取り外したときと
逆の手順で行い、ワイパーブレード
が確実に固定されていることを確認
します。

ワイパーゴムの交換のしかた
●ワイパーゴムに石けん水を塗ると脱着し
やすくなります。

1. ワイパーアームからワイパーブレー
ドを取り外します。

 アドバイス
● 交換するときは、ワイパーアームお
よびワイパーブレードがガラスに当
たらないよう気をつけてください。
ガラスに当たるとガラスが破損する
おそれがあります。

● ワイパーブレードに大きな力を加え
て変形させないでください。ふき取
りにくくなったり、破損するおそれ
があります。
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2. ワイパーゴムを矢印方向にスライド
し、取り外します。

3. 取り付けるときは、取り外したとき
と逆の手順で行います。
ワイパーゴムのストッパーがない方
からブレードに沿って差し込みま
す。
ワイパーゴムの 部をワイパーブ
レードの「SET」の位置で確実に
押し込み、固定します。

インテリジェントキーの電池交換
インテリジェントキーのスイッチを押しても
作動しないときは、電池の消耗が考えられま
す。
次の手順に沿って、電池を交換してくださ
い。

電池交換のしかた

 警告
● 電池および取り外した部品は、お子
さまが飲み込まないように注意す
る。
インテリジェントキーには、ボタン
電池が使用されています。誤って電
池を飲み込むと、わずか2時間で重
度の化学熱傷を引き起こし、死亡ま
たは重大な傷害につながるおそれが
あります。
新しい電池および取り外した電池
は、お子さまの手の届かない場所に
保管してください。

● 電池を飲み込んだり、体内に入れて
しまった場合は、ただちに医師の診
察を受ける。

 注意
● カバーがしっかりと閉まらない場合
は、インテリジェントキーの使用を
中止する。

 注意
インテリジェントキーをお子さまの
手の届かない場所に保管し、すみや
かに日産販売会社にご連絡くださ
い。

 アドバイス
● 電池交換の際、キーを破損するおそ
れがあります。日産販売会社での交
換をおすすめします。

● 内部回路、電子端子などに触れない
でください。故障の原因となりま
す。

● 電池交換の際は、必ず同じタイプの
電池と交換してください。

● 電池交換後は、キーシステムの各機
能が正常に作動するか必ず確認して
ください。正常に作動しないときは
故障が考えられますので、日産販売
会社にご相談ください。
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1. キー裏側のロックを外しながら、内
蔵キー（メカニカルキー）を引き
抜きます。

2. すき間にマイナスドライバーを差し
込み、ひねってカバーを取り外しま
す。（カバーが傷つかないように、
マイナスドライバーに布を巻いてく
ださい。）

3. 消耗した電池を取り外し、新しい電
池をはめ込みます。（新しい電池
は、+ 極を下にして取り付けてくだ
さい。）
使用電池：CR2032

4. カバーの先端を合わせて上下のカ
バーを組み付けます。確実に取り付
けられたことを確認してください。

バッテリー
バッテリーのメンテナンスについては、メン
テナンスノートをお読みください。
詳しくは日産販売会社にご相談ください。

バッテリーに関する注意事項

エンジンオイル
エンジンオイルの交換時期は別冊のメンテナ
ンスノートをお読みください。

 警告
● バッテリーを充電するときは換気を
十分に行い、火気は近づけない。

バッテリーから発生する可燃性ガス
に引火して爆発するおそれがありま
す。

● バッテリー液が付着したときは、す
ぐに多量の水で洗浄し、飲み込んだ
ときは多量の水を飲んで応急処置を
したあと、医師の診断を受ける。
バッテリー液は希硫酸です。目や皮
膚に付着すると、失明や炎症など重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

 注意
● バッテリーの 側ターミナルが周辺
の金属と接触しないようにする。
接触するとショートして火災の原因
となるおそれがあります。また、
バッテリーの端子の締め付けが緩い
と、配線などが過熱、焼損し、火
災につながるおそれがあります。

● バッテリーを交換するときは、必ず
同じサイズ（型式）に交換し、動
かないようにしっかりと固定する。
しっかり固定できていないと、
ショートなどの原因となり火災につ
ながるおそれがあります。詳しく
は、日産販売会社にご相談くださ
い。
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また、指定のエンジンオイルについては、
巻末のサービスデータ（ P.279）をお読
みください。

エンジンオイルに関する注意事項

 注意
● オイルの点検後は、オイルレベル
ゲージを確実に差し込む。
オイルレベルゲージが根元まで差し
込まれていないと、オイルが噴き出
し火災の原因になるおそれがありま
す。

● エンジンオイルフィラーキャップは
確実に閉める。
走行時にキャップが外れてエンジン
オイルが噴き出すと、火災の原因に
なるおそれがあります。

 アドバイス
● 適切にオイル交換が行われないと、
エンジンの破損や火災など、思わぬ
事故につながるおそれがあります。
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清掃・お手入れ

外装のお手入れ
塗装面の変色やサビなどを防止するために、
適切なお手入れが大切です。

洗車のしかた
●塗装面に付着した汚れをそのままにする
と、変色やサビの原因となります。次
のような場合は、すぐに洗車してくださ
い。
― ばい煙、虫の死がいや鳥のふん、樹
液、鉄粉、コールタールなどが付着
したとき

― 海岸地区、凍結防止剤を散布した道
路を走行したあと

― ほこり、汚れがひどいとき

■ 水洗いするときは

●水をかけながら下回りの汚れを洗い流し
ます。

●水をかけながら塗装面の高い位置から低
い位置の順にセーム皮や柔らかいスポン
ジなどで汚れを落とします。汚れがひど
いときは、ボディーシャンプーなどを使
い、その後十分に水で洗い流します。

●はん点が残らないように水をふき取りま
す。

洗車時の注意

洗車機を使うときは
●ドアミラーを格納してください。

ドアミラーの格納のしかた  (P.100)
●燃料補給口を完全に閉めてください。
燃料補給口の開閉（ P.103）

●高圧洗浄機を使用するときは、高圧ノズ
ルと車体の距離を十分離して洗車してく
ださい。高圧ノズルを近づけすぎると、
モールなど樹脂部分やシール材などが変
形、損傷したり、塗装の劣化を早めた
りすることがあります。

 注意
● 下回りを洗うときは、ケガをしない
ように注意する。

● エンジンルームを水で洗ったり、洗
剤やワックスなどを直接スプレーし
たりしない。
エンジンの始動不良や不調などの原
因になるおそれがあります。また、
電装品などに水がかかると、故障し
たり電気部品のショートにより車両
火災につながるおそれがあり危険で
す。
水や洗剤、ワックスなどの製品、
もしくはその他シリコンを含む製品
を使用する場合は、布に塗布してか
らエンジンルームをふいてくださ
い。

 アドバイス
● ケミカル用品などは用途により使い
分けが必要です。用途にあった物を
お使いください。

● ベンジン、シンナーなどの有機溶剤
や酸、アルカリ性の溶液を使用しな
いでください。変色やしみの原因と
なります。

● 硬いブラシや、たわしなどは使用し
ないでください。塗装面を傷つける
おそれがあります。

● 寒冷時に洗車をするときは、ブレー
キに直接水がかからないように注意
してください。ブレーキ装置に水が
入ると凍結し、走行できなくなるお
それがあります。

● 洗車をするときに、車体に体重をか
けるなどして、強い力で押したとき
に、場所によっては車体がへこむお
それがあります。

 アドバイス
● 自動洗車機で洗車すると、ブラシの
傷がつき、塗装の光沢が失われたり
劣化を早めたりすることがありま
す。

● ドアガラスのまわりに高圧ノズルを
近づけないでください。車室内に水
が漏れるおそれがあります。

● アンダーカバーを外した状態で高圧
洗浄機を使用しないでください。電
気部品の故障などの原因になるおそ
れがあります。
NISMO仕様車は、 NISMOエンブ
レムのお手入れ（NISMO仕様車）  
(P.272)を参照してください。
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NISMOエンブレムのお手入れ
（NISMO仕様車）

●高圧洗浄機を使用するときは、NISMO
エンブレムのまわりに高圧ノズルを近づ
けないでください。NISMOエンブレム
がはがれるおそれがあります。

ワックスをかけるときは
●ワックスがけは1か月に1回程度、また
は水はじきが悪くなったときに行ってく
ださい。かけかたは普通塗装車、メタ
リックおよびパール塗装車とも同じで
す。

ワックスのかけかた
塗装面の汚れを洗車などで取り除き
ます。
塗装面が冷えているとき（体温以下
が目安）にワックスをかけます。
かけかたはワックス容器に記載して
ある説明に従ってください。

ワックスの選びかた
●コンパウンド（研磨剤）の入っていな
い、塗装に適したワックスをご使用くだ
さい。
日産純正カーワックスをおすすめしま
す。詳しくは、日産販売会社にご相談
ください。

アルミホイールのお手入れ
●中性洗剤を含ませたスポンジなどを使
い、汚れを落としてください。日産純
正クリーナーをおすすめします。詳しく
は、日産販売会社にご相談ください。

 アドバイス
● NISMO仕様車は、自動洗車機を使
用しないでください。洗車機を使用
すると、リヤスポイラーが破損する
おそれがあります。

 アドバイス
● 塗装されていないバンパー、スポイ
ラー★などの樹脂部品には、ワック
スを使用しないでください。ムラに
なることがあります。

● コンパウンド（研磨剤）の入った
ワックスを使うと、塗装面の光沢や
水をはじく特性が失われることがあ
ります。

● カメラのレンズ部にワックスを付け
ないでください。ワックスが付いた
場合は、中性洗剤を薄めて柔らかい
布に含ませ、ふき取ってください。

● ドアミラーの鏡面に撥水剤を塗布し
ふき残した場合、白いくもりが残る
可能性があります。

 アドバイス
● 変色やしみの原因になったり、傷を
つけたりするおそれがあるため、次
のことをお守りください。
― 強酸性、強アルカリ性の洗剤は使
用しない

― 洗剤はホイールの表面が冷えてい
るときに使用する（体温以下が目
安）
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軽い補修のしかた
●フロントバンパー、リヤバンパーのレー
ダーセンサー周辺以外は、塗装面の小さ
い傷はタッチアップペイントを使い、早
めに傷部を補修してください。
サビの発生を防ぎ、塗装面を長持ちさせ
ます。

●フロントバンパー、リヤバンパーのレー
ダーセンサー周辺はタッチアップペイン
ト含め塗装修理はできません。塗装する
場合は日産販売会社にご相談ください。
レーダーセンサーの取り扱い  

(P.274)

レーダーセンサー/カメラ類の取扱
注意 バンパーの修理

バンパーにはレーダーセンサーが内蔵され
ているため、修理には細心の注意が必要で
す。

■ レーダーセンサーの仕組み

レーダーセンサーからレーダー信号を発生
させ、その信号の反響により障害物を検出
します。

 アドバイス
― 洗剤を使用したあとは、早めに十
分洗い流す

― 硬いブラシやコンパウンド（研磨
剤）の入った洗剤などは使用しな
い

 警告
● センサー、カメラ部に強い衝撃を与
えない。
精密機器のため高圧洗車など、強い
衝撃を与えないでください。故障、
火災、または感電のおそれがありま
す。

 注意
● フロントバンパー、リヤバンパーの
レーダーセンサー周辺に誤った塗装
修理を行うと、本来の機能を発揮で
きなくなる可能性があります。
適切な修理を行うため、日産販売会
社にご相談ください。

 アドバイス
● カメラレンズ部に泥、雨滴、雪な
どが付着すると、モニター画像の映
りが悪くなりますので、濡れた柔ら
かい布で汚れをふき取ったあと、乾
いた柔らかい布でふき取ってくださ
い。

● カメラ部には傷をつけないでくださ
い。映像へ影響が出ることがありま
す。

● カメラレンズをアルコール、ベンジ
ン、シンナーなどでふかないでくだ
さい。変色などの原因になります。
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■ バンパーの修理

不適切なバンパー修理（異なる素材のパテ使用や追加塗装など）を行うと、レーダー
信号が弱まったり、正しく発信できなかったりするため、障害物を正しく検出すること
ができなくなります。
レーダーセンサーの取り扱い
システムを正しく作動させるために次のこ
とをお守りください。

●以下の状態の場合レーダーセンサーの性
能が発揮できない可能性があります。取
り付けた部品の除去、洗車、修理、も
しくはバンパー交換を推奨します。
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― レーダーセンサー周辺へのステッカー
貼り付け、後付け部品の取り付け

― お客さまの手による補修
― レーダーセンサー周辺の傷つき、鳥
糞、虫、泥などの付着

― 衝突などでレーダーセンサー周辺を破
損したとき

●フロントバンパー、リヤバンパーを改
造、脱着したり、塗装したりしないで
ください。塗装する場合は日産販売会社
にご相談ください。

マルチセンシングフロントカメラの
取り扱い

システムを正しく作動させるため、次のこ
とをお守りください。

●カメラ前方のフロントガラスはいつもき
れいにしておいてください。
中性洗剤を薄めて柔らかい布に含ませて
ふき取ります。さらに乾いた柔らかい布
でふき取ります。

●カメラ前方のフロントガラスにステッ
カー（透明なものを含む）を貼らない
でください。

●インストルメントパネル上に鏡や白い紙
などの光を反射しやすいものを置かない
でください。太陽光が反射し、カメラ
の検知性能に影響が出るおそれがありま
す。

●カメラを取り外さないでください。故
障、誤作動の原因になります。事故な
どでカメラ周辺部が変形した場合は、日
産販売会社にご相談ください。

●フロントガラスが汚れていたり、マルチ
センシングフロントカメラの前が障害物
でふさがれていたり、カメラが前方を撮
像できないとき、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイに［ヘッドランプ
警告］の警告メッセージ（ P.233）
が表示されることがあります。カメラの
前の障害物を取り除き、汚れを清掃して
ください。

バックビューモニターカメラの取り
扱い

システムを正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。

●カメラ周辺部はいつもきれいにしておい
てください。
中性洗剤を薄めて柔らかい布に含ませて
ふき取ります。さらに乾いた柔らかい布
でふき取ります。

●衝突などでカメラ周辺を破損したとき
は、日産販売会社で点検を受けてくださ
い。
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ソナーの取り扱い
システムを正しく作動させるために、以下
のことをお守りください。

●ソナーはいつもきれいにしておいてくだ
さい。
汚れているときは、柔らかい布で傷つけ
ないように注意してふき取ってくださ
い。

●ソナーまたはその周辺に強い衝撃を与え
ないでください。またソナーの取り外
し、分解などをしないでください。故
障、誤作動の原因になります。事故な
どでソナーの取り付け部が変形した場合
は、日産販売会社にご相談ください。

●ソナーまたはその周辺にステッカー（透
明なものを含む）を貼ったり、アクセ
サリーなどを取り付けないでください。
故障、誤作動の原因になります。

内装のお手入れ

内装のお手入れについて

 アドバイス
● 車室内に水をかけないでください。
オーディオやスイッチ類、フロア下
の配線や電気部品などに水がかかる
と故障するおそれがあります。

● ベンジン、シンナーなどの有機溶剤
や酸、アルカリ性の溶剤を使用しな
いでください。変色やしみ、ひび
割れ、塗装はがれなどの原因となる
おそれがあります。また、各種ク
リーナー類には、これらの成分が含
まれているおそれがあるため、確認
してからご使用ください。

● オーディオやスイッチ類などの電装
品、ブレーキペダル周りにシリコー
ン（シリコン）を含むケミカル用
品（スプレー、グリース、オイル
など）を使用しないでください。
電装品の故障につながるおそれがあ
ります。

● 消臭剤・芳香剤、化粧品・日焼け
止めなどは、容器からこぼしたりし
ないでください。また、吊り下げ
タイプの消臭剤・芳香剤などは、
内装部品に接触しないようにしてく
ださい。含まれる成分によっては、
内装部品に付着すると変色やしみ、
ひび割れ、塗装はがれなどの原因と
なるおそれがあるため、付着した場
合は、すみやかに柔らかい布でふき
取ってください。

● 塩素系（二酸化塩素や次亜塩素酸）
の洗浄液を使用しないでください。
塗装はがれやサビなどの原因となる
おそれがあります。やむをえず洗浄
（除菌）する場合は、エタノール
75%以下をご使用ください。エタ
ノールを乾いた布に含ませ、内装部
品をふいてください。エタノールが
なくなるまでふき取ってください。
ふき残しがあると塗装はがれや色落
ちなどの原因となるおそれがありま
す。エタノールは、引火性ですの
で、火気に注意してください。

● 内装部品を固いもので擦ったり引っ
かいたりしないでください。傷がつ
き、破損するおそれがあります。
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カーペットの汚れ取り
●電気掃除機でほこりを取り除き、日産純
正ルームクリーナーなどで汚れを落とし
てください。フロアカーペットを取り外
したときは、敷き直すときにフロアカー
ペットがずれないように固定クリップで
正しく確実に固定してください。
フロアカーペット  (P.203)

布、合成皮革の汚れ取り
●中性洗剤を薄めて柔らかい布に含ませ、
軽くふき取ります。さらに水に浸した布
を固くしぼってふき取ります。汚れがひ
どいときは、日産純正ルームクリーナー
などで汚れを落としてください。

スエード調ファブリックシート、ド
アトリムのお手入れ★
柔らかいきれいな布をぬるま湯（約
40℃）に浸して、固くしぼりま
す。
スエード部品の汚れた（白っぽく
なった）部分を濡らしながら、軽
くたたいて汚れを落とします。
乾いた柔らかいブラシなどで軽くブ
ラッシングし、毛並みをそろえてく
ださい。

本革シート★ のお手入れ
●本革シートのお手入れ用品（クリーナー
など）のご購入については、日産販売
会社にご相談ください。

通常のお手入れ
●ガーゼなど柔らかい布でふきます。
水溶性の汚れを取るとき
●柔らかい布をぬるま湯に浸し、固くし
ぼってからふき取ります。次に乾いた柔
らかい布でふきます。

油性の汚れを取るとき
ぬるま湯に中性洗剤を溶かし（濃度
2 ～ 3％）、柔らかい布に含ませ汚
れを取ります。
真水に浸した布を固くしぼってふき
取ります。
乾いた柔らかい布でふき、風通しの
よい日陰で乾燥させます。

アルカンターラ®ステアリングのお
手入れ★

柔らかいきれいな布をぬるま湯（約
40℃）に浸して、固くしぼりま
す。
ハンドルの汚れた（白っぽくなっ
た）部分を濡らしながら、軽くた
たいて汚れを落とします。
乾いた柔らかいブラシなどで軽くブ
ラッシングし、毛並みをそろえてく
ださい。

 アドバイス
● スエードはデリケートな素材のた
め、表面を強くこすると傷がついた
り変色の原因になります。

● 布はきれいなものを用意し、付着し
た汚れはそのつど十分に取り除いて
からご使用ください。

● たたいても汚れが落ちない場合、そ
のまま作業を続けると、さらに中へ
ゴミが入ってしまい落ちにくくなり
ます。乾燥して固まっている場合
は、ブラシで軽くブラッシングして
汚れを落としてください。

● お手入れは1か月に1回程度、定期
的に行うことをおすすめします。

 アドバイス
● 本革シートは、直射日光により変
色、変質することがあるため、日
よけに心がけてください。

● 本革シートが水などで濡れたときは
早めにふき取ってください。皮革が
硬化、収縮する原因となります。
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メーター表面やその他光沢のあるプ
ラスチック部品の汚れ取り

●塵、ほこりを取り除き、柔らかい布を
真水に浸して、固くしぼってから軽くふ
き取ります。
硬いブラシや布、ティッシュでこする
と、傷がつくことがあります。

ガラスの汚れ取り
●バックドアガラスの内側を清掃するとき
は、熱線やアンテナ線を切らないように
水を含ませた柔らかい布で熱線にそって
軽くふいてください。

●ガラスクリーナー、洗剤などは使用しな
いでください。

 アドバイス
● アルカンターラ®はデリケートな素
材のため、表面を強くこすると傷が
ついたり変色の原因になります。

● 布はきれいなものを用意し、付着し
た汚れはそのつど十分に取り除いて
からご使用ください。

● たたいても汚れが落ちない場合、そ
のまま作業を続けると、さらに中へ
ゴミが入ってしまい落ちにくくなり
ます。乾燥して固まっている場合
は、ブラシで軽くブラッシングして
汚れを落としてください。

● お手入れは1か月に1回程度、定期
的に行うことをおすすめします。

 アドバイス
● 乾いた布やウェットティッシュなど
を使用しないでください。傷がつい
たり、変色したりする原因になりま
す。

● ワックスやコーティング剤、油など
が付着した布ではふかないでくださ
い。変色の原因になります。
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サービスデータ

点検値

※1：補機ベルトは、ベルトオートテンショナー（自動張力調整機構）を採用しており、ベルト張力調整は不要です。
※2：ブレーキが正常に作動しないときは、必ず日産販売会社で点検を受けてください。また、ブレーキペダルの床板とのすき間の

調節が必要なときも、日産販売会社にご相談ください。

交換油脂類
お車の性能を適正に保つため、弊社指定銘柄のご使用をおすすめします。指定銘柄以外をお使いになる場合、指定銘柄に相当する品質のもの
をお使いください。記載の規定量は目安です。実際の量とは異なることがあります。交換時期については別冊のメンテナンスノートをお読み
ください。

エンジンオイル

■ 指定銘柄以外のエンジンオイルについて

指定銘柄以外をお使いになる場合は、下記に適合したエンジンオイルをお使いください。
グレード：API規格SPをお使いください。ILSACマークのついたものをおすすめします。

項目 点検値
補機ベルト オルタネーター・エアコンコンプレッサー 調整不要※1

ブレーキペダル※2

遊び 2～8mm

床板とのすき間
エンジン回転中、踏力約490N（50kg）で踏んだ
とき

125mm以上（NISMO仕様車以外）

120mm以上（NISMO仕様車）

クラッチペダル（マニュアル車）
遊び 4～12mm

床板とのすき間
（クラッチが切れたときの高さ） 123mm以上

パーキングブレーキ 引きしろ
約196N（20kg）で引いたとき 6～7ノッチ

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄

VR30DDTT オイルのみ交換 5.1 日産純正SPストロングセーブ・X 0W-20
（API: SP、SAE: 0W-20）オイルとオイルフィルター交換 5.3
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粘度：0W-20（SAE規格）のものをご使用ください。

オートマチックトランスミッションフルード

※：オートマチックトランスミッションフルードは、指定のマチックフルードを必ずご使用ください。それ以外のフルードを使用す
ると、オートマチックトランスミッションが破損するおそれがあります。

マニュアルトランスミッションフルード

リヤデファレンシャルオイル

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄
オートマチック車 10.0 日産純正マチックフルードP※

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄

マニュアル車 2.8 日産純正ミッションオイルGL－4
（API：GL－4、SAE：75W－85）

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄

メカニカルLSD無車 1.4 日産純正ハイポイドフルードS1
（API：GL－5、SAE：75W－80）
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ブレーキフルード

※：種類が異なるフルードを混ぜて使用しないでください。

クラッチフルード

※：種類が異なるフルードを混ぜて使用しないでください。

エンジン冷却水

※1：リザーバータンクの容量を含みます。
※2：市販されている水漏れ防止剤などの添加剤は冷却水に添加しないでください。冷却水は、日産純正スーパーロングライフクーラ

ントを必ずご使用ください。

メカニカルLSD付車 1.55 日産純正デフオイルハイポイドLSD 80W-90
（API：GL－5、SAE：80W－90）

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄
全車 – ブレーキフルード R35スペシャルⅡ※

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄
マニュアル車 – ブレーキフルード R35スペシャルⅡ※

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄
オートマチック車（NISMO仕様
車以外） 9.0※1

日産純正スーパーロングライフクーラント※2オートマチック車（NISMO仕様
車） 10.4※1

マニュアル車 8.9※1

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄
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インタークーラー冷却水

※1：リザーバータンクの容量を含みます。
※2：市販されている水漏れ防止剤などの添加剤は冷却水に添加しないでください。冷却水は、日産純正スーパーロングライフクーラ

ントを必ずご使用ください。

ウォッシャー液

※：外気温に応じて濃度を調節してください。

車両仕様

外装ランプ
●次の外装ランプはすべてLEDです。
― 前照灯（ヘッドランプ）
― 後部霧灯（リヤフォグランプ）
― デイタイムランニングランプ
― 車幅灯
― 番号灯
― 尾灯
― 制動灯
― ハイマウントストップランプ
― 後退灯
― 方向指示器 兼 非常点滅表示灯

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄
NISMO仕様車以外 2.9※1

日産純正スーパーロングライフクーラント※2
NISMO仕様車 3.4※1

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄
NISMO仕様車以外 4.2

日産純正ウインドウォッシャー液※
NISMO仕様車 2.0
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タイヤ・ロードホイールサイズ

タイヤの指定空気圧は運転席ドアの開口部
に表示してありますので、確認してくださ
い。

イベントデータレコーダ（EDR）

車両データの記録・蓄積について
●イベントデータレコーダは一般的なデー
タレコーダとは異なり、会話などの音声
は記録しません。

●氏名、性別、年齢などの個人情報は記
録しません。

この車両に装備されている以下システムの
各コンピューターはイベントデータレコー
ダ機能を備えています。
以下システムの各コンピューターは正常に
作動しているかどうかを常に診断し、イベ
ントデータレコーダで車両が衝突したとき
などの車両データを記録・蓄積していま
す。

タイヤサイズ
ロードホイールサイズ

リムサイズ P.C.D. インセット
245/45R18 96W 前輪 18 × 9.0J

114.3mm
（5穴）

34mm
245/45R18 96W 後輪 18 × 9.0J 15mm
255/40R19 96W 前輪 19 × 9.5J 40mm
275/35R19 96W 後輪 19 × 10.0J 30mm
255/40R19 100Y 

XL 前輪 19 × 10.0J 33mm

285/35R19 103Y 
XL 後輪 19 × 10.5J 23mm
283

■ SRSエアバッグシステム

SRSエアバッグシステムが作動したとき、
もしくは一定以上の衝突が発生した場合に
下記車両データを記録・蓄積します。
●エアバッグシステムの作動に関する情報
●エアバッグシステムの故障診断情報
●アクセルペダル、ブレーキペダル、ハ
ンドルなどの操作状況

●車速、エンジン回転数などの車両情報

■ ポップアップエンジンフード

ポップアップエンジンフードが作動したと
きに下記車両データを記録・蓄積します。
●車両速度
●ポップアップエンジンフードの作動に関
する情報

●ポップアップエンジンフードの故障診断
情報

データの扱いについて
日産自動車および日産自動車が委託した第
三者は、イベントデータレコーダに記録さ
れたデータを日産自動車の車両衝突安全性
能の向上を目的として、取得・利用する
ことがあります。
なお、日産自動車および日産自動車が委託
した第三者は、取得したデータを次の場合
を除き、第三者へ開示・提供することは
ありません。
●車両の使用者の同意がある場合
●裁判所命令など、法的強制力のある要請
に基づく場合
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●統計的な処理を行うなど、使用者や車両
が特定できないように加工したデータを
研究機関などに提供する場合

車両状態記録機能

車両状態の記録・蓄積について
車両状態記録機能は、下記車両データを記
録・蓄積します。
●車輪速などの車両走行情報

車両状態記録機能
●車両状態記録機能は一般的なデータレ
コーダとは異なり、会話などの音声や映
像は記録しません。
車両状態記録機能は品質維持を目的とし
て、車両の運行状態を記録・蓄積しま
す。
車両状態記録機能から得られたデータを元
に的確なサービスを提供することができま
す。

データの取り扱いについて
日産自動車および日産自動車が委託した第
三者は、車両状態記録機能に記録された
データを日産自動車の車両衝突安全性能の
向上を目的として、取得・利用すること
があります。
なお、日産自動車および日産自動車が委託
した第三者は、取得したデータを次の場合
を除き、第三者へ開示・提供することは
ありません。
●車両の使用者の同意がある場合
●裁判所命令など、法的強制力のある要請
に基づく場合

●統計的な処理を行うなど、使用者や車両
が特定できないように加工したデータを
研究機関などに提供する場合
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3点式シートベルト ........................................................P.18
3連サブメーター
ターボ回転計 .............................................................P.45
電圧計 ............................................................................P.45
ブースト計 ..................................................................P.45

A/C（エアコン）
エアコンスイッチ ...............................................P.105
エアコンを使うときに注意すること .......P.108
オートエアコン ....................................................P.105
吹き出し口 ..............................................................P.107

ABS
ABS..............................................................................P.135
ABS警告灯........................................P.46, P.47, P.48

BSW（後側方車両検知警報） .............................P.170

EDR（イベントデータレコーダ） ....................P.283
ELR（緊急固定）付シートベルト .........................P.18
EPS（電動パワーステアリング）
警告灯 .........................................................P.46, P.47, P.48
ETC ..............................................................................................

FCW（前方衝突予測警報）...................................P.176

LDW（車線逸脱警報）.............................................P.174
LSD（リミテッドスリップデファレン
シャル） ...........................................................................P.138

NISMOエンブレム
お手入れ ....................................................................P.272

RCTA（後退時車両検知警報） ...........................P.179

SOSコール ......................................................................P.197
SPORT+モード .............................................................P.119
SPORTモード ................................................................P.119
SRS エアバッグ ...............................................................P.21
SRSエアバッグ警告灯 .......................P.46, P.47, P.48
STANDARDモード......................................................P.119
Sモードインジケーター .............................................P.42

USB電源ソケット ...............................................P.202, 

VDC
VDC............................................................................. P.135
VDC OFF表示灯 ............................P.49, P.50, P.51
VDC警告灯 .......................................P.46, P.47, P.48
VDCの切り替えかた ..........................................P.136
トラクションモード ..........................................P.136

アウターミラー（ドアミラー） .............................P.99
アクティブ・サウンド・コントロール ..........P.206
アクティブ・ノイズ・コントロール ...............P.206
アドバンスドドライブアシストディス
プレイ
アドバンスドドライブアシストディス
プレイ ............................................................................P.54
アドバンスドドライブアシストディス
プレイ（ショートカットメニュー） ...........P.63
各種設定画面 .............................................................P.71
警告メッセージ .......................................P.62, P.231
車両情報画面 .............................................................P.55
ステアリングスイッチ .........................................P.63
その他の表示機能 ...................................................P.79
ホーム ............................................................................P.55

アラーム（インテリジェントキー） ...............P.243
アルカンターラステアリング
お手入れ ...................................................................P.277

アルミホイールのお手入れ ................................... P.272
アンサーバック機能 ......................................................P.85
285
「メンテナンスノート」をお読みください。
「自動車検査証」をご参照ください。
「ナビゲーションシステム取扱説明書」をお読みください。
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イベントデータレコーダ（EDR） .....................P.283
イモビライザー（盗難防止装置）........................P.36
イルミネーションコントロール.............................P.81
インジケーター（表示灯） ............ P.49, P.50, P.51
インタークーラー冷却水（規定量）................P.282
インテリジェント DA（ふらつき警報）........P.178
インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報） .................................................................................P.176
インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ
インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ ....................................................................P.157
インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキ警告灯 .... P.46, P.47, P.48

インテリジェント クルーズコントロール
インテリジェント クルーズコント
ロール .........................................................................P.144
ステアリングスイッチ ......................................P.147

インテリジェントキー
インテリジェントキーが正常に作動
しないとき ...............................................................P.217
機能・使いかた ........................................................P.84
電池が切れたとき ................................................P.218
電池交換のしかた ................................................P.268
ドアの施錠・解錠の作動範囲 ..........................P.84

インナーミラー（ルームミラー）........................P.99

ウィンカー（方向指示器） ....................................P.132
ウインドーガラス（パワーウインドー）......P.101
ウォーニング（警告灯） ................. P.46, P.47, P.48
ウォッシャー
ウォッシャー液（規定量） ............................P.282
ウォッシャー液の補給 ......................................P.260
ウォッシャースイッチ ......................................P.133

ウォッシャーの噴霧状態点検 .......................................
動けなくなったときは .............................................P.208
運転するときに注意すること ..................................P.15
運転する前に .....................................................................P.14
運転前の準備 .....................................................................P.14

エアコン
エアコンスイッチ................................................P.105
エアコンを使うときに注意すること........P.108
オートエアコン.....................................................P.105
吹き出し口...............................................................P.107

エアバッグ
SRSエアバッグ ...........................................P.21, P.23
SRSエアバッグ警告灯 ...............P.46, P.47, P.48
SRSカーテンエアバッグ .....................................P.26
SRSサイドエアバッグ ..........................................P.25

エンジン
エンジンオイル....................................P.269, P.279
エンジンオイル量の点検・補給...........................
エンジンスイッチ................................................P.112
エンジンの始動のしかた.................................P.113
エンジンの停止のしかた.................................P.113
エンジンの非常停止のしかた.......................P.114
エンジンルーム.....................................................P.258
エンジンルームから蒸気が出ている
とき..............................................................................P.246
エンジンを始動できないときは..................P.218

エンジンオイル ............................................................P.279
エンジン回転計（タコメーター） ........................P.41
エンジン型式 ..........................................................................
エンジンスイッチ .......................................................P.112
エンジンスイッチでの電源ポジションの
切り替えかた .................................................................P.113
エンジンのかかり具合、異音点検 .............................
エンジンの停止のしかた ........................................P.113

エンジンの低速、加速の状態点検.............................
エンジン冷却水（規定量）....................................P.281

応急修理する前に........................................................P.213
オートエアコン.............................................................P.105
オートマチックトランスミッション
フルード（規定量）...................................................P.280
オートライトシステム（薄暮れ感知
「おもいやりライト」機能付）..........................P.129
オートレベライザー...................................................P.128
オートロック機能..............................................P.85, P.88
オーバーヒート.............................................................P.246
お子さまの安全のために............................................P.30
お子さまを乗せるときに注意すること..............P.30
オドメーター（積算距離計）..................................P.41
音声操作表示.....................................................................P.80

外気温度表示.....................................................................P.43
外装のお手入れ.............................................................P.271
外装ランプが点灯しないときは..........................P.249
カギ（インテリジェントキー）.............................P.84
各種設定画面.....................................................................P.71
ガソリン............................................................................P.103
カップホルダー.............................................................P.195
カメラ
バックビューモニターカメラ .......................P.275
マルチセンシングフロントカメラ .............P.275

ガラスのお手入れ（バックドアガラス）......P.278
寒冷時の取り扱い........................................................P.260

キー
インテリジェントキー .........................................P.84
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インテリジェントキーに関する注意
事項 .................................................................................P.85
インテリジェントキーの電池交換 ............P.268
メカニカルキー ........................................................P.84

キー連動室内照明システム .......................................P.85

空気圧（タイヤ） .......................................P.262, P.283
くもり取り
デフロスター位置 ...............................................P.245
リヤウインドーデフォッガー
スイッチ ...................................................................P.246

クラクション（ホーン） ............................................P.98
クラッチフルード（規定量） ..............................P.281
クラッチペダルの床板とのすき間 ....................P.279
クリアランスランプ（車幅灯）
スイッチ ...................................................................P.128
点灯しないとき ....................................P.249, P.282

車のお手入れ .................................................................P.271
グローブボックス .......................................................P.194

警告灯 .........................................................P.46, P.47, P.48
警告灯がついたときは .............................................P.222
警告メッセージ ...............................................P.62, P.231
警告メッセージが表示されたときは ...............P.231
警報ブザー音別一覧表
（インテリジェントキー） ...................................P.243
けん引について ............................................................P.210

交換油脂類 ......................................................................P.279
工具 .....................................................................................P.255

航続可能距離表示 ..........................................................P.41
後退灯
点灯しないとき ....................................P.249, P.282

後部霧灯（リヤフォグランプ）
スイッチ ....................................................................P.132
点灯しないとき ....................................P.249, P.282
リヤフォグランプ表示灯 ..........P.49, P.50, P.51

故障したときは ............................................................P.208
コンソールボックス ..................................................P.194

サービスデータ ............................................................P.279
サイドミラー（ドアミラー） .................................P.99
サイドレーダー ............................................................P.274
サンバイザー .................................................................P.204

シート
お手入れ ....................................................................P.277
チャイルドシート ...................................................P.31
パワーシート .............................................................P.93
ヒーターシート .....................................................P.200
マニュアルシート ...................................................P.95

シートベルト
シートベルト警告灯 ....................P.46, P.47, P.48
シートベルトの着用のしかた ..........................P.18
シートベルトの注意事項 ....................................P.19

室内灯 ................................................................................P.192
始動しない ......................................................................P.218
始動のしかた .................................................................P.113
シフトアップインジケーター .................P.43, P.122
シフトレバー（マニュアル車） .........................P.120
ジャッキ
ジャッキ ....................................................................P.255

ジャッキアップのしかた ................................P.257
車幅灯
スイッチ ...................................................................P.128
点灯しないとき ....................................P.249, P.282

車両型式 ....................................................................................
車両重量 ....................................................................................
車両仕様 ........................................................................... P.282
車両状態記録機能 .......................................................P.284
車両情報画面 .....................................................................P.55
車両寸法 ....................................................................................
ジャンプスタートのしかた ................................... P.220
充電警告灯 ...............................................P.46, P.47, P.48
収納装備 ........................................................................... P.194
乗車定員 ....................................................................................
ショートカットメニュー
エンハンス表示 ........................................................P.63
スポーツ表示 .............................................................P.63
ノーマル表示 .............................................................P.63

シンクロレブコントロール
Sモードスイッチ .................................................P.121
シンクロレブコントロール ...........................P.121

心臓ペースメーカーなどをご使用の方の
注意事項 ...............................................................................P.17

水温計 ....................................................................................P.41
スイッチの操作

SOSコールスイッチ ..........................................P.197
イルミネーションコントロール
スイッチ .......................................................................P.81
ウォッシャースイッチ ..................................... P.133
エアコンスイッチ ...............................................P.105
エンジンスイッチ ...............................................P.112
車内バックドアオープナースイッチ ...........P.90
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ステアリングスイッチ
（アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ） ...........................................P.54, P.63
デフロスター位置 ................................................P.245
ドアスイッチ .............................................................P.88
ドアミラースイッチ ..............................................P.99
ドアロックスイッチ ..............................................P.89
トリップ切り替えスイッチ ...............................P.41
バックドアオープナースイッチ .....................P.91
パワーウインドースイッチ ............................P.101
パワーウインドーロックスイッチ .............P.101
非常点滅表示灯スイッチ ....................................P.10
ヘッドランプスイッチ ......................................P.128
方向指示器スイッチ ...........................................P.132
ライトスイッチ .....................................................P.128
リヤウインドーデフォッガースイッチ ...P.246
リヤフォグランプスイッチ ............................P.132
ワイパースイッチ ................................................P.133

水没したときは.............................................................P.248
ステアリング（ハンドル） .......................................P.97
ステアリングスイッチ
アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ ................................................P.54, P.63
インテリジェント クルーズコント
ロール .........................................................................P.147
オーディオ .......................................................................
音声操作 ............................................................................
ショートカットメニュー ....................................P.63
ハンズフリーフォン ...................................................

ステアリングロック（ハンドルロック）
ステアリングロック
（ハンドルロック） ...........................................P.113
ハンドルがロックしエンジンの
始動ができないときは ......................................P.218

スピードメーター（速度計）..................................P.41
スペアタイヤ
スペアタイヤ ..........................................................P.255
パンクしたときは ................................................P.213

スポーツアシストディスプレイ .............................P.44
スモールランプ（車幅灯）
スイッチ....................................................................P.128
点灯しないとき....................................P.249, P.282

制動灯
点灯しないとき....................................P.249, P.282

設定（メーター） ...........................................................P.71
セレクトレバー
マニュアルモード................................................P.116

セレクトレバー（オートマチック車） ..........P.115
洗車のしかた .................................................................P.271
前照灯（ヘッドランプ）
スイッチ....................................................................P.128
点灯しないとき....................................P.249, P.282

先進事故自動通報システム ...................................P.197
センターコンソールボックス ..............................P.194
前方衝突予測警報（インテリジェント 
FCW） ...............................................................................P.176

走行 .....................................................................................P.125
走行支援機能 .................................................................P.139
走行支援グループ ...........................................................P.61
走行時間アラーム ...........................................................P.71
速度計（スピードメーター） ..................................P.41
ソナー
ソナー............................................................P.79, P.187
ソナー設定...................................................................P.71
ソナーの取り扱い................................................P.276

ターボ回転計 .....................................................................P.45

タイヤ
TPMS設定 ................................................................P.265
アルミホイールのお手入れ ............................P.272
応急修理のしかた ................................................P.213
タイヤ・ホイールを交換するとき .............P.262
タイヤ・ロードホイールサイズ ..................P.283
タイヤ応急修理キット ......................................P.213
タイヤ空気圧警告灯 ....................P.46, P.47, P.48
タイヤ空気圧警報システム ............................P.264
タイヤチェーンについて .................................P.266
タイヤの位置交換（ローテーション） ...P.263
タイヤの空気圧 ....................................P.262, P.283
タイヤの点検項目 ................................................P.262
パンク .........................................................................P.213
冬用タイヤについて ...........................................P.266

タコメーター（エンジン回転計）........................P.41
正しい運転姿勢について............................................P.14

チケットホルダー........................................................P.204
チャイルドシート...........................................................P.31
チャイルドシート適合表............................................P.32
着信表示...............................................................................P.79
駐車支援システム........................................................P.183
駐車のしかた..................................................................P.127
チルト・テレスコピックステアリング..............P.97

通話表示...............................................................................P.80

定期点検....................................................................................
停車のしかた..................................................................P.127
低速加速抑制機能........................................................P.163
低速衝突軽減ブレーキ機能....................................P.163
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定速制御機能 .................................................................P.153
デイタイムランニングランプ
デイタイムランニングランプ ......................P.128
点灯しないとき ....................................P.249, P.282

テールランプ（尾灯）
スイッチ ...................................................................P.128
点灯しないとき ....................................P.249, P.282

テールランプ表示灯 ...........................P.49, P.50, P.51
デフロスター位置 .......................................................P.245
電圧計 ....................................................................................P.45
点検整備について .......................................................P.254
電源ソケット .................................................................P.201
点検値 ................................................................................P.279
電制シフト警告灯 ................................P.46, P.47, P.48
電池交換のしかた
（インテリジェントキー） ...................................P.268
電動格納式ドアミラー .................................................P.99
点灯しないとき ............................................P.249, P.282

ドア
ドアが開かないときは .....................................P.217
ドアスイッチ .............................................................P.88
バックドア ..................................................................P.90
フロントドア .............................................................P.88

ドアミラー ..........................................................................P.99
ドアミラーヒーター ..................................................P.100
ドアロックスイッチ ......................................................P.89
灯火装置（ランプ）の点灯、点滅具合、
汚れ、損傷点検 .....................................................................
盗難防止装置
イモビライザー ........................................................P.36

時計 .........................................................................................P.43
ドライブコンピュータ .................................................P.56
ドライブモードインジケーター .............................P.43

ドライブモードセレクター
ドライブモードインジケーター .....................P.43
ドライブモードセレクター ............................P.119

トラクションモードインジケーター ..................P.42
トラブルがおきたときは
インテリジェントキーで始動できない
ときは .........................................................................P.218
オーバーヒートしたときは ............................P.246
警告灯がついたときは ......................................P.222
警告メッセージが表示されたときは ........P.231
けん引について .....................................................P.210
故障したときは .....................................................P.208
水没したときは .....................................................P.248
点灯しないとき ....................................P.249, P.282
ドアが開かないときは ......................................P.217
発炎筒 .........................................................................P.209
バッテリーがあがったときは .......................P.219
パンクしたときは ................................................P.213
ハンドルがロックしエンジンの始動が
できないときは .....................................................P.218
ヒューズが切れたときは .................................P.249
ブザー（警報音）が鳴ったときは .............P.243
窓ガラスがくもったときは ............................P.245
雪道やぬかるみにはまったときは .............P.247

トリップメーター（区間距離計） .......................P.41

内装のお手入れ ............................................................P.276
ナビゲーションシステム .................................................
ナンバー灯（番号灯）
スイッチ ....................................................................P.128
点灯しないとき ....................................P.249, P.282

日常点検 ....................................................................................

燃費情報表示 .....................................................................P.56
燃料
燃料計 ............................................................................P.41
燃料タンク容量 ....................................................P.103
燃料補給口 ..............................................................P.103

燃料残量警告灯 .....................................P.46, P.47, P.48

パーキングブレーキ
ブレーキ警告灯 .............................P.46, P.47, P.48

パーキングブレーキ ..................................................P.124
パーキングブレーキの引きしろ点検 ...............P.279
パーキングブレーキの踏みしろ点検 ........................
パーソナルディスプレイ ............................................P.43
排気量 .........................................................................................
ハイビームアシスト ..................................................P.130
ハイマウントストップランプ
点灯しないとき ....................................P.249, P.282

ハザードスイッチ（非常点滅表示灯） ..............P.10
挟み込み防止機構
パワーウインドー ...............................................P.102

発炎筒 ................................................................................P.209
バックドア
バックドア ..................................................................P.90
バックドアオープナースイッチ .....................P.91

バックドアガラスのくもりの取りかた ..........P.246
バックビューモニター .............................................P.183
バックビューモニターカメラ ..............................P.275
バックミラー（ルームミラー） .............................P.99
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発進......................................................................................P.124
バッテリー
バッテリー ...............................................................P.269
バッテリー液量の点検・補給 ...............................

バッテリーがあがったときは...............................P.219
バッテリーセーバー
ヘッドランプ ..........................................................P.128
マップランプ ..........................................................P.192

パドルシフト..................................................................P.116
バニティミラー（照明付き）...............................P.204
パワーウインドー........................................................P.101
パワーウインドーが正常に作動しない
とき......................................................................................P.102
パンクしたときは........................................................P.213
番号灯
スイッチ ....................................................................P.128
点灯しないとき ....................................P.249, P.282

ハンドル
ハンドルがロックしエンジンの始動が
できないときは .....................................................P.218

ハンドル ...............................................................................P.97
ハンドルロック（ステアリングロック）
ハンドルロック
（ステアリングロック） .................................P.113

ハンドルロック（ステアリングロック）......P.218
ハンドルロック（ステアリングロック）
ハンドルがロックしエンジンの始動が
できないときは .....................................................P.218

ヒーターシート.............................................................P.200
ヒーター付ドアミラー..............................................P.100
非常停止のしかた........................................................P.114
非常点滅表示灯
スイッチ .......................................................................P.10
点灯しないとき ....................................P.249, P.282

尾灯
スイッチ ....................................................................P.128

点灯しないとき....................................P.249, P.282
ヒューズが切れたときは ........................................P.249
表示灯 .........................................................P.49, P.50, P.51
表示灯がついたときは .................................................P.52
ヒルスタートアシスト .............................................P.137

ブースターケーブルのつなぎかた ....................P.219
ブースト計 ..........................................................................P.45
フード（ボンネット） .............................................P.259
吹き出し口 ......................................................................P.107
ブザー（警報音）が鳴ったときは ....................P.243
踏み間違い衝突防止アシスト
低速加速抑制機能................................................P.163
低速衝突軽減ブレーキ機能............................P.163
踏み間違い衝突防止アシスト.......................P.162

フューエルフィラーリッド
（燃料補給口） ............................................................P.103
フューエルメーター（燃料計） .............................P.41
冬用タイヤ・タイヤチェーン ..............................P.266
プリテンショナー機構 .................................................P.18
ブレーキ液量の点検・補給 ............................................
ブレーキ警告灯 .....................................P.46, P.47, P.48
ブレーキの効き点検 ...........................................................
ブレーキフルード（規定量） ..............................P.281
ブレーキペダルの踏みしろ ...........................P.279, 
フロアカーペット .......................................................P.203
フロントガラスのくもりの取りかた ...............P.245

ヘッドランプ
自動点灯ランプの消灯のしかた
（車両停車時）.....................................................P.130
スイッチ....................................................................P.128
点灯しないとき....................................P.249, P.282
ヘッドランプ上向き表示灯.....P.49, P.50, P.51

ヘッドランプ消し忘れ警告....................................P.128
ヘッドランプの点灯、点滅具合、汚れ、
損傷点検....................................................................................
ヘッドレスト.....................................................................P.97

ホイールサイズ.............................................................P.283
ホイールナットレンチ..............................................P.255
防眩式ルームミラー......................................................P.99
方向指示器
スイッチ ....................................................................P.132
点灯しないとき ....................................P.249, P.282
方向指示表示灯 ..............................P.49, P.50, P.51

方向指示器の点灯、点滅具合、汚れ、
損傷点検....................................................................................
防犯装置
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「メンテナンスノート」をお読みください。
「自動車検査証」をご参照ください。
「ナビゲーションシステム取扱説明書」をお読みください。
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警告灯・表示灯・警告メッセージが表示されたときは
293

メーター内に警告灯や警告メッセージが表示されたときは、すみやかに適切に対処する必要があります。詳しくは、警告灯
（ P.222）、警告メッセージ（ P.231）をお読みください。表示灯については、表示灯（ P.52）をお読みください。

警告灯 例

警告灯は、車両故障などを運転者に知らせるためのものです。警告灯が点灯したときは警告灯
（ P.222）に記載されている「説明・対処方法」に従ってください。

警告メッセージ 例

警告メッセージが表示されたときは、警告メッセージ（ P.231）に記載されている「説明・対処方法」
に従ってください。

表示灯 例

表示灯は、何らかのシステムが作動していることなどをお知らせするものです。点灯している理由は、
表示灯（ P.52）をお読みください。
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